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○
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
二
号
）

（
第
十
六
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す

研
究
開
発
段
階
に
お
け
る
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
の

る
規
則

設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則

（
適
用
範
囲
）

（
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

の
附
属
施
設
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三

百
二
十
四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る

原
子
炉
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質

、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「

、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「

法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

「
燃
料
体
」
と
は
、
発
電
用
原
子
炉
に
燃
料
と
し
て
使
用

三

「
燃
料
体
」
と
は
、
原
子
炉
に
燃
料
と
し
て
使
用
で
き
る

で
き
る
形
状
又
は
組
成
の
核
燃
料
物
質
を
い
う
。

形
状
又
は
組
成
の
核
燃
料
物
質
を
い
う
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

「
保
全
区
域
」
と
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

五

「
保
全
区
域
」
と
は
、
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
特
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め
に
特
に
管
理
を
必
要
と
す
る
場
所
で
あ
っ
て
、
管
理
区
域

に
管
理
を
必
要
と
す
る
場
所
で
あ
っ
て
、
管
理
区
域
以
外
の

以
外
の
も
の
を
い
う
。

も
の
を
い
う
。

六

（
略
）

六

（
略
）

七

「
放
射
線
業
務
従
事
者
」
と
は
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転

七

「
放
射
線
業
務
従
事
者
」
と
は
、
原
子
炉
の
運
転
、
原
子

、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料

炉
施
設
の
保
全
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
、
貯
蔵
、
廃
棄
又

物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
運
搬
、
貯
蔵
、
廃
棄
又
は

は
汚
染
の
除
去
等
の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
管
理

汚
染
の
除
去
等
の
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
管
理
区

区
域
に
立
ち
入
る
も
の
を
い
う
。

域
に
立
ち
入
る
も
の
を
い
う
。

（
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

（
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
の
発
電
用
原
子
炉
の

第
三
条

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
の
申

設
置
の
許
可
の
申
請
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ

請
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
三
号
の
発
電
用
原
子

一

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
三
号
の
原
子
炉
の
熱
出
力
に
つ

炉
の
熱
出
力
に
つ
い
て
は
、
連
続
最
大
熱
出
力
を
記
載
す
る

い
て
は
、
連
続
最
大
熱
出
力
を
記
載
す
る
こ
と
。

こ
と
。

二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号
の
発
電
用
原
子

二

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
原
子
炉
施
設
の
位
置
、

炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
次
の
区
分

構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
次
の
区
分
に
よ
っ
て
記
載
す

に
よ
っ
て
記
載
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

イ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置

イ

原
子
炉
施
設
の
位
置

敷
地
の
面
積
及
び
形
状

敷
地
の
面
積
及
び
形
状

(1)

(1)

敷
地
内
に
お
け
る
主
要
な
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位

敷
地
内
に
お
け
る
主
要
な
原
子
炉
施
設
の
位
置

(2)

(2)

置

ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
一
般
構
造

ロ

原
子
炉
施
設
の
一
般
構
造

耐
震
構
造

耐
震
構
造

(1)

(1)
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耐
津
波
構
造
（
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び

（
新
設
）

(2)
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関

す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則

第
九
号
。
以
下
「
研
開
炉
設
置
許
可
基
準
規
則
」
と
い

う
。
）
第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
津
波
に
対
し
て
発
電

用
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が

な
い
よ
う
措
置
を
講
じ
た
構
造
を
い
う
。
）

そ
の
他
の
主
要
な
構
造

そ
の
他
の
主
要
な
構
造

(3)

(2)

ハ

原
子
炉
本
体
の
構
造
及
び
設
備

ハ

原
子
炉
本
体
の
構
造
及
び
設
備

発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
（
以
下
単
に
「
炉
心
」
と
い

炉
心

(1)

(1)

う
。
）構

造

構
造

(i)

(i)

燃
料
体
の
最
大
挿
入
量

燃
料
体
の
最
大
挿
入
量

(ii)

(ii)

主
要
な
核
的
制
限
値

主
要
な
核
的
制
限
値

(iii)

(iii)

主
要
な
熱
的
制
限
値

主
要
な
熱
的
制
限
値

(iv)

(iv)

燃
料
体

燃
料
体

(2)

(2)

燃
料
材
の
種
類

燃
料
材
の
種
類

(i)

(i)

被
覆
材
の
種
類

被
覆
材
の
種
類

(ii)

(ii)

燃
料
要
素
の
構
造

燃
料
要
素
の
構
造

(iii)

(iii)

燃
料
集
合
体
の
構
造

燃
料
集
合
体
の
構
造

(iv)

(iv)

最
高
燃
焼
度

最
高
燃
焼
度

(v)

(v)

減
速
材
及
び
反
射
材
の
種
類

減
速
材
及
び
反
射
材
の
種
類

(3)

(3)

原
子
炉
容
器

原
子
炉
容
器

(4)

(4)

構
造

構
造

(i)

(i)

最
高
使
用
圧
力
及
び
最
高
使
用
温
度

最
高
使
用
圧
力
及
び
最
高
使
用
温
度

(ii)

(ii)
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放
射
線
遮
蔽
体
の
構
造

放
射
線
遮
へ
い
体
の
構
造

(5)

(5)

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

(6)

(6)

ニ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
構
造
及
び

ニ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
構
造
及
び
設

設
備

備

核
燃
料
物
質
取
扱
設
備
の
構
造

核
燃
料
物
質
取
扱
設
備
の
構
造

(1)

(1)

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
の
構
造
及
び
貯
蔵
能
力

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
の
構
造
及
び
貯
蔵
能
力

(2)

(2)

核
燃
料
物
質
貯
蔵
用
冷
却
設
備
の
構
造
及
び
冷
却
能

（
新
設
）

(3)
力

ホ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
構
造
及
び
設
備

ホ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
構
造
及
び
設
備

一
次
冷
却
材
設
備

一
次
冷
却
設
備

(1)

(1)

冷
却
材
の
種
類

冷
却
材
の
種
類

(i)

(i)

主
要
な
機
器
及
び
管
の
個
数
及
び
構
造

主
要
な
機
器
及
び
管
の
個
数
及
び
構
造

(ii)

(ii)

冷
却
材
の
温
度
及
び
圧
力

冷
却
材
の
温
度
及
び
圧
力

(iii)

(iii)

二
次
冷
却
設
備

二
次
冷
却
設
備

(2)

(2)

冷
却
材
の
種
類

冷
却
材
の
種
類

(i)

(i)

主
要
な
機
器
の
個
数
及
び
構
造

主
要
な
機
器
の
個
数
及
び
構
造

(ii)

(ii)

非
常
用
冷
却
設
備

非
常
用
冷
却
設
備

(3)

(3)

冷
却
材
の
種
類

冷
却
材
の
種
類

(i)

(i)

主
要
な
機
器
及
び
管
の
個
数
及
び
構
造

主
要
な
機
器
及
び
管
の
個
数
及
び
構
造

(ii)

(ii)

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

(4)

(4)

ヘ

計
測
制
御
系
統
施
設
の
構
造
及
び
設
備

ヘ

計
測
制
御
系
統
施
設
の
構
造
及
び
設
備

計
装

計
装

(1)

(1)

核
計
装
の
種
類

核
計
装
の
種
類

(i)

(i)

そ
の
他
の
主
要
な
計
装
の
種
類

そ
の
他
の
主
要
な
計
装
の
種
類

(ii)

(ii)

安
全
保
護
回
路

安
全
保
護
回
路

(2)

(2)
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原
子
炉
停
止
回
路
の
種
類

原
子
炉
停
止
回
路
の
種
類

(i)

(i)

そ
の
他
の
主
要
な
安
全
保
護
回
路
の
種
類

そ
の
他
の
主
要
な
安
全
保
護
回
路
の
種
類

(ii)

(ii)

制
御
設
備

制
御
設
備

(3)

(3)

制
御
材
の
個
数
及
び
構
造

制
御
材
の
個
数
及
び
構
造

(i)

(i)

制
御
材
駆
動
設
備
の
個
数
及
び
構
造

制
御
材
駆
動
設
備
の
個
数
及
び
構
造

(ii)

(ii)

反
応
度
制
御
能
力

反
応
度
制
御
能
力

(iii)

(iii)

非
常
用
制
御
設
備

非
常
用
制
御
設
備

(4)

(4)

制
御
材
の
個
数
及
び
構
造

制
御
材
の
個
数
及
び
構
造

(i)

(i)

主
要
な
機
器
の
個
数
及
び
構
造

主
要
な
機
器
の
個
数
及
び
構
造

(ii)

(ii)

反
応
度
制
御
能
力

反
応
度
制
御
能
力

(iii)

(iii)

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

(5)

(5)

ト

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
構
造
及
び
設
備

ト

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
構
造
及
び
設
備

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

(1)

(1)

構
造

構
造

(i)

(i)

廃
棄
物
の
処
理
能
力

廃
棄
物
の
処
理
能
力

(ii)

(ii)

排
気
口
の
位
置

排
気
口
の
位
置

(iii)

(iii)

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(2)

(2)

構
造

構
造

(i)

(i)

廃
棄
物
の
処
理
能
力

廃
棄
物
の
処
理
能
力

(ii)

(ii)

排
水
口
の
位
置

排
水
口
の
位
置

(iii)

(iii)

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(3)

(3)

構
造

構
造

(i)

(i)

廃
棄
物
の
処
理
能
力

廃
棄
物
の
処
理
能
力

(ii)

(ii)

チ

放
射
線
管
理
施
設
の
構
造
及
び
設
備

チ

放
射
線
管
理
施
設
の
構
造
及
び
設
備

屋
内
管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類

屋
内
管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類

(1)

(1)
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屋
外
管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類

屋
外
管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類

(2)

(2)

リ

原
子
炉
格
納
施
設
の
構
造
及
び
設
備

リ

原
子
炉
格
納
施
設
の
構
造
及
び
設
備

原
子
炉
格
納
容
器
の
構
造

構
造

(1)

(1)

原
子
炉
格
納
容
器
の
設
計
圧
力
及
び
設
計
温
度
並
び

設
計
圧
力
及
び
設
計
温
度
並
び
に
漏
え
い
率

(2)

(2)

に
漏
え
い
率

非
常
用
格
納
容
器
保
護
設
備
の
構
造

（
新
設
）

(3)

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

(4)

(3)

ヌ

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
構
造
及
び
設
備

ヌ

そ
の
他
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
構
造
及
び
設
備

常
用
電
源
設
備
の
構
造

（
新
設
）

(1)

非
常
用
電
源
設
備
の
構
造

非
常
用
電
源
設
備
の
構
造

(2)

(1)

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

そ
の
他
の
主
要
な
事
項

(3)

(2)

三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
六
号
の
工
事
計
画
に

三

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
六
号
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
は

つ
い
て
は
、
工
事
の
順
序
及
び
日
程
を
記
載
す
る
こ
と
。

、
工
事
工
程
表
を
記
載
す
る
こ
と
。

四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
七
号
の
発
電
用
原
子

四

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
七
号
の
原
子
炉
に
燃
料
と
し
て

炉
に
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
核
燃
料
物
質
の
種
類
及
び
そ
の

使
用
す
る
核
燃
料
物
質
の
種
類
及
び
そ
の
年
間
予
定
使
用
量

年
間
予
定
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
の
種
類
ご
と

に
つ
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
の
種
類
ご
と
に
年
間
予
定
挿
入

に
年
間
予
定
挿
入
量
及
び
燃
焼
量
を
記
載
す
る
こ
と
。

量
及
び
燃
焼
量
を
記
載
す
る
こ
と
。

五

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
八
号
の
使
用
済
燃
料

五

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
八
号
の
使
用
済
燃
料
の
処
分
の

の
処
分
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返

方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返
還
等
の
相

還
等
の
相
手
方
及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記

手
方
及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記
載
す
る
こ

載
す
る
こ
と
。

と
。

六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
九
号
の
発
電
用
原
子

（
新
設
）

炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

イ

核
燃
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
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物
に
よ
る
放
射
線
被
ば
く
の
管
理
の
方
法

ロ

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
関
す
る
事
項

ハ

周
辺
監
視
区
域
の
外
に
お
け
る
実
効
線
量
の
算
定
の
条

件
及
び
結
果

七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
十
号
の
発
電
用
原
子

（
新
設
）

炉
の
炉
心
の
著
し
い
損
傷
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び

体
制
整
備
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
故

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
記

載
す
る
こ
と
。

イ

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
（
研
開
炉
設
置
許
可
基
準

規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
運
転
時
の
異
常

な
過
渡
変
化
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

事
故
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
施
設
並
び
に
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る

事
故
の
程
度
及
び
影
響
の
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た

条
件
及
び
そ
の
評
価
の
結
果

ロ

設
計
基
準
事
故

事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
施

設
並
び
に
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
事
故
の
程
度
及
び
影

響
の
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条
件
及
び
そ
の
評
価

の
結
果

ハ

重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
（
運
転
時
の
異

常
な
過
渡
変
化
及
び
設
計
基
準
事
故
を
除
く
。
）
又
は
重

大
事
故
（
以
下
「
重
大
事
故
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
対

処
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
体
制
並
び
に
発
生
す
る

と
想
定
さ
れ
る
事
故
の
程
度
及
び
影
響
の
評
価
を
行
う
た
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め
に
設
定
し
た
条
件
及
び
評
価
結
果

２

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

２

前
項
の
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
令
第
十
二
条
第
二
項
の
原
子

法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
。
以
下

力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
二
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委

と
お
り
と
す
る
。

員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

発
電
用
原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す
る
説
明
書

一

原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す
る
説
明
書

二

発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説
明
書

二

原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説
明
書

三

（
略
）

三

（
略
）

四

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃
料
物
質
の
取
得
計

四

原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃
料
物
質
の
取
得
計
画
を
記

画
を
記
載
し
た
書
類

載
し
た
書
類

五

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
及
び
運
転
に
関
す
る
技
術
的

五

原
子
炉
施
設
の
設
置
及
び
運
転
に
関
す
る
技
術
的
能
力
に

能
力
に
関
す
る
説
明
書

関
す
る
説
明
書

六

発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
所
に
関
す

六

原
子
炉
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
所
に
関
す
る
気
象

る
気
象
、
地
盤
、
水
理
、
地
震
、
社
会
環
境
等
の
状
況
に
関

、
地
盤
、
水
理
、
地
震
、
社
会
環
境
等
の
状
況
に
関
す
る
説

す
る
説
明
書

明
書

七

発
電
用
原
子
炉
又
は
そ
の
主
要
な
附
属
施
設
を
設
置
し
よ

七

原
子
炉
又
は
そ
の
主
要
な
附
属
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す

う
と
す
る
地
点
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
を
含

る
地
点
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
を
含
む
縮
尺

む
縮
尺
二
十
万
分
の
一
の
地
図
及
び
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

二
十
万
分
の
一
の
地
図
及
び
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

の
地
域
を
含
む
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
図

を
含
む
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
図

八

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明
書

八

原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明
書

九

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る
説
明
書

九

核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
放
射
線
の
被
ば
く
管
理
及
び
放
射

性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
関
す
る
説
明
書

十

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

十

原
子
炉
の
操
作
上
の
過
失
、
機
械
又
は
装
置
の
故
障
、
地

お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
体

震
、
火
災
等
が
あ
っ
た
場
合
に
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
原

制
の
整
備
に
関
す
る
説
明
書

子
炉
の
事
故
の
種
類
、
程
度
、
影
響
等
に
関
す
る
説
明
書
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十
一

（
略
）

十
一

（
略
）

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
、
副
本
一
通

通
と
す
る
。

及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
重
大
事
故
）

第
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第
三
号
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
重
大
な
事
故
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

炉
心
の
著
し
い
損
傷

二

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
又
は
使
用
済

燃
料
の
著
し
い
損
傷

（
変
更
の
許
可
の
申
請
）

（
変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
五
条

令
第
二
十
条
の
三
の
変
更
の
許
可
の
申
請
書
の
記
載
に

第
四
条

令
第
十
四
条
の
変
更
の
許
可
の
申
請
書
の
記
載
に
つ
い

つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

令
第
二
十
条
の
三
第
三
号
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

一

令
第
十
四
条
第
三
号
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
第

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
三
号
の
発
電
用
原
子
炉

二
十
三
条
第
二
項
第
三
号
の
原
子
炉
の
熱
出
力
の
変
更
に
係

の
熱
出
力
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
連
続
最
大
熱

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
連
続
最
大
熱
出
力
を
記
載
し
、
法
第

出
力
を
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号

二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及

の
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
変
更
に

び
設
備
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
条
第
一
項
第

係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る

二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
し
、
法
第
二
十
三
条
第

区
分
に
よ
っ
て
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項

二
項
第
八
号
の
使
用
済
燃
料
の
処
分
の
方
法
の
変
更
に
係
る

第
八
号
の
使
用
済
燃
料
の
処
分
の
方
法
の
変
更
に
係
る
場
合

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返
還
等
の
相

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返
還
等
の
相
手
方

手
方
及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記
載
す
る
こ

及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記
載
し
、
法
第
四

と
。
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十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
九
号
の
放
射
線
の
管
理
に
関
す

る
事
項
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
一
項

第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の

五
第
二
項
第
十
号
の
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
の
著
し
い
損
傷

そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対

処
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事

項
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
七

号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
す
る
こ
と
。

二

令
第
二
十
条
の
三
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
九
号
及

二

令
第
十
四
条
第
五
号
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
工
事
工

び
第
十
号
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
順
序
及
び
日

程
表
を
記
載
す
る
こ
と
。

程
を
記
載
す
る
こ
と
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

２

法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る

、
第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
令
第
二

事
項
の
変
更
に
係
る
令
第
十
四
条
の
許
可
の
申
請
書
に
は
、
次

十
条
の
三
の
許
可
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す

一

変
更
後
に
お
け
る
原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す
る
説
明

る
説
明
書

書

二

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説

二

変
更
後
に
お
け
る
原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説
明
書

明
書

三

（
略
）

三

（
略
）

四

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃

四

変
更
後
に
お
け
る
原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃
料
物
質

料
物
質
の
取
得
計
画
を
記
載
し
た
書
類

の
取
得
計
画
を
記
載
し
た
書
類

五

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
及
び
運
転
に
関

五

変
更
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
設
置
及
び
運
転
に
関
す
る
技

す
る
技
術
的
能
力
に
関
す
る
説
明
書

術
的
能
力
に
関
す
る
説
明
書

六

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
場
所
に
関
す
る
気
象

六

変
更
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
場
所
に
関
す
る
気
象
、
地
盤
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、
地
盤
、
水
理
、
地
震
、
社
会
環
境
等
の
状
況
に
関
す
る
説

、
水
理
、
地
震
、
社
会
環
境
等
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書

明
書

七

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
又
は
そ
の
主
要
な
附
属
施
設

七

変
更
に
係
る
原
子
炉
又
は
そ
の
主
要
な
附
属
施
設
の
設
置

の
設
置
の
地
点
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
を
含

の
地
点
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
を
含
む
縮
尺

む
縮
尺
二
十
万
分
の
一
の
地
図
及
び
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

二
十
万
分
の
一
の
地
図
及
び
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

の
地
域
を
含
む
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
図

を
含
む
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
図

八

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関

八

変
更
後
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説

す
る
説
明
書

明
書

九

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線

九

変
更
後
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
放
射
線
の
被
ば

の
管
理
に
関
す
る
説
明
書

く
管
理
及
び
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
関
す
る
説
明
書

十

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
の
著
し
い
損
傷

十

変
更
後
に
お
け
る
原
子
炉
の
操
作
上
の
過
失
、
機
械
又
は

そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対

装
置
の
故
障
、
地
震
、
火
災
等
が
あ
っ
た
場
合
に
発
生
す
る

処
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
に
関
す
る
説

と
想
定
さ
れ
る
原
子
炉
の
事
故
の
種
類
、
程
度
、
影
響
等
に

明
書

関
す
る
説
明
書

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
、
副
本
一
通

通
と
す
る
。

及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
認
可
の
申
請
）

（
削
る
）

第
五
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設

に
関
す
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
（
第
十
一
条
に
規
定
す
る
原

子
炉
施
設
で
あ
っ
て
溶
接
を
す
る
も
の
に
関
す
る
溶
接
の
方
法

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い

て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



⑯-12

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

原
子
炉
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
原
子
炉
施
設
の

変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
に
係
る
工
場
又
は
事

業
所
）
の
名
称
及
び
所
在
地

三

次
の
区
分
に
よ
る
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
設
計
及
び
工
事

の
方
法
（
原
子
炉
施
設
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

イ

原
子
炉
本
体

ロ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

ハ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

ニ

計
測
制
御
系
統
施
設

ホ

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

ヘ

放
射
線
管
理
施
設

ト

原
子
炉
格
納
施
設

チ

そ
の
他
原
子
炉
の
附
属
施
設

四

原
子
炉
施
設
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
変
更
の
理
由

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
原
子
炉

施
設
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
に
つ
い
て
計
算
に
よ
っ
て
説
明
し
た
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

圧
力
容
器
、
熱
交
換
器
、
管
等
の
耐
圧
強
度

二

燃
料
体
、
減
速
材
等
の
耐
熱
、
耐
放
射
線
等
の
強
度

三

放
射
線
遮
へ
い

四

原
子
炉
施
設
の
耐
震
性
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五

炉
心
の
核
的
設
計
及
び
熱
的
設
計

六

安
全
弁
及
び
逃
が
し
弁
の
吹
出
量

七

核
燃
料
物
質
貯
蔵
施
設
の
核
燃
料
物
質
の
臨
界
防
止

八

制
御
設
備
の
制
御
能
力

九

前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

必
要
と
認
め
る
事
項

３

設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
全
部
に
つ
き
一
時
に
法
第
二
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
し
、
分
割
し
て
認
可
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
、
副
本
一
通

及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
削
る
）

第
六
条

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
可
を
受
け

た
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
に
つ
い
て
変

更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

工
事
を
行
う
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分

に
よ
る
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法

四

変
更
の
理
由
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２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の

う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
計
算
に
よ
っ
て
説
明
し
た
書

類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
、
副
本
一
通

及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
設
計
及
び
工
事
の
方
法
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

（
削
る
）

第
六
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

廃
止
措
置
計
画
の
認
可
に
係
る
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
法
第

二
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会

規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
放
射
線
遮
へ
い
物
の
側
壁
に

お
け
る
線
量
の
値
を
大
き
く
し
な
い
も
の
そ
の
他
原
子
炉
施
設

の
保
全
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

２

法
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
部
数

は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
使
用
前
検
査
の
申
請
）

（
削
る
）

第
七
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉
施

設
の
工
事
（
第
十
一
条
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て
溶

接
を
す
る
も
の
の
溶
接
を
除
く
。
）
及
び
性
能
に
つ
い
て
検
査

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名
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二

原
子
炉
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
原
子
炉
施
設
の

変
更
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
に
係
る
工
場
又
は
事

業
所
）
の
名
称
及
び
所
在
地

三

工
事
工
程
表

四

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
、
期
日
及
び
場
所

五

法
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
設

置
又
は
変
更
の
許
可
の
申
請
書
及
び
こ
れ
ら
の
許
可
の
際
に

付
さ
れ
た
条
件
を
記
載
し
た
書
類
（
以
下
こ
の
条
、
第
九
条

及
び
第
十
九
条
の
三
に
お
い
て
「
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）

に
記
載
し
た
熱
出
力
（
使
用
し
よ
う
と
す
る
熱
出
力
が
申
請

書
等
に
記
載
し
た
熱
出
力
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
使
用

し
よ
う
と
す
る
最
大
の
熱
出
力
。
以
下
「
最
大
使
用
熱
出
力

」
と
い
う
。
）

六

最
大
使
用
熱
出
力
に
到
達
さ
せ
る
ま
で
の
期
間
の
熱
出
力

の
増
加
の
計
画

七

申
請
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
開
始
の
予
定
時
期

２

前
項
の
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
３

第
一
項
の
申
請
書
及
び
前
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部

数
は
、
正
本
一
通
、
副
本
一
通
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
使
用
前
検
査
の
実
施
）

（
削
る
）

第
八
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項

の
使
用
前
検
査
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
き
に
行
う
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。一

燃
料
体
、
制
御
材
、
減
速
材
、
反
射
材
、
放
射
線
遮
へ
い

材
又
は
特
に
気
密
若
し
く
は
水
密
を
要
す
る
材
料
若
し
く
は

部
品
に
関
す
る
事
項
質
量
分
析
試
験
、
化
学
分
析
試
験
若
し

く
は
分
光
分
析
試
験
、
非
破
壊
試
験
、
機
械
試
験
、
耐
圧
試

験
又
は
漏
え
い
試
験
を
行
う
と
き
そ
の
他
の
原
子
力
規
制
委

員
会
が
適
当
と
認
め
る
と
き
。

二

原
子
炉
本
体
又
は
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
組
立
て
に
関

す
る
事
項
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
主
要
な
部
分
の
寸
法
の
測
定

が
で
き
る
と
き
又
は
洗
浄
試
験
を
行
う
と
き
。

三

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
若
し
く
は
貯
蔵
施
設
又
は
放
射

性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
組
立
て
に
関
す
る
事
項

そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
主
要
な
部
分
の
寸
法
の
測
定
が
で
き
る
と
き
。

四

計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
線
管
理
施
設
、
原
子
炉
格
納

施
設
又
は
そ
の
他
の
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
組
立
て
に
関
す

る
事
項
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
完
成
し
た
と
き
。

五

原
子
炉
施
設
の
性
能
に
関
す
る
事
項

原
子
炉
が
臨
界
に

達
す
る
と
き
、
熱
出
力
が
最
大
使
用
熱
出
力
に
達
す
る
と
き

そ
の
他
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
と
き
。

（
機
構
が
行
う
使
用
前
検
査
）

（
削
る
）

第
八
条
の
二

法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
が
独

立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う

。
）
に
行
わ
せ
る
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
は
、
次
の
各
号
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に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

、
そ
の
工
事
が
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
設

計
及
び
工
事
の
方
法
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
行
う
検
査

二

令
第
十
五
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
に
あ
っ
て

は
、
前
条
第
一
項
第
五
号
の
検
査
の
う
ち
、
第
九
条
に
掲
げ

る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行

う
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

原
子
炉
本
体
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

炉
心

(1)

初
臨
界
に
達
し
た
時
の
原
子
炉
の
状
況

(i)

炉
心
へ
の
燃
料
の
装
荷
状
況

(ii)

出
力
係
数
の
測
定

(iii)

出
力
を
変
更
し
た
と
き
の
原
子
炉
の
制
御
性
能

(iv)
燃
料
体
に
お
け
る
試
験
用
集
合
体
の
性
能

(2)

放
射
線
遮
へ
い
体

(3)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
回
転
プ
ラ
グ
の
回
転

(i)
性
能系

統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作
状
況

(ii)

ロ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
性
能
に
係

る
検
査
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の
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核
燃
料
物
質
取
扱
設
備

(1)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

燃
料
出
入
機
冷
却
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

燃
料
洗
浄
設
備
の
運
転
性
能

ｃ

核
燃
料
物
質
取
扱
設
備
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
動
力
源
喪
失
時
に
有
す
べ

(ii)
き
機
能

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備

(2)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

送
風
機
の
運
転
性
能

ｂ

ポ
ン
プ
の
運
転
性
能

ｃ

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(ii)
ａ

動
力
源
喪
失
時
に
有
す
べ
き
機
能

ｂ

警
報
の
動
作
状
況

新
燃
料
受
入
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力

(iii)

ハ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

一
次
主
冷
却
系
設
備

(1)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
ポ
ン
プ
の
運
転
性
能

(i)

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

二
次
主
冷
却
設
備
及
び
補
助
冷
却
設
備

(2)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
ポ
ン
プ
の
運
転
性
能

(i)
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系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

補
助
冷
却
設
備

(3)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

送
風
機
の
運
転
性
能

ｂ

補
助
冷
却
設
備
の
起
動
状
況

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
付
属
設
備

(4)

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(i)
ク
の
動
作
状
況

工
場
及
び
現
地
に
お
け
る
検
査

(ii)
ａ

主
蒸
気
安
全
弁
の
作
動
状
況

ｂ

主
蒸
気
安
全
弁
の
漏
え
い
状
況

炉
心
燃
料
装
荷
後
の
検
査

(iii)
ａ

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
保
安
装
置
の
性
能
（
停
止
及
び

無
負
荷
運
転
中
に
係
る
も
の
に
限
る
）

ｂ

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
系
統
設
備
の
運
転
性
能

一
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
補
助
設
備

(5)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
ポ
ン
プ
の
運
転
性
能

(i)

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

二
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
補
助
設
備

(6)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
ポ
ン
プ
の
運
転
性
能

(i)

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作
状
況

(ii)
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一
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

(7)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
圧
縮
機
の
運
転
性
能

(i)

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

二
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備
に
お
け
る
系
統
機
能
検

(8)
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
冷
却
系
設
備

(9)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
送
風
機
及
び
ポ
ン
プ

(i)
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作
状
況

(ii)
原
子
炉
補
機
冷
却
水
設
備
に
お
け
る
系
統
運
転
性
能

(10)
検
査
に
係
る
ポ
ン
プ
の
運
転
性
能

機
器
冷
却
水
設
備

(11)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
冷
却
フ
ァ
ン
及
び
ポ

(i)
ン
プ
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作

(ii)
状
況

ナ
ト
リ
ウ
ム
・
水
反
応
生
成
物
収
納
設
備
主
配
管
圧

(12)
力
開
放
板
に
お
け
る
性
能
検
査
に
係
る
圧
力
開
放
板
の

開
放
設
定
差
圧
の
確
認
破
壊
試
験

ニ

計
測
制
御
系
統
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

計
装

(1)

性
能
検
査
に
係
る
計
測
装
置
の
計
測
範
囲

(i)
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系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

安
全
保
護
回
路

(2)

系
統
機
能
検
査

(i)
ａ

原
子
炉
保
護
設
備
の
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
の
動
作
状

況
ｂ

工
学
的
安
全
施
設
作
動
設
備
の
ロ
ジ
ッ
ク
回
路

の
動
作
状
況

検
出
要
素
設
定
値
確
認
検
査

(ii)
ａ

原
子
炉
保
護
回
路
の
設
定
値
の
確
認

ｂ

工
学
的
安
全
施
設
作
動
回
路
の
設
定
値
の
確
認

制
御
設
備
及
び
非
常
用
制
御
設
備

(3)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

制
御
棒
駆
動
機
構
の
駆
動
性
能

ｂ

制
御
棒
の
そ
う
入
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

制
御
用
圧
縮
空
気
設
備

(4)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
空
気
圧
縮
機
の
運
転

(i)
性
能系

統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作
状
況

(ii)

ホ

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(1)
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系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

気
体
廃
棄
物
処
理
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

活
性
炭
吸
着
装
置
の
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作

(ii)
状
況

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

(2)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
液
体
廃
棄
物
処
理
装

(i)
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

(3)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

固
体
廃
棄
物
処
理
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
プ
ー
ル
設
備
の
ポ
ン
プ
の
運

転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

ヘ

放
射
線
管
理
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

屋
内
管
理
用
の
主
要
な
設
備

(1)

性
能
検
査
に
係
る
校
正
状
況
の
確
認

(i)

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作
状
況

(ii)
屋
外
管
理
用
の
主
要
な
設
備

(2)

性
能
検
査
に
係
る
校
正
状
況
の
確
認

(i)
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系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作
状
況

(ii)

ト

原
子
炉
格
納
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

原
子
炉
格
納
容
器
及
び
付
属
設
備

(1)

格
納
容
器
隔
離
弁
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係

(i)
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

真
空
逃
が
し
装
置

(2)

工
場
及
び
現
地
に
お
け
る
検
査

(i)
ａ

作
動
の
状
況

ｂ

漏
え
い
の
状
況

ア
ニ
ュ
ラ
ス
循
環
排
気
装
置

(3)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
負
圧
状
態

ｂ

フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

性
能
検
査

(ii)
ａ

よ
う
素
除
去
フ
ィ
ル
タ
性
能

ｂ

微
粒
子
フ
ィ
ル
タ
性
能

系
統
機
能
検
査

(iii)
ａ

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｂ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
よ
う
素
フ
ィ
ル
タ
の
切
替
時
間

チ

そ
の
他
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

非
常
用
電
源
設
備

(1)
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系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
運
転
性
能

ｂ

イ
ン
バ
ー
タ
の
運
転
性
能

ｃ

蓄
電
池
の
運
転
性
能

性
能
検
査
に
係
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
連
続
運

(ii)
転
可
能
時
間

系
統
機
能
検
査

(iii)
ａ

警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｂ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
自
動
起
動
の
状
況

換
気
空
調
設
備

(2)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

(i)
検
査性

能
検
査

(ii)
ａ

よ
う
素
除
去
フ
ィ
ル
タ
性
能

ｂ

微
粒
子
フ
ィ
ル
タ
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作

(iii)
状
況

共
通
保
修
設
備
に
お
け
る
系
統
運
転
性
能
検
査
に
係

(3)
る
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン
、
ク
レ
ー
ン
及
び
台
車
の
運
転
性

能

三

令
第
十
五
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
に
あ
っ
て

は
、
第
八
条
第
五
号
の
検
査
の
う
ち
、
第
九
条
に
掲
げ
る
技

術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
、

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

原
子
炉
本
体
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次
に
掲
げ



⑯-25

る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

炉
心

(1)

初
臨
界
に
達
し
た
時
の
原
子
炉
の
状
況

(i)

炉
心
へ
の
燃
料
の
装
荷
状
況

(ii)
燃
料
体
に
お
け
る
燃
料
集
合
体
の
性
能

(2)

原
子
炉
容
器

(3)

漏
え
い
検
査

(i)
ａ

カ
ラ
ン
ド
リ
ア
タ
ン
ク
の
漏
え
い
状
況

ｂ

カ
ラ
ン
ド
リ
ア
管
の
漏
え
い
状
況

ｃ

圧
力
管
の
漏
え
い
量

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
シ
ー
ル
リ
ー
ク
検
出

(ii)
装
置
の
運
転
性
能

放
射
線
遮
へ
い
体

(4)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
鉄
水
遮
へ
い
体
の
運

(i)
転
性
能

そ
の
他
の
設
備

(5)

出
力
係
数

(i)

温
度
係
数

(ii)

出
力
の
変
更

(iii)

ロ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
性
能
に
係

る
検
査
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

核
燃
料
物
質
取
扱
設
備

(1)

漏
え
い
検
査
に
係
る
燃
料
移
送
装
置
の
漏
え
い
確

(i)
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認
系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

燃
料
交
換
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

燃
料
移
送
装
置
の
運
転
性
能

ｃ

キ
ャ
ス
ク
取
扱
装
置
の
運
転
性
能

ｄ

破
損
燃
料
検
出
装
置
の
動
作
状
況

系
統
機
能
検
査
に
係
る
動
力
源
喪
失
時
に
有
す
べ

(iii)
き
機
能

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備

(2)

貯
蔵
能
力
確
認
検
査

(i)
ａ

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力

ｂ

新
燃
料
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
冷
却
浄
化
系
の
運

転
性
能

ｂ

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
運
転
性
能

ｃ

新
燃
料
貯
蔵
設
備
の
運
転
状
況

系
統
機
能
検
査

(iii)
ａ

動
力
源
喪
失
時
に
有
す
べ
き
機
能

ｂ

警
報
の
動
作
状
況

ハ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

一
次
冷
却
設
備

(1)

漏
え
い
検
査

(i)
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ａ

冷
却
材
再
循
環
系
逃
し
安
全
弁
の
漏
え
い
状
況

ｂ

主
蒸
気
系
隔
離
弁
の
漏
え
い
状
況

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

冷
却
材
再
循
環
系
の
運
転
性
能

ｂ

復
水
貯
蔵
系
の
運
転
性
能

ｃ

給
水
制
御
系
の
運
転
性
能

ｄ

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
の
運
転
性
能

ｅ

蒸
気
放
出
プ
ー
ル
冷
却
系
の
運
転
性
能

ｆ

原
子
炉
給
水
系
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(iii)
ａ

冷
却
材
再
循
環
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
の
動
作
状
況

ｂ

原
子
炉
給
水
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況

ｃ

冷
却
材
再
循
環
系
逃
し
安
全
弁
の
動
作
状
況

ｄ

主
蒸
気
系
隔
離
弁
の
動
作
状
況

ｅ

タ
ー
ビ
ン
弁
の
動
作
状
況

ｆ

タ
ー
ビ
ン
保
安
装
置
の
性
能
（
停
止
及
び
無
負

荷
運
転
中
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

ｇ

タ
ー
ビ
ン
の
系
統
全
体
の
状
況

そ
の
他
の
設
備

(2)

漏
え
い
検
査
に
係
る
重
水
冷
却
系
の
漏
え
い
状
況

(i)

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

余
熱
除
去
系
の
運
転
性
能

ｂ

重
水
冷
却
系
の
運
転
性
能
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ｃ

重
水
浄
化
系
の
運
転
性
能

ｄ

ポ
イ
ズ
ン
供
給
系
の
運
転
性
能

ｅ

ヘ
リ
ウ
ム
循
環
系
の
運
転
性
能

ｆ

ヘ
リ
ウ
ム
浄
化
系
の
運
転
性
能

ｇ

炭
酸
ガ
ス
系
の
運
転
性
能

ｈ

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(iii)
ａ

余
熱
除
去
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の

動
作
状
況

ｂ

重
水
冷
却
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の

動
作
状
況

ｃ

重
水
浄
化
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況

ｄ

ポ
イ
ズ
ン
供
給
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
の
動
作
状
況

ｅ

ヘ
リ
ウ
ム
循
環
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
の
動
作
状
況

ｆ

ヘ
リ
ウ
ム
浄
化
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
の
動
作
状
況

ｇ

炭
酸
ガ
ス
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の

動
作
状
況

ｈ

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
の
動
作
状
況

ニ

計
測
制
御
系
統
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
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る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

計
装

(1)

性
能
検
査
に
係
る
計
測
装
置
の
計
測
範
囲

(i)

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作
状
況

(ii)
安
全
保
護
回
路

(2)

系
統
機
能
検
査

(i)
ａ

原
子
炉
保
護
設
備
の
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
の
動
作
状

況
ｂ

工
学
的
安
全
施
設
作
動
設
備
の
ロ
ジ
ッ
ク
回
路

の
動
作
状
況

設
定
値
確
認
検
査

(ii)
ａ

原
子
炉
保
護
回
路
の
設
定
状
況

ｂ

工
学
的
安
全
施
設
作
動
回
路
の
設
定
状
況

制
御
設
備

(3)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

制
御
棒
駆
動
機
構
の
駆
動
性
能

ｂ

制
御
棒
の
そ
う
入
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

非
常
用
制
御
設
備
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係
る

(4)
重
水
ダ
ン
プ
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作

状
況そ

の
他
の
設
備

(5)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
制
御
用
空
気
圧
縮
機

(i)
の
運
転
性
能
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系
統
機
能
検
査
に
係
る
制
御
用
空
気
圧
縮
設
備
の

(ii)
警
報
の
動
作
状
況

ホ

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち

、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(1)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

気
体
廃
棄
物
処
理
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

活
性
炭
吸
着
装
置
の
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(2)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
液
体
廃
棄
物
処
理
装

(i)
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(3)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
固
体
廃
棄
物
処
理
装

(i)
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(ii)
ク
の
動
作
状
況

漏
え
い
の
検
出
装
置
及
び
警
報
装
置
に
お
け
る
警
報

(4)

の
動
作
状
況

ヘ

放
射
線
管
理
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
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か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

屋
内
管
理
用
放
射
線
監
視
設
備

(1)

線
源
校
正
検
査

(i)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
校
正
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
校
正
状
況

性
能
検
査
に
係
る
換
気
設
備
フ
ィ
ル
タ
の
性
能

(ii)

系
統
運
転
性
能
検
査

(iii)
ａ

換
気
設
備
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

ｂ

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(iv)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
の
動
作
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況

ｃ

換
気
設
備
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｄ

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動

作
状
況

設
定
値
確
認
検
査

(v)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
設
定
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
設
定
状
況

屋
外
管
理
用
放
射
線
監
視
装
置

(2)

線
源
校
正
検
査
に
係
る
屋
外
管
理
用
放
射
線
監
視

(i)
装
置
の
校
正
状
況

設
定
値
確
認
検
査
に
係
る
屋
外
管
理
用
放
射
線
監

(ii)
視
装
置
の
設
定
状
況
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ト

原
子
炉
格
納
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
事
項
が
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の

原
子
炉
格
納
容
器

(1)

格
納
容
器
隔
離
弁
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係

(i)
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

そ
の
他
の
設
備

(2)

系
統
運
転
性
能
検
査

(i)
ａ

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

格
納
容
器
空
気
再
循
環
系
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

ｃ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
の
負
圧
状
態

ｄ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

性
能
検
査

(ii)
ａ

格
納
容
器
空
気
再
循
環
系
フ
ィ
ル
タ
の
性
能

ｂ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系
フ
ィ
ル
タ
の
性
能

系
統
機
能
検
査

(iii)
ａ

格
納
容
器
圧
力
測
定
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｂ

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
装
置
の
警
報
及
び
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｃ

格
納
容
器
空
気
再
循
環
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｄ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
の
動
作
状
況

ｅ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系
よ
う
素
フ
ィ
ル
タ
の
切
替
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状
況

ｆ

格
納
容
器
圧
力
逃
し
装
置
の
動
作
状
況

チ

そ
の
他
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
性
能
に
係
る
検
査
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
非
常
用
電
点
設
備
に
お
い
て
性

能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
行
う
も
の

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
計
装
用
電
源
装
置
の
運

(1)

転
性
能

系
統
機
能
検
査

(2)

直
流
電
源
装
置
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の

(i)
動
作
状
況

計
装
用
電
源
装
置
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

(ii)
の
動
作
状
況

（
機
構
が
行
う
使
用
前
検
査
の
通
知
書
）

（
削
る
）

第
八
条
の
三

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
七
条
第
一
項
の
申
請

書
の
提
出
又
は
同
条
第
二
項
の
届
出
を
受
け
た
場
合
に
、
当
該

申
請
に
係
る
法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
機
構
が
行
う
検
査
に
関

す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
通
知
書
に
よ
り
、
機
構
に
対
し
当
該
検
査
に
関
す
る

事
務
の
一
部
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
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三

検
査
を
行
う
時
期

四

検
査
を
行
う
場
所

五

検
査
の
対
象

六

検
査
の
方
法

２

前
項
の
通
知
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
写
し
を
添
付
す

る
も
の
と
す
る
。

一

第
五
条
一
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
二
項
の
添
付
書
類
又

は
第
六
条
第
一
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
二
項
の
添
付
書
類

二

第
七
条
第
一
項
の
申
請
書
又
は
同
条
第
二
項
の
届
出
に
係

る
書
類

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
一
項
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
機
構
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
性
能
の
技
術
上
の
基
準
）

（
削
る
）

第
九
条

法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
性
能
の
技

術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

原
子
炉
の
停
止
装
置
、
崩
壊
熱
除
去
装
置
及
び
非
常
用
動

力
源
、
非
常
用
制
御
電
源
、
安
全
弁
、
非
常
用
閉
鎖
装
置
そ

の
他
の
非
常
用
安
全
装
置
が
、
申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付
書

類
に
記
載
し
た
条
件
に
お
い
て
申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付
書

類
に
記
載
し
た
時
間
内
に
確
実
に
動
作
す
る
こ
と
。

二

申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
し
た
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
及
び
警
報
装
置
が
、
申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付
書
類
に

記
載
し
た
条
件
に
お
い
て
確
実
に
動
作
す
る
こ
と
。
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三

制
御
系
の
反
応
度
抑
制
効
果
が
、
申
請
書
等
及
び
そ
の
添

付
書
類
に
記
載
し
た
条
件
に
お
い
て
申
請
書
等
及
び
そ
の
添

付
書
類
に
記
載
し
た
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四

原
子
炉
の
内
蔵
す
る
過
剰
反
応
度
が
、
申
請
書
等
及
び
そ

の
添
付
書
類
に
記
載
し
た
条
件
に
お
い
て
申
請
書
等
及
び
そ

の
添
付
書
類
に
記
載
し
た
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

五

最
大
使
用
熱
出
力
に
お
い
て
運
転
す
る
場
合
に
お
い
て
、

原
子
炉
本
体
の
一
次
冷
却
材
の
出
口
温
度
の
飽
和
値
又
は
最

大
値
及
び
原
子
炉
本
体
に
属
す
る
容
器
内
の
圧
力
の
飽
和
値

又
は
最
大
値
が
、
申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
し

た
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

六

原
子
炉
施
設
中
人
の
常
時
立
ち
入
る
場
所
、
原
子
炉
の
運

転
中
特
に
立
ち
入
る
場
所
、
原
子
炉
の
運
転
停
止
後
一
定
時

間
後
に
立
ち
入
る
場
所
そ
の
他
放
射
線
管
理
を
特
に
必
要
と

す
る
場
所
に
お
け
る
線
量
当
量
率
及
び
空
気
中
の
放
射
性
物

質
の
濃
度
が
、
申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
し
た

値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

七

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
核
燃
料
物
質

の
溶
融
及
び
破
損
を
防
ぐ
能
力
並
び
に
核
燃
料
物
質
が
臨
界

に
達
す
る
こ
と
を
防
ぐ
能
力
が
、
申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付

書
類
に
記
載
し
た
能
力
以
上
で
あ
る
こ
と
。

八

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
処
理
能
力
が
、
申
請
書
等

及
び
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
し
た
能
力
以
上
で
あ
る
こ
と
。

九

原
子
炉
の
平
常
運
転
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
施
設
内
の

圧
力
及
び
原
子
炉
格
納
施
設
の
漏
え
い
率
が
、
申
請
書
等
及



⑯-36

び
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
し
た
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
使
用
前
検
査
合
格
証
）

（
削
る
）

第
十
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
使

用
前
検
査
に
合
格
し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る

使
用
前
検
査
合
格
証
を
交
付
す
る
。

（
溶
接
検
査
を
受
け
る
原
子
炉
施
設
）

（
削
る
）

第
十
一
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会

規
則
で
定
め
る
原
子
炉
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

一

原
子
炉
本
体
又
は
原
子
炉
格
納
施
設
に
属
す
る
容
器

二

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
そ
の
附
属

設
備
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
計
測
制

御
系
統
施
設
、
放
射
線
管
理
施
設
又
は
第
三
条
第
一
項
第
二

号
ヌ
に
規
定
す
る
原
子
炉
の
附
属
施
設
（
非
常
用
電
源
設
備

を
除
く
。
以
下
「
附
属
施
設
」
と
い
う
。
）
に
属
す
る
容
器

で
あ
っ
て
非
常
時
に
安
全
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の

三

原
子
炉
本
体
に
属
す
る
容
器
又
は
原
子
炉
格
納
容
器
に
取

り
付
け
ら
れ
る
管
の
う
ち
、
そ
れ
が
取
り
付
け
ら
れ
る
当
該

容
器
か
ら
最
も
近
い
止
め
弁
ま
で
の
部
分

四

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
線

管
理
施
設
又
は
附
属
施
設
に
属
す
る
管
で
あ
っ
て
、
非
常
時

に
安
全
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
（
前
号
に
規
定
す
る

も
の
を
除
く
。
）
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五

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
若
し
く
は
貯
蔵
施
設
、
原
子
炉

冷
却
系
統
施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の

廃
棄
施
設
、
放
射
線
管
理
施
設
若
し
く
は
附
属
施
設
に
属
す

る
容
器
（
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ

ら
の
施
設
に
属
す
る
外
径
六
十
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
最
高
使

用
圧
力
九
十
八
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
未
満
の
管
に
あ
っ
て
は
、
百

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
管
（
前
二
号
に
規
定
す
る
も
の

を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
包
す
る
放
射
性
物
質
の
濃

度
が
三
十
七
ミ
リ
ベ
ク
レ
ル
毎
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
そ

の
内
包
す
る
放
射
性
物
質
が
液
体
中
に
あ
る
場
合
は
、
三
十

七
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
毎
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
も
の

六

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
若
し
く
は
貯
蔵
施
設
、
原
子
炉

冷
却
系
統
施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の

廃
棄
施
設
、
放
射
線
管
理
施
設
若
し
く
は
附
属
施
設
に
属
す

る
容
器
（
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ

ら
の
施
設
に
属
す
る
外
径
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
管

（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ

っ
て
、
そ
の
内
包
す
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
三
十
七
ミ
リ

ベ
ク
レ
ル
毎
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
そ
の
内
包
す
る
放
射

性
物
質
が
液
体
中
に
あ
る
場
合
は
、
三
十
七
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル

毎
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
未
満
の
も
の
の
う
ち
、
次
に
定

め
る
圧
力
以
上
の
圧
力
を
加
え
ら
れ
る
部
分
（
以
下
「
耐
圧

部
分
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
溶
接
を
す
る
も
の

イ

水
用
の
容
器
又
は
管
で
あ
っ
て
、
最
高
使
用
温
度
百
度

未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
高
使
用
圧
力
千
九
百
六
十
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キ
ロ
パ
ス
カ
ル

ロ

イ
に
規
定
す
る
容
器
以
外
の
容
器
に
つ
い
て
は
、
最
高

使
用
圧
力
九
十
八
キ
ロ
パ
ス
カ
ル

ハ

イ
に
規
定
す
る
管
以
外
の
管
に
つ
い
て
は
、
最
高
使
用

圧
力
九
百
八
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
（
長
手
継
手
の
部
分
に
あ

っ
て
は
、
四
百
九
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

七

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
係
る
蒸
気
だ
め
若
し
く
は
熱
交
換
器
又

は
非
常
用
電
源
設
備
に
属
す
る
容
器
の
う
ち
、
耐
圧
部
分
に

つ
い
て
溶
接
を
す
る
も
の

八

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
係
る
外
径
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
管
の
う
ち
、
耐
圧
部
分
に
つ
い
て
溶
接
を
す
る
も
の

（
溶
接
検
査
の
申
請
）

（
削
る
）

第
十
二
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
に

規
定
す
る
原
子
炉
施
設
の
溶
接
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
機
構
が
法
第
六
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務

規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
機
構
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
溶
接
検
査
の
実
施
）

（
削
る
）

第
十
三
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
溶
接
検
査
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
工
程
ご
と
に
行
う
。

一

溶
接
作
業
を
行
う
と
き
（
第
十
一
条
第
一
項
第
六
号
か
ら

第
八
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
に
つ
い
て
の
漏
止
め

溶
接
に
係
る
場
合
及
び
溶
接
作
業
の
標
準
化
、
溶
接
に
使
用
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す
る
材
料
の
規
格
化
等
の
状
況
に
よ
り
、
原
子
力
規
制
委
員

会
が
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
こ
の
工
程
に
お
け
る
検
査
を

受
け
な
い
で
容
器
又
は
管
を
使
用
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
場

合
を
除
く
。
）
。

二

法
第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
技
術
上

の
基
準
（
以
下
「
溶
接
の
技
術
基
準
」
と
い
う
。
）
に
よ
り

非
破
壊
試
験
を
必
要
と
す
る
溶
接
部
に
つ
い
て
は
、
非
破
壊

試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

三

突
合
せ
溶
接
部
に
つ
い
て
は
、
溶
接
の
技
術
基
準
に
よ
る

機
械
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

四

耐
圧
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
（

第
十
一
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
規
定
す
る
容

器
又
は
管
に
つ
い
て
の
漏
止
め
溶
接
に
係
る
場
合
を
除
く
。

）
。

（
溶
接
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）

（
削
る
）

第
十
四
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
漏
止
め
溶
接
の
み
を
し
た

第
三
条
の
八
第
六
号
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
（
耐
圧
部
分
に

つ
い
て
そ
の
溶
接
の
み
を
新
た
に
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
使

用
す
る
場
合
と
す
る
。

（
溶
接
の
方
法
の
認
可
）

（
削
る
）

第
十
五
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
溶
接
施
行
工
場
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
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項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

溶
接
施
行
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量

四

溶
接
施
行
方
法
の
種
類

五

溶
接
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
そ
の
者
が
行
う
溶
接
施
行
方

法
の
範
囲

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

説
明
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
設
備

二

溶
接
施
行
方
法

三

溶
接
を
行
う
者
の
知
識
及
び
技
能

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
一
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
溶

接
の
方
法
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
同
項
の
認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量
が
申
請
に
係
る
溶
接
施
行
方

法
に
よ
る
溶
接
を
行
う
の
に
適
切
で
あ
る
こ
と
。

二

溶
接
施
行
方
法
が
溶
接
部
の
強
度
を
確
保
す
る
の
に
適
切

で
あ
る
こ
と
。

三

溶
接
を
行
う
者
が
そ
の
行
お
う
と
す
る
溶
接
施
行
方
法
に

よ
る
溶
接
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と

。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。
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（
輸
入
品
の
溶
接
検
査
）

（
削
る
）

第
十
六
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
溶
接
を

し
た
第
三
条
の
八
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て
輸
入
し

た
も
の
の
当
該
溶
接
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

、
機
構
が
法
第
六
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
規
程
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
溶
接
検
査
合
格
証
等
）

（
削
る
）

第
十
七
条

機
構
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
項

の
溶
接
検
査
を
行
い
、
合
格
と
認
め
た
と
き
は
、
溶
接
検
査
合

格
証
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
溶
接
を
し
た
容
器
又
は
管

を
刻
印
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
示
す
も
の
と
す
る
。

（
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
原
子
炉
の
附
属
施
設
）

（
削
る
）

第
十
八
条

令
第
十
六
条
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る

原
子
炉
の
附
属
施
設
は
、
非
常
用
電
源
設
備
と
す
る
。

（
施
設
定
期
検
査
の
申
請
）

（
削
る
）

第
十
九
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
炉
施
設

の
性
能
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
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の
代
表
者
の
氏
名

二

原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在

地
三

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
原
子
炉
施
設
の
名
称

四

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
期
日

２

前
項
の
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
３

第
一
項
の
申
請
書
及
び
前
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部

数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
施
設
定
期
検
査
を
要
す
る
場
合
）

（
削
る
）

第
十
九
条
の
二

法
第
二
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二

第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
廃
止
措
置
の

対
象
と
な
る
原
子
炉
施
設
（
以
下
「
廃
止
措
置
対
象
施
設
」
と

い
う
。
）
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
す
る
場
合
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
検
査

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
又
は
貯
蔵
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

二

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

三

放
射
線
管
理
施
設

四

非
常
用
電
源
設
備
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（
機
構
が
行
う
施
設
定
期
検
査
）

（
削
る
）

第
十
九
条
の
二
の
二

法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
力
規
制
委

員
会
が
機
構
に
行
わ
せ
る
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

令
第
一
条
第
二
号

に
規
定
す
る
原
子
炉
（
次
号
に
掲
げ
る

原
子
炉
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
性

能
に
係
る
検
査
で
あ
っ
て
、
第
二
十
一
条
第
一
号
イ
及
び
ロ

に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

イ

原
子
炉
本
体

炉
心
に
お
け
る
炉
心
へ
の
燃
料
の
装
荷
状
況

(1)

燃
料
体
に
お
け
る
燃
料
集
合
体
の
性
能

(2)

原
子
炉
容
器

(3)

漏
え
い
検
査

(i)
ａ

カ
ラ
ン
ド
リ
ア
タ
ン
ク
の
漏
え
い
状
況

ｂ

カ
ラ
ン
ド
リ
ア
管
の
漏
え
い
状
況

ｃ

圧
力
管
の
漏
え
い
状
況

供
用
期
間
中
検
査
に
係
る
圧
力
管
集
合
体
の
性
能

(ii)
の
維
持
状
況

ロ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

核
燃
料
物
質
取
扱
設
備

(1)

分
解
検
査
に
係
る
燃
料
交
換
装
置
の
性
能
の
維
持

(i)
状
況

漏
え
い
検
査
に
係
る
燃
料
移
送
装
置
の
漏
え
い
確

(ii)



⑯-44

認
系
統
運
転
性
能
検
査

(iii)
ａ

燃
料
交
換
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

燃
料
移
送
装
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
動
力
源
喪
失
時
に
有
す
べ

(iv)
き
機
能

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備

(2)

貯
蔵
能
力
確
認
検
査

(i)
ａ

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力

ｂ

新
燃
料
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
冷
却
浄
化
系
の
運

転
性
能

ｂ

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
運
転
性
能

ｃ

新
燃
料
貯
蔵
設
備
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
動
力
源
喪
失
時
に
有
す
べ

(iii)
き
機
能

ハ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

一
次
冷
却
設
備

(1)

分
解
検
査

(i)
ａ

冷
却
材
再
循
環
ポ
ン
プ
の
性
能
の
維
持
状
況

ｂ

冷
却
材
再
循
環
系
逃
し
安
全
弁
の
性
能
の
維
持

状
況

ｃ

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
の
性
能
の
維
持
状
況

ｄ

主
蒸
気
隔
離
弁
の
性
能
の
維
持
状
況
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ｅ

非
常
用
炉
心
冷
却
系
ポ
ン
プ
及
び
主
要
弁
の
性

能
の
維
持
状
況

ｆ

隔
離
冷
却
ポ
ン
プ
及
び
主
要
弁
の
性
能
の
維
持

状
況

ｇ

蒸
気
放
出
プ
ー
ル
冷
却
ポ
ン
プ
及
び
主
要
弁
の

性
能
の
維
持
状
況

ｈ

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
付
属
設
備
の
性
能
の
維
持

状
況

漏
え
い
検
査

(ii)
ａ

冷
却
材
再
循
環
系
逃
し
安
全
弁
の
漏
え
い
状
況

ｂ

主
蒸
気
系
隔
離
弁
の
漏
え
い
状
況

系
統
運
転
性
能
検
査

(iii)
ａ

冷
却
材
再
循
環
系
の
運
転
性
能

ｂ

蒸
気
放
出
プ
ー
ル
冷
却
系
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(iv)
ａ

原
子
炉
給
水
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況

ｂ

原
子
炉
給
水
系
調
整
弁
の
動
作
状
況

ｃ

冷
却
材
再
循
環
系
逃
し
安
全
弁
の
動
作
状
況

ｄ

主
蒸
気
系
隔
離
弁
の
動
作
状
況

ｅ

タ
ー
ビ
ン
弁
の
動
作
状
況

ｆ

タ
ー
ビ
ン
保
安
装
置
の
性
能
（
停
止
及
び
無
負

荷
運
転
中
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

ｇ

一
次
冷
却
設
備
全
体
の
状
況

供
用
期
間
中
検
査

(v)
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ａ

冷
却
材
再
循
環
系
の
性
能
の
維
持
状
況

ｂ

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
の
性
能
の
維
持
状
況

ｃ

原
子
炉
給
水
系
の
性
能
の
維
持
状
況

ｄ

主
蒸
気
系
の
性
能
の
維
持
状
況

ｅ

非
常
用
冷
却
設
備
の
性
能
の
維
持
状
況

そ
の
他
の
設
備

(2)

漏
え
い
検
査
に
係
る
重
水
冷
却
系
の
漏
え
い
状
況

(i)

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

余
熱
除
去
系
の
運
転
性
能

ｂ

重
水
冷
却
系
の
運
転
性
能

ｃ

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(iii)
ａ

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
の
動
作
状
況

ｂ

ヘ
リ
ウ
ム
循
環
系
連
通
弁
の
動
作
状
況

供
用
期
間
中
検
査
に
係
る
余
熱
除
去
系
の
健
全
性

(iv)
確
認

ニ

計
測
制
御
系
統
施
設

計
装
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
の
動
作

(1)
状
況安

全
保
護
回
路

(2)

性
能
検
査
に
係
る
校
正
状
況

(i)

系
統
機
能
検
査

(ii)
ａ

原
子
炉
保
護
設
備
の
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
の
動
作
状

況
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ｂ

工
学
的
安
全
施
設
作
動
設
備
の
ロ
ジ
ッ
ク
回
路

の
動
作
状
況

設
定
値
確
認
検
査

(iii)
ａ

原
子
炉
保
護
回
路
の
設
定
状
況

ｂ

工
学
的
安
全
施
設
作
動
回
路
の
設
定
状
況

制
御
設
備

(3)

分
解
検
査
に
係
る
制
御
棒
駆
動
機
構
の
健
全
性
確

(i)
認

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

制
御
棒
駆
動
機
構
の
駆
動
性
能

ｂ

制
御
棒
の
そ
う
入
時
間

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(iii)
ク
の
動
作
状
況

非
常
用
制
御
設
備
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係
る

(4)
重
水
ダ
ン
プ
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作

状
況そ

の
他
の
設
備
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係
る
制

(5)
御
用
空
気
圧
縮
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の

動
作
状
況

ホ

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
に
お
け
る
系
統
運
転
性
能

(1)
検
査
に
係
る
気
体
廃
棄
物
処
理
装
置
の
運
転
性
能

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(2)

貯
蔵
能
力
確
認
検
査
に
係
る
液
体
廃
棄
物
貯
蔵
タ

(i)
ン
ク
の
貯
蔵
能
力
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系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
液
体
廃
棄
物
処
理
装

(ii)
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(iii)

ク
の
動
作
状
況

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(3)

貯
蔵
能
力
確
認
検
査

(i)
ａ

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
貯
蔵
能
力

ｂ

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
タ
ン
ク
の
貯
蔵
能
力

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
固
体
廃
棄
物
処
理
装

(ii)
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
放

(iii)
射
線
管
理
状
況

漏
え
い
の
検
出
装
置
及
び
警
報
装
置
に
お
け
る
警
報

(4)
の
動
作
状
況

ヘ

放
射
線
管
理
施
設

屋
内
管
理
用
放
射
線
監
視
設
備

(1)

線
源
校
正
検
査

(i)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
校
正
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
校
正
状
況

性
能
検
査
に
係
る
換
気
設
備
フ
ィ
ル
タ
の
性
能

(ii)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
非
常
用
ガ
ス
処
理
系

(iii)
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(iv)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
の
動
作
状
況
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ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況

ｃ

換
気
設
備
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｄ

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動

作
状
況

設
定
値
確
認
検
査

(v)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
設
定
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
設
定
状
況

屋
外
管
理
用
放
射
線
監
視
装
置

(2)

線
源
校
正
検
査
に
係
る
屋
外
管
理
用
放
射
線
監
視

(i)
装
置
の
校
正
状
況

設
定
値
確
認
検
査
に
係
る
屋
外
管
理
用
放
射
線
監

(ii)
視
装
置
の
設
定
値
の
確
認

ト

原
子
炉
格
納
施
設

原
子
炉
格
納
容
器

(1)

分
解
検
査
に
係
る
自
動
隔
離
弁
の
性
能
の
維
持
状

(i)
況

格
納
容
器
隔
離
弁
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係

(ii)
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

そ
の
他
の
設
備

(2)

分
解
検
査
に
係
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
装
置
ポ
ン

(i)
プ
及
び
主
要
弁
の
性
能
の
維
持
状
況

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
装
置
の
運
転
性
能

ｂ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能
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性
能
検
査

(iii)
ａ

格
納
容
器
空
気
再
循
環
系
フ
ィ
ル
タ
の
性
能

ｂ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系
フ
ィ
ル
タ
の
性
能

系
統
機
能
検
査

(iv)
ａ

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
装
置
の
警
報
及
び
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｂ

格
納
容
器
空
気
再
循
環
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｃ

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
の
動
作
状
況

ｄ

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
の
動
作
状
況

チ

そ
の
他
原
子
炉
の
附
属
施
設
に
お
け
る
非
常
用
電
源
設

備

分
解
検
査
に
係
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
性

(1)
能
の
維
持
状
況

系
統
機
能
検
査
に
係
る
直
流
電
源
装
置
の
警
報
及
び

(2)
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

二

令
第
一
条
第
二
号

に
規
定
す
る
原
子
炉
の
う
ち
法
第
四
十

三
条
の
三
の
二
第
二
項

の
認
可
を
受
け
た
原
子
炉
に
あ
っ
て

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
性
能
に
係
る
検
査
で
あ
っ
て
、
第

二
十
一
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

イ

原
子
炉
本
体

原
子
炉
容
器

(1)

漏
え
い
検
査
に
係
る
カ
ラ
ン
ド
リ
ア
タ
ン
ク
の
漏

(i)
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え
い
確
認

ロ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備

(1)

貯
蔵
能
力
確
認
検
査
に
係
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設

(i)
備
の
貯
蔵
能
力

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設

(ii)
備
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
動
力
源
喪
失
時
に
有
す
べ

(iii)
き
機
能

ハ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

そ
の
他
の
設
備

(1)

漏
え
い
検
査
に
係
る
重
水
冷
却
系
の
漏
え
い
確
認

(i)

系
統
運
転
性
能
検
査

(ii)
ａ

余
熱
除
去
系
の
運
転
性
能

ｂ

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
警

(iii)
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

供
用
期
間
中
検
査
に
係
る
余
熱
除
去
系
の
性
能
の

(iv)
維
持
状
況

ニ

計
測
制
御
系
統
施
設

そ
の
他
の
設
備
に
お
け
る
系
統
機
能
検
査
に
係
る
制

(1)
御
用
空
気
圧
縮
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の

動
作
状
況

ホ

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(1)
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貯
蔵
能
力
確
認
検
査
に
係
る
液
体
廃
棄
物
貯
蔵
タ

(i)
ン
ク
の
貯
蔵
能
力

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
液
体
廃
棄
物
処
理
装

(ii)
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

(iii)
ク
の
動
作
状
況

固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(2)

貯
蔵
能
力
確
認
検
査

(i)
ａ

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
貯
蔵
能
力

ｂ

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
タ
ン
ク
の
貯
蔵
能
力

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
固
体
廃
棄
物
処
理
装

(ii)
置
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査
に
係
る
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
放

(iii)
射
線
管
理
状
況

漏
え
い
の
検
出
装
置
及
び
警
報
装
置
に
お
け
る
警
報

(3)
の
動
作
状
況

ヘ

放
射
線
管
理
施
設

屋
内
管
理
用
放
射
線
監
視
設
備

(1)

線
源
校
正
検
査

(i)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
校
正
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
校
正
状
況

性
能
検
査
に
係
る
換
気
設
備
フ
ィ
ル
タ
の
性
能

(ii)

系
統
運
転
性
能
検
査
に
係
る
非
常
用
ガ
ス
処
理
系

(iii)
フ
ァ
ン
の
運
転
性
能

系
統
機
能
検
査

(iv)
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ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
の
動
作
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況

ｃ

換
気
設
備
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｄ

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動

作
状
況

設
定
値
確
認
検
査

(v)
ａ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
の
設
定
状
況

ｂ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
設
定
状
況

負
圧
検
査

(vi)
ａ

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
建
屋
の
負
圧
状
態

ｂ

廃
棄
物
処
理
室
の
負
圧
状
態

ｃ

廃
棄
物
処
理
建
屋
設
備
室
の
負
圧
状
態

屋
外
管
理
用
放
射
線
監
視
装
置

(2)

線
源
校
正
検
査
に
係
る
屋
外
管
理
用
放
射
線
監
視

(i)
装
置
の
校
正
状
況

設
定
値
確
認
検
査
に
係
る
屋
外
管
理
用
放
射
線
監

(ii)
視
装
置
の
設
定
状
況

ト

そ
の
他
原
子
炉
の
附
属
施
設
に
お
け
る
非
常
用
電
源
設

備

分
解
検
査
に
係
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

(i)
性
能
の
維
持
状
況

系
統
機
能
検
査

(ii)
ａ

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
警
報
及
び
イ
ン



⑯-54

タ
ー
ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況

ｂ

直
流
電
源
装
置
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況

（
機
構
が
行
う
施
設
定
期
検
査
の
通
知
書
）

（
削
る
）

第
十
九
条
の
三

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
十
九
条
第
一
項
の

申
請
書
の
提
出
又
は
同
条
第
二
項
の
届
出
を
受
け
た
場
合
に
、

当
該
申
請
に
係
る
法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
機
構
が
行
う
検
査

に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
通
知
書
に
よ
り
、
機
構
に
対
し
当
該
検
査
に
関

す
る
事
務
の
一
部
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

検
査
を
行
う
時
期

四

検
査
を
行
う
場
所

五

検
査
の
対
象

六

検
査
の
方
法

２

前
項
の
通
知
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
写
し
を
添
付
す

る
も
の
と
す
る
。

一

申
請
書
等
及
び
そ
の
添
付
書
類

二

第
十
九
条
第
一
項
の
申
請
書
又
は
同
条
第
二
項
の
届
出
に

係
る
書
類

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
一
項
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
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事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
機
構
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る

（
準
用
）

（
削
る
）

第
十
九
の
四

第
八
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項

の
施
設
定
期
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
法

第
二
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第

四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
十
六
条
の
五
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。（
施
設
定
期
検
査
合
格
証
）

（
削
る
）

第
二
十
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の

施
設
定
期
検
査
に
合
格
し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に

係
る
施
設
定
期
検
査
合
格
証
を
交
付
す
る
。

（
施
設
定
期
検
査
の
技
術
上
の
基
準
）

（
削
る
）

第
二
十
一
条

法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
性
能
の
技
術

上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

令
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
（
次
号
に
掲
げ
る

原
子
炉
を
除
く
。
）

イ

第
九
条
各
号
に
掲
げ
る
性
能
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
。

ロ

原
子
炉
施
設
の
耐
圧
、
耐
放
射
線
そ
の
他
の
性
能
が
、

法
二
十
八
条
の
使
用
前
検
査
に
お
い
て
原
子
力
規
制
委
員
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会
が
合
格
と
認
め
た
状
態
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

令
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
の
う
ち
法
第
四
十

三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
原
子
炉

イ

第
九
条
第
一
号
（
崩
壊
熱
除
去
装
置
及
び
非
常
用
動
力

源
並
び
に
非
常
用
制
御
電
源
に
限
る
。
）
、
第
二
号
、
第

六
号
（
原
子
炉
の
運
転
中
特
に
立
ち
入
る
場
所
及
び
原
子

炉
の
運
転
停
止
後
一
定
時
間
後
に
立
ち
入
る
場
所
を
除
く

。
）
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
性
能
の
技
術
上
の

基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

原
子
炉
施
設
の
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
能

力
そ
の
他
の
性
能
（
原
子
炉
が
再
度
運
転
さ
れ
な
い
よ
う

に
措
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
原
子
炉
に
燃
料
体
が
存
在

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
お
い
て
維
持
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
、
法
第
二
十
八
条
の
使
用
前

検
査
に
お
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
合
格
と
認
め
た
状

態
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
届
出
を
要
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設

備
の
変
更
）

第
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
四
項
の
原
子
力
規
制
委
員

(

新
設)

会
規
則
で
定
め
る
変
更
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項

第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ニ

の
核
燃
料
物
質
貯
蔵
設
備
の

(2)

う
ち
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
構
造
の
変
更
で
あ
っ
て
、
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同
一
の
工
場
又
は
事
業
所
内
に
存
す
る
二
以
上
の
発
電
用
原

子
炉
施
設
に
お
い
て
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
全
部
又
は
一

部
を
共
用
す
る
も
の
（
当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵

す
る
使
用
済
燃
料
の
種
類
の
変
更
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）

二

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ト
の
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

の
う
ち
、
気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
、
液
体
廃
棄
物
の
廃
棄

設
備
又
は
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
の
構
造
の
変
更
で
あ
っ

て
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
同
一
の
工
場
又
は
事
業
所
内
に

二
以
上
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

、
液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
又
は
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

等
の
全
部
又
は
一
部
を
共
用
す
る
も
の

三

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ト

の
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備

(3)

の
廃
棄
物
の
処
理
能
力
の
変
更
の
う
ち
、
貯
蔵
能
力
を
変
更

す
る
も
の
（
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
の
増
設
を
伴
う
も
の

を
除
く
。
）

四

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ヌ

の
非
常
用
電
源
設
備
の
構
造

(2)

の
変
更
の
う
ち
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
又
は
法

第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
構
造
と
同

一
の
構
造
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
台
数
又
は
蓄
電

池
の
数
を
増
加
す
る
も
の
（
当
該
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
又
は
蓄
電
池
に
接
続
す
る
設
備
の
変
更
を
伴
う
も
の
を
除

く
。
）

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
変
更
の
届

出
）
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第
七
条

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八

（
新
設
）

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の

事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

工
事
計
画

２

前
項
の
届
出
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

一

前
項
第
三
号
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一

項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
す
る
こ
と
。

二

前
項
第
五
号
の
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
順
序
及

び
日
程
を
記
載
す
る
こ
と
。

３

第
一
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す

る
説
明
書

二

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説

明
書

三

変
更
の
工
事
に
要
す
る
資
金
の
額
及
び
調
達
計
画
を
記
載

し
た
書
類

四

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃
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料
物
質
の
取
得
計
画
を
記
載
し
た
書
類

五

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
及
び
運
転
に
関

す
る
技
術
的
能
力
に
関
す
る
説
明
書

六

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
場
所
に
関
す
る
気
象

、
地
盤
、
水
理
、
地
震
、
社
会
環
境
等
の
状
況
に
関
す
る
説

明
書

七

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
又
は
そ
の
主
要
な
附
属
施
設

の
設
置
の
地
点
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
を
含

む
縮
尺
二
十
万
分
の
一
の
地
図
及
び
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

の
地
域
を
含
む
縮
尺
五
万
分
の
一
の
地
図

八

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関

す
る
説
明
書

九

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
放
射
線
の
管
理

に
関
す
る
説
明
書

十

変
更
後
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必

要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
に
関
す
る
説
明
書

４

第
一
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

通
と
す
る
。

（
工
事
の
計
画
の
認
可
を
要
し
な
い
工
事
）

第
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員

（
新
設
）

会
規
則
で
定
め
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
又
は
変
更
の
工

事
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
て
、
そ
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れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
工
事

二

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
（
以
下
「
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」
と
い
う
。
）
内
に
お
い
て
行
う
同

法
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
（
当
該
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
の
指
定
の
際
既
に
着
手
し
て
い
る
も
の
及
び
急

傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
六
号
）
第
二
条
第
一
号
か
ら

第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
工
事
（
以

下
「
制
限
工
事
」
と
い
う
。
）
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
二
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
一
の
中
欄
若

し
く
は
下
欄
に
掲
げ
る
変
更
の
工
事
若
し
く
は
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
内
に
お
い
て
行
う
制
限
工
事
を
伴
う
変
更
又
は
設
計

及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
及
び
そ
の
検
査
の
た
め
の

組
織
（
以
下
「
設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
」

と
い
う
。
）
の
変
更
を
伴
う
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
六
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
条
第
一
項
第
二
号
の
工
事

計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
変
更
を
伴
う
場
合
以
外
の
場
合
と

す
る
。

（
工
事
の
計
画
の
認
可
等
の
申
請
）
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第
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可

（
新
設
）

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

工
事
計
画
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
計
画

四

工
事
工
程
表

五

変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
変
更
の
理
由

２

前
項
第
二
号
の
工
事
計
画
に
は
、
申
請
に
係
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項

（
そ
の
申
請
が
修
理
の
工
事
に
係
る
場
合
は
、
修
理
の
方
法
）

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

申
請
が
変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
認
可
又
は
変
更
の
認
可
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、

第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
属

す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
そ
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

工
事
の
計
画
の
全
部
に
つ
き
一
時
に
法
第
四
十
三
条
の
三
の

九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
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る
変
更
の
認
可
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の

理
由
を
付
し
、
分
割
し
て
認
可
又
は
変
更
の
認
可
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
各
号
の
書
類

の
ほ
か
、
当
該
申
請
に
係
る
部
分
以
外
の
工
事
の
計
画
の
概
要

を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
そ
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

通
と
す
る
。

（
工
事
の
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

（
新
設
）

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出

書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
概
要

三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
年

月
日
及
び
認
可
番
号

四

変
更
の
内
容

五

変
更
の
理
由

２

第
一
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

通
と
す
る
。

（
工
事
の
計
画
の
届
出
を
要
す
る
工
事
等
）

第
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委

（
新
設
）
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員
会
規
則
で
定
め
る
工
事
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
工

事
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
（

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
一
部
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
損
壊
し
た

場
合
又
は
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な

い
一
時
的
な
工
事
と
し
て
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規

則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
変

更
の
工
事
を
伴
う
変
更
又
は
設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理

の
方
法
等
の
変
更
を
伴
う
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

（
工
事
の
計
画
の
届
出
）

第
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工

（
新
設
）

事
の
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
届
出
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

工
事
計
画
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
計
画

四

工
事
工
程
表

五

変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
変
更
の
理
由

２

届
出
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
種
類
に
応
じ
て
、
前
項

第
二
号
の
工
事
計
画
に
は
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
（

そ
の
届
出
が
修
理
の
工
事
に
係
る
場
合
は
、
修
理
の
方
法
）
を
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記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届

出
が
変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、
第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ

か
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に

掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

て
そ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

工
事
の
計
画
の
全
部
に
つ
き
一
時
に
法
第
四
十
三
条
の
三
の

十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
そ
の
理
由
を
付
し
、
分
割
し
て
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
、
当

該
届
出
に
係
る
部
分
以
外
の
工
事
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た

書
類
を
添
え
て
そ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

通
と
す
る
。

（
申
請
書
又
は
届
出
書
の
記
載
事
項
の
一
部
の
省
略
）

第
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

（
新
設
）

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の

十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
申
請
書
又
は
届
出
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、

原
子
力
規
制
委
員
会
が
そ
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る
発

電
用
原
子
炉
施
設
の
型
式
、
設
計
等
か
ら
見
て
記
載
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
旨
の
指
示
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
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一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
記
載
す
る
こ

と
を
要
し
な
い
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

（
新
設
）

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の

十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
申
請
書
又
は
届
出
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
の
う
ち
、

原
子
力
規
制
委
員
会
が
そ
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る
発

電
用
原
子
炉
施
設
の
型
式
、
設
計
等
か
ら
見
て
申
請
書
又
は
届

出
書
に
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨
の
指
示
を
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
第
九
条
第
三
項
又
は
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
使
用
前
検
査
の
申
請
）

第
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
一
項
の
検
査
（
以
下

（
新
設
）

「
使
用
前
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
に
係
る
工

場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

申
請
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
概
要

四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
認
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可
年
月
日
及
び
認
可
番
号
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
年
月
日

五

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
の
工
程
、
期
日
及
び
場
所

六

申
請
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
開
始
の
予
定

時
期

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
が
発
電

用
原
子
炉
の
変
更
の
工
事
（
発
電
用
原
子
炉
の
基
数
の
増
加
の

工
事
を
除
く
。
）
に
係
る
場
合
に
は
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

。一

工
事
の
工
程

二

前
号
の
工
程
に
お
け
る
放
射
線
管
理
（
改
造
又
は
修
理
の

工
事
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）

三

発
電
用
原
子
炉
及
び
保
守
管
理
の
重
要
度
が
高
い
系
統
に

つ
い
て
定
量
的
に
定
め
る
保
守
管
理
の
目
標

四

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事

項イ

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
始
期
（
発
電
用
原

子
炉
の
設
置
又
は
発
電
用
原
子
炉
の
基
数
の
増
加
の
工
事

に
係
る
使
用
前
検
査
の
開
始
す
る
日
を
い
う
。
）
及
び
期

間
ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
の
点
検
、
検
査
及

び
補
修
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
点
検
等
」
と
い
う

。
）
の
方
法
、
実
施
頻
度
及
び
時
期
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ハ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
の
点
検
等
を
実
施

す
る
際
に
行
う
保
安
の
確
保
の
た
め
の
措
置

３

第
一
項
の
申
請
書
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す

る
書
類
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の

変
更
の
内
容
を
説
明
す
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
４

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
当
該
事
項
を
変
更

し
た
場
合
は
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
申
請
書
及
び
第
三
項
の
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正

本
一
通
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
使
用
前
検
査
の
実
施
）

第
十
六
条

使
用
前
検
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の

（
新
設
）

工
程
に
お
い
て
、
原
子
力
施
設
検
査
官
（
法
第
四
十
三
条
の
三

の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
以

下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
使
用
前
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
機
構
の
検
査
員
（
法
第
六
十
六

条
の
資
格
を
有
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
）
が
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
（
同
表
第
一
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
検

査
事
項
に
つ
い
て
は
、
可
搬
型
の
機
械
又
は
器
具
に
係
る
検
査

事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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工
事
の
工
程

検
査
事
項

一

原
子
炉
本
体

原
子
炉
本
体
、
核
燃
料
物
質
の
取

、

核

燃

料

物

質

扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
、
原
子
炉

の

取

扱

施

設

及

冷
却
系
統
施
設
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

び

貯

蔵

施

設
、

を
除
く
。
）
、
計
測
制
御
系
統
施

原

子

炉

冷

却

系

設
（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管

統

施

設

（

蒸

気

理
す
る
た
め
の
制
御
装
置
を
除
く

タ

ー

ビ

ン

を

除

。
）
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施

く

。

）

、

計

測

設
（
排
気
筒
を
除
く
。
）
、
放
射

制

御

系

統

施

設

線
管
理
施
設
又
は
原
子
炉
格
納
施

（

発

電

用

原

子

設
の
構
造
、
機
能
又
は
性
能
を
確

炉

の

運

転

を
管

認
す
る
検
査
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

理

す

る

た

め

の

も
の

制

御

装

置

を

除

一

材
料
検
査

く

。

）

、

放

射

二

寸
法
検
査

性

廃

棄

物

の
廃

三

外
観
検
査

棄

施

設

（

排

気

四

組
立
て
及
び
据
付
け
状
態
を

筒

を

除

く

。

）

確
認
す
る
検
査

、

放

射

線

管

理

五

耐
圧
検
査

施

設

又

は

原

子

六

漏
え
い
検
査

炉

格

納

施

設

に

七

原
子
炉
格
納
施
設
が
直
接
設

つ

い

て

は

、

構

置
さ
れ
る
基
盤
の
状
態
を
確
認

造

、

強

度

又

は

す
る
検
査
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漏

え

い

に

係

る

試

験

を

す

る

こ

と

が

で

き

る
状

態
に
な
っ
た
時

二

蒸
気
タ
ー
ビ

一

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
構
造
、
機

ン

の

車

室

の
下

能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査

半

部

の

据

付

け

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

が

完

了

し

た

時

イ

材
料
検
査

及

び

補

助

ボ

イ

ロ

寸
法
検
査

ラ

ー

の

本

体

の

ハ

外
観
検
査

組

立

て

が

完

了

ニ

組
立
て
及
び
据
付
け
状
態

し
た
時

を
確
認
す
る
検
査

二

補
助
ボ
イ
ラ
ー
の
構
造
、
機

能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

材
料
検
査

ロ

寸
法
検
査

ハ

外
観
検
査

ニ

組
立
て
及
び
据
付
け
状
態

を
確
認
す
る
検
査

ホ

耐
圧
検
査

ヘ

漏
え
い
検
査

三

発
電
用
原
子

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
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炉

に

燃

料

体

を

蔵
施
設
、
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設

挿

入

す

る

こ

と

、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
性

が

で

き

る

状
態

廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
、
放
射
線
管

に
な
っ
た
時

理
施
設
、
原
子
炉
格
納
施
設
、
非

常
用
電
源
設
備
、
常
用
電
源
設
備

、
火
災
防
護
設
備
、
浸
水
防
護
施

設
、
補
機
駆
動
用
燃
料
設
備
（
非

常
用
電
源
設
備
及
び
補
助
ボ
イ
ラ

ー
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
非

常
用
取
水
設
備
、
敷
地
内
土
木
構

造
物
及
び
緊
急
時
対
策
所
の
機
能

又
は
性
能
で
あ
っ
て
、
発
電
用
原

子
炉
に
燃
料
体
を
挿
入
し
た
状
態

に
お
い
て
必
要
な
も
の
を
確
認
す

る
検
査

四

発
電
用
原
子

原
子
炉
本
体
、
原
子
炉
冷
却
系
統

炉

の

臨

界

反
応

施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
（
発

操

作

を

開

始

す

電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管
理
す
る

る

こ

と

が

で

き

た
め
の
制
御
装
置
を
除
く
。
）
及

る

状

態

に

な

っ

び
発
電
機
の
機
能
又
は
性
能
で
あ

た
時

っ
て
、
発
電
用
原
子
炉
が
臨
界
に

達
す
る
時
に
必
要
な
も
の
を
確
認

す
る
検
査
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五

工
事
の
計
画

発
電
用
原
子
炉
の
出
力
運
転
時
に

に

係

る

全

て

の

お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
総

工

事

が

完

了
し

合
的
な
性
能
を
確
認
す
る
検
査
そ

た
時

の
他
工
事
の
完
了
を
確
認
す
る
た

め
に
必
要
な
検
査

（
使
用
前
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
一
項
た
だ
し
書
の
原

（
新
設
）

子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

原
子
炉
本
体
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て

、
そ
の
使
用
の
期
間
及
び
方
法
に
つ
い
て
原
子
力
規
制
委
員

会
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
期
間
内
に
お
い
て

そ
の
承
認
を
受
け
た
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
と
き
。

二

前
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
以
外
の
発
電
用
原

子
炉
施
設
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
一
部
が
完
成
し
た
場
合
で
あ
っ
て

、
そ
の
完
成
し
た
部
分
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別

の
理
由
が
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）

に
お
い
て
、
そ
の
使
用
の
期
間
及
び
方
法
に
つ
い
て
原
子
力

規
制
委
員
会
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
期
間
内

に
お
い
て
そ
の
承
認
を
受
け
た
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
と
き

。
四

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
の
場
所
の
状
況
又
は
工
事
の
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内
容
に
よ
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
支
障
が
な
い
と
認
め

て
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
指
示

し
た
場
合

五

制
限
工
事
の
場
合

（
機
構
が
行
う
使
用
前
検
査
等
）

第
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用

（
新
設
）

す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
制
委

員
会
が
機
構
に
行
わ
せ
る
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
十
六
条
の
表
の
上
欄
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
工

事
の
工
程
に
お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項

二

第
十
六
条
の
表
の
上
欄
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事
の
工
程
に

お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
の
う
ち
次
に
掲
げ

る
も
の

イ

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て
、

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
除
く
。
）
の

機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査
の
う
ち
、
一
次
冷
却
材

の
循
環
設
備
、
二
次
冷
却
材
の
循
環
設
備
、
一
次
ナ
ト
リ

ウ
ム
補
助
設
備
、
二
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
補
助
設
備
、
一
次
ア

ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
冷
却
系
設
備
、
原

子
炉
補
機
冷
却
設
備
及
び
機
器
冷
却
系
設
備
並
び
に
別
表

第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
記
載
事
項
の
う
ち
基
本
設
計
方
針

、
適
用
基
準
及
び
適
用
規
格
に
係
る
設
備
又
は
装
置
に
係

る
も
の
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ロ

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て
、

計
測
制
御
系
統
施
設
（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管
理
す

る
た
め
の
制
御
装
置
を
除
く
。
）
の
機
能
又
は
性
能
を
確

認
す
る
検
査
の
う
ち
、
制
御
棒
駆
動
装
置
、
計
測
装
置
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
出
装
置
、
破
損
燃
料
検
出
装
置
、

安
全
保
護
設
備
（
原
子
炉
の
非
常
停
止
並
び
に
工
学
的
安

全
施
設
及
び
こ
れ
以
外
の
設
備
で
あ
っ
て
、
重
大
な
事
故

時
に
自
動
的
に
作
動
さ
せ
る
設
備
の
作
動
に
必
要
な
計
測

制
御
系
統
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
及
び
制
御
用
空
気
設
備
並
び
に
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲

げ
る
記
載
事
項
の
う
ち
基
本
設
計
方
針
、
適
用
基
準
及
び

適
用
規
格
に
係
る
設
備
又
は
装
置
に
係
る
も
の

ハ

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て
、

原
子
炉
格
納
施
設
の
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査
の

う
ち
、
真
空
逃
が
し
装
置
、
放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備

及
び
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
別
表
第
二
の
中

欄
に
掲
げ
る
記
載
事
項
の
う
ち
基
本
設
計
方
針
、
適
用
基

準
及
び
適
用
規
格
に
係
る
設
備
又
は
装
置
に
係
る
も
の

ニ

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
、
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管
理
す
る
た
め
の
制
御

装
置
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
、
放
射
線
管
理
施
設

、
常
用
電
源
設
備
、
火
災
防
護
設
備
、
浸
水
防
護
施
設
、

補
機
駆
動
用
燃
料
設
備
（
非
常
用
電
源
設
備
又
は
補
助
ボ

イ
ラ
ー
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
非
常
用
取
水
設
備
、

敷
地
内
土
木
構
造
物
及
び
緊
急
時
対
策
所
並
び
に
別
表
第
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二
の
中
欄
に
掲
げ
る
こ
れ
ら
の
基
本
設
計
方
針
、
適
用
基

準
及
び
適
用
規
格
に
係
る
設
備
又
は
装
置
の
機
能
又
は
性

能
を
確
認
す
る
検
査

三

第
十
六
条
の
表
の
上
欄
第
四
号
に
掲
げ
る
工
事
の
工
程
に

お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
の
う
ち
次
に
掲
げ

る
も
の

イ

原
子
炉
本
体
の
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査
の
う

ち
、
炉
心
に
お
け
る
燃
料
体
の
配
置
及
び
臨
界
状
態
を
確

認
す
る
検
査
並
び
に
減
速
材
温
度
係
数
の
検
査

ロ

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
除
く
。
）

の
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査

ハ

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
計
測
制
御
系
統
施
設
（
発
電
用
原
子

炉
の
運
転
を
管
理
す
る
た
め
の
制
御
装
置
を
除
く
。
）
及

び
発
電
機
の
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査
の
う
ち
、

発
電
用
原
子
炉
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
発
電
機
相
互
の
停

止
に
係
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
確
認
す
る
検
査

四

第
十
六
条
の
表
の
上
欄
第
五
号
に
掲
げ
る
工
事
の
工
程
に

お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
の
う
ち
次
に
掲
げ

る
も
の

イ

発
電
用
原
子
炉
の
停
止
時
に
お
い
て
実
施
す
る
検
査
の

う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て

(1)
、
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
除
く
。

）
の
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査
の
う
ち
、
一
次

冷
却
材
の
循
環
設
備
、
二
次
冷
却
材
の
循
環
設
備
、
一
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次
ナ
ト
リ
ウ
ム
補
助
設
備
、
二
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
補
助
設

備
、
一
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
冷

却
系
設
備
、
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
、
及
び
機
器
冷
却

系
設
備
並
び
に
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
記
載
事
項

の
う
ち
基
本
設
計
方
針
、
適
用
基
準
及
び
適
用
規
格
に

係
る
設
備
又
は
装
置
に
係
る
も
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て

(2)
、
計
測
制
御
系
統
施
設
（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管

理
す
る
た
め
の
制
御
装
置
を
除
く
。
）
の
機
能
又
は
性

能
を
確
認
す
る
検
査
の
う
ち
、
制
御
棒
駆
動
装
置
、
計

測
装
置
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
出
装
置
、
破
損
燃
料

検
出
装
置
、
安
全
保
護
設
備
及
び
制
御
用
空
気
設
備
並

び
に
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
記
載
事
項
の
う
ち
基

本
設
計
方
針
、
適
用
基
準
及
び
適
用
規
格
に
係
る
設
備

又
は
装
置
に
係
る
も
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て

(3)
、
原
子
炉
格
納
施
設
の
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検

査
の
う
ち
、
真
空
逃
が
し
装
置
、
放
射
性
物
質
濃
度
制

御
設
備
及
び
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
別
表

第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
記
載
事
項
の
う
ち
基
本
設
計
方

針
、
適
用
基
準
及
び
適
用
規
格
に
係
る
設
備
又
は
装
置

に
係
る
も
の

重
水
減
速
沸
騰
軽
水
冷
却
型
原
子
炉
施
設
で
あ
っ
て

(4)
、
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
う
ち
、
余
熱
除
去
系
設
備

、
原
子
炉
補
機
冷
却
系
設
備
及
び
海
水
系
設
備
に
係
る
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も
の核

燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
、
蒸
気
タ

(5)
ー
ビ
ン
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管
理
す
る
た
め
の

制
御
装
置
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
、
放
射
線
管

理
施
設
、
常
用
電
源
設
備
、
火
災
防
護
設
備
、
浸
水
防

護
施
設
、
補
機
駆
動
用
燃
料
設
備
（
非
常
用
電
源
設
備

又
は
補
助
ボ
イ
ラ
ー
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
非
常

用
取
水
設
備
、
敷
地
内
土
木
構
造
物
、
緊
急
時
対
策
所

並
び
に
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
こ
れ
ら
の
基
本
設

計
方
針
、
適
用
基
準
及
び
適
用
規
格
に
係
る
設
備
又
は

装
置
の
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査

ロ

発
電
用
原
子
炉
の
出
力
運
転
時
（
定
格
出
力
運
転
時
を

除
く
。
）
に
お
い
て
実
施
す
る
検
査

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
構
造

、
材
料
そ
の
他
の
関
係
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
が
自
ら
検

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
当
該
発
電
用
原
子

炉
施
設
に
係
る
検
査
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
自
ら
行
う
も

の
と
す
る
。

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
前
項
の
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
に
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

４

機
構
は
、
次
条
第
二
項
の
通
知
に
基
づ
き
、
第
一
項
の
検
査

の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
検
査
実
施
要
領
書
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。
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（
機
構
が
行
う
使
用
前
検
査
の
通
知
書
等
）

第
十
九
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
十
五
条
第
一
項
の
申
請

（
新
設
）

書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
第
十
六
条
の
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
検
査
事
項
の
検
査
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た

当
該
申
請
に
係
る
検
査
実
施
要
領
書
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の

十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
十
五
条
第
一
項
の
申
請
書
の
提

出
又
は
同
条
第
三
項
の
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
、
当
該

申
請
に
係
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
三
項
の
規
定
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
機

構
が
行
う
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
通
知
書
に
よ
り
、
機
構
に
対
し
当
該
検

査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

一

検
査
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
又
は
変
更
の

工
事
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

検
査
を
行
う
時
期

四

検
査
を
行
う
場
所

五

検
査
の
対
象

六

検
査
の
方
法

３

前
項
の
通
知
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
写
し
を
添
付
す
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る
も
の
と
す
る
。

一

第
九
条
第
一
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
三
項
の
書
類
（
工

事
の
計
画
を
分
割
し
て
申
請
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条

第
四
項
に
規
定
す
る
書
類
を
含
む
。
）
、
第
十
条
第
一
項
の

届
出
書
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
届
出
書
及
び
同
条
第
三
項

の
書
類
（
工
事
の
計
画
を
分
割
し
て
届
出
を
し
た
場
合
に
あ

っ
て
は
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
書
類
を
含
む
。
）

二

第
十
五
条
第
一
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
二
項
の
書
類
又

は
同
条
第
三
項
の
書
類
（
保
守
管
理
の
目
標
又
は
実
施
に
関

す
る
計
画
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
四
項
に

規
定
す
る
書
類
を
含
む
。
）

４

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
二
項
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
機
構
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
前
検
査
結
果
の
通
知
）

第
二
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用

（
新
設
）

す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
四
項
の
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
面
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

検
査
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
又
は
変
更
の

工
事
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

検
査
を
行
っ
た
年
月
日

四

検
査
を
行
っ
た
場
所
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五

検
査
の
対
象

六

検
査
の
方
法

七

検
査
の
結
果

（
使
用
前
検
査
合
格
証
）

第
二
十
一
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
使
用
前
検
査
に
合
格
し

（
新
設
）

た
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
使
用
前
検
査
合
格
証

を
交
付
す
る
。

（
試
験
使
用
の
承
認
等
の
申
請
）

第
二
十
二
条

第
十
七
条
第
一
号
又
は
第
三
号
の
承
認
を
受
け
よ

（
新
設
）

う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原

子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

使
用
し
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
置
又
は
変

更
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

使
用
し
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
概
要

四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
工

事
の
計
画
の
認
可
年
月
日
及
び
認
可
番
号
又
は
法
第
四
十
三

条
の
三
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
年
月
日

五

申
請
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
開
始
の
予
定
年

月
日
及
び
使
用
期
間

六

使
用
の
方
法

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
提
出
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
が
試
験
の
た
め
の

使
用
以
外
の
使
用
に
係
る
場
合
に
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

を
説
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

使
用
又
は
試
験
使
用
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書

類
二

試
験
項
目
及
び
試
験
工
程
表

（
燃
料
体
検
査
の
申
請
）

第
二
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
一
項
の
検
査
を
受

（
新
設
）

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
希
望
す
る
検
査
開
始
日
の
一
月
前
ま
で
に
原
子
力
規
制
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

燃
料
体
の
型
式

三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
二
項
の
燃
料
体
の
設
計
の

認
可
年
月
日
及
び
認
可
番
号

四

燃
料
体
の
個
数
（
燃
料
要
素
の
集
合
体
で
あ
る
燃
料
体
に

係
る
場
合
は
、
燃
料
要
素
の
数
を
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

）
五

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
加
工
の
工
程
、
期
日
及
び
場
所

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類

を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

加
工
の
工
程

二

燃
料
体
の
品
質
管
理
の
状
況
、
加
工
の
内
容
等



⑯-81

３

第
一
項
の
申
請
書
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す

る
書
類
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の

変
更
の
内
容
を
説
明
す
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
４

第
一
項
の
申
請
書
及
び
前
項
の
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本

一
通
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
燃
料
体
検
査
の
実
施
）

第
二
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
一
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
加
工
の
工
程
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
も
の
と
し
、
当
該
加
工
の
工
程
ご
と
に
、
原
子
力
施
設

検
査
官
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

き
機
構
が
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
一
項
の
検
査
に
関
す

る
事
務
の
一
部
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
機
構
の
検
査
員
）

が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す

る
。

加
工
の
工
程

検
査
事
項

一

燃
料
材
、
燃

燃
料
材
、
燃
料
被
覆
材
そ
の
他
の
部

料

被

覆

材

そ

の

品
の
化
学
成
分
の
分
析
結
果
の
確
認

他

の

部

品

に

つ

そ
の
他
こ
れ
ら
の
部
品
の
組
成
、
構

い

て

は

、

組

成

造
又
は
強
度
に
係
る
検
査

、

構

造

又

は

強

度

に

係

る

試

験
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を

す

る

こ

と

が

で

き

る

状

態

に

な
っ
た
時

二

燃
料
要
素
の

燃
料
要
素
の
集
合
体
で
あ
る
燃
料
体

集

合

体

で

あ

る

に
係
る
次
の
検
査

燃

料

体

に

つ

い

一

寸
法
検
査

て

は

、

燃

料

要

二

湾
曲
度
を
確
認
す
る
検
査

素

の

加

工

が

完

三

外
観
検
査

了
し
た
時

四

表
面
汚
染
密
度
検
査

五

溶
接
部
の
非
破
壊
検
査

六

ヘ
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
査
（
三
の

項
の
下
欄
第
三
号
の
検
査
が
行
わ

れ
る
場
合
を
除
く
。
）

三

加
工
が
完
了

組
み
立
て
ら
れ
た
燃
料
体
に
係
る
次

し
た
時

の
検
査

一

寸
法
検
査

二

外
観
検
査

三

ヘ
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
査
（
二
の

項
の
下
欄
第
六
号
の
検
査
が
行
わ

れ
る
場
合
を
除
く
。
）

（
燃
料
体
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）
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第
二
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
一
項
た
だ
し
書
の

（
新
設
）

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
燃
料
体
の
品
質

管
理
の
状
況
、
加
工
の
内
容
等
に
よ
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会

が
支
障
が
な
い
と
認
め
て
前
条
の
表
の
上
欄
の
加
工
の
工
程
の

全
部
又
は
一
部
に
お
け
る
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
旨
を
指
示
し
た
場
合
と
す
る
。

（
燃
料
体
の
設
計
の
認
可
）

第
二
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受

（
新
設
）

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

核
燃
料
物
質
の
種
類
、
初
期
濃
縮
度
及
び
燃
焼
率

三

燃
料
材
及
び
燃
料
被
覆
材
の
種
類
、
組
成
及
び
組
織
並
び

に
燃
料
材
及
び
燃
料
被
覆
材
以
外
の
部
品
の
種
類
及
び
組
成

四

燃
料
体
の
構
造
及
び
重
量

五

燃
料
体
を
使
用
す
る
発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又

は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

六

燃
料
体
を
使
用
す
る
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
概
要
（
発
電
用
原
子
炉
の
型
式
を
含
む
。
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

燃
料
体
の
耐
熱
性
、
耐
放
射
線
性
、
耐
腐
食
性
そ
の
他
の

性
能
に
関
す
る
説
明
書
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二

燃
料
体
（
燃
料
要
素
の
集
合
体
で
あ
る
燃
料
体
に
あ
っ
て

は
、
燃
料
要
素
）
の
強
度
計
算
書

三

燃
料
体
の
構
造
図

四

加
工
の
フ
ロ
ー
シ
ー
ト

五

品
質
保
証
に
関
す
る
説
明
書

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

通
と
す
る
。

（
機
構
が
行
う
燃
料
体
検
査
）

第
二
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
六
項
の
規
定
に
よ

（
新
設
）

り
原
子
力
規
制
委
員
会
が
機
構
に
行
わ
せ
る
検
査
に
関
す
る
事

務
の
一
部
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
十
四
条
の
表
の
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
検

査
二

第
二
十
四
条
の
表
の
第
三
号
に
規
定
す
る
検
査
（
第
二
十

五
条
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
が
支
障
が
な
い
と

認
め
て
第
二
十
四
条
の
表
の
第
一
号
及
び
第
二
号
の
上
欄
に

掲
げ
る
工
程
の
全
部
に
お
け
る
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
指
示
し
た
場
合
に
限
る
。
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
燃
料
体
の
構
造
、
材
料
そ
の

他
の
関
係
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
が
自
ら
検
査
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
当
該
燃
料
体
に
係
る
検
査
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
が
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
前
項
の
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
に
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
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の
と
す
る
。

４

機
構
は
、
次
条
第
二
項
の
通
知
に
基
づ
き
、
第
一
項
の
検
査

の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
検
査
実
施
要
領
書
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
機
構
が
行
う
燃
料
体
検
査
の
通
知
書
等
）

第
二
十
八
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の

（
新
設
）

申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
第
二
十
四
条
の
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
の
検
査
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を

定
め
た
当
該
申
請
に
係
る
検
査
実
施
要
領
書
（
法
第
四
十
三
条

の
三
の
十
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
検
査
に
関
す

る
事
務
の
一
部
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

２

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
書
の

提
出
又
は
同
条
第
三
項
の
書
類
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
、
当

該
申
請
に
係
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
、
機
構
が
行
う
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
通
知
書
に
よ
り
、
機
構
に
対

し
当
該
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
行
う
時
期

三

検
査
を
行
う
場
所

四

検
査
の
対
象
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五

検
査
の
方
法

３

前
項
の
通
知
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
写
し
を
添
付
す

る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
二
項
の
書
類

又
は
同
条
第
三
項
の
書
類

二

検
査
を
受
け
る
燃
料
体
に
係
る
第
二
十
六
条
第
一
項
の
申

請
書
及
び
同
条
第
二
項
の
書
類

４

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
二
項
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
機
構
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
燃
料
体
検
査
結
果
の
通
知
）

第
二
十
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
七
項
の
通
知
は
、

（
新
設
）

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す

る
。

一

検
査
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
行
っ
た
年
月
日

三

検
査
を
行
っ
た
場
所

四

検
査
の
対
象

五

検
査
の
方
法

六

検
査
の
結
果

（
燃
料
体
検
査
合
格
証
）

第
三
十
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十

（
新
設
）
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二
第
一
項
の
検
査
に
合
格
し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
申
請

に
係
る
燃
料
体
検
査
合
格
証
を
交
付
す
る
。

（
溶
接
事
業
者
検
査
を
行
う
べ
き
発
電
用
原
子
炉
施
設
）

第
三
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
一
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
、
次
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。

一

原
子
炉
本
体
又
は
原
子
炉
格
納
施
設
に
属
す
る
容
器

二

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
計
測
制
御
系
統
施
設
又
は
放

射
線
管
理
施
設
に
属
す
る
容
器
で
あ
っ
て
非
常
時
に
安
全
装

置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の

三

原
子
炉
本
体
に
属
す
る
容
器
又
は
原
子
炉
格
納
容
器
に
取

り
付
け
ら
れ
る
管
の
う
ち
、
そ
れ
が
取
り
付
け
ら
れ
る
当
該

容
器
か
ら
最
も
近
い
止
め
弁
ま
で
の
部
分

四

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
線

管
理
施
設
又
は
原
子
炉
格
納
施
設
の
う
ち
原
子
炉
格
納
容
器

安
全
設
備
、
放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
循
環
設
備
若
し
く
は
圧

力
逃
が
し
装
置
に
属
す
る
管
で
あ
っ
て
、
非
常
時
に
安
全
装

置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
（
前
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除

く
。
）

五

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
、
原
子
炉
冷
却

系
統
施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄

施
設
（
排
気
筒
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
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若
し
く
は
放
射
線
管
理
施
設
に
属
す
る
容
器
（
第
二
号
に
規

定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
施
設
に
属
す
る
外

径
六
十
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
最
高
使
用
圧
力
九
十
八
キ
ロ
パ

ス
カ
ル
未
満
の
管
に
あ
っ
て
は
、
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
を
超

え
る
管
（
前
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て

、
そ
の
内
包
す
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
三
十
七
ミ
リ
ベ
ク

レ
ル
毎
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
そ
の
内
包
す
る
放
射
性
物

質
が
液
体
中
に
あ
る
場
合
は
、
三
十
七
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
毎
立

方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
も
の

六

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
、
原
子
炉
冷
却

系
統
施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄

施
設
若
し
く
は
放
射
線
管
理
施
設
に
属
す
る
容
器
（
第
二
号

に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
施
設
に
属
す

る
外
径
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
管
（
第
三
号
及
び
第

四
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
包

す
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
三
十
七
ミ
リ
ベ
ク
レ
ル
毎
立
方

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
そ
の
内
包
す
る
放
射
性
物
質
が
液
体
中

に
あ
る
場
合
は
、
三
十
七
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
毎
立
方
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
）
未
満
の
も
の
の
う
ち
、
次
に
定
め
る
圧
力
以
上
の

圧
力
を
加
え
ら
れ
る
部
分
（
以
下
「
耐
圧
部
分
」
と
い
う
。

）
に
つ
い
て
溶
接
を
必
要
と
す
る
も
の

イ

水
用
の
容
器
又
は
管
で
あ
っ
て
、
最
高
使
用
温
度
百
度

未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
高
使
用
圧
力
千
九
百
六
十

キ
ロ
パ
ス
カ
ル

ロ

液
化
ガ
ス
（
通
常
の
使
用
状
態
で
の
温
度
に
お
け
る
飽
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和
圧
力
が
百
九
十
六
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
で
あ
っ
て
現
に

液
体
の
状
態
で
あ
る
も
の
又
は
圧
力
が
百
九
十
六
キ
ロ
パ

ス
カ
ル
に
お
け
る
飽
和
温
度
が
三
十
五
度
以
下
で
あ
っ
て

現
に
液
体
の
状
態
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

用
の
容
器
又
は
管
に
つ
い
て
は
、
最
高
使
用
圧
力
零
キ
ロ

パ
ス
カ
ル

ハ

イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
容
器
以
外
の
容
器
に
つ
い
て
は

、
最
高
使
用
圧
力
九
十
八
キ
ロ
パ
ス
カ
ル

ニ

イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
管
以
外
の
管
に
つ
い
て
は
、
最

高
使
用
圧
力
九
百
八
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
（
長
手
継
手
の
部

分
に
あ
っ
て
は
、
四
百
九
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
）

七

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
係
る
蒸
気
だ
め
若
し
く
は
熱
交
換
器
又

は
非
常
用
電
源
設
備
、
補
助
ボ
イ
ラ
ー
若
し
く
は
補
機
駆
動

用
燃
料
設
備
（
非
常
用
電
源
設
備
及
び
補
助
ボ
イ
ラ
ー
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
に
属
す
る
容
器
の
う
ち
、
耐
圧
部
分
に

つ
い
て
溶
接
を
必
要
と
す
る
も
の

八

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
非
常
用
電
源
設
備
、
補
助
ボ
イ
ラ
ー
、

火
災
防
護
設
備
又
は
区
画
排
水
設
備
に
係
る
外
径
百
五
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
管
の
う
ち
、
耐
圧
部
分
に
つ
い
て
溶
接

を
必
要
と
す
る
も
の

（
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
）

第
三
十
二
条

溶
接
事
業
者
検
査
は
、
溶
接
の
状
況
に
つ
い
て
、

（
新
設
）

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
四
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
で
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行
う
も
の
と
す
る
。

（
溶
接
事
業
者
検
査
の
記
録
）

第
三
十
三
条

溶
接
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

（
新
設
）

る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
年
月
日

二

検
査
の
対
象

三

検
査
の
方
法

四

検
査
の
結
果

五

検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

六

検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き

は
、
そ
の
内
容

七

検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

八

検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

九

検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

２

溶
接
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第

六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
検
査
に
係
る
原

子
炉
容
器
等
の
存
続
す
る
期
間
保
存
す
る
も
の
と
し
、
同
項
第

七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該

溶
接
事
業
者
検
査
を
行
っ
た
後
最
初
の
法
第
四
十
三
条
の
三
の

十
三
第
七
項
の
通
知
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
保
存
す
る
も
の
と

す
る
。
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（
溶
接
事
業
者
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）

第
三
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
一
項
た
だ
し
書
の

（
新
設
）

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

溶
接
作
業
の
標
準
化
、
溶
接
に
使
用
す
る
材
料
の
規
格
化

等
の
状
況
に
よ
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
支
障
が
な
い
と

認
め
て
溶
接
事
業
者
検
査
を
行
わ
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
の
指
示
を
し
た
場
合

二

次
に
掲
げ
る
設
備
を
、
あ
ら
か
じ
め
、
原
子
力
規
制
委
員

会
に
届
け
出
て
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
設
備
と
し
て

使
用
す
る
場
合

イ

ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年

労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五

十
三
条
第
一
項
の
溶
接
検
査
に
合
格
し
た
設
備
又
は
同
規

則
第
八
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
九
十
条
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
同
規
則
第
八
十
四
条
第
一
項
の
検
定
を
受
け

た
設
備

ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
（
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭

和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）
第
二
条
第
一

号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
ガ
ス
を
内
包
す
る

液
化
ガ
ス
設
備
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
高

圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第

五
十
六
条
の
三
の
特
定
設
備
検
査
に
合
格
し
、
又
は
同
法

第
五
十
六
条
の
六
の
十
四
第
二
項
の
規
定
若
し
く
は
第
五
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十
六
条
の
六
の
二
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
五
十
六
条
の
六
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
設

備
基
準
適
合
証
の
交
付
を
受
け
た
も
の

三

漏
止
め
溶
接
の
み
を
し
た
第
三
十
一
条
第
六
号
か
ら
第
八

号
ま
で
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
（
耐
圧
部
分
に
つ
い
て
そ

の
溶
接
の
み
を
新
た
に
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
使
用
す
る

場
合

（
溶
接
安
全
管
理
審
査
の
申
請
）

第
三
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
三
項
の
審
査
（
以

（
新
設
）

下
「
溶
接
安
全
管
理
審
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
機
構
が
法
第
六
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
規
程

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
溶
接
安
全
管
理
審
査
の
実
施
）

第
三
十
六
条

溶
接
安
全
管
理
審
査
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

（
新
設
）

の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
に
係
る
体
制
に
つ
い
て
確
認
す

る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
品
質
保
証
の
確
保
が
な
さ
れ
て
い

る
か
否
か
を
確
認
す
る
方
法

二

溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
に
係
る
体
制
に
つ
い
て
確
認
す

る
方
法

（
溶
接
安
全
管
理
審
査
の
実
施
時
期
）
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第
三
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
三
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

直
近
の
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
七
項
の
通
知
（
こ

の
号
に
規
定
す
る
耐
圧
試
験
に
係
る
通
知
で
あ
っ
て
、
溶
接

事
業
者
検
査
の
実
施
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

と
評
定
さ
れ
た
組
織
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
単
に
「
通
知
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
溶
接
事
業

者
検
査
の
実
施
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
と
評

定
さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
て
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三

年
を
超
え
な
い
時
期
に
溶
接
事
業
者
検
査
を
行
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
耐
圧
試
験
を
行
う
時
期
及
び
当
該
通
知
を
受
け

た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
日
以
降
三
月
を
超
え
な
い
時
期

二

前
号
に
規
定
す
る
組
織
で
あ
っ
て
、
通
知
を
受
け
た
日
か

ら
三
年
を
超
え
な
い
時
期
に
溶
接
安
全
管
理
審
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
溶
接
安
全
管
理
審
査
を
受
け
る
必
要
が
生
じ
た

時
期

三

前
二
号
に
掲
げ
る
組
織
以
外
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
溶
接

事
業
者
検
査
を
行
う
時
期

（
溶
接
安
全
管
理
審
査
の
対
象
と
な
る
事
項
）

第
三
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
四
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項
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二

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

三

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

（
溶
接
安
全
管
理
審
査
結
果
の
通
知
）

第
三
十
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
五
項
の
通
知
は
、

（
新
設
）

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
し
た
書
面
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る

。一

審
査
を
受
け
た
組
織
の
名
称

二

審
査
年
月
日

三

審
査
の
結
果

（
溶
接
事
業
者
検
査
を
行
っ
た
旨
の
表
示
）

第
四
十
条

原
子
炉
容
器
等
で
あ
っ
て
溶
接
を
す
る
も
の
又
は
溶

（
新
設
）

接
を
し
た
原
子
炉
容
器
等
で
あ
っ
て
輸
入
し
た
も
の
を
設
置
す

る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
当
該
原
子
炉
容
器
等
で
あ
っ
て

溶
接
を
す
る
も
の
又
は
溶
接
を
し
た
原
子
炉
容
器
等
で
あ
っ
て

輸
入
し
た
も
の
に
係
る
溶
接
事
業
者
検
査
を
終
了
し
た
と
き
は

、
当
該
原
子
炉
容
器
等
で
あ
っ
て
溶
接
を
す
る
も
の
又
は
溶
接

を
し
た
原
子
炉
容
器
等
で
あ
っ
て
輸
入
し
た
も
の
に
溶
接
事
業

者
検
査
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
記
号
そ
の
他
表
示
を
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
）

第
四
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
一
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
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る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

原
子
炉
本
体
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

、
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

）
、
計
測
制
御
系
統
施
設
（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管
理

す
る
た
め
の
制
御
装
置
を
除
く
。
）
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃

棄
施
設
（
排
気
筒
を
除
く
。
）
、
放
射
線
管
理
施
設
、
原
子

炉
格
納
施
設
及
び
非
常
用
電
源
設
備

二

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
設
備
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
機
械
又
は
器
具
で
あ
っ
て
、
最
高

使
用
圧
力
零
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
を
加
え
ら
れ
る
部

分
が
あ
る
も
の

設
備
の
種
類

機
械
又
は
器
具

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
本

タ
ー
ビ
ン
本
体
、
主
要
弁
、
復
水
器
及
び

体

管

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の

熱
交
換
器
、
冷
却
塔
、
給
水
ポ
ン
プ
、
管

附
属
設
備

、
蒸
気
だ
め
、
安
全
弁
及
び
逃
が
し
弁

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十

二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
廃
止
措
置

の
対
象
と
な
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
（
以
下
「
廃
止
措
置
対
象

施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十

五
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
発
電
用
原
子
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炉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
又
は

貯
蔵
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

二

放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

三

放
射
線
管
理
施
設

四

非
常
用
電
源
設
備

（
施
設
定
期
検
査
の
申
請
）

第
四
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
一
項
の
検
査
（
以

（
新
設
）

下
「
施
設
定
期
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
希
望
す
る
検
査
開

始
日
の
一
月
前
ま
で
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及

び
所
在
地

三

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
種
類
及

び
出
力

四

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
日

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

施
設
定
期
検
査
の
期
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
定
期
事
業
者

検
査
の
計
画

二

前
号
の
定
期
事
業
者
検
査
に
関
す
る
放
射
線
管
理
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三

発
電
用
原
子
炉
及
び
保
守
管
理
の
重
要
度
が
高
い
系
統
に

つ
い
て
定
量
的
に
定
め
る
保
守
管
理
の
目
標

四

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事

項イ

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
始
期
（
施
設
定
期

検
査
の
開
始
す
る
日
を
い
う
。
）
及
び
期
間

ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
の
点
検
、
検
査
（

定
期
事
業
者
検
査
を
含
む
。
）
及
び
補
修
等
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
点
検
等
」
と
い
う
。
）
の
方
法
、
実
施
頻

度
及
び
時
期

ハ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
の
点
検
等
を
実
施

す
る
際
に
行
う
保
安
の
確
保
の
た
め
の
措
置

五

前
回
の
施
設
定
期
検
査
に
お
い
て
提
出
し
た
前
三
号
に
掲

げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転

の
開
始
後
最
初
に
行
わ
れ
る
施
設
定
期
検
査
に
係
る
申
請
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号

に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
）
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
の
内
容
を
説
明
す
る
書
類

六

前
回
の
施
設
定
期
検
査
に
お
い
て
提
出
し
た
第
三
号
及
び

第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
（
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
運
転
の
開
始
後
最
初
に
行
わ
れ
る
施
設
定
期
検
査
に

係
る
申
請
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号

及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
）
に
記
載
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
当
該
事
項
を
変
更
し
た

場
合
は
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
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３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
つ

い
て
の
施
設
定
期
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及

び
所
在
地

三

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
種
類

四

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
日

４

第
一
項
の
申
請
書
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま

で
の
書
類
又
は
前
項
の
申
請
書
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
そ
の
変
更
の
内
容
を
説
明
す
る
書
類
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
当
該
事
項
を
変
更

し
た
場
合
は
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
又
は
第
三
項
の
申
請
書
及
び
第
四
項
の
書
類
の
提
出

部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。

（
施
設
定
期
検
査
の
実
施
）

第
四
十
三
条

施
設
定
期
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、

（
新
設
）

前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
に
お
い
て

記
載
さ
れ
た
定
期
事
業
者
検
査
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
施
設
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定
期
検
査
を
受
け
る
者
が
行
う
定
期
事
業
者
検
査
に
原
子
力
施

設
検
査
官
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
機
構
が
施

設
定
期
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は

、
機
構
の
検
査
員
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
立
ち
会
い
、

又
は
そ
の
定
期
事
業
者
検
査
の
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
四
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
設
備
に
あ
っ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
定
期
事
業
者
検
査
に
係
る
事
項

イ

タ
ー
ビ
ン
本
体
、
主
要
弁
、
復
水
器
、
熱
交
換
器
及
び

主
な
配
管
の
非
破
壊
検
査

ロ

タ
ー
ビ
ン
本
体
及
び
主
要
弁
の
組
立
て
及
び
据
付
け
状

態
を
確
認
す
る
検
査
並
び
に
保
安
装
置
の
作
動
検
査

二

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉

施
設
に
あ
っ
て
は
、
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他

原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
定
期
事
業
者
検
査
に

係
る
事
項

三

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
発
電
用
原
子
炉

施
設
（
非
常
用
電
源
設
備
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
前
各

号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
通
常
運
転
時
に
お
け
る
総
合
的

な
性
能
に
関
す
る
定
期
事
業
者
検
査
に
係
る
事
項

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
係
る

施
設
定
期
検
査
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、

施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
者
が
行
う
試
運
転
そ
の
他
の
機
能
及

び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
に
原
子
力
施
設
検
査
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官
が
立
ち
会
い
、
又
は
そ
の
検
査
の
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
に
係
る
設
備
に
あ
っ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

燃
料
取
扱
設
備
の
系
統
運
転
性
能
検
査

ロ

新
燃
料
貯
蔵
設
備
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵

能
力
確
認
検
査

ハ

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
の
系
統
運
転
性
能
検
査

二

第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
係
る
設
備
に
あ
っ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

液
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

ロ

液
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の
系
統
運
転
性

能
検
査

ハ

液
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況
の
確
認
検
査

ニ

液
体
廃
棄
物
処
理
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況
の
確
認
検
査

ホ

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

ヘ

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況
の
確
認
検
査

ト

固
体
廃
棄
物
処
理
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

の
動
作
状
況
の
確
認
検
査

三

第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
係
る
設
備
に
あ
っ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
設
定
値
確
認
検
査
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ロ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク
の
動
作
状
況
の
確
認
検
査

ハ

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
作
動
検
査

ニ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
設
定
値
確
認
検
査

ホ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
警
報
及
び
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ク
の
動
作
状
況
の
確
認
検
査

ヘ

プ
ロ
セ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
作
動
検
査

ト

固
定
式
周
辺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
及
び
移
動
式
周
辺
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
設
定
値
確
認
検
査

チ

固
定
式
周
辺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
及
び
移
動
式
周
辺
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
警
報
の
動
作
状
況
の
確
認
検
査

リ

換
気
設
備
の
性
能
検
査

四

第
四
十
一
条
第
二
項
第
四
号
に
係
る
設
備
に
あ
っ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

非
常
用
発
電
装
置
の
性
能
検
査

ロ

無
停
電
電
源
装
置
の
性
能
検
査

（
施
設
定
期
検
査
の
実
施
時
期
）

第
四
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
一
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
期
は
、
直
近
の
施
設
定
期
検
査
が

終
了
し
た
日
以
降
十
三
月
を
超
え
な
い
時
期
と
す
る
。
た
だ
し

、
特
定
重
要
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
発
電
用
原
子
炉
の

設
置
又
は
基
数
の
増
加
の
工
事
の
後
、
施
設
定
期
検
査
を
受
け

て
い
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
運
転
が
開
始
さ
れ
た
日
以

降
十
三
月
を
超
え
な
い
時
期
と
す
る
。
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２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
つ
い

て
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
で
定
め
る
時
期
は
、
直
近
の
施
設
定
期
検
査
が
終
了

し
た
日
以
降
九
月
を
超
え
な
い
時
期
（
原
子
力
規
制
委
員
会
が

別
に
指
定
し
た
場
合
は
、
そ
の
指
定
し
た
時
期
）
と
す
る
。

（
施
設
定
期
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）

第
四
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
一
項
た
だ
し
書
の

（
新
設
）

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場

合
二

使
用
の
状
況
か
ら
前
条
に
規
定
す
る
時
期
に
施
設
定
期
検

査
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
施

設
定
期
検
査
を
受
け
る
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
た
と
き

。
三

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
に
規
定
す
る

時
期
に
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
と
認
め
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
施
設
定
期
検
査
を
受
け

る
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
た
と
き
。

２

前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名



⑯-103

二

発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及

び
所
在
地

三

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
種
類
及

び
出
力

四

直
近
の
施
設
定
期
検
査
が
終
了
し
た
年
月
日

五

施
設
定
期
検
査
開
始
希
望
年
月
日
及
び
そ
の
理
由

３

前
項
の
申
請
書
に
は
、
申
請
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

使
用
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
第
一
項
第
三
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
当
該
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
機
構
が
行
う
施
設
定
期
検
査
等
）

第
四
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
二
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
定
重
要
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
、

原
子
炉
本
体
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
、
原

子
炉
冷
却
系
統
施
設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
（
発
電
用
原
子
炉

の
運
転
を
管
理
す
る
た
め
の
制
御
装
置
を
除
く
。
）
、
放
射
性

廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
（
排
気
筒
を
除
く
。
）
、
放
射
線
管
理
施

設
、
原
子
炉
格
納
施
設
及
び
非
常
用
電
源
設
備
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
つ
い

て
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
で
定
め
る
特
定
重
要
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
、
核
燃

料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄

施
設
、
放
射
線
管
理
施
設
及
び
非
常
用
電
源
設
備
の
う
ち
核
燃

料
物
質
の
取
扱
い
又
は
貯
蔵
に
係
る
も
の
と
す
る
。
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３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
検
査
に
関

す
る
事
務
の
一
部
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
つ
い

て
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員

会
が
機
構
に
行
わ
せ
る
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二

第
四
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
換

気
設
備
の
性
能
検
査
以
外
の
も
の

三

第
四
十
三
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
非

常
用
発
電
装
置
の
性
能
検
査
以
外
の
も
の

５

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
重
要
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
構
造
、
材
料
そ
の
他
の
関
係
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員

会
が
自
ら
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
当
該

特
定
重
要
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
検
査
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
が
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

６

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
前
項
の
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
に
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

７

機
構
は
、
次
条
第
二
項
の
通
知
に
基
づ
き
、
第
三
項
又
は
第

四
項
の
検
査
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
検
査
実
施

要
領
書
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
機
構
が
行
う
施
設
定
期
検
査
の
通
知
書
等
）

第
四
十
七
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
又

（
新
設
）

は
第
三
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
第
四
十
三

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は
第
四
十
一
条
第
二
項
に
掲

げ
る
施
設
に
係
る
施
設
定
期
検
査
に
つ
い
て
行
う
べ
き
検
査
の

方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
た
当
該
申
請
に
係
る
検
査
実

施
要
領
書
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う

検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

２

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第

三
項
の
申
請
書
の
提
出
又
は
同
条
第
四
項
の
書
類
の
提
出
を
受

け
た
場
合
に
、
当
該
申
請
に
係
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
機
構
が
行
う
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
通
知
書
に
よ
り
、
機
構
に

対
し
当
該
検
査
に
関
す
る
事
務
の
一
部
の
実
施
に
つ
い
て
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
る
発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事

業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

検
査
を
行
う
時
期

四

検
査
を
行
う
場
所
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五

検
査
の
対
象

六

検
査
の
方
法

３

前
項
の
通
知
書
に
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
の
申
請
書
及
び

同
条
第
二
項
の
書
類
若
し
く
は
同
条
第
三
項
の
申
請
書
又
は
同

条
第
四
項
の
書
類
（
保
守
管
理
の
目
標
又
は
実
施
に
関
す
る
計

画
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
書

類
を
含
み
、
定
期
事
業
者
検
査
に
係
る
判
定
方
法
を
変
更
し
た

場
合
に
あ
っ
て
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
書
類
を
含
む
。
）

の
写
し
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
二
項
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
機
構
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
施
設
定
期
検
査
結
果
の
通
知
）

第
四
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準

（
新
設
）

用
す
る
法
第
十
六
条
の
五
第
四
項
の
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

検
査
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
た
発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事

業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

検
査
を
行
っ
た
年
月
日

四

検
査
を
行
っ
た
場
所

五

検
査
の
対
象

六

検
査
の
方
法
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七

検
査
の
結
果

（
施
設
定
期
検
査
終
了
証
）

第
四
十
九
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
施
設
定
期
検
査
を
終
了

（
新
設
）

し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
施
設
定
期
検
査
終
了
証
を
交
付
す
る

。
２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
定
期
検
査
中
に
法
第
四

十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、

当
該
施
設
定
期
検
査
は
、
そ
の
認
可
を
受
け
た
日
に
終
了
し
た

も
の
と
み
な
す
。

（
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
べ
き
発
電
用
原
子
炉
施
設
）

第
五
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
一
項
の
原
子
力
規
制

（
新
設
）

委
員
会
規
則
で
定
め
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

原
子
炉
本
体
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

、
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
除
く
。
）
、

計
測
制
御
系
統
施
設
（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
管
理
す
る

た
め
の
制
御
装
置
を
除
く
。
）
、
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施

設
、
放
射
線
管
理
施
設
、
原
子
炉
格
納
施
設
、
非
常
用
電
源

設
備
、
補
助
ボ
イ
ラ
ー
、
火
災
防
護
設
備
、
浸
水
防
護
施
設

、
補
機
駆
動
用
燃
料
設
備
（
補
助
ボ
イ
ラ
ー
及
び
非
常
用
発

電
設
備
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
非
常
用
取
水
設
備

二

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
設
備
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
機
械
又
は
器
具
（
非
常
用
電
源
設
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備
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

設
備
の
種
類

機
械
又
は
器
具

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
本

タ
ー
ビ
ン
本
体
、
主
要
弁
、
復
水
器
及
び

体

管

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の

熱
交
換
器
、
冷
却
塔
、
給
水
ポ
ン
プ
、
管

附
属
設
備

、
蒸
気
だ
め
、
安
全
弁
及
び
逃
が
し
弁

（
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
時
期
）

第
五
十
一
条

定
期
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
時
期
に
行
う

（
新
設
）

も
の
と
す
る
。

一

特
定
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
次
条
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
定
期

事
業
者
検
査
に
あ
っ
て
は
、
第
四
十
四
条
又
は
第
四
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
定
め
る
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特

定
重
要
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
べ

き
時
期

二

特
定
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
次
条
第
一
項
第
三

号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
定
期
事
業
者
検
査
に
あ
っ
て
は
、

運
転
が
開
始
さ
れ
た
日
又
は
直
近
の
施
設
定
期
検
査
が
終
了

し
た
日
か
ら
次
回
の
施
設
定
期
検
査
を
開
始
す
る
日
ま
で
の
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期
間
に
お
い
て
六
月
を
超
え
な
い
時
期
ご
と

２

特
定
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
次
条
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
定
期
事
業

者
検
査
で
あ
っ
て
、
当
該
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ

り
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

保
安
の
確
保
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
も
の
（
施
設
定
期
検
査
を

受
け
る
べ
き
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
前
項
第
一
号
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
に
掲
げ
る
時
期
よ
り
も
前
の
時
期

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
時
期
に
定
期
事
業
者
検

査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

使
用
の
状
況
か
ら
第
一
項
に
規
定
す
る
時
期
に
定
期
事
業

者
検
査
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
て
、
原
子
力
規
制
委
員

会
が
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し

た
と
き
。

二

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
に
規
定
す

る
時
期
に
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
認
め
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期
事
業
者
検
査

を
行
う
べ
き
時
期
を
定
め
て
承
認
し
た
と
き
。

４

前
項
各
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名
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二

発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及

び
所
在
地

三

検
査
を
行
う
べ
き
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
種
類
及
び
出
力

四

直
近
の
定
期
事
業
者
検
査
が
終
了
し
た
年
月
日

五

定
期
事
業
者
検
査
開
始
希
望
年
月
日
及
び
そ
の
理
由

５

前
項
の
申
請
書
に
は
、
申
請
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

使
用
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
当
該
申
請
が
第
三
項
第
二
号
の
承
認
に
係
る
場
合

に
は
、
当
該
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
）

第
五
十
二
条

定
期
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う

（
新
設
）

も
の
と
す
る
。

一

開
放
、
分
解
、
非
破
壊
検
査
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変

形
、
摩
耗
及
び
異
常
の
発
生
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分

な
方
法

二

試
運
転
そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た

め
に
十
分
な
方
法

三

各
部
の
損
傷
、
変
形
、
摩
耗
等
に
よ
る
異
常
の
発
生
の
兆

候
を
作
動
し
て
い
る
状
態
で
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

（
定
期
事
業
者
検
査
の
記
録
）

第
五
十
三
条

定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ

（
新
設
）

る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
年
月
日
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二

検
査
の
対
象

三

検
査
の
方
法

四

検
査
の
結
果

五

検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

六

検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き

は
、
そ
の
内
容

七

検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

八

検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

九

検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

２

定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
そ
の
特
定
発
電
用
原

子
炉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
後
五
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
保
存

す
る
も
の
と
す
る
。

（
定
期
安
全
管
理
審
査
の
申
請
）

第
五
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
四
項
の
審
査
（
以

（
新
設
）

下
「
定
期
安
全
管
理
審
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
機
構
が
法
第
六
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
規
程

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
安
全
管
理
審
査
の
実
施
時
期
）

第
五
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
四
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）
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制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
期
は
、
定
期
事
業
者
検
査
を
行
う

時
期
と
す
る
。

（
定
期
安
全
管
理
審
査
の
対
象
と
な
る
事
項
）

第
五
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
五
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

検
査
に
お
い
て
協
力
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

二

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

三

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

２

直
近
の
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
七
項
の
通
知
に
お
い
て
定

期
事
業
者
検
査
の
実
施
に
つ
き
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

と
評
定
さ
れ
た
組
織
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

（
定
期
安
全
管
理
審
査
結
果
の
通
知
）

第
五
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
六
項
に
お
い
て
準

（
新
設
）

用
す
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
五
項
の
通
知
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
し
た
書
面
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

審
査
を
受
け
た
組
織
の
名
称

二

審
査
年
月
日

三

審
査
の
結
果

２

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
七
項
の
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通
知
（
機
構
が
行
っ
た
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
審
査
の
結
果
に
基
づ
く
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
六
項
の
評
定
の
結
果
に

限
る
。
）
の
写
し
一
通
を
機
構
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
五
十
八
条

第
三
十
三
条
第
一
項
各
号
及
び
第
五
十
三
条
第
一

（
新
設
）

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、

当
該
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い

て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ

る
と
き
は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
法
第
四
十
三
条
の
三

の
十
三
第
一
項
並
び
に
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
一
項
及
び

第
三
項
に
規
定
す
る
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
記
録
の
保
存
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
運
転
計
画
）

（
運
転
計
画
）

第
五
十
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
発
電

第
二
十
二
条

法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
原
子
炉
の
運
転
計
画

用
原
子
炉
の
運
転
計
画
は
、
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
様
式
第

は
、
原
子
炉
ご
と
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
し

一
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
し
、
運
転
開
始
の
予
定
の
日
の
属

、
運
転
開
始
の
予
定
の
日
の
属
す
る
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か

す
る
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら
そ
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日

ら
そ
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
後
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
四

以
後
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
三
年
間

月
一
日
を
始
期
と
す
る
三
年
間
の
運
転
計
画
を
当
該
年
度
の
前

の
運
転
計
画
を
当
該
年
度
の
前
年
度
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
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年
度
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
年
度
の
前
年
度
の
二
月
一
日
か
ら
当
該
年
度
の
三
月
三

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
二
月

十
一
日
ま
で
に
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

一
日
か
ら
当
該
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
法
第
二
十
三
条

る
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
若
し
く
は
法
第
四
十
三
条
の

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
又
は
法
第
二
十

三
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を
受
け
、
又
は
法

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を
受
け
、
そ
の
期
間

第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
、

内
に
運
転
を
開
始
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け

そ
の
期
間
内
に
運
転
を
開
始
す
る
場
合
に
お
け
る
運
転
計
画
は

て
後
速
や
か
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
許
可
を
受
け
た
後
又
は

当
該
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
三
十
日
（
法
第
四
十
三
条
の

三
の
八
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
短
縮
さ
れ
、
又
は
同
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
短
縮
さ
れ
、
又

は
延
長
さ
れ
た
期
間
）
を
経
過
後
速
や
か
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

３

前
二
項
の
運
転
計
画
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
し
た

３

前
二
項
の
運
転
計
画
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
に
係

運
転
計
画
を
変
更
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
発
電
用
原
子
炉

る
運
転
計
画
を
、
原
子
炉
ご
と
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
作
成
し

ご
と
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
作
成
し
、
届
け
出
る
も
の
と
す
る

、
変
更
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

。
４

前
三
項
の
運
転
計
画
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
副
本

４

前
三
項
の
運
転
計
画
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
副
本
各
一

一
通
と
す
る

通
と
す
る
。

（
合
併
及
び
分
割
の
認
可
の
申
請
）

（
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
六
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
八
第
一
項
の
合
併
又
は
分

第
二
十
三
条

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
合
併
の
認
可
を
受
け
よ

割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

載
し
た
申
請
書
に
、
当
事
者
が
連
署
（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ

書
に
、
当
事
者
が
連
署
し
て
、
こ
れ
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に

っ
て
は
、
署
名
）
し
て
、
こ
れ
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称

二

原
子
炉
の
設
置
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所

及
び
所
在
地

在
地

三

合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
さ

三

合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る

れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
並
び
に
核

法
人
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

燃
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
一

体
と
し
て
承
継
す
る
法
人
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者

の
氏
名

四

合
併
又
は
分
割
の
方
法
及
び
条
件

四

合
併
の
方
法
及
び
条
件

五

合
併
又
は
分
割
の
理
由

五

合
併
の
理
由

六

合
併
又
は
分
割
の
時
期

六

合
併
の
時
期

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

合
併
契
約
書
又
は
分
割
契
約
書
（
新
設
分
割
の
場
合
に
あ

一

合
併
契
約
書
の
写
し

っ
て
は
、
分
割
計
画
書
）
の
写
し

二

合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
吸
収
分
割
に
よ
り
発
電
用
原

二

合
併
の
当
事
者
の
一
方
が
原
子
炉
設
置
者
で
な
い
場
合
に

子
炉
施
設
を
承
継
す
る
法
人
が
現
に
発
電
用
原
子
炉
設
置
者

あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
並
び

で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事

に
最
近
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

項
証
明
書
並
び
に
最
近
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損

益
計
算
書

三

（
略
）

三

（
略
）

四

合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
さ

四

合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る

れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
並
び
に
核

法
人
の
定
款

燃
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
一
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体
と
し
て
承
継
す
る
法
人
の
定
款

五

前
号
に
規
定
す
る
法
人
が
法
第
四
十
三
条
の
三
の
七
第
一

（
新
設
）

号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と

を
誓
約
す
る
書
面

六

そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記

（
新
設
）

載
し
た
書
類

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
副
本
各
一
通

通
と
す
る
。

と
す
る
。

（
許
可
の
取
消
し
）

（
許
可
の
取
消
）

第
六
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る

第
二
十
四
条

法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
は
、
法

期
間
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た

第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
後
五
年
と
す
る
。

日
か
ら
五
年
と
す
る
。

（
記
録
）

（
記
録
）

第
六
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
一
の
規
定
に
よ
る
記

第
二
十
五
条

法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
記
録
は
、
原
子
炉

録
は
、
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
次
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項

ご
と
に
、
次
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て

同
表
中
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
記
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同

記
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
こ
れ
を
保
存
し

表
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
こ
れ
を
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

記

録

事

項

記
録
す
べ
き

保
存
期
間

記

録

事

項

記
録
す
べ
き

保
存
期
間

場
合

場
合
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一

発
電
用
原
子
炉
施
設

一

原
子
炉
施
設
の
保
守

の
保
守
管
理
記
録

管
理
記
録

イ

法
第
四
十
三
条
の

（
略
）

（
略
）

イ

法
第
二
十
八
条
第

（
略
）

（
略
）

三
の
十
一
第
一
項
の

一
項
の
規
定
に
よ
る

規
定
に
よ
る
使
用
前

使
用
前
検
査
の
結
果

検
査
の
結
果

ロ

法
第
四
十
三
条
の

（
略
）

（
略
）

ロ

法
第
二
十
九
条
第

（
略
）

（
略
）

三
の
十
五
第
一
項
の

一
項
の
規
定
に
よ
る

規
定
に
よ
る
施
設
定

施
設
定
期
検
査
の
結

期
検
査
の
結
果

果

ハ

第
七
十
五
条
の
規

毎
日
一
回
。
た
だ
し

（
略
）

ハ

第
二
十
九
条
の
規

毎
日
一
回
。
た
だ
し

（
略
）

定
に
よ
る
巡
視
及
び

、
法
第
四
十
三
条
の

定
に
よ
る
巡
視
及
び

、
法
第
四
十
三
条
の

点
検
の
状
況
（
法
第

三
の
三
十
二
第
二
項

点
検
の
状
況
（
法
第

三
の
二
第
二
項
の
認

四
十
三
条
の
三
の
三

の
認
可
を
受
け
、
全

四
十
三
条
の
三
の
二

可
を
受
け
、
全
て
の

十
二
第
二
項
の
認
可

て
の
核
燃
料
物
質
を

第
二
項
の
認
可
を
受

核
燃
料
物
質
を
廃
止

を
受
け
た
場
合
の
廃

廃
止
措
置
対
象
施
設

け
た
場
合
の
廃
止
措

措
置
対
象
施
設
か
ら

止
措
置
対
象
施
設
に

か
ら
搬
出
し
た
場
合

置
対
象
施
設
に
お
い

搬
出
し
た
場
合
に
お

お
い
て
は
、
巡
視
の

に
お
け
る
当
該
廃
止

て
は
、
巡
視
の
状
況

け
る
当
該
廃
止
措
置
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状
況
に
限
る
。
）
並

措
置
対
象
施
設
に
係

に
限
る
。
）
並
び
に

対
象
施
設
に
係
る
巡

び
に
そ
の
担
当
者
の

る
巡
視
に
あ
っ
て
は

そ
の
担
当
者
の
氏
名

視
に
あ
っ
て
は
毎
週

氏
名

毎
週
一
回
と
す
る
。

一
回
と
す
る
。

ニ

第
七
十
六
条
第
一

（
略
）

保

守

管

理

ニ

第
三
十
条
第
一
項

（
略
）

保

守

管

理

項
第
四
号
の
規
定
に

を

実

施

し

第
四
号
の
規
定
に
よ

を

実

施

し

よ
る
保
守
管
理
の
実

た

発

電

用

る
保
守
管
理
の
実
施

た

原

子

炉

施
状
況
及
び
そ
の
担

原

子

炉

施

状
況
及
び
そ
の
担
当

施

設

を

解

当
者
の
氏
名

設

を

解

体

者
の
氏
名

体

又

は

廃

又

は

廃

棄

棄

し

た

後

し

た

後

五

五

年

が

経

年

が

経

過

過

す

る

ま

す

る

ま

で

で
の
期
間

の
期
間

ホ

第
七
十
六
条
第
一

（
略
）

評

価

を

実

ホ

第
三
十
条
第
一
項

（
略
）

評

価

を

実

項
第
五
号
の
規
定
に

施

し

た

発

第
五
号
の
規
定
に
よ

施

し

た

原

よ
る
保
守
管
理
に
関

電

用

原

子

る
保
守
管
理
に
関
す

子

炉

施

設

す
る
方
針
、
保
守
管

炉

施

設

の

る
方
針
、
保
守
管
理

の

保

守

管

理
の
目
標
及
び
保
守

保

守

管

理

の
目
標
及
び
保
守
管

理

に

関

す

管
理
の
実
施
に
関
す

に

関

す

る

理
の
実
施
に
関
す
る

る

方

針

、

る
計
画
の
評
価
の
結

方

針

、

保

計
画
の
評
価
の
結
果

保

守

管

理

果
及
び
そ
の
評
価
の

守

管

理

の

及
び
そ
の
評
価
の
担

の

目

標

又

担
当
者
の
氏
名

目

標

又

は

当
者
の
氏
名

は

保

守

管
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保

守

管

理

理

の

実

施

の

実

施

に

に

関

す

る

関

す

る

計

計

画

の

改

画

の

改

訂

訂

ま

で

の

ま

で

の

期

期
間

間

二

運
転
記
録
（
法
第
四

二

運
転
記
録
（
法
第
四

十
三
条
の
三
の
三
十
二

十
三
条
の
三
の
二
第
二

第
二
項
の
認
可
を
受
け

項
の
認
可
を
受
け
た
原

た
発
電
用
原
子
炉
に
係

子
炉
に
係
る
も
の
を
除

る
も
の
を
除
く
。
）

く
。
）

イ
～
ニ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ホ

発
電
用
原
子
炉
に

（
略
）

（
略
）

ホ

原
子
炉
に
使
用
し

（
略
）

（
略
）

使
用
し
て
い
る
冷
却

て
い
る
冷
却
材
及
び

材
及
び
減
速
材
（
流

減
速
材
（
流
体
の
場

体
の
も
の
に
限
る
。

合
に
限
る
。
）
の
純

）
の
純
度
並
び
に
こ

度
並
び
に
こ
れ
ら
の

れ
ら
の
毎
日
の
補
給

毎
日
の
補
給
量

量
ヘ

発
電
用
原
子
炉
内

（
略
）

（
略
）

ヘ

原
子
炉
内
に
お
け

（
略
）

（
略
）

に
お
け
る
燃
料
体
の

る
燃
料
体
の
配
置

配
置

ト

運
転
開
始
前
及
び

（
略
）

（
略
）

ト

運
転
開
始
前
及
び

（
略
）

（
略
）

運
転
停
止
後
の
発
電

運
転
停
止
後
の
原
子
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用
原
子
炉
施
設
の
点

炉
施
設
の
点
検

検
チ
～
ヌ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

チ
～
ヌ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三

燃
料
体
の
記
録
（
法

三

燃
料
体
の
記
録
（
法

第
四
十
三
条
の
三
の
三

第
四
十
三
条
の
三
の
二

十
二
第
二
項
の
認
可
を

第
二
項
の
認
可
を
受
け

受
け
、
す
べ
て
の
核
燃

、
全
て
の
核
燃
料
物
質

料
物
質
を
廃
止
措
置
対

を
廃
止
措
置
対
象
施
設

象
施
設
か
ら
搬
出
し
た

か
ら
搬
出
し
た
と
き
を

と
き
を
除
く
。
）

除
く
。
）

イ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

イ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ロ

発
電
用
原
子
炉
へ

（
略
）

（
略
）

ロ

原
子
炉
へ
の
燃
料

（
略
）

（
略
）

の
燃
料
体
の
種
類
別

体
の
種
類
別
の
挿
入

の
挿
入
量

量

ハ
～
ト

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ハ
～
ト

（
略
）

（
略
）

（
略
）

チ

工
場
又
は
事
業
所

払
出
し
の
都
度

当

該

使

用

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

の
外
に
お
い
て
貯
蔵

済

燃

料

の

し
よ
う
と
す
る
使
用

貯

蔵

を

委

済
燃
料
の
記
録

託

す

る

使

外
観

用

済

燃

料

(1)

最
高
燃
焼
度

貯

蔵

事

業

(2)

取
出
し
か
ら
容

者

に

記

録

(3)
器

へ

の

封

入

ま

で

を

引

き

渡

の
期
間

す

ま

で

の

使
用
済
燃
料
を

期
間

(4)
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封

入

し

た

容

器

内

に

お

け

る

当

該

使

用
済
燃
料
の
配
置

三
の
二

工
場
又
は
事
業

払
出
し
の
都
度

当

該

使

用

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

所
の
外
に
お
い
て
貯
蔵

済

燃

料

の

し
よ
う
と
す
る
使
用
済

貯

蔵

を

委

燃
料
を
封
入
し
た
容
器

託

す

る

使

の
記
録

用

済

燃

料

イ

外
観

貯

蔵

事

業

ロ

漏
え
い
率

者

に

記

録

ハ

真
空
乾
燥
し
た
後

を

引

き

渡

の
真
空
度
又
は
不
活

す

ま

で

の

性
ガ
ス
を
充
て
ん
し

期
間

た
後
の
湿
度
並
び
に

充
て
ん
し
た
不
活
性

ガ
ス
の
成
分
、
量
及

び
圧
力

ニ

容
器
内
に
お
い
て

使
用
済
燃
料
の
位
置

を
固
定
す
る
た
め
に

用
い
た
装
置
の
外
観

ホ

重
量

四

（
略
）

四

（
略
）

イ

原
子
炉
本
体
（
法

毎

日

運

転

中

一

回

（
略
）

イ

原
子
炉
本
体
（
法

毎

日

運

転

中

一

回

（
略
）

第
四
十
三
条
の
三
の

。

た

だ

し

、

法

第

第
四
十
三
条
の
三
の

。

た

だ

し

、

法

第



⑯-122

三
十
二
第
二
項
の
認

四

十

三

条

の

三

の

二
第
二
項
の
認
可
を

四

十

三

条

の

三

の

可
を
受
け
た
場
合
を

三

十

二

第

二

項

の

受
け
た
場
合
を
除
く

二

第

二

項

の

認

可

除
く
。
）
、
使
用
済

認

可

を

受

け

た

場

。
）
、
使
用
済
燃
料

を

受

け

た

場

合

に

燃
料
の
貯
蔵
施
設
（

合

に

お

け

る

使

用

の
貯
蔵
施
設
（
法
第

お

け

る

使

用

済

燃

法
第
四
十
三
条
の
三

済

燃

料

の

貯

蔵

施

四
十
三
条
の
三
の
二

料

の

貯

蔵

施

設

（

の
三
十
二
第
二
項
の

設

（

廃

止

措

置

対

第
二
項
の
認
可
を
受

廃

止

措

置

対

象

施

認
可
を
受
け
、
全
て

象

施

設

に

限

る

。

け
、
全
て
の
核
燃
料

設

に

限

る

。

）

の

の
核
燃
料
物
質
を
廃

）

の

記

録

に

あ

っ

物
質
を
廃
止
措
置
対

記

録

に

あ

っ

て

は

止
措
置
対
象
施
設
か

て

は

毎

日

一

回

と

象
施
設
か
ら
搬
出
し

毎

日

一

回

と

し

、

ら
搬
出
し
た
と
き
を

し

、

使

用

済

燃

料

た
と
き
を
除
く
。
）

使

用

済

燃

料

の

貯

除
く
。
）
、
放
射
性

の

貯

蔵

施

設

以

外

、
放
射
性
廃
棄
物
の

蔵

施

設

以

外

の

施

廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

の

施

設

（

廃

止

措

廃
棄
施
設
等
の
放
射

設

（

廃

止

措

置

対

等
の
放
射
線
遮
蔽
物

置

対

象

施

設

に

限

線
遮
へ
い
物
の
側
壁

象

施

設

に

限

る

。

の
側
壁
に
お
け
る
線

る

。

）

の

記

録

に

に
お
け
る
線
量
当
量

）

の

記

録

に

あ

っ

量
当
量
率

あ

っ

て

は

毎

週

一

率

て

は

毎

週

一

回

と

回
と
す
る
。

す
る
。

ロ
・
ハ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ニ

放
射
線
業
務
従
事

（
略
）

（
略
）

ニ

放
射
線
業
務
従
事

（
略
）

（
略
）

者
の
四
月
一
日
を
始

者
の
四
月
一
日
を
始

期
と
す
る
一
年
間
の

期
と
す
る
一
年
間
の

線
量
、
女
子
（
妊
娠

線
量
、
女
子
（
妊
娠

不
能
と
診
断
さ
れ
た

不
能
と
診
断
さ
れ
た

者
及
び
妊
娠
の
意
思

者
及
び
妊
娠
の
意
思

の
な
い
旨
を
発
電
用

の
な
い
旨
を
原
子
炉

原
子
炉
設
置
者
に
書

設
置
者
に
書
面
で
申
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面
で
申
し
出
た
者
を

し
出
た
者
を
除
く
。

除
く
。
）
の
放
射
線

）
の
放
射
線
業
務
従

業
務
従
事
者
の
四
月

事
者
の
四
月
一
日
、

一
日
、
七
月
一
日
、

七
月
一
日
、
十
月
一

十
月
一
日
及
び
一
月

日
及
び
一
月
一
日
を

一
日
を
始
期
と
す
る

始
期
と
す
る
各
三
月

各
三
月
間
の
線
量
並

間
の
線
量
並
び
に
本

び
に
本
人
の
申
出
等

人
の
申
出
等
に
よ
り

に
よ
り
発
電
用
原
子

原
子
炉
設
置
者
が
妊

炉
設
置
者
が
妊
娠
の

娠
の
事
実
を
知
る
こ

事
実
を
知
る
こ
と
と

と
と
な
つ
た
女
子
の

な
っ
た
女
子
の
放
射

放
射
線
業
務
従
事
者

線
業
務
従
事
者
に
あ

に
あ
つ
て
は
出
産
ま

っ
て
は
出
産
ま
で
の

で
の
間
毎
月
一
日
を

間
毎
月
一
日
を
始
期

始
期
と
す
る
一
月
間

と
す
る
一
月
間
の
線

の
線
量

量
ホ
～
ト

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ホ
～
ト

（
略
）

（
略
）

（
略
）

チ

廃
棄
施
設
に
廃
棄

そ
の
廃
棄
又
は
投
棄

（
略
）

チ

廃
棄
施
設
に
廃
棄

投
棄
の
都
度

（
略
）

し
、
又
は
海
洋
に
投

の
都
度

し
、
又
は
海
洋
に
投

棄
し
た
放
射
性
廃
棄

棄
し
た
放
射
性
廃
棄

物
の
種
類
、
当
該
放

物
の
種
類
、
当
該
放

射
性
廃
棄
物
に
含
ま

射
性
廃
棄
物
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
の

れ
る
放
射
性
物
質
の

数
量
、
当
該
放
射
性

数
量
、
当
該
放
射
性
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廃
棄
物
を
容
器
に
封

廃
棄
物
を
容
器
に
封

入
し
、
又
は
容
器
と

入
し
、
又
は
容
器
に

一
体
的
に
固
型
化
し

固
型
化
し
た
場
合
に

た
場
合
に
は
当
該
容

は
当
該
容
器
の
数
量

器
の
数
量
及
び
比
重

及
び
比
重
並
び
に
そ

並
び
に
そ
の
廃
棄
又

の
廃
棄
の
日
時
、
場

は
投
棄
の
日
時
、
場

所
及
び
方
法

所
及
び
方
法

リ
・
ヌ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

リ
・
ヌ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

五

発
電
用
原
子
炉
施
設

五

原
子
炉
施
設
等
の
事

等
の
事
故
記
録

故
記
録

イ
～
ニ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

六
・
七

（
略
）

（
略
）

（
略
）

六
・
七

（
略
）

（
略
）

（
略
）

八

第
六
十
五
条
の
品
質

（
略
）

（
略
）

八

第
二
十
六
条
の
二
の

（
略
）

（
略
）

保
証
計
画
に
関
し
て
の

品
質
保
証
計
画
に
関
し

文
書
及
び
品
質
保
証
計

て
の
文
書
及
び
品
質
保

画
に
従
っ
た
計
画
、
実

証
計
画
に
従
っ
た
計
画

施
、
評
価
及
び
改
善
状

、
実
施
、
評
価
及
び
改

況
の
記
録
（
他
の
号
に

善
状
況
の
記
録
（
他
の

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

）

く
。
）

九

第
七
十
二
条
第
一
項

（
略
）

（
略
）

九

第
二
十
六
条
の
四
第

（
略
）

（
略
）

の
規
定
に
よ
る
発
電
用

一
項
の
規
定
に
よ
る
原

原
子
炉
施
設
の
定
期
的

子
炉
施
設
の
定
期
的
な

な
評
価
の
結
果

評
価
の
結
果
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十

第
八
十
六
条
に
規
定

十

第
三
十
五
条
に
規
定

す
る
防
護
措
置
の
記
録

す
る
防
護
措
置
の
記
録

イ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

イ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ロ

第
八
十
六
条
第
二

（
略
）

（
略
）

ロ

第
三
十
五
条
第
二

（
略
）

（
略
）

項
第
一
号
に
規
定
す

項
第
一
号
に
規
定
す

る
防
護
区
域
、
同
項

る
防
護
区
域
、
同
項

第
二
号
に
規
定
す
る

第
二
号
に
規
定
す
る

周
辺
防
護
区
域
又
は

周
辺
防
護
区
域
又
は

同
項
第
三
号
に
規
定

同
項
第
三
号
に
規
定

す
る
立
入
制
限
区
域

す
る
立
入
制
限
区
域

へ
立
ち
入
ろ
う
と
す

へ
立
ち
入
ろ
う
と
す

る
者
へ
の
証
明
書
等

る
者
へ
の
証
明
書
等

の
発
行
の
状
況
及
び

の
発
行
の
状
況
及
び

そ
の
担
当
者
の
氏
名

そ
の
担
当
者
の
氏
名

ハ

第
八
十
六
条
第
二

（
略
）

（
略
）

ハ

第
三
十
五
条
第
二

（
略
）

（
略
）

項
第
一
号
に
規
定
す

項
第
一
号
に
規
定
す

る
防
護
区
域
、
同
項

る
防
護
区
域
、
同
項

第
二
号
に
規
定
す
る

第
二
号
に
規
定
す
る

周
辺
防
護
区
域
又
は

周
辺
防
護
区
域
又
は

同
項
第
三
号
に
規
定

同
項
第
三
号
に
規
定

す
る
立
入
制
限
区
域

す
る
立
入
制
限
区
域

の
出
入
口
に
お
け
る

の
出
入
口
に
お
け
る

物
品
の
持
込
み
、
持

物
品
の
持
込
み
、
持

出
し
の
点
検
の
状
況

出
し
の
点
検
の
状
況

及
び
そ
の
担
当
者
の

及
び
そ
の
担
当
者
の
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氏
名

氏
名

ニ
～
リ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ニ
～
リ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

十
一

廃
止
措
置
に
係
る

法
第
四
十
三
条
の
三

（
略
）

十
一

廃
止
措
置
に
係
る

法
第
四
十
三
条
の
三

（
略
）

工
事
の
方
法
、
時
期
及

の
三
十
二
第
二
項
の

工
事
の
方
法
、
時
期
及

の
二
第
二
項
の
認
可

び
対
象
と
な
る
発
電
用

認
可
を
受
け
た
廃
止

び
対
象
と
な
る
原
子
炉

を
受
け
た
廃
止
措
置

原
子
炉
施
設
の
設
備
の

措
置
計
画
に
記
載
さ

施
設
の
設
備
の
名
称

計
画
に
記
載
さ
れ
た

名
称

れ
た
工
事
の
各
工
程

工
事
の
各
工
程
の
終

の
終
了
の
都
度

了
の
都
度

十
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

十
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
の
表
第
四
号
ニ
か
ら
へ
ま
で
の
記
録
の
保
存
期
間
は

５

第
一
項
の
表
第
四
号
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
の
記
録
の
保
存
期
間
は

、
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た

、
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
又
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る
期
間
が
五
年
を
超
え
た

場
合
又
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る
期
間
が
五
年
を
超
え
た

場
合
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
そ
の
記
録
を
原
子
力

場
合
に
お
い
て
原
子
炉
設
置
者
が
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委

規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
と
す

員
会
の
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

る
。

６

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
一
項
の
表
第
四
号
ニ
及
び
ホ

６

原
子
炉
設
置
者
は
、
第
一
項
の
表
第
四
号
ニ
の
記
録
に
係
る

の
記
録
に
係
る
放
射
線
業
務
従
事
者
に
、
そ
の
記
録
の
写
し
を

放
射
線
業
務
従
事
者
に
、
そ
の
記
録
の
写
し
を
そ
の
者
が
当
該

そ
の
者
が
当
該
業
務
を
離
れ
る
時
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

業
務
を
離
れ
る
時
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

７

第
一
項
の
表
第
四
号
チ
及
び
リ
、
第
五
号
、
第
九
号
並
び
に

７

第
一
項
の
表
第
四
号
チ
及
び
リ
、
第
五
号
、
第
九
号
並
び
に

第
十
一
号
の
記
録
の
保
存
期
間
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

第
十
一
号
の
記
録
の
保
存
期
間
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二



⑯-127

十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
の

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
の
確
認

確
認
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

を
受
け
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
六
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
一
に
規
定
す
る
記
録

第
二
十
六
条

法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
記
録
は
、
前
条
第
一

は
、
前
条
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ

項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
中

れ
ぞ
れ
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
電
磁
的
方
法

欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法

（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て

、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
り
記
録
す

が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り

る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
品
質
保
証
）

（
品
質
保
証
）

第
六
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
二
十
六
条
の
二

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
保
安
規
定
に
基
づ
き
品
質

子
炉
設
置
者
は
、
保
安
規
定
に
基
づ
き
品
質
保
証
計
画
を
定
め

保
証
計
画
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
保
安
活
動
（
第
七
十
三
条

、
こ
れ
に
基
づ
き
保
安
活
動
（
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
四
条

か
ら
第
八
十
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置
を
含
む
。
）
の
計
画

ま
で
に
規
定
す
る
措
置
を
含
む
。
）
の
計
画
、
実
施
、
評
価
及

、
実
施
、
評
価
及
び
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
品
質
保
証
計
画

び
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
品
質
保
証
計
画
の
改
善
を
継
続
し

の
改
善
を
継
続
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

２

原
子
炉
設
置
者
は
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基

基
づ
く
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
評
価
の

づ
く
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
評
価
の
結

結
果
を
踏
ま
え
て
前
項
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

果
を
踏
ま
え
て
前
項
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
品
質
保
証
計
画
）

（
品
質
保
証
計
画
）

第
六
十
五
条

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二
の
二

（
略
）
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（
品
質
保
証
の
実
施
に
係
る
組
織
）

（
品
質
保
証
の
実
施
に
係
る
組
織
）

第
六
十
六
条

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二
の
三

（
略
）

一

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者

一

原
子
炉
設
置
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
）
に
よ

）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
保
安
活
動
の
計
画
）

（
保
安
活
動
の
計
画
）

第
六
十
七
条

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二
の
四

（
略
）

（
保
安
活
動
の
実
施
）

（
保
安
活
動
の
実
施
）

第
六
十
八
条

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二
の
五

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

外
部
か
ら
物
品
又
は
役
務
を
調
達
す
る
場
合
は
、
実
施
計

二

外
部
か
ら
物
品
又
は
役
務
を
調
達
す
る
場
合
は
、
実
施
計

画
に
適
切
な
調
達
の
実
施
に
必
要
な
事
項
（
当
該
物
品
又
は

画
に
適
切
な
調
達
の
実
施
に
必
要
な
事
項
（
当
該
物
品
又
は

役
務
の
調
達
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
維
持
又
は
運
用
に
必
要

役
務
の
調
達
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
維
持
又
は
運
用
に
必
要

な
技
術
情
報
（
保
安
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
取
得
し
、

な
技
術
情
報
（
保
安
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
取
得
し
、

他
の
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
た
め
に
必
要
な
措

他
の
原
子
炉
設
置
者
と
共
有
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関

置
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
及
び
こ
れ
が
確
実
に
守
ら
れ

す
る
こ
と
を
含
む
。
）
及
び
こ
れ
が
確
実
に
守
ら
れ
る
よ
う

る
よ
う
管
理
す
る
方
法
を
定
め
る
こ
と
。

管
理
す
る
方
法
を
定
め
る
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
保
安
活
動
の
評
価
）

（
保
安
活
動
の
評
価
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二
の
六

（
略
）
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（
保
安
活
動
の
改
善
）

（
保
安
活
動
の
改
善
）

第
七
十
条

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二
の
七

（
略
）

一

不
適
合
に
対
す
る
再
発
防
止
の
た
め
に
行
う
是
正
に
関
す

一

不
適
合
に
対
す
る
再
発
防
止
の
た
め
に
行
う
是
正
に
関
す

る
処
置
（
以
下
「
是
正
処
置
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
手
順

る
処
置
（
以
下
「
是
正
処
置
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
手
順

（
第
百
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象
そ
の

（
第
四
十
三
条
の
十
四
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象

他
が
発
生
し
た
根
本
的
な
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に
行
う
分

そ
の
他
が
発
生
し
た
根
本
的
な
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に
行

析
（
以
下
「
根
本
原
因
分
析
」
と
い
う
。
）
の
手
順
を
含
む

う
分
析
（
以
下
「
根
本
原
因
分
析
」
と
い
う
。
）
の
手
順
を

。
）
を
確
立
し
て
行
う
こ
と
。

含
む
。
）
を
確
立
し
て
行
う
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

予
防
処
置
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら
の
発
電
用
原
子
炉
施
設

三

予
防
処
置
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら
の
原
子
炉
施
設
に
お
け

に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
の
み

る
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
の
み
な
ら
ず

な
ら
ず
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
適
切
に
反
映
す
る

他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
。

こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
作
業
手
順
書
等
の
遵
守
）

（
作
業
手
順
書
等
の
遵
守
）

第
七
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
二
十
六
条
の
三

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
保
安
規
定
に
基
づ
き
要
領

子
炉
設
置
者
は
、
保
安
規
定
に
基
づ
き
要
領
書
、
作
業
手
順
書

書
、
作
業
手
順
書
そ
の
他
保
安
に
関
す
る
文
書
（
以
下
「
作
業

そ
の
他
保
安
に
関
す
る
文
書
（
以
下
「
作
業
手
順
書
等
」
と
い

手
順
書
等
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
こ
れ
ら
を
遵
守
し
な
け
れ

う
。
）
を
定
め
、
こ
れ
ら
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
）

（
原
子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
）

第
七
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
二
十
六
条
の
四

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
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よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
十
年
を
超
え
な
い
期
間
ご

子
炉
設
置
者
は
、
十
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
原
子
炉
ご

と
に
、
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な

と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

一

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
の
状
況

一

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
の
状
況
を
評
価

を
評
価
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

二

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技

二

原
子
炉
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
へ
の
最
新
の
技
術
的
知

術
的
知
見
の
反
映
状
況
を
評
価
す
る
こ
と
。

見
の
反
映
状
況
を
評
価
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認

２

前
項
の
規
定
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を

可
を
受
け
た
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

受
け
た
原
子
炉
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

（
管
理
区
域
へ
の
立
入
制
限
等
）

（
管
理
区
域
へ
の
立
入
制
限
等
）

第
七
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
二
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
管
理
区
域
、
保
全
区
域
及

設
置
者
は
、
管
理
区
域
、
保
全
区
域
及
び
周
辺
監
視
区
域
を
定

び
周
辺
監
視
区
域
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
区
域
に
お
い
て
次
に
掲

め
、
こ
れ
ら
の
区
域
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
採

げ
る
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

イ

壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ
っ
て
区
画
す
る
ほ
か
、
標
識

イ

壁
、
さ
く
等
の
区
画
物
に
よ
っ
て
区
画
す
る
ほ
か
、
標

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別
し

識
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別

、
か
つ
、
放
射
線
等
の
危
険
性
の
程
度
に
応
じ
て
人
の
立

し
、
か
つ
、
放
射
線
等
の
危
険
性
の
程
度
に
応
じ
て
人
の

入
制
限
、
鍵
の
管
理
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

立
入
制
限
、
か
ぎ
の
管
理
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ロ
～
ニ

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）

二

保
全
区
域
に
つ
い
て
は
、
標
識
を
設
け
る
等
の
方
法
に
よ

二

保
全
区
域
に
つ
い
て
は
、
標
識
を
設
け
る
等
の
方
法
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別
し
、
か
つ
、
管
理
の
必
要

っ
て
明
ら
か
に
他
の
場
所
と
区
別
し
、
か
つ
、
管
理
の
必
要

性
に
応
じ
て
人
の
立
入
制
限
、
鍵
の
管
理
、
物
品
の
持
出
制

性
に
応
じ
て
人
の
立
入
制
限
、
か
ぎ
の
管
理
、
物
品
の
持
出

限
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

制
限
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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三

（
略
）

三

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

境
界
に
柵
又
は
標
識
を
設
け
る
等
の
方
法
に
よ
っ
て
周

ロ

境
界
に
さ
く
又
は
標
識
を
設
け
る
等
の
方
法
に
よ
っ
て

辺
監
視
区
域
に
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
の
立
入
り

周
辺
監
視
区
域
に
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
の
立
入

を
制
限
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
人
が
立
ち
入

り
を
制
限
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
人
が
立
ち

る
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限
り

入
る
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限

で
な
い
。

り
で
な
い
。

（
線
量
等
に
関
す
る
措
置
）

（
線
量
等
に
関
す
る
措
置
）

第
七
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
二
十
八
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線

設
置
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
等
に
関
し
、
次
の
各

量
等
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

号
に
掲
げ
る
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
災
害

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
炉
施
設
に
災
害
が
発
生

が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
発
電
用
原

し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
原
子
炉
の
運
転
に

子
炉
の
運
転
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
発
電
用

重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
原
子
炉
施
設
の
損
傷
が

原
子
炉
施
設
の
損
傷
が
生
じ
た
場
合
等
緊
急
や
む
を
得
な
い
場

生
じ
た
場
合
等
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
放
射

合
に
お
い
て
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
（
女
子
に
つ
い
て
は
、

線
業
務
従
事
者
（
女
子
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ

妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
発

た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
原
子
炉
設
置
者
に
書
面
で

電
用
原
子
炉
設
置
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
を
そ

申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
を
そ
の
線
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会

の
線
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
な

の
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
緊
急
作
業

い
範
囲
内
に
お
い
て
緊
急
作
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
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（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
点
検
）

（
原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
点
検
）

第
七
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
二
十
九
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十

設
置
者
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た

二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
は
、
毎
日
一
回
以

者
を
除
く
。
）
は
、
毎
日
一
回
以
上
、
従
業
者
に
原
子
炉
施
設

上
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
に
従
事
す
る
者
に
発
電
用
原

に
つ
い
て
巡
視
さ
せ
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
に

子
炉
施
設
に
つ
い
て
巡
視
さ
せ
、
次
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備

つ
い
て
点
検
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
つ
い
て
点
検
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四
十
三
条
の

第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
発
電
用

三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
原
子
炉
設
置
者
は
、
毎
週
一

原
子
炉
設
置
者
は
、
毎
週
一
回
以
上
（
核
燃
料
物
質
が
廃
止
措

回
以
上
（
核
燃
料
物
質
が
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
存
在
す
る
場

置
対
象
施
設
内
に
存
在
す
る
場
合
は
毎
日
一
回
以
上
）
、
発
電

合
は
毎
日
一
回
以
上
）
、
放
射
線
業
務
従
事
者
で
あ
っ
て
管
理

用
原
子
炉
施
設
の
保
全
に
従
事
す
る
者
に
廃
止
措
置
対
象
施
設

区
域
に
常
時
立
ち
入
る
も
の
に
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
つ
い
て

に
つ
い
て
巡
視
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

巡
視
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
）

（
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
）

第
七
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉
設

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
中

置
者
は
、
原
子
炉
の
運
転
中
及
び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
原
子

及
び
運
転
停
止
中
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
行
う
点
検
、
試
験
、
検
査
、
補
修
、

め
に
行
う
点
検
、
試
験
、
検
査
、
補
修
、
取
替
え
、
改
造
そ
の

取
替
え
、
改
造
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
（
以
下
「
保
守
管
理
」

他
の
必
要
な
措
置
（
以
下
「
保
守
管
理
」
と
い
う
。
）
に
関
し

と
い
う
。
）
に
関
し
、
原
子
炉
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

、
発
電
用
原
子
炉
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
法
第

一

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
法
第
二
十
六
条

四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項
の
変
更
の
許
可
に
係
る
申
請
書

第
一
項
の
変
更
の
許
可
に
係
る
申
請
書
若
し
く
は
法
第
六
十
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若
し
く
は
法
第
六
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可

二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
際
に
付
さ
れ
た
条

の
際
に
付
さ
れ
た
条
件
を
記
載
し
た
書
類
又
は
そ
れ
ら
の
添

件
を
記
載
し
た
書
類
又
は
そ
れ
ら
の
添
付
書
類
に
記
載
さ
れ

付
書
類
に
記
載
さ
れ
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
性
能
が
維
持

た
原
子
炉
施
設
の
性
能
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
原
子
炉
施
設
の

さ
れ
る
よ
う
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
方

保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
（
以
下
「
保
守
管
理
方
針
」
と
い

針
（
以
下
「
保
守
管
理
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と

う
。
）
を
定
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の

。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可

二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

前
号
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
三
条
の

二

前
号
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
三
条
の

三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
若
し
く
は
法
第
四
十
三
条
の
三

三
の
二
第
二
項
の
認
可
若
し
く
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二

の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
変

三
項
の
変
更
の
認
可
に
係
る
申
請
書
又
は
そ
れ
ら
の
添
付
書

更
の
認
可
に
係
る
申
請
書
又
は
そ
れ
ら
の
添
付
書
類
に
記
載

類
に
記
載
さ
れ
た
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
性
能
が
維
持
さ
れ

さ
れ
た
原
子
炉
施
設
の
性
能
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
原
子
炉
施

る
よ
う
発
電
用
原
子
炉
施
設
（
当
該
認
可
を
受
け
た
廃
止
措

設
（
当
該
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置
計
画
に
お
い
て
そ
の
性

置
計
画
に
お
い
て
そ
の
性
能
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る

能
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
原
子
炉
施
設
に
限
る
。
）

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
限
る
。
）
の
保
守
管
理
方
針
を
定
め

の
保
守
管
理
方
針
を
定
め
る
こ
と
。

る
こ
と
。

三

第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
保
守
管
理
方
針
に
従
っ

三

第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
保
守
管
理
方
針
に
従
っ

て
達
成
す
べ
き
保
守
管
理
の
目
標
（
第
一
号
に
規
定
す
る
保

て
達
成
す
べ
き
保
守
管
理
の
目
標
（
第
一
号
に
規
定
す
る
保

守
管
理
方
針
に
係
る
保
守
管
理
の
目
標
に
あ
っ
て
は
、
発
電

守
管
理
方
針
に
係
る
保
守
管
理
の
目
標
に
あ
っ
て
は
、
原
子

用
原
子
炉
及
び
保
守
管
理
の
重
要
度
が
高
い
系
統
に
つ
い
て

炉
及
び
保
守
管
理
の
重
要
度
が
高
い
系
統
に
つ
い
て
定
量
的

定
量
的
に
定
め
る
保
守
管
理
の
目
標
を
含
む
。
以
下
同
じ
。

に
定
め
る
保
守
管
理
の
目
標
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
定

）
を
定
め
る
こ
と
。

め
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
、
試
験
、
検
査
、
補
修
、

ロ

原
子
炉
施
設
の
点
検
、
試
験
、
検
査
、
補
修
、
取
替
え
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取
替
え
及
び
改
造
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
点
検
等

及
び
改
造
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
点
検
等
」
と
い

」
と
い
う
。
）
の
方
法
、
実
施
頻
度
並
び
に
時
期
（
発
電

う
。
）
の
方
法
、
実
施
頻
度
並
び
に
時
期
（
原
子
炉
の
運

用
原
子
炉
の
運
転
中
及
び
運
転
停
止
中
の
区
別
を
含
む
（

転
中
及
び
運
転
停
止
中
の
区
別
を
含
む
（
法
第
四
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た

の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
。

も
の
を
除
く
。
）
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

）
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
を
実
施
す
る
際
に
行
う

ハ

原
子
炉
施
設
の
点
検
等
を
実
施
す
る
際
に
行
う
保
安
の

保
安
の
確
保
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

確
保
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
結
果
の
確
認
及
び
評

ニ

原
子
炉
施
設
の
点
検
等
を
実
施
す
る
際
に
行
う
保
安
の

価
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

確
保
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

ニ
の
確
認
及
び
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
す
べ
き

ホ

ニ
の
確
認
及
び
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
す
べ
き

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施
頻
度
及
び

原
子
炉
施
設
の
点
検
等
の
方
法
、
実
施
頻
度
及
び
時
期
の

時
期
の
是
正
処
置
並
び
に
予
防
処
置
に
関
す
る
こ
と
。

是
正
処
置
並
び
に
予
防
処
置
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
記
録
に
関

ヘ

原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
記
録
に
関
す
る
こ

す
る
こ
と
。

と
。

五

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
方
針
、
保
守
管
理
の
目

五

原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
方
針
、
保
守
管
理
の
目
標
及
び

標
及
び
保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ

に
掲
げ
る
期
間
ご
と
に
評
価
す
る
こ
と
（
次
条
第
一
項
か
ら

る
期
間
ご
と
に
評
価
す
る
こ
と
（
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
を
除
く
。
）
。

に
規
定
す
る
措
置
を
除
く
。
）
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

六

前
号
の
評
価
を
実
施
す
る
都
度
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果

六

前
号
の
評
価
を
実
施
す
る
都
度
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果

を
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
方
針
、
保
守
管
理
の
目

を
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
方
針
、
保
守
管
理
の
目
標
又
は

標
又
は
保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
反
映
す
る
こ
と

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
。

。
七

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
相
当
期
間
停
止
す
る
場
合
そ
の

七

原
子
炉
の
運
転
を
相
当
期
間
停
止
す
る
場
合
そ
の
他
原
子

他
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
そ
の
保
守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら

炉
施
設
が
そ
の
保
守
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
に
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特
別
な
状
態
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
発
電
用
原
子

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
原
子
炉
施
設
の
状
態
に
応
じ

炉
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
、
前
各
号
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い

て
、
前
各
号
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
特
別
な
措
置
を
講
じ

て
特
別
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

る
こ
と
。

２

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

２

原
子
炉
設
置
者
は
、
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

の
規
定
に
よ
り
長
期
保
守
管
理
方
針
を
策
定
し
た
と
き
又
は
同

に
よ
り
長
期
保
守
管
理
方
針
を
策
定
し
た
と
き
又
は
同
条
第
三

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
し
た
と

項
の
規
定
に
よ
り
長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
し
た
と
き
は
、

き
は
、
こ
れ
を
前
項
第
一
号
の
保
守
管
理
方
針
に
反
映
さ
せ
な

こ
れ
を
前
項
第
一
号
の
保
守
管
理
方
針
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

（
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価

（
原
子
炉
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
）

）
第
七
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
条
の
二

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後

炉
設
置
者
は
、
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
三
十
年
を
経
過
し
て

三
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原

い
な
い
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
原
子
炉
の
運

子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
開
始
し
た
日

転
を
開
始
し
た
日
以
後
三
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
次
の

以
後
三
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講

各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
機
能
を
有
す
る

一

原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
及

機
器
及
び
構
造
物
並
び
に
研
開
炉
設
置
許
可
基
準
規
則
第
四

び
構
造
物
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
を
行
う
こ

十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に

と
。

属
す
る
機
器
及
び
構
造
物
（
以
下
「
常
設
重
大
事
故
等
対
処

設
備
に
属
す
る
機
器
等
」
と
い
う
。
）
の
経
年
劣
化
に
関
す

る
技
術
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
。

二

前
号
の
技
術
的
な
評
価
に
基
づ
き
、
十
年
間
に
実
施
す
べ

二

前
号
の
技
術
的
な
評
価
に
基
づ
き
、
十
年
間
に
実
施
す
べ

き
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
保
守
管
理
に
関
す

き
当
該
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
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る
方
針
（
以
下
「
長
期
保
守
管
理
方
針
」
と
い
う
。
）
を
策

（
以
下
「
長
期
保
守
管
理
方
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る

定
す
る
こ
と
。

こ
と
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発

２

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉
設
置
者
は

電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
三
十
年
を

、
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
三
十
年
を
経
過
し
た
原
子
炉
に
係

経
過
し
た
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い

る
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
、
原
子
炉
の
運
転
を
開
始
し
た
日
以

て
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
四
十
年
を
経

後
三
十
年
を
経
過
し
た
日
以
降
十
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に

過
す
る
日
ま
で
に
、
前
項
に
規
定
す
る
安
全
上
重
要
な
機
器
等

、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評

並
び
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
機
器
及
び
構
造
物
の
経
年
劣
化
に

価
を
行
い
、
こ
の
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
長
期
保
守
管
理
方

関
す
る
技
術
的
な
評
価
を
行
い
、
こ
の
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期

間
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
当
該
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
保
守

管
理
に
関
す
る
方
針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

（
新
設
）

十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る

当
該
認
可
を
受
け
た
延
長
す
る
期
間
が
十
年
を
超
え
る
場
合

延
長
す
る
期
間

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

十
年

（
新
設
）

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発

（
新
設
）

電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
四
十
年
を

経
過
し
た
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い

て
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
開
始
し
た
日
以
後
四
十
年
を
経

過
し
た
日
以
降
十
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
第
一
項
に
規

定
す
る
機
器
及
び
構
造
物
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評

価
を
行
い
、
こ
の
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
十
年
間
に
実
施
す

べ
き
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
保
守
管
理
に
関
す
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る
方
針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
第
八
十
七
条
第
一
項
第
十
号
の

３

原
子
炉
設
置
者
は
、
第
一
項
第
一
号
又
は
前
項
の
評
価
を
行

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
を
変
更
す
る
場
合
そ
の
他
前
三
項

う
た
め
に
設
定
し
た
条
件
、
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、

の
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条
件
、
評
価
方
法
を
変
更
す

当
該
評
価
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
第
一
項

る
場
合
は
、
当
該
評
価
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ

第
二
号
又
は
前
項
の
長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
し
な
け
れ
ば

き
、
前
三
項
の
長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
ら
な
い
。

な
い
。

５

前
四
項
の
規
定
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の

４

前
三
項
の
規
定
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可

認
可
を
受
け
た
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

を
受
け
た
原
子
炉
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

（
電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

（
削
る
）

第
三
十
条
の
三

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子

炉
設
置
者
は
、
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に

お
い
て
、
津
波
に
よ
っ
て
交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備

、
海
水
を
使
用
し
て
原
子
炉
施
設
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
及

び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
の
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
（
以
下
「
電
源
機
能
等
喪
失
時
」
と
い
う
。
）
に

お
け
る
原
子
炉
施
設
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
核
燃
料

物
質
が
存
在
し
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。
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二

電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
こ
と
。

三

電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
に
関
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

四

電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
電
源
車
、
消
防
自
動
車
、

消
火
ホ
ー
ス
そ
の
他
の
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

五

前
各
号
の
措
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

（
火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

（
初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
）

の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

第
七
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
条
の
四

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設

炉
設
置
者
は
、
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に

置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（

お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
防
吏
員
へ
の
通
報

以
下
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉

、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
そ
の
他
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到

施
設
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け

着
す
る
ま
で
に
行
う
活
動
（
以
下
「
初
期
消
火
活
動
」
と
い
う

た
も
の
で
あ
っ
て
、
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が

。
）
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措

存
在
し
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
十
一
条
ま

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の

で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
全
の
た
め
の
活
動
（
消
防
吏
員
へ

三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

の
通
報
、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
そ
の
他
消
防
隊
が
火
災
の
現

。

場
に
到
着
す
る
ま
で
に
行
う
活
動
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を

行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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一

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

（
新
設
）

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

二

（
略
）

一

（
略
）

三

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

二

初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
こ
と
。

こ
と
。

四

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

（
新
設
）

め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
に
関
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

五

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た

三

初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
化
学
消
防
自
動
車

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
化
学
消
防
自
動
車
、
泡
消

、
泡
消
火
薬
剤
そ
の
他
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

火
薬
剤
そ
の
他
の
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

六

発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お

（
新
設
）

け
る
可
燃
物
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
初
期
消
火
活
動
を
行
う

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

八

（
略
）

五

（
略
）

（
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

第
七
十
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
内
に

お
け
る
溢
水
（
以
下
「
内
部
溢
水
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た

場
合
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
体
制
の

整
備
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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。一

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
。

二

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
こ

と
。

三

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
に
関
す
る
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

四

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
照
明
器
具
、
無
線
機

器
そ
の
他
の
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
部
溢
水
発
生
時
に
お

け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

六

前
各
号
の
措
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

第
八
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

（
新
設
）

り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置

し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
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行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
。

二

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
（
以
下
「
対

策
要
員
」
と
い
う
。
）
を
配
置
す
る
こ
と
。

三

対
策
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
を
毎
年
一
回
以
上
定

期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
電
源
車
、
消
防
自

動
車
、
消
火
ホ
ー
ス
そ
の
他
の
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と

。
五

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項

を
定
め
、
こ
れ
を
対
策
要
員
に
守
ら
せ
る
こ
と
。

イ

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を

防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
時
の
燃
料
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体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ

と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
重
大
事
故
等
発
生
時
に

お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
の
措
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

第
八
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設

置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
、
大
規
模
な
自
然
災
害
又

は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に

よ
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
（
以
下
「
大
規
模

損
壊
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
。

二

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る

こ
と
。

三

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
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全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
を

毎
年
一
回
以
上
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
電
源
車
、
消
防
自

動
車
、
消
火
ホ
ー
ス
そ
の
他
の
資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と

。
五

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項

を
定
め
、
こ
れ
を
要
員
に
守
ら
せ
る
こ
と
。

イ

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を

緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の

水
位
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
あ
っ
て
は
、
液
位

）
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
及
び
燃
料
体
の
損
傷
を
緩
和

す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
放
出
を

低
減
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
大
規
模
損
壊
発
生
時
に

お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
の
措
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
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に
、
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
）

（
原
子
炉
の
運
転
）

第
八
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
一
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
発
電
用
原
子

設
置
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
措

炉
の
運
転
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の

し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た

三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

り
で
な
い
。

一

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
者
に
運

一

原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
者
に
行
わ
せ
る

転
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

こ
と
。

二

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
構
成
人
員
が
そ
ろ
っ
て

二

原
子
炉
の
運
転
に
必
要
な
構
成
人
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と

い
る
と
き
で
な
け
れ
ば
運
転
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
。

き
で
な
け
れ
ば
運
転
を
行
わ
な
い
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

六

運
転
上
の
制
限
（
保
安
規
定
で
定
め
る
発
電
用
原
子
炉
施

六

運
転
上
の
制
限
（
保
安
規
定
で
定
め
る
原
子
炉
施
設
の
運

設
の
運
転
に
関
す
る
条
件
で
あ
っ
て
、
当
該
条
件
を
逸
脱
し

転
に
関
す
る
条
件
で
あ
っ
て
、
当
該
条
件
を
逸
脱
し
た
場
合

た
場
合
に
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
講
ず
べ
き
措
置
が
保
安

に
原
子
炉
設
置
者
が
講
ず
べ
き
措
置
が
保
安
規
定
で
定
め
ら

規
定
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
第
百
二
十
九

れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
第
四
十
三
条
の
十
四
に
お
い

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
逸
脱
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直

て
同
じ
。
）
を
逸
脱
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
原
子

ち
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第

力
規
制
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
四
十
三
条

百
二
十
九
条
第
五
号
に
掲
げ
る
と
き
を
除
く
。

の
十
四
第
五
号
に
掲
げ
る
と
き
を
除
く
。

七

（
略
）

七

（
略
）

八

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
訓
練
の
た
め
に
運
転
を
行
う
場

八

原
子
炉
の
運
転
の
訓
練
の
た
め
に
運
転
を
行
う
場
合
は
、

合
は
、
訓
練
を
受
け
る
者
が
守
る
べ
き
事
項
を
定
め
、
運
転

訓
練
を
受
け
る
者
が
守
る
べ
き
事
項
を
定
め
、
運
転
員
の
監

員
の
監
督
の
下
に
こ
れ
を
守
ら
せ
る
こ
と
。

督
の
下
に
こ
れ
を
守
ら
せ
る
こ
と
。
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（
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
運
搬
）

（
工
場
又
は
事
業
所
内
の
運
搬
）

第
八
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
二
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設

設
置
者
は
、
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お

置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
核
燃
料
物
質
等

い
て
行
わ
れ
る
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
関
し
、
次
の
各
号
に

又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
（
以
下
こ
の
条
に

掲
げ
る
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
い
て
「
核
燃
料
物
質
等
」
と
い
う
。
）
の
運
搬
に
関
し
、
次

に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

容
易
か
つ
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
運

ロ

容
易
か
つ
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
運

搬
中
に
予
想
さ
れ
る
温
度
及
び
内
圧
の
変
化
、
振
動
等
に

搬
中
に
予
想
さ
れ
る
温
度
及
び
内
圧
の
変
化
、
振
動
等
に

よ
り
、
亀
裂
、
破
損
等
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で

よ
り
、
き
裂
、
破
損
等
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

あ
る
こ
と
。

四

核
燃
料
物
質
等
を
封
入
し
た
容
器
（
第
二
号
た
だ
し
書
の

四

核
燃
料
物
質
等
を
封
入
し
た
容
器
（
第
二
号
た
だ
し
書
の

規
定
に
よ
り
同
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
に
よ

規
定
に
よ
り
同
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
容
器
に
封
入
し
な
い
で
運
搬
す
る
場

っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
容
器
に
封
入
し
な
い
で
運
搬
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

物
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
運
搬
物
」
と
い
う
。
）
及
び

物
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
運
搬
物
」
と
い
う
。
）
及
び

こ
れ
を
積
載
し
、
又
は
収
納
し
た
車
両
そ
の
他
の
核
燃
料
物

こ
れ
を
積
載
し
、
又
は
収
納
し
た
車
両
そ
の
他
の
核
燃
料
物

質
等
を
運
搬
す
る
機
械
又
は
器
具
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

質
等
を
運
搬
す
る
機
械
又
は
器
具
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
運
搬
機
器
」
と
い
う
。
）
の
表
面
及
び
表
面
か
ら
一
メ
ー

「
運
搬
機
器
」
と
い
う
。
）
の
表
面
及
び
表
面
か
ら
一
メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
線
量
当
量
率
が
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
規

ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
線
量
当
量
率
が
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
規

制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
当
量
率
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
、

制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
当
量
率
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
、

か
つ
、
運
搬
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が
第
七
十
三

か
つ
、
運
搬
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が
第
二
十
七
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条
第
一
号
ハ
の
表
面
密
度
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
な
い
よ

条
第
一
号
ハ
の
表
面
密
度
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

う
に
す
る
こ
と
。

五
～
十

（
略
）

五
～
十

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
関
し

４

原
子
炉
設
置
者
は
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
関
し
、
核
燃

、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に

料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る

関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
三

規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
三
条
か
ら

条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
及
び
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（

第
十
七
条
ま
で
及
び
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五

昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
第
三
条
か
ら
第
十
九

十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
第
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で

条
ま
で
に
規
定
す
る
運
搬
の
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
保
安
の

に
規
定
す
る
運
搬
の
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
保
安
の
た
め
に

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
核
燃
料
物
質
等
を
発
電
用
原
子
炉
施
設
を

ら
ず
、
当
該
核
燃
料
物
質
等
を
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場

設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き

又
は
事
業
所
に
お
い
て
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

（
貯
蔵
）

（
貯
蔵
）

第
八
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設

設
置
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
の
貯
蔵
に
関
す

置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
核
燃
料
物
質
の

る
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三

貯
蔵
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
、
す
べ
て
の
核
燃
料
物
質

。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を

を
廃
止
措
置
対
象
施
設
か
ら
搬
出
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

受
け
、
全
て
の
核
燃
料
物
質
を
廃
止
措
置
対
象
施
設
か
ら
搬
出

な
い
。

し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２

法
第
四
十
三
条
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電

（
新
設
）
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用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場

又
は
事
業
所
の
外
に
お
い
て
行
わ
れ
る
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
に

関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
に
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
を
委
託

す
る
こ
と
。

二

貯
蔵
し
よ
う
と
す
る
使
用
済
燃
料
を
選
定
す
る
に
際
し
、

当
該
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
を
委
託
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
貯
蔵

事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
法
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
の
許

可
に
係
る
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
の
種
類
に
従

い
選
定
す
る
こ
と
。

三

前
号
の
規
定
に
よ
り
選
定
し
た
使
用
済
燃
料
に
つ
い
て
、

貯
蔵
の
終
了
ま
で
密
封
し
、
か
つ
、
健
全
性
を
維
持
す
る
よ

う
容
器
（
当
該
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
を
委
託
さ
れ
た
使
用
済

燃
料
貯
蔵
事
業
者
が
当
該
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
終
了
ま
で

密
封
し
た
ま
ま
貯
蔵
す
る
た
め
の
構
造
を
有
す
る
容
器
で
あ

っ
て
、
溶
接
に
よ
り
密
封
す
る
構
造
の
も
の
以
外
の
も
の
に

限
る
。
）
に
封
入
す
る
こ
と
。

四

当
該
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
を
委
託
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
貯

蔵
事
業
者
に
対
し
て
、
第
六
十
二
条
第
一
項
の
表
第
三
号
チ

及
び
第
三
号
の
二
の
記
録
を
引
き
渡
す
こ
と
。

五

当
該
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
を
委
託
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
貯

蔵
事
業
者
に
よ
る
貯
蔵
の
終
了
後
に
お
い
て
、
確
実
に
使
用

済
燃
料
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

（
工
場
又
は
事
業
所
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
廃
棄
）

（
工
場
又
は
事
業
所
内
の
廃
棄
）
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第
八
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
四
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設

設
置
者
は
、
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お

置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物

い
て
行
わ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
関
し
、
次
の
各
号
に

の
廃
棄
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

掲
げ
る
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

（
略
）

六

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
廃
液
槽
に
保
管
廃
棄
す
る

ロ

放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
廃
液
槽
に
保
管
廃

こ
と
。

棄
す
る
こ
と
。

ハ

容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
て

ハ

容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器
に
固
型
化
し
て
放
射
線
障

障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃
棄

害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃
棄
す

す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

ニ

障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
焼
却
設
備
に
お
い
て
焼
却

ニ

放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
焼
却
設
備
に
お
い

す
る
こ
と
。

て
焼
却
す
る
こ
と
。

ホ

障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
固
型
化
設
備
で
固
型
化
す

ホ

放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
固
型
化
設
備
で
固

る
こ
と
。

型
化
す
る
こ
と
。

七

（
略
）

七

（
略
）

八

第
六
号
ロ
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

八

第
六
号
ロ
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
保
管
廃
棄
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
崩
壊
熱
等
に
よ
り
著

該
保
管
廃
棄
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
崩
壊
熱
等
に
よ
り
著

し
い
過
熱
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
冷
却
に
つ
い

し
い
過
熱
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
冷
却
に
つ
い

て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

て
必
要
な
措
置
を
採
る
こ
と
。

九

（
略
）

九

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

亀
裂
又
は
破
損
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る

ロ

き
裂
又
は
破
損
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
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こ
と
。

こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

十

第
六
号
ハ
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お
い
て
、
放

十

第
六
号
ハ
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お
い
て
、
放

射
性
廃
棄
物
を
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
て
行
う
と
き
は

射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
固
型
化
す
る
と
き
は
、
固
型
化
し
た

、
固
型
化
し
た
放
射
性
廃
棄
物
と
一
体
化
し
た
容
器
が
放
射

放
射
性
廃
棄
物
と
一
体
化
し
た
容
器
が
放
射
性
廃
棄
物
の
飛

性
廃
棄
物
の
飛
散
又
は
漏
れ
を
防
止
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

散
又
は
漏
れ
を
防
止
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

と
。

十
一

（
略
）

十
一

（
略
）

イ

放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
て
保
管
廃
棄
す
る
場

イ

放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
て
保
管
廃
棄
す
る
と

合
は
、
封
入
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
全
部
を
吸
収
で
き

き
は
、
当
該
容
器
に
き
裂
若
し
く
は
破
損
が
生
じ
た
場
合

る
材
料
で
当
該
容
器
を
包
む
こ
と
、
封
入
さ
れ
た
放
射
性

に
封
入
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
全
部
を
吸
収
で
き
る
材

廃
棄
物
の
全
部
を
収
容
で
き
る
受
皿
を
設
け
る
こ
と
等
当

料
で
当
該
容
器
を
包
み
、
又
は
収
容
で
き
る
受
皿
を
当
該

該
容
器
に
亀
裂
又
は
破
損
が
生
じ
た
場
合
の
汚
染
の
広
が

容
器
に
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止

り
の
防
止
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

ロ

当
該
保
管
廃
棄
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
崩
壊
熱
等
に

ロ

当
該
保
管
廃
棄
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
崩
壊
熱
等
に

よ
り
著
し
い
過
熱
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
冷

よ
り
著
し
い
過
熱
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
冷

却
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

却
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
採
る
こ
と
。

ハ

放
射
性
廃
棄
物
を
封
入
し
、
又
は
固
型
化
し
た
放
射
性

ハ

放
射
性
廃
棄
物
を
封
入
し
、
又
は
固
型
化
し
た
容
器
に

廃
棄
物
と
一
体
化
し
た
容
器
に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
示

は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
示
す
標
識
を
付
け
、
及
び
当
該
放

す
標
識
を
付
け
、
か
つ
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
関
し
て

射
性
廃
棄
物
に
関
し
て
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
記

第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
記
録
さ
れ
た
内
容
と
照
合

録
さ
れ
た
内
容
と
照
合
で
き
る
よ
う
な
整
理
番
号
を
表
示

で
き
る
よ
う
な
整
理
番
号
を
表
示
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

ニ

当
該
保
管
廃
棄
施
設
に
は
、
そ
の
目
に
つ
き
や
す
い
場

ニ

当
該
廃
棄
施
設
に
は
、
そ
の
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に

所
に
管
理
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。

管
理
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。

十
二

（
略
）

十
二

（
略
）
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イ

障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
焼
却
設
備
に
お
い
て
焼
却

イ

放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
焼
却
設
備
に
お
い

す
る
こ
と
。

て
焼
却
す
る
こ
と
。

ロ

容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
て

ロ

容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器
に
固
型
化
し
て
放
射
線
障

障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃
棄

害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃
棄
す

す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

ハ

ロ
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
大

ハ

ロ
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
大

型
機
械
等
の
放
射
性
廃
棄
物
又
は
放
射
能
の
時
間
に
よ
る

型
機
械
等
の
放
射
性
廃
棄
物
又
は
放
射
能
の
時
間
に
よ
る

減
衰
を
必
要
と
す
る
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
障
害

減
衰
を
必
要
と
す
る
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
放
射

防
止
の
効
果
を
持
っ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃
棄
す
る

線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
っ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃

こ
と
。

棄
す
る
こ
と
。

十
三

前
号
ロ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お

十
三

第
九
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
（
同
号
イ
を
除
く
。

い
て
、
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
て
行
う
と
き
は
、

）
の
規
定
は
、
前
号
ロ
の
方
法
に
よ
る
廃
棄
に
つ
い
て
準
用

第
九
号
及
び
第
十
一
号
（
イ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
例
に

す
る
。

よ
る
こ
と
。

十
四

第
十
二
号
ロ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合

十
四

第
十
一
号
ロ
及
び
ニ
の
規
定
は
、
第
十
二
号
ハ
の
方
法

に
お
い
て
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
と
一
体
的
に
固
型
化
し
て

に
よ
る
廃
棄
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

行
う
と
き
は
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
（
イ
を
除
く
。
）
に

規
定
す
る
例
に
よ
る
こ
と
。

十
五

第
十
二
号
ハ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合

（
新
設
）

に
は
、
第
十
一
号
ロ
及
び
ニ
に
規
定
す
る
例
に
よ
る
こ
と
。

（
防
護
措
置
）

（
防
護
措
置
）

第
八
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に

第
三
十
五
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉

よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

設
置
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
核
燃
料
物
質
の
区

特
定
核
燃
料
物
質
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
措
置
を
採
ら
な
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掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
十
一

（
略
）

（
略
）

一
～
十
一

（
略
）

（
略
）

２

前
項
の
表
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質
の

２

前
項
の
表
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質
の

防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

防
護
区
域
の
周
辺
に
、
防
護
区
域
に
お
け
る
特
定
核
燃
料

二

防
護
区
域
の
周
辺
に
、
防
護
区
域
に
お
け
る
特
定
核
燃
料

物
質
の
防
護
を
よ
り
確
実
に
行
う
た
め
の
区
域
（
以
下
「
周

物
質
の
防
護
を
よ
り
確
実
に
行
う
た
め
の
区
域
（
以
下
「
周

辺
防
護
区
域
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
当
該
周
辺
防
護
区
域

辺
防
護
区
域
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
当
該
周
辺
防
護
区
域

を
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
る
十
分
な
高
さ

を
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
る
十
分
な
高
さ

及
び
構
造
を
有
す
る
柵
等
の
障
壁
に
よ
っ
て
区
画
し
、
並
び

及
び
構
造
を
有
す
る
さ
く
等
の
障
壁
に
よ
っ
て
区
画
し
、
並

に
当
該
障
壁
の
周
辺
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の
侵
入
を

び
に
当
該
障
壁
の
周
辺
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の
侵
入

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
装
置
を
設
置
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
装
置
を
設
置
す
る
こ

。

と
。

三

周
辺
防
護
区
域
の
周
辺
に
、
人
の
立
入
り
を
制
限
す
る
た

三

周
辺
防
護
区
域
の
周
辺
に
、
人
の
立
入
り
を
制
限
す
る
た

め
の
区
域
（
以
下
「
立
入
制
限
区
域
」
と
い
う
。
）
を
定
め

め
の
区
域
（
以
下
「
立
入
制
限
区
域
」
と
い
う
。
）
を
定
め

、
当
該
立
入
制
限
区
域
を
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防

、
当
該
立
入
制
限
区
域
を
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防

止
で
き
る
十
分
な
高
さ
及
び
構
造
を
有
す
る
柵
等
の
障
壁
に

止
で
き
る
十
分
な
高
さ
及
び
構
造
を
有
す
る
さ
く
等
の
障
壁

よ
っ
て
区
画
し
、
並
び
に
当
該
障
壁
の
周
辺
に
標
識
及
び
サ

に
よ
っ
て
区
画
し
、
並
び
に
当
該
障
壁
の
周
辺
に
標
識
及
び

イ
レ
ン
、
拡
声
機
そ
の
他
の
人
に
警
告
す
る
た
め
の
設
備
又

サ
イ
レ
ン
、
拡
声
機
そ
の
他
の
人
に
警
告
す
る
た
め
の
設
備

は
装
置
を
設
置
し
、
並
び
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の
侵

又
は
装
置
を
設
置
し
、
並
び
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の

入
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
装
置
を
設
置
す
る

侵
入
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
装
置
を
設
置
す

こ
と
。

る
こ
と
。
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四
～
九

（
略
）

四
～
九

（
略
）

十

発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
内
（

十

原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
内
（
防
護
区

防
護
区
域
内
を
除
く
。
）
に
お
い
て
特
定
核
燃
料
物
質
を
運

域
内
を
除
く
。
）
に
お
い
て
特
定
核
燃
料
物
質
を
運
搬
す
る

搬
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ

場
合
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

と
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

十
一

（
略
）

十
一

（
略
）

十
二

（
略
）

十
二

（
略
）

イ

鍵
及
び
錠
に
つ
い
て
は
、
取
替
え
又
は
構
造
の
変
更
を

イ

か
ぎ
及
び
錠
に
つ
い
て
は
、
取
替
え
又
は
構
造
の
変
更

行
う
等
複
製
が
困
難
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

を
行
う
等
複
製
が
困
難
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ

鍵
又
は
錠
に
つ
い
て
不
審
な
点
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

ロ

か
ぎ
又
は
錠
に
つ
い
て
不
審
な
点
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
取
替
え
又
は
構
造
の
変
更
を
行
う
こ
と
。

に
は
、
速
や
か
に
取
替
え
又
は
構
造
の
変
更
を
行
う
こ
と

。

ハ

鍵
を
管
理
す
る
者
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
者
に

ハ

か
ぎ
を
管
理
す
る
者
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
者

そ
の
鍵
を
厳
重
に
管
理
さ
せ
、
当
該
者
以
外
の
者
が
そ
の

に
そ
の
か
ぎ
を
厳
重
に
管
理
さ
せ
、
当
該
者
以
外
の
者
が

鍵
を
取
り
扱
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
あ
ら

そ
の
か
ぎ
を
取
り
扱
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
。
た
だ
し

か
じ
め
そ
の
鍵
を
一
時
的
に
取
り
扱
う
こ
と
を
認
め
た
者

、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
か
ぎ
を
一
時
的
に
取
り
扱
う
こ
と
を

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
三

中
央
制
御
室
及
び
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
研
開

十
三

中
央
制
御
室
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず

炉
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す

る
こ
と
。

る
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び

第
九
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
属
す
る
緊
急
時

制
御
室
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

十
四

中
央
制
御
室
外
か
ら
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
安
全
に
停

十
四

中
央
制
御
室
外
か
ら
原
子
炉
施
設
を
安
全
に
停
止
さ
せ
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止
さ
せ
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
機
器
に
は
、
そ
の
周
囲
に

る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
機
器
に
は
、
そ
の
周
囲
に
容
易
に

容
易
に
破
壊
さ
れ
な
い
壁
そ
の
他
の
障
壁
を
当
該
機
器
の
操

破
壊
さ
れ
な
い
壁
そ
の
他
の
障
壁
を
当
該
機
器
の
操
作
に
支

作
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

十
五

交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、
発
電
用
原
子
炉

十
五

交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、
原
子
炉
施
設
を

施
設
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を

冷
却
す
る
全
て
の
設
備
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す

冷
却
す
る
全
て
の
設
備
の
う
ち
、
防
護
区
域
内
に
存
す
る
設

る
全
て
の
設
備
の
う
ち
、
防
護
区
域
内
に
存
す
る
設
備
で
あ

備
で
あ
っ
て
、
第
五
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
者
に
よ
る

っ
て
、
第
五
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
者
に
よ
る
妨
害
行

妨
害
行
為
又
は
破
壊
行
為
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
又

為
又
は
破
壊
行
為
に
よ
り
、
原
子
炉
施
設
又
は
使
用
済
燃
料

は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す
る
機
能
が
喪
失
し
、
発
電

貯
蔵
槽
を
冷
却
す
る
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
内
又
は
使
用

用
原
子
炉
内
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
内
の
特
定
核
燃
料
物

済
燃
料
貯
蔵
槽
内
の
特
定
核
燃
料
物
質
を
原
子
炉
施
設
を
設

質
を
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の

置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
漏
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
る

外
に
漏
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
備
（
特
定

お
そ
れ
が
あ
る
設
備
（
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
防

重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
属
す
る
場
合
を
除
く
。
第
九
十
一

護
区
域
内
防
護
対
象
枢
要
設
備
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は

条
第
一
項
に
お
い
て
「
防
護
区
域
内
防
護
対
象
枢
要
設
備
」

、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

イ

周
囲
に
柵
等
を
設
置
し
、
容
易
に
人
が
近
づ
け
な
い
措

イ

周
囲
に
さ
く
等
を
設
置
し
、
容
易
に
人
が
近
づ
け
な
い

置
を
講
ず
る
こ
と
。

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ハ

イ
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
柵
等
の
中
で
作
業
又
は

ハ

イ
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
さ
く
等
の
中
で
作
業
又

巡
視
を
行
う
場
合
に
は
、
二
人
以
上
の
者
が
同
時
に
作
業

は
巡
視
を
行
う
場
合
に
は
、
二
人
以
上
の
者
が
同
時
に
作

又
は
巡
視
を
行
う
こ
と
。

業
又
は
巡
視
を
行
う
こ
と
。

十
六

交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、
発
電
用
原
子
炉

十
六

交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設
備
、
原
子
炉
施
設
を

施
設
を
冷
却
す
る
全
て
の
設
備
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を

冷
却
す
る
全
て
の
設
備
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す

冷
却
す
る
全
て
の
設
備
の
う
ち
、
防
護
区
域
の
外
に
あ
り
、

る
全
て
の
設
備
の
う
ち
、
防
護
区
域
の
外
に
あ
り
、
容
易
に
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容
易
に
妨
害
行
為
又
は
破
壊
行
為
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

妨
害
行
為
又
は
破
壊
行
為
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
備
で

設
備
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
り
原
子
炉
施
設
又
は
使
用
済

設
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す
る
機
能
が
喪
失
し
、

燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す
る
機
能
が
喪
失
し
、
原
子
炉
内
又
は

発
電
用
原
子
炉
内
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
内
の
特
定
核
燃

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
内
の
特
定
核
燃
料
物
質
を
原
子
炉
施
設

料
物
質
を
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業

を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
漏
出
さ
せ
る
こ
と
と

所
の
外
に
漏
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
備
（

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
備
（
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て

第
九
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
防
護
区
域
外
防
護
対
象
枢

「
防
護
区
域
外
防
護
対
象
枢
要
設
備
」
と
い
う
。
）
に
は
、

要
設
備
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

周
囲
に
容
易
に
破
壊
さ
れ
な
い
壁
そ
の
他
の
障
壁
を
設
置
す

講
ず
る
こ
と
。

る
こ
と
。

イ

周
囲
に
容
易
に
破
壊
さ
れ
な
い
壁
そ
の
他
の
障
壁
を
設

（
新
設
）

置
す
る
こ
と
。

ロ

イ
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
障
壁
の
中
で
作
業
又
は

（
新
設
）

巡
視
を
行
う
場
合
に
は
、
二
人
以
上
の
者
が
同
時
に
作
業

又
は
巡
視
を
行
う
こ
と
。

十
七

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
は
、
防
護
区
域
内
に
設
け

（
新
設
）

、
か
つ
、
当
該
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
し
た
防

護
区
域
内
で
作
業
又
は
巡
視
を
行
う
場
合
に
は
、
二
人
以
上

の
者
が
同
時
に
作
業
又
は
巡
視
を
行
う
こ
と
。

十
八

発
電
用
原
子
炉
施
設
及
び
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の

十
七

原
子
炉
施
設
及
び
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に

た
め
に
必
要
な
設
備
又
は
装
置
の
操
作
に
係
る
情
報
シ
ス
テ

必
要
な
設
備
又
は
装
置
の
操
作
に
係
る
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

ム
は
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
妨
害
行
為
又
は
破
壊
行
為

電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
妨
害
行
為
又
は
破
壊
行
為
を
受
け

を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
当
該
情

当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
遮

報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
す
る

断
す
る
こ
と
。

こ
と
。

十
九

前
号
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
妨
害
行
為
又
は
破
壊

十
八

前
号
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
妨
害
行
為
又
は
破
壊
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行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
行
わ
れ
た
場
合

行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
行
わ
れ
た
場
合

に
お
い
て
迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
計

に
お
い
て
迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
計

画
（
第
九
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
キ

画
（
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
。

ュ
リ
テ
ィ
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
。

二
十
・
二
十
一

（
略
）

十
九
・
二
十

（
略
）

二
十
二

（
略
）

二
十
一

（
略
）

イ

見
張
人
が
常
時
監
視
を
行
う
た
め
の
詰
所
（
以
下
「
見

イ

見
張
人
が
常
時
監
視
を
行
う
た
め
の
詰
所
（
以
下
「
見

張
人
の
詰
所
」
と
い
う
。
）
を
防
護
区
域
内
又
は
周
辺
防

張
人
の
詰
所
」
と
い
う
。
）
を
防
護
区
域
内
又
は
周
辺
防

護
区
域
内
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
施
設
そ
の
他
の

護
区
域
内
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
施
設
等
の
堅
固

堅
固
な
構
造
の
施
設
内
に
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ

な
構
造
の
施
設
内
に
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の
周

の
周
囲
に
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
る
十

囲
に
人
が
容
易
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
る
十
分
な

分
な
高
さ
及
び
構
造
を
有
す
る
柵
等
の
障
壁
を
設
置
し
、

高
さ
及
び
構
造
を
有
す
る
さ
く
等
の
障
壁
を
設
置
し
、
並

並
び
に
当
該
障
壁
の
周
辺
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の

び
に
当
該
障
壁
の
周
辺
に
照
明
装
置
等
の
容
易
に
人
の
侵

侵
入
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
装
置
を
設
置

入
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
装
置
を
設
置
し

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
施
設
等
の
堅
固
な
構
造

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
施
設
等
の
堅
固
な
構
造
の

の
施
設
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

施
設
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
～
ニ

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）

二
十
三
～
二
十
九

（
略
）

二
十
二
～
二
十
八

（
略
）

３

第
一
項
の
表
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物

３

第
一
項
の
表
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物

質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に

も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
（
第
五
号
ハ

掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
（
第

を
除
く
。
）
、
同
項
第
九
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。
）
、
同
項
第

五
号
ハ
を
除
く
。
）
、
同
項
第
九
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。
）
、

十
一
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。
）
、
同
項
第
十
八
号
か
ら
第
二
十

同
項
第
十
一
号
（
同
号
ロ
を
除
く
。
）
、
同
項
第
十
七
号
か
ら

一
号
ま
で
及
び
同
項
第
二
十
四
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
の
規

第
二
十
号
ま
で
及
び
同
項
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
防

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
四
号
中



⑯-156

護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は

「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る

、
「
防
護
区
域
」
と
、
「
当
該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区

の
は
、
「
防
護
区
域
」
と
、
「
当
該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防

域
及
び
当
該
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
防
護
区
域

護
区
域
及
び
当
該
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
防
護

」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立

区
域
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及

入
制
限
区
域
」
と
あ
り
、
及
び
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域

び
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
り
、
及
び
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護

又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、
「
当

区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、

該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
又
は
当
該
立
入
制
限
区
域

「
当
該
防
護
区
域
、
当
該
周
辺
防
護
区
域
又
は
当
該
立
入
制
限

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
防

区
域
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
防
護
区
域
」
と
、
同
項
第
六
号
中

護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
り
、
及

「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
及
び
立
入
制
限
区
域
」
と
あ
り

び
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」
と
あ

、
及
び
「
防
護
区
域
、
周
辺
防
護
区
域
又
は
立
入
制
限
区
域
」

る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、
第
七
号
中
「
防
護
区
域
内
、
周
辺

と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
」
と
、
第
七
号
中
「
防
護
区
域
内
、

防
護
区
域
内
及
び
立
入
制
限
区
域
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る

周
辺
防
護
区
域
内
及
び
立
入
制
限
区
域
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と

の
は
「
防
護
区
域
内
に
」
と
、
「
防
護
区
域
内
、
周
辺
防
護
区

あ
る
の
は
「
防
護
区
域
内
に
」
と
、
「
防
護
区
域
内
、
周
辺
防

域
内
又
は
立
入
制
限
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域
内
」

護
区
域
内
又
は
立
入
制
限
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
防
護
区
域

と
、
同
項
第
二
十
八
号
中
「
前
各
号
の
措
置
は
」
と
あ
る
の
は

内
」
と
、
同
項
第
二
十
七
号
中
「
前
各
号
の
措
置
は
」
と
あ
る

「
第
一
項
の
表
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質

の
は
「
第
一
項
の
表
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
特
定
核
燃
料

（
同
表
第
八
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
物
質
並
び
に
同
表
第
九
号

物
質
（
同
表
第
八
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
物
質
並
び
に
同
表
第

に
掲
げ
る
物
質
の
う
ち
照
射
さ
れ
た
同
表
第
八
号
ハ
及
び
ニ
に

九
号
に
掲
げ
る
物
質
の
う
ち
照
射
さ
れ
た
同
表
第
八
号
ハ
及
び

掲
げ
る
物
質
に
係
る
も
の
（
照
射
直
後
に
そ
の
表
面
か
ら
一
メ

ニ
に
掲
げ
る
物
質
に
係
る
も
の
（
照
射
直
後
に
そ
の
表
面
か
ら

ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
吸
収
線
量
率
が
一
グ
レ
イ
毎
時
以
下

一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
吸
収
線
量
率
が
一
グ
レ
イ
毎
時

で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
を
取
り
扱
う
場
合
、

以
下
で
あ
っ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
を
取
り
扱
う
場

前
各
号
の
措
置
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

合
、
前
各
号
の
措
置
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

防
護
区
域
の
周
辺
に
、
立
入
制
限
区
域
を
定
め
、
当
該
立

二

防
護
区
域
の
周
辺
に
、
立
入
制
限
区
域
を
定
め
、
当
該
立

入
制
限
区
域
を
柵
等
の
障
壁
に
よ
っ
て
区
画
す
る
こ
と
。

入
制
限
区
域
を
さ
く
等
の
障
壁
に
よ
っ
て
区
画
す
る
こ
と
。
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三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

（
保
安
規
定
）

（
保
安
規
定
）

第
八
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に

第
三
十
六
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
規
定

よ
る
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
を
受

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

け
よ
う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

工
場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

に
つ
い
て
保
安
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提

て
保
安
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
品
質
保
証
に
関
す
る
こ
と
（
根
本

三

原
子
炉
施
設
の
品
質
保
証
に
関
す
る
こ
と
（
根
本
原
因
分

原
因
分
析
の
方
法
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
作

析
の
方
法
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
、
作
業
手
順

業
手
順
書
等
の
保
安
規
定
上
の
位
置
付
け
並
び
に
発
電
用
原

書
等
の
保
安
規
定
上
の
位
置
付
け
並
び
に
原
子
炉
施
設
の
定

子
炉
施
設
の
定
期
的
な
評
価
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

期
的
な
評
価
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

四

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転
及
び
管
理
を
行
う
者
の
職
務

四

原
子
炉
施
設
の
運
転
及
び
管
理
を
行
う
者
の
職
務
及
び
組

及
び
組
織
に
関
す
る
こ
と
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

織
に
関
す
る
こ
と
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

）
。

五

発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
の
範
囲
及
び
そ
の
内

五

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
の
範
囲
及
び
そ
の
内
容
並
び

容
並
び
に
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
保
安
の
監
督
を
行

に
原
子
炉
主
任
技
術
者
が
保
安
の
監
督
を
行
う
上
で
必
要
と

う
上
で
必
要
と
な
る
権
限
及
び
組
織
上
の
位
置
付
け
に
関
す

な
る
権
限
及
び
組
織
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

六

電
気
主
任
技
術
者
（
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律

（
新
設
）

第
百
七
十
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
任
技
術

者
の
う
ち
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
に
掲
げ
る
種
類
の
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
務
の
範
囲
及
び
そ
の
内
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容
並
び
に
電
気
主
任
技
術
者
が
保
安
の
監
督
を
行
う
上
で
必

要
と
な
る
権
限
及
び
組
織
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

七

ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
（
電
気
事
業
法
第
四

（
新
設
）

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
任
技
術
者
の
う
ち
同
法
第
四

十
四
条
第
一
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
種
類
の
主
任

技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
の
職
務
の
範
囲
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
ボ
イ
ラ
ー
・
タ

ー
ビ
ン
主
任
技
術
者
が
保
安
の
監
督
を
行
う
上
で
必
要
と
な

る
権
限
及
び
組
織
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

八

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転
及
び
管
理
を
行
う
者
に
対
す

六

原
子
炉
施
設
の
運
転
及
び
管
理
を
行
う
者
に
対
す
る
保
安

る
保
安
教
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

教
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(1)

(1)

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
及
び
運
転
に
関

原
子
炉
施
設
の
構
造
、
性
能
及
び
運
転
に
関
す
る
こ

(2)

(2)

す
る
こ
と
。

と
。

～

（
略
）

～

（
略
）

(3)

(5)

(3)

(5)

ハ

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
教
育
に
関
し

ハ

そ
の
他
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
教
育
に
関
し
必
要
な

必
要
な
事
項

事
項

九

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
こ
と
（
次
の
二
号

七

原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
こ
と
（
次
の
二
号
に
掲
げ

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

る
も
の
を
除
く
。
）
。

十

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
に
関
す
る
こ
と
。

八

原
子
炉
の
運
転
期
間
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転
の
安
全
審
査
に
関
す
る
こ

九

原
子
炉
施
設
の
運
転
の
安
全
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

と
。

十
二
～
十
五

（
略
）

十
～
十
三

（
略
）
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十
六

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
点
検
並
び
に
こ
れ
ら

十
四

原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
点
検
並
び
に
こ
れ
ら
に
伴
う

に
伴
う
処
置
に
関
す
る
こ
と
。

処
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
七
～
十
九

（
略
）

十
五
～
十
七

（
略
）

（
削
る
）

十
八

電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

二
十

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

十
九

初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

。

二
十
一

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

（
新
設
）

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
二

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設

（
新
設
）

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

。
二
十
三

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設

（
新
設
）

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

。
二
十
四

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
（
保
安
規
定
の
遵

二
十

原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
を

守
状
況
を
含
む
。
）
に
関
す
る
適
正
な
記
録
及
び
報
告
（
第

含
む
。
）
に
関
す
る
適
正
な
記
録
及
び
報
告
（
第
四
十
三
条

百
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象
及
び
こ
れ

の
十
四
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象
及
び
こ
れ
ら
に

ら
に
準
ず
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
の
経
営
責
任
者
へ
の
報

準
ず
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
の
経
営
責
任
者
へ
の
報
告
を

告
を
含
む
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

含
む
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
五

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
こ
と
（

二
十
一

原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
こ
と
（
経
年
劣

溶
接
事
業
者
検
査
及
び
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
に
関
す
る

化
に
係
る
技
術
的
な
評
価
に
関
す
る
こ
と
及
び
長
期
保
守
管

こ
と
、
経
年
劣
化
に
係
る
技
術
的
な
評
価
に
関
す
る
こ
と
及

理
方
針
を
含
む
。
）
。

び
長
期
保
守
管
理
方
針
を
含
む
。
）
。

二
十
六

保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
に

二
十
二

保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
に
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関
す
る
技
術
情
報
に
つ
い
て
の
他
の
発
電
用
原
子
炉
設
置
者

関
す
る
技
術
情
報
に
つ
い
て
の
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
の
共

と
の
共
有
に
関
す
る
こ
と
。

有
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七

（
略
）

二
十
三

（
略
）

二
十
八

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
に
関
し
必

二
十
四

そ
の
他
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
に
関
し
必
要
な
事

要
な
事
項

項

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安

２

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
規
定
の
認
可
又

規
定
の
認
可
又
は
そ
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

は
そ
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
第
二
十

、
前
項
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管

号
に
掲
げ
る
保
守
管
理
に
関
す
る
こ
と
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

理
に
関
す
る
こ
と
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
第
七
十
七
条

場
合
（
第
三
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
保
守
管
理

り
長
期
保
守
管
理
方
針
を
策
定
し
、
又
は
同
条
第
三
項
に
よ
り

方
針
を
策
定
し
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
保
守

長
期
保
守
管
理
方
針
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

管
理
方
針
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て

に
あ
っ
て
は
、
第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

は
、
第
七
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
評
価
の
結
果
又

項
の
評
価
の
結
果
又
は
第
三
項
の
見
直
し
の
結
果
を
記
載
し
た

は
第
三
項
の
見
直
し
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
申

書
類
を
添
え
て
、
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

と
す
る
者
は
、
当
該
認
可
の
日
ま
で
に
、
当
該
認
可
を
受
け
よ

る
者
は
、
当
該
認
可
の
日
ま
で
に
、
当
該
認
可
を
受
け
よ
う
と

う
と
す
る
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
廃
止
措
置
を
実

す
る
廃
止
措
置
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る
廃
止
措
置
を
実
施
す

施
す
る
た
め
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定

る
た
め
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け

に
よ
り
認
可
を
受
け
た
保
安
規
定
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項

た
保
安
規
定
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
追
加
し
、
又
は
変

を
追
加
し
、
又
は
変
更
し
た
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

更
し
た
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。

る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
品
質
保
証
に
関
す
る
こ
と
（
根
本

三

原
子
炉
施
設
の
品
質
保
証
に
関
す
る
こ
と
（
根
本
原
因
分
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原
因
分
析
の
方
法
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
並
び

析
の
方
法
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
並
び
に
作
業

に
作
業
手
順
書
等
の
保
安
規
定
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
こ

手
順
書
等
の
保
安
規
定
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
こ
と
を
含

と
を
含
む
。
）
。

む
。
）
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

六

（
略
）

六

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(1)

(1)

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
構
造
及
び
性
能
に
関
す
る
こ

原
子
炉
施
設
の
構
造
及
び
性
能
に
関
す
る
こ
と
。

(2)

(2)

と
。発

電
用
原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

原
子
炉
施
設
の
廃
止
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

(3)

(3)

～

（
略
）

～

（
略
）

(4)

(6)

(4)

(6)

ハ

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
教
育
に
関
し

ハ

そ
の
他
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
教
育
に
関
し
必
要
な

必
要
な
事
項

事
項

七

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
停
止
に
関
す
る
恒
久
的
な
措
置
に

七

原
子
炉
の
運
転
停
止
に
関
す
る
恒
久
的
な
措
置
に
関
す
る

関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存

こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い

在
し
な
い
場
合
を
除
く
。
）
。

場
合
を
除
く
。
）
。

八

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転
の
安
全
審
査
に
関
す
る
こ
と

八

原
子
炉
施
設
の
運
転
の
安
全
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

。
九
～
十
二

（
略
）

九
～
十
二

（
略
）

十
三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
こ
れ
に
伴
う
処
置
に

十
三

原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
こ
れ
に
伴
う
処
置
に
関
す
る

関
す
る
こ
と
。

こ
と
。

十
四

核
燃
料
物
質
の
受
払
い
、
運
搬
、
貯
蔵
そ
の
他
の
取
扱

十
四

核
燃
料
物
質
の
受
払
い
、
運
搬
、
貯
蔵
そ
の
他
の
取
扱

い
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質

い
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
核
燃
料
物
質
が

が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。
）
。

存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。
）
。
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十
五
・
十
六

（
略
）

十
五
・
十
六

（
略
）

十
七

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
（
廃
止
措

十
七

電
源
機
能
等
喪
失
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措

。
）
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る

置
対
象
施
設
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。

こ
と
。

）
。

十
八

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

（
新
設
）

全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃

止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を

除
く
。
）
。

十
九

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

（
新
設
）

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（

廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合

を
除
く
。
）
。

二
十

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

（
新
設
）

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（

廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合

を
除
く
。
）
。

二
十
一

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
（
保
安
規
定
の
遵

十
八

原
子
炉
施
設
に
係
る
保
安
（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
を

守
状
況
を
含
む
。
）
に
関
す
る
適
正
な
記
録
及
び
報
告
（
第

含
む
。
）
に
関
す
る
適
正
な
記
録
及
び
報
告
（
第
四
十
三
条

百
二
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象
及
び
こ
れ

の
十
四
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象
及
び
こ
れ
ら
に

ら
に
準
ず
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
の
経
営
責
任
者
へ
の
報

準
ず
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
の
経
営
責
任
者
へ
の
報
告
を

告
を
含
む
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

含
む
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
二

廃
止
措
置
に
係
る
保
安
（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
を

十
九

廃
止
措
置
に
係
る
保
安
（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
を
含

含
む
。
）
に
関
す
る
適
正
な
記
録
及
び
報
告
（
第
百
二
十
九

む
。
）
に
関
す
る
適
正
な
記
録
及
び
報
告
（
第
四
十
三
条
の

条
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず

十
四
各
号
に
掲
げ
る
事
故
故
障
等
の
事
象
及
び
こ
れ
ら
に
準
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る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
の
経
営
責
任
者
へ
の
報
告
を
含
む

ず
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
の
経
営
責
任
者
へ
の
報
告
を
含

。
）
に
関
す
る
こ
と
。

む
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
こ
と
（

二
十

原
子
炉
施
設
の
保
守
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
。

二
十
四

保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
に

二
十
一

保
守
点
検
を
行
っ
た
事
業
者
か
ら
得
ら
れ
た
保
安
に

関
す
る
技
術
情
報
に
つ
い
て
の
他
の
発
電
用
原
子
炉
設
置
者

関
す
る
技
術
情
報
に
つ
い
て
の
他
の
原
子
炉
設
置
者
と
の
共

と
の
共
有
に
関
す
る
こ
と
。

有
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
五
・
二
十
六

（
略
）

二
十
二
・
二
十
三

（
略
）

二
十
七

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
施
設
又
は
廃
止
措
置
に
係
る

二
十
四

そ
の
他
原
子
炉
施
設
又
は
廃
止
措
置
に
係
る
保
安
に

保
安
に
関
し
必
要
な
事
項

関
し
必
要
な
事
項

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申

５

第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申

請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
と
す
る
。

（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

第
八
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
五
項
の
規
定
に

第
三
十
七
条

法
第
三
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、

よ
る
検
査
は
、
毎
年
四
回
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第

毎
年
四
回
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
三
条
の
三

四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
発
電
用
原

の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
廃
止
措
置

子
炉
施
設
に
係
る
検
査
に
あ
っ
て
は
、
廃
止
措
置
の
実
施
状
況

の
実
施
状
況
に
応
じ
、
毎
年
四
回
以
内
行
う
も
の
と
す
る
。

に
応
じ
、
毎
年
四
回
以
内
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十

２

前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
三
十
七
条
第
五
項
の
規

四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う

定
に
よ
る
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
操
作
（
電
気
事
業
法
（
昭
和

も
の
と
す
る
。

三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
検
査
の
際
に
行
う
も
の
に
限
る
。
）
の
と
き
に
行
う
も
の
と

す
る
。
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一

発
電
用
原
子
炉
の
起
動
又
は
停
止
に
係
る
操
作
（
運
転
開

一

原
子
炉
の
起
動
又
は
停
止
に
係
る
操
作
（
運
転
開
始
又
は

始
又
は
運
転
停
止
の
た
め
の
発
電
用
原
子
炉
の
操
作
を
い
う

運
転
停
止
の
た
め
の
原
子
炉
の
操
作
を
い
う
。
）

。
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

第
七
十
八
条
第
三
号
又
は
第
七
十
九
条
第
三
号
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
る
訓
練
の
う
ち
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
に
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
五

項
に
規
定
す
る
検
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

も
の
を
実
施
す
る
場
合

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

３

法
第
三
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第

法
第
十
二
条
第
六
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事

六
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は
次
に
掲
げ

項
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

る
と
お
り
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

（
削
る
）

第
三
十
八
条

削
除

（
発
電
用
原
子
炉
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
）

（
原
子
炉
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
）

第
八
十
九
条

令
第
二
十
条
の
五
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
書
の

第
三
十
九
条

令
第
十
九
条
第
一
項
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
書

記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

令
第
二
十
条
の
五
第
四
号
の
発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力
に

一

令
第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
原
子
炉
の
熱
出
力
に
つ
い

つ
い
て
は
、
連
続
最
大
熱
出
力
を
記
載
す
る
こ
と
。

て
は
、
連
続
最
大
熱
出
力
を
記
載
す
る
こ
と
。

二

令
第
二
十
条
の
五
第
六
号
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置

二

令
第
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構

、
構
造
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に

造
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ

掲
げ
る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
す
る
こ
と
。

る
区
分
に
よ
っ
て
記
載
す
る
こ
と
。

三

令
第
二
十
条
の
五
第
七
号
の
発
電
用
原
子
炉
に
燃
料
と
し

三

令
第
十
九
条
第
一
項
第
七
号
の
原
子
炉
に
燃
料
と
し
て
使
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て
使
用
す
る
核
燃
料
物
質
の
種
類
及
び
そ
の
年
間
予
定
使
用

用
す
る
核
燃
料
物
質
の
種
類
及
び
そ
の
年
間
予
定
使
用
量
に

量
に
つ
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
の
種
類
ご
と
に
年
間
予
定
そ

つ
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
の
種
類
ご
と
に
年
間
予
定
挿
入
量

う
入
量
及
び
燃
焼
量
を
記
載
す
る
こ
と
。

及
び
燃
焼
量
を
記
載
す
る
こ
と
。

四

令
第
二
十
条
の
五
第
八
号
の
使
用
済
燃
料
の
処
分
の
方
法

四

令
第
十
九
条
第
一
項
第
八
号
の
使
用
済
燃
料
の
処
分
の
方

に
つ
い
て
は
、
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返
還
等
の
相
手
方

法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返
還
等
の
相
手

及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記
載
す
る
こ
と
。

方
及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記
載
す
る
こ
と

。

五

令
第
二
十
条
の
五
第
九
号
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け

（
新
設
）

る
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第

一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

六

令
第
二
十
条
の
五
第
十
号
の
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
の
著

（
新
設
）

し
い
損
傷
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該

事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
体
制
整
備
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る

事
故
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
か
ら
ハ
に
定
め
る
事

項
を
記
載
す
る
こ
と
。

２

令
第
二
十
条
の
五
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
書
に
は
、
次
に

２

令
第
十
九
条
第
一
項
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
書
に
は
、
次

掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

発
電
用
原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す
る
説
明
書

一

原
子
炉
の
使
用
の
目
的
に
関
す
る
説
明
書

二

発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説
明
書

二

原
子
炉
の
熱
出
力
に
関
す
る
説
明
書

三

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
開
始
の
予
定
時
期
を
記
載
し
た

三

原
子
炉
の
運
転
の
開
始
の
予
定
時
期
を
記
載
し
た
書
類

書
類

四

発
電
用
原
子
炉
の
譲
受
け
に
要
す
る
資
金
の
額
及
び
調
達

四

原
子
炉
の
譲
受
け
に
要
す
る
資
金
の
額
及
び
調
達
計
画
を

計
画
を
記
載
し
た
書
類

記
載
し
た
書
類

五

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃
料
物
質
の
取
得
計

五

原
子
炉
の
運
転
に
要
す
る
核
燃
料
物
質
の
取
得
計
画
を
記
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画
を
記
載
し
た
書
類

載
し
た
書
類

六

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
技
術
的
能
力
に
関

六

原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
技
術
的
能
力
に
関
す
る
説

す
る
説
明
書

明
書

七

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明
書

七

原
子
炉
施
設
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明
書

八

（
略
）

八

（
略
）

九

発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
の
著
し
い
損
傷
そ
の
他
の
事
故
が

九

原
子
炉
の
操
作
上
の
過
失
、
機
械
又
は
装
置
の
故
障
、
地

発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必

震
、
火
災
等
が
あ
っ
た
場
合
に
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
原

要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
に
関
す
る
説
明
書

子
炉
の
事
故
の
種
類
、
程
度
、
影
響
等
に
関
す
る
説
明
書

十

（
略
）

十

（
略
）

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
副
本
二

通
と
す
る
。

通
と
す
る
。

（
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
等
）

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
等
）

第
九
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

第
四
十
条

法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
原
子
炉
主
任
技

る
発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
は
、
発
電
用
原
子
炉
ご

術
者
の
選
任
は
、
原
子
炉
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

、
同
一
の
工
場
又
は
事
業
所
に
お
け
る
同
一
型
式
の
原
子
炉
に

つ
い
て
は
、
兼
任
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
六
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員

（
新
設
）

会
規
則
で
定
め
る
実
務
の
経
験
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
期
間
が
通
算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
工
事
又
は
保
守
管
理
に
関
す
る
業

務
に
従
事
し
た
期
間

二

原
子
炉
の
運
転
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間

三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
設
計
に
係
る
安
全
性
の
解
析
及
び

評
価
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間
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四

発
電
用
原
子
炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
設
計
又
は
管
理
に

関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
六
第
二
項
で
準
用
す
る
法
第
四

２

法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
書
類
の
提

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一

出
部
数
は
、
正
本
及
び
副
本
各
一
通
と
す
る
。

通
と
す
る
。

（
核
物
質
防
護
規
定
）

（
核
物
質
防
護
規
定
）

第
九
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に

第
四
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
核
物

よ
る
核
物
質
防
護
規
定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
工

質
防
護
規
定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
を
受
け

場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
核
物
質

よ
う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

防
護
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制

事
項
に
つ
い
て
核
物
質
防
護
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

防
護
区
域
（
第
八
十
六
条
第
一
項
の
表
第
一
号
か
ら
第
六

四

防
護
区
域
（
第
三
十
五
条
第
一
項
の
表
第
一
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
工
場
又
は
事
業
所

号
ま
で
の
特
定
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
工
場
又
は
事
業
所

に
あ
っ
て
は
、
防
護
区
域
及
び
周
辺
防
護
区
域
。
次
号
に
お

に
あ
っ
て
は
、
防
護
区
域
及
び
周
辺
防
護
区
域
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
及
び
立
入
制
限
区
域
の
設
定
並
び
に
巡
視
及

い
て
同
じ
。
）
及
び
立
入
制
限
区
域
の
設
定
並
び
に
巡
視
及

び
監
視
に
関
す
る
こ
と
。

び
監
視
に
関
す
る
こ
と
。

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）

八

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
防
護
に
関
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

九
～
十
五

（
略
）

八
～
十
四

（
略
）

十
六

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
緊
急
時
対
応
計
画
に
関
す

十
五

原
子
炉
施
設
に
係
る
緊
急
時
対
応
計
画
に
関
す
る
こ
と

る
こ
と
。

。

十
七

妨
害
破
壊
行
為
等
の
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
に
講
ず
る

十
六

妨
害
破
壊
行
為
等
の
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
に
講
ず
る
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措
置
に
関
す
る
こ
と
（
第
八
十
六
条
第
二
項
第
二
十
八
号
（

措
置
に
関
す
る
こ
と
（
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
十
七
号
（

同
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
該
当
す
る
も

同
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
該
当
す
る
も

の
に
限
る
。
）
。

の
に
限
る
。
）
。

十
八

（
略
）

十
七

（
略
）

十
九

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護

十
八

原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
（
核
物

（
核
物
質
防
護
規
定
の
遵
守
状
況
を
含
む
。
）
に
関
す
る
記

質
防
護
規
定
の
遵
守
状
況
を
含
む
。
）
に
関
す
る
記
録
に
関

録
に
関
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

二
十

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
核
燃
料
物
質

十
九

そ
の
他
原
子
炉
施
設
に
係
る
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護

の
防
護
に
関
し
必
要
な
事
項

に
関
し
必
要
な
事
項

２

前
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
二
通

２

前
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通

と
す
る
。

と
す
る
。

（
核
物
質
防
護
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

（
核
物
質
防
護
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

第
九
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
七
第
二
項
に
お
い
て

第
四
十
一
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、

す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
毎
年

毎
年
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

２

法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二

法
第
十
二
条
の
二
第
六
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
定
め
る

条
の
二
第
六
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
は

事
項
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

（
核
物
質
防
護
管
理
者
の
選
任
等
）

（
核
物
質
防
護
管
理
者
の
選
任
等
）

第
九
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
八
第
一
項
の
規
定
に

第
四
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
核
物

よ
る
核
物
質
防
護
管
理
者
の
選
任
は
、
工
場
又
は
事
業
所
ご
と

質
防
護
管
理
者
の
選
任
は
、
工
場
又
は
事
業
所
ご
と
に
行
う
も

に
行
う
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。
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２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

２

法
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二

法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
部
数

条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数

は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
二
通
と
す
る
。

は
、
正
本
及
び
副
本
各
一
通
と
す
る
。

（
核
物
質
防
護
管
理
者
の
要
件
）

（
核
物
質
防
護
管
理
者
の
要
件
）

第
九
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
八
第
一
項
の
原
子
力

第
四
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員

規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と

会
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

す
る
。

。

一

発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お

一

原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
特

い
て
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
業
務
を
統
一
的
に

定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
業
務
を
統
一
的
に
管
理
す

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

る
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
特
定
機
器
の
種
類
）

第
九
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
一
項
の
原
子
力

（
新
設
）

規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
定
機
器
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

第
三
条
第
一
項
第
二
号
リ

の
非
常
用
格
納
容
器
保
護
設

(3)

備
の
う
ち
再
結
合
装
置
（
ブ
ロ
ワ
を
要
し
な
い
も
の
に
限
る

。
以
下
同
じ
。
）

二

第
三
条
第
一
項
第
二
号
リ

の
非
常
用
格
納
容
器
保
護
設

(3)

備
の
う
ち
圧
力
逃
が
し
装
置

三

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ヌ

の
非
常
用
電
源
設
備
の
う
ち

(2)

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備

四

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ヌ

の
非
常
用
電
源
設
備
の
う
ち

(2)
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内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備

五

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ヌ

の
非
常
用
電
源
設
備
の
う
ち

(2)

無
停
電
電
源
装
置

六

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ヌ

の
非
常
用
電
源
設
備
の
う
ち

(2)

電
力
貯
蔵
装
置

（
型
式
証
明
の
申
請
）

第
九
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
特
定
機
器
の
型
式
の
設
計
に
つ
い
て
型
式
証
明
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原

子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

特
定
機
器
の
種
類

三

特
定
機
器
の
名
称
及
び
型
式

四

特
定
機
器
の
構
造
及
び
設
備

五

特
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
を
限
定
し
、

又
は
条
件
を
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
機
器
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
範
囲
又
は

条
件

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
機
器
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明
書

二

特
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設

に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
説
明
書
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３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
機
器
の
型
式
の
設
計
に
つ
い
て
型
式

証
明
を
す
る
と
き
は
、
当
該
型
式
の
設
計
に
係
る
特
定
機
器
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
を
限
定
し
、
又
は
条
件
を
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
型
式
証
明
の
変
更
）

第
九
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
三
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
特
定
機
器
の
型
式
の
設
計
に
つ
い
て
型
式
証
明
を
受
け
た

型
式
の
特
定
機
器
の
設
計
の
変
更
（
前
条
第
一
項
第
四
号
又
は

第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ

い
て
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
の
内
容

三

変
更
の
理
由

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
後
に
お
け
る
特
定
機
器
の
安
全
設
計
に
関
す
る
説
明

書
二

変
更
後
に
お
け
る
特
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
発

電
用
原
子
炉
施
設
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
説
明
書
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３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
三
項
の
承
認
は
、
当
該
承

認
に
係
る
特
定
機
器
の
型
式
が
、
そ
の
型
式
証
明
を
受
け
た
型

式
の
設
計
に
係
る
特
定
機
器
の
型
式
と
同
一
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
行
う
。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
型
式
証
明
に
係
る
変
更
の
届
出
）

第
九
十
八
条

特
定
機
器
の
型
式
の
設
計
に
つ
い
て
型
式
証
明
を

（
新
設
）

受
け
た
者
は
、
第
九
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲

げ
る
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
原
子

力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
特
定
機
器
型
式
証
明
通
知
書
等
の
交
付
）

第
九
十
九
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応

（
新
設
）

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
面
を
交
付
す
る
も
の
と

す
る
。

一

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
型

式
証
明
を
行
っ
た
場
合

特
定
機
器
型
式
証
明
通
知
書

二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承

認
を
行
っ
た
場
合

特
定
機
器
型
式
証
明
変
更
承
認
通
知
書

三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
型

式
証
明
の
取
消
し
を
行
っ
た
場
合

特
定
機
器
型
式
証
明
取

消
通
知
書
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（
型
式
証
明
番
号
等
の
告
示
）

第
百
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
型
式
証
明
又
は
型
式
証
明
の

（
新
設
）

取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
告
示
す

る
も
の
と
す
る
。

一

型
式
証
明
の
番
号

二

特
定
機
器
の
種
類

三

特
定
機
器
の
名
称
及
び
型
式

四

特
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
範
囲
又
は
条
件

五

特
定
機
器
の
型
式
の
設
計
に
つ
い
て
型
式
証
明
を
受
け
た

者
又
は
受
け
て
い
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に

法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

２

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第

三
項
の
変
更
が
、
第
九
十
六
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
も
の
と
す

る
。

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
型
式
指
定
の
申
請
の
範
囲
）

第
百
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

（
新
設
）

型
式
設
計
特
定
機
器
の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
（
以
下
「
型
式

指
定
」
と
い
う
。
）
の
申
請
は
、
型
式
設
計
特
定
機
器
を
製
作

す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
又
は
そ
の
者
か
ら
型
式
設
計
特
定
機

器
を
購
入
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
者
（
外
国
に
お
い
て
本
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邦
に
輸
出
さ
れ
る
型
式
設
計
特
定
機
器
を
製
作
す
る
こ
と
を
業

と
す
る
者
又
は
そ
の
者
か
ら
当
該
型
式
設
計
特
定
機
器
を
購
入

す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
当
該
型
式
設
計
特
定

機
器
を
本
邦
に
輸
出
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
も
の
を
含
む
。
以

下
「
製
造
者
等
」
と
い
う
。
）
が
、
製
作
、
販
売
又
は
使
用
（

以
下
「
製
作
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
型
式
設
計
特
定
機
器
に

つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
型
式
指
定
の
申
請
）

第
百
二
条

型
式
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

（
新
設
）

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

主
た
る
製
造
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

型
式
設
計
特
定
機
器
の
種
類

四

型
式
設
計
特
定
機
器
の
名
称
及
び
型
式

五

型
式
設
計
特
定
機
器
の
型
式
証
明
の
番
号

六

型
式
設
計
特
定
機
器
の
設
計
の
概
要

七

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
計
画

八

型
式
設
計
特
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
を

限
定
し
、
又
は
条
件
を
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
型

式
設
計
特
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
範
囲
又
は
条
件

２

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
係
る
型
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式
設
計
特
定
機
器
の
種
類
に
応
じ
て
、
別
表
第
三
の
中
欄
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
第
一
項
各
号
の
書
類
の
ほ

か
、
当
該
型
式
設
計
特
定
機
器
の
属
す
る
別
表
第
三
の
上
欄
に

掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
当

該
申
請
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
及
び
そ
の
検
査
の
た
め
の
組

織
に
関
す
る
説
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
型
式
指
定
の
変
更
の
承
認
）

第
百
三
条

型
式
指
定
を
受
け
た
型
式
設
計
特
定
機
器
の
製
造
者

（
新
設
）

等
（
以
下
「
指
定
製
造
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
第
一
項

第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力

規
制
委
員
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
の
内
容

三

変
更
の
理
由

２

前
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
型
式
設
計
特
定
機
器

の
属
す
る
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表

下
欄
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
当
該
申
請
に
係
る
品
質
管
理
の
方

法
及
び
そ
の
検
査
の
た
め
の
組
織
に
関
す
る
説
明
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

第
一
項
の
承
認
は
、
当
該
承
認
に
係
る
型
式
設
計
特
定
機
器

の
型
式
が
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
型
式
設
計
特
定
機
器
の
型
式

と
同
一
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
型
式
指
定
に
係
る
変
更
の
届
出
等
）

第
百
四
条

指
定
製
造
者
等
は
、
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第

（
新
設
）

二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

型
式
指
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
型
式
の
型
式
設
計
特
定
機

器
の
製
造
者
等
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
三
十
日

以
内
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
取
消
し
の
日
ま
で
に
製
作
等
が
行
わ
れ
た
型
式
設
計
特
定
機

器
に
つ
い
て
は
、
取
消
し
の
効
力
は
及
ば
な
い
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通

と
す
る
。

（
型
式
指
定
通
知
書
等
の
交
付
）

第
百
五
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ

（
新
設
）

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
面
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。



⑯-177

一

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
型
式

指
定
を
行
っ
た
場
合

型
式
設
計
特
定
機
器
指
定
通
知
書

二

第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
行
っ
た
場
合

型
式
設
計
特
定
機
器
変
更
承
認
通
知
書

三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
型
式
指
定
の
取
消
し
を
行
っ
た
場
合

型
式
設
計
特

定
機
器
指
定
取
消
通
知
書

（
品
質
保
証
の
実
施
の
記
録
の
保
存
）

第
百
六
条

指
定
製
造
者
等
は
、
当
該
型
式
設
計
特
定
機
器
が
指

（
新
設
）

定
を
受
け
た
型
式
と
し
て
の
設
計
の
内
容
を
有
す
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
製
造
者
等

は
、
当
該
型
式
設
計
特
定
機
器
が
均
一
性
を
有
す
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
行
う
検
査
の
結
果
そ
の
他
品
質
保
証
の
実
施
の
記
録

を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
番
号
等
の
告
示
）

第
百
七
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
指
定
又
は
指
定
の
取
消
し

（
新
設
）

を
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
告
示
す
る
も
の

と
す
る
。

一

指
定
の
番
号

二

特
定
機
器
の
種
類

三

特
定
機
器
の
名
称
及
び
型
式

四

型
式
設
計
特
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
発
電
用

原
子
炉
施
設
の
範
囲
又
は
条
件
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五

製
造
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

六

主
た
る
製
造
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

２

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
百
三
条
第
一
項
の
変
更
が
、
第

百
二
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
期
間
の
延
長
に
係
る
認
可
の
申
請

）
第
百
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
一
第
四
項
の
規
定
に
よ

（
新
設
）

り
同
条
第
一
項
の
発
電
用
原
子
炉
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
の
延
長
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

期
間
の
満
了
前
一
年
以
上
一
年
三
月
以
内
に
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

発
電
用
原
子
炉
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
延
長

に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

発
電
用
原
子
炉
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
延
長

の
対
象
と
な
る
発
電
用
原
子
炉
の
名
称

四

延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
に
至
る
ま
で
の
間
の
運
転
に
伴
い
生
じ
た
原
子
炉
そ

の
他
の
設
備
の
劣
化
の
状
況
の
把
握
の
た
め
の
点
検
の
結
果

を
記
載
し
た
書
類

二

延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間
に
お
け
る
運
転
に
伴
い
生
ず
る

原
子
炉
そ
の
他
の
設
備
の
劣
化
の
状
況
に
関
す
る
技
術
的
な

評
価
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類

三

延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間
に
お
け
る
原
子
炉
そ
の
他
の
設

備
に
つ
い
て
の
保
守
管
理
に
関
す
る
方
針
を
記
載
し
た
書
類

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及
び
写
し
一

通
と
す
る
。

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
期
間
の
延
長
に
係
る
認
可
の
基
準

）
第
百
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
一
第
五
項
の
原
子
力
規

（
新
設
）

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間

に
お
い
て
、
原
子
炉
そ
の
他
の
設
備
が
延
長
し
よ
う
と
す
る
期

間
の
運
転
に
伴
う
劣
化
を
考
慮
し
た
上
で
研
究
開
発
段
階
発
電

用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る

規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
号
。
以

下
「
研
開
炉
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

（
廃
止
措
置
と
し
て
行
う
べ
き
事
項
）

（
廃
止
措
置
と
し
て
行
う
べ
き
事
項
）
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第
百
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
一
項
の
原
子
力
規

第
四
十
三
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
原
子
力

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
解

規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
原
子
炉
施
設
の
解
体
、

体
、
そ
の
保
有
す
る
核
燃
料
物
質
の
譲
渡
し
、
核
燃
料
物
質
に

そ
の
保
有
す
る
核
燃
料
物
質
の
譲
渡
し
、
核
燃
料
物
質
に
よ
る

よ
る
汚
染
の
除
去
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て

汚
染
の
除
去
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染

汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

さ
れ
た
物
の
廃
棄
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射

放
射
線
管
理
記
録
の
同
条
第
五
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指

線
管
理
記
録
の
同
条
第
五
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指
定
す

定
す
る
機
関
へ
の
引
渡
し
と
す
る
。

る
機
関
へ
の
引
渡
し
と
す
る
。

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に

第
四
十
三
条
の
三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
廃
止
措
置
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
廃
止
措
置
計
画
」
と

よ
り
廃
止
措
置
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
廃
止
措
置
計
画
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲

い
う
。
）
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各

げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を

た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

い
。

な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
発
電
用
原
子
炉
の
名
称

三

廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
原
子
炉
の
名
称

四
～
九

（
略
）

四
～
九

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

既
に
使
用
済
燃
料
を
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出

一

既
に
使
用
済
燃
料
を
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
取
り
出
し
て
い

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

六

廃
止
措
置
期
間
中
に
機
能
を
維
持
す
べ
き
発
電
用
原
子
炉

六

廃
止
措
置
期
間
中
に
機
能
を
維
持
す
べ
き
原
子
炉
施
設
及

施
設
及
び
そ
の
性
能
並
び
に
そ
の
性
能
を
維
持
す
べ
き
期
間

び
そ
の
性
能
並
び
に
そ
の
性
能
を
維
持
す
べ
き
期
間
に
関
す
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に
関
す
る
説
明
書

る
説
明
書

七
～
十

（
略
）

七
～
十

（
略
）

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
正
本
一
通
、
写
し
一
通
と

と
す
る
。

す
る
。

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て

第
四
十
三
条
の
四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受

け
た
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

け
た
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規

る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
発
電
用
原
子
炉
の
名
称

三

廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
原
子
炉
の
名
称

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
正
本
一
通
、
写
し
一
通
と

と
す
る
。

す
る
。

（
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

（
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

第
百
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て

第
四
十
三
条
の
五

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
原

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
原

子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
廃
止
措
置

子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
廃
止
措
置

の
実
施
に
伴
う
災
害
の
防
止
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

の
実
施
に
伴
う
災
害
の
防
止
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受

を
受
け
た
者
は
、
前
項
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
の

け
た
者
は
前
項
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
の
日
か
ら
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日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届

三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
基
準
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
基
準
）

第
百
十
四
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て

第
四
十
三
条
の
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る

委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り

。

と
す
る
。

一

廃
止
措
置
計
画
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
使
用

一

廃
止
措
置
計
画
に
係
る
原
子
炉
の
炉
心
か
ら
使
用
済
燃
料

済
燃
料
が
取
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

が
取
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

廃
止
措
置
の
実
施
が
核
燃
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質

四

廃
止
措
置
の
実
施
が
核
燃
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
発
電
用
原
子
炉
に
よ
る
災
害

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
原
子
炉
に
よ
る
災
害
の
防
止

の
防
止
上
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

上
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
廃
止
措
置
の
終
了
の
確
認
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
の
終
了
の
確
認
の
申
請
）

第
百
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て

第
四
十
三
条
の
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置

の
終
了
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

の
終
了
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
発
電
用
原
子
炉
の
名
称

三

廃
止
措
置
の
対
象
と
な
る
原
子
炉
の
名
称

四

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
解
体
の
実
施
状
況

四

原
子
炉
施
設
の
解
体
の
実
施
状
況

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
正
本
一
通
及
び
写
し
一
通

３

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
正
本
一
通
、
写
し
一
通
と

と
す
る
。

す
る
。

（
廃
止
措
置
の
終
了
確
認
の
基
準
）

（
廃
止
措
置
の
終
了
確
認
の
基
準
）

第
百
十
六
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て

第
四
十
三
条
の
八

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る

委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り

。

と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

第
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
管
理
記
録
の
同

四

第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
管
理
記
録
の
同

条
第
五
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指
定
す
る
機
関
へ
の
引

条
第
五
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指
定
す
る
機
関
へ
の
引

渡
し
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
。

渡
し
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
。

（
旧
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申

（
旧
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

請
）

第
百
十
七
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
規
定
に

第
四
十
三
条
の
九

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

、
第
百
十
一
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委

、
第
四
十
三
条
の
三
の
規
定
の
例
に
よ
り
申
請
書
を
原
子
力
規

員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
旧
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
提
出
期
限

（
旧
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
提
出
期
限
）

）

第
百
十
八
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
に
規
定
す

第
四
十
三
条
の
十

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
に
規
定
す

る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
六
月
と
す
る

る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
六
月
と
す
る
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。

。

（
旧
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認

（
旧
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申

可
の
申
請
）

請
）

第
百
十
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
四
項
に
お
い
て

第
四
十
三
条
の
十
一

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第

十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た

四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
廃

廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

止
措
置
計
画
に
つ
い
て
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

は
、
第
百
十
二
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
申
請
書
を
原
子
力
規
制

、
第
四
十
三
条
の
四
の
規
定
の
例
に
よ
り
申
請
書
を
原
子
力
規

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
旧
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
軽
微
な
変

（
旧
原
子
炉
設
置
者
等
の
廃
止
措
置
計
画
の
軽
微
な
変
更
）

更
）

第
百
二
十
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
四
項
に
お
い
て

第
四
十
三
条
の
十
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項
に
お
い

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
四
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
原

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
四
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
廃
止
措
置

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
廃
止
措

の
実
施
に
伴
う
災
害
の
防
止
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

置
の
実
施
に
伴
う
災
害
の
防
止
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可

２

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受

を
受
け
た
者
は
、
前
項
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
の

け
た
者
は
前
項
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
の
日
か
ら

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届

三
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
旧
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
に
係
る
廃
止
措
置
対
象
施
設
に

（
旧
原
子
炉
設
置
者
等
に
係
る
廃
止
措
置
対
象
施
設
に
つ
い
て

つ
い
て
の
施
設
定
期
検
査
を
要
す
る
場
合
）

の
施
設
定
期
検
査
を
要
す
る
場
合
）

第
百
二
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
四
項
の
規
定

第
四
十
三
条
の
十
三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項
の
規
定
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に
よ
り
準
用
さ
れ
る
法
第
二
十
二
条
の
九
第
四
項
に
規
定
す
る

に
よ
り
準
用
さ
れ
る
法
第
二
十
二
条
の
九
第
四
項
の
原
子
力
規

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
（
法
第
四
十
三
条
の

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

三
の
十
五
の
規
定
の
適
用
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
法
第

第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
廃
止
措
置
対

四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
廃
止
措
置

象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
す
る
場
合
と
す
る
。

計
画
に
係
る
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
す

る
場
合
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
検
査

一
項
の
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
核
燃
料
物
質
の

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
核
燃
料
物
質
の
取
扱

取
扱
い
又
は
貯
蔵
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

い
又
は
貯
蔵
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

（
指
定
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

（
削
る
）

第
四
十
三
条
の
十
三
の
二

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転

等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七

号
）
第
十
九
条
の
十
六
の
二
か
ら
第
十
九
条
の
十
六
の
八
ま
で

の
規
定
は
、
第
二
十
五
条
第
五
項
の
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る

。

（
指
定
の
申
請
）

第
百
二
十
二
条

第
六
十
二
条
第
五
項
の
指
定
は
、
当
該
指
定
を

（
新
設
）

受
け
よ
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

（
申
請
書
及
び
添
付
書
類
）

第
百
二
十
三
条

前
条
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
申
請
書
及
び
添

（
新
設
）

付
書
類
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
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。一

次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

イ

名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

ロ

記
録
保
存
業
務
（
第
六
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
引
き
渡
し
を
受
け
た
記
録
を
保
存
す
る
業
務
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ハ

記
録
保
存
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

ニ

行
お
う
と
す
る
記
録
保
存
業
務
の
範
囲

二

定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

三

申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財

産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

四

申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び

収
支
予
算
書

五

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

六

記
録
保
存
業
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
計
画

七

次
条
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
な

い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

八

記
録
保
存
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

（
指
定
の
基
準
）

第
百
二
十
四
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
百
二
十
二
条
の
申

（
新
設
）

請
を
行
っ
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
。
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イ

法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、

そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ

そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
イ
に
該
当
す
る
者
が

あ
る
者

二

そ
の
記
録
保
存
業
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
計
画
が
、

記
録
保
存
業
務
の
適
確
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三

前
号
の
記
録
保
存
業
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
計
画
を

適
確
に
実
施
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
及
び
技
術
的
能
力

が
あ
る
こ
と
。

四

記
録
保
存
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
記
録
保
存
業
務
の
適
確
な
遂

行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

（
措
置
の
要
求
）

第
百
二
十
五
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
六
十
二
条
第
五
項

（
新
設
）

の
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
記
録
保
存
機
関
」
と
い
う

。
）
が
前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
指
定
記
録
保
存
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規

定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
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（
指
定
の
取
消
し
）

第
百
二
十
六
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
指
定
記
録
保
存
機
関

（
新
設
）

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
六
十
二
条

第
五
項
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
百
二
十
四
条
各
号
の
規
定
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き

。
二

前
条
の
求
め
に
対
し
、
正
当
な
理
由
な
く
こ
れ
に
応
じ
な

い
と
き
。

三

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
六
十
二
条
第
五
項
の
指
定
を
受
け

た
と
き
。

四

記
録
保
存
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
又
は
廃
止
す
る

日
の
六
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届

け
出
た
と
き
。

（
指
定
等
の
公
示
）

第
百
二
十
七
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
次
の
場
合
に
は
、
そ

（
新
設
）

の
旨
を
官
報
に
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
六
十
二
条
第
五
項
の
指
定
を
し
た
と
き
。

二

前
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
。

（
報
告
徴
求
）

第
百
二
十
八
条

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
記
録
保
存
業
務
の
適

（
新
設
）

正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

指
定
記
録
保
存
機
関
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
状
況
に
関
し
、
報

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
事
故
故
障
等
の
報
告
）

（
事
故
故
障
等
の
報
告
）

第
百
二
十
九
条

法
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

第
四
十
三
条
の
十
四

法
第
六
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
原

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
旧
原
子
炉
設
置
者
等
を
含
む
。
以
下

子
炉
設
置
者
（
旧
原
子
炉
設
置
者
等
を
含
む
。
以
下
次
条
及
び

次
条
及
び
第
百
三
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
の
各
号

第
四
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
、
そ
の

に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
、
そ
の
状
況
及
び
そ

状
況
及
び
そ
れ
に
対
す
る
処
置
を
十
日
以
内
に
原
子
力
規
制
委

れ
に
対
す
る
処
置
を
十
日
以
内
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
報
告

員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
中
に
お
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
施

二

原
子
炉
の
運
転
中
に
お
い
て
、
原
子
炉
施
設
の
故
障
に
よ

設
の
故
障
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
が
停
止
し
た
と

り
、
原
子
炉
の
運
転
が
停
止
し
た
と
き
若
し
く
は
原
子
炉
の

き
若
し
く
は
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
が
必

運
転
を
停
止
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
又
は
五
パ
ー

要
と
な
っ
た
と
き
又
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
発
電
用
原

セ
ン
ト
を
超
え
る
原
子
炉
の
出
力
変
化
が
生
じ
た
と
き
若
し

子
炉
の
出
力
変
化
が
生
じ
た
と
き
若
し
く
は
発
電
用
原
子
炉

く
は
原
子
炉
の
出
力
変
化
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
。
た
だ
し

の
出
力
変
化
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
で
あ
っ
て
、
当
該
故
障

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
で
あ
っ
て
、
当
該
故
障
の
状
況
に
つ

の
状
況
に
つ
い
て
、
原
子
炉
設
置
者
の
公
表
が
あ
っ
た
と
き

い
て
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
の
公
表
が
あ
っ
た
と
き
を
除

を
除
く
。

く
。

イ

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設

イ

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
定
期
検
査
又

定
期
検
査
の
期
間
で
あ
る
と
き
（
当
該
故
障
に
係
る
設
備

は
電
気
事
業
法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
期
検

が
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
機
能
及
び

査
の
期
間
で
あ
る
と
き
（
当
該
故
障
に
係
る
設
備
が
原
子

作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
限
る

炉
の
運
転
停
止
中
に
お
い
て
、
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を

。
）
。

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。
）
。

ロ

運
転
上
の
制
限
を
逸
脱
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
故
障
に
関

ロ

運
転
上
の
制
限
を
逸
脱
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
故
障
に
関

し
て
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
で
あ
っ
て
、
発
電
用
原

し
て
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
で
あ
っ
て
、
原
子
炉
設
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子
炉
設
置
者
が
当
該
故
障
に
係
る
設
備
の
点
検
を
行
う
と

置
者
が
当
該
故
障
に
係
る
設
備
の
点
検
を
行
う
と
き
。

き
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

三

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
、
安
全
上
重
要
な
機
器
等
又
は

三

原
子
炉
設
置
者
が
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
上

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
等
の
点
検
を
行

で
重
要
な
機
器
及
び
構
造
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
安

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
安
全
上
重
要
な
機
器
等
が
研
開

全
上
重
要
な
機
器
等
」
と
い
う
。
）
の
点
検
を
行
っ
た
場
合

炉
技
術
基
準
規
則
第
十
七
条
若
し
く
は
第
十
八
条
に
定
め
る

に
お
い
て
、
当
該
安
全
上
重
要
な
機
器
等
が
発
電
用
原
子
力

基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
、
当
該
常
設

設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
通

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
等
が
研
開
炉
技
術
基

商
産
業
省
令
第
六
十
二
号
）
第
九
条
若
し
く
は
第
九
条
の
二

準
規
則
第
五
十
五
条
若
し
く
は
第
五
十
六
条
に
定
め
る
基
準

に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
又

に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
又
は
発
電
用
原
子

は
原
子
炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を

炉
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
し
て

有
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
。

い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
。

四

火
災
に
よ
り
安
全
上
重
要
な
機
器
等
又
は
常
設
重
大
事
故

四

火
災
に
よ
り
安
全
上
重
要
な
機
器
等
の
故
障
が
あ
っ
た
と

等
対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
等
の
故
障
が
あ
っ
た
と
き
。
た

き
。
た
だ
し
、
当
該
故
障
が
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
の
措
置

だ
し
、
当
該
故
障
が
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
の
措
置
に
よ
る

に
よ
る
と
き
を
除
く
。

と
き
を
除
く
。

五

前
三
号
の
ほ
か
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
故
障
（
発
電
用

五

前
三
号
の
ほ
か
、
原
子
炉
施
設
の
故
障
（
原
子
炉
の
運
転

原
子
炉
の
運
転
に
及
ぼ
す
支
障
が
軽
微
な
も
の
を
除
く
。
）

に
及
ぼ
す
支
障
が
軽
微
な
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
、
運
転

に
よ
り
、
運
転
上
の
制
限
を
逸
脱
し
た
と
き
、
又
は
運
転
上

上
の
制
限
を
逸
脱
し
た
と
き
、
又
は
運
転
上
の
制
限
を
逸
脱

の
制
限
を
逸
脱
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
逸
脱
に
係
る
保

し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
逸
脱
に
係
る
保
安
規
定
で
定
め

安
規
定
で
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
。

る
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
。

六

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
故
障
そ
の
他
の
不
測
の
事
態
が
生

六

原
子
炉
施
設
の
故
障
そ
の
他
の
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
こ

じ
た
こ
と
に
よ
り
、
気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
施
設

と
に
よ
り
、
気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
施
設
に
よ
る

に
よ
る
排
出
の
状
況
に
異
状
が
認
め
ら
れ
た
と
き
又
は
液
体

排
出
の
状
況
に
異
状
が
認
め
ら
れ
た
と
き
又
は
液
体
状
の
放
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状
の
放
射
性
廃
棄
物
の
排
水
施
設
に
よ
る
排
出
の
状
況
に
異

射
性
廃
棄
物
の
排
水
施
設
に
よ
る
排
出
の
状
況
に
異
状
が
認

状
が
認
め
ら
れ
た
と
き
。

め
ら
れ
た
と
き
。

七

気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
気
施
設
に
よ
っ
て
排
出
し

七

気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
気
施
設
に
よ
っ
て
排
出
し

た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
の
放
射

た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
濃
度
が
第
八
十
五
条
第
四
号
の
濃
度
限
度
を
超
え

性
物
質
の
濃
度
が
第
三
十
四
条
第
四
号
の
濃
度
限
度
を
超
え

た
と
き
。

た
と
き
。

八

液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
水
施
設
に
よ
っ
て
排
出
し

八

液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
水
施
設
に
よ
っ
て
排
出
し

た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
側
の
境
界
に
お
け

た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
側
の
境
界
に
お
け

る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
第
八
十
五
条
第
七
号
の
濃

る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
第
三
十
四
条
第
七
号
の
濃

度
限
度
を
超
え
た
と
き
。

度
限
度
を
超
え
た
と
き
。

九

核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物

九

核
燃
料
物
質
等
が
管
理
区
域
外
で
漏
え
い
し
た
と
き
。

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
核
燃
料
物
質
等
」
と
い
う
。
）

が
管
理
区
域
外
で
漏
え
い
し
た
と
き
。

十

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
故
障
そ
の
他
の
不
測
の
事
態
が
生

十

原
子
炉
施
設
の
故
障
そ
の
他
の
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
こ

じ
た
こ
と
に
よ
り
、
核
燃
料
物
質
等
が
管
理
区
域
内
で
漏
え

と
に
よ
り
、
核
燃
料
物
質
等
が
管
理
区
域
内
で
漏
え
い
し
た

い
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

と
き
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
（
漏
え

（
漏
え
い
に
係
る
場
所
に
つ
い
て
人
の
立
入
制
限
、
鍵
の
管

い
に
係
る
場
所
に
つ
い
て
人
の
立
入
制
限
、
か
ぎ
の
管
理
等

理
等
の
措
置
を
新
た
に
講
じ
た
と
き
又
は
漏
え
い
し
た
物
が

の
措
置
を
新
た
に
講
じ
た
と
き
又
は
漏
え
い
し
た
物
が
管
理

管
理
区
域
外
に
広
が
っ
た
と
き
を
除
く
。
）
を
除
く
。

区
域
外
に
広
が
っ
た
と
き
を
除
く
。
）
を
除
く
。

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

十
一

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
故
障
そ
の
他
の
不
測
の
事
態
が

十
一

原
子
炉
施
設
の
故
障
そ
の
他
の
不
測
の
事
態
が
生
じ
た

生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
に
つ
い
て

こ
と
に
よ
り
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
に
つ
い
て
被
ば
く

被
ば
く
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
っ
て
、
当
該
被
ば
く
に
係
る
実

が
あ
っ
た
と
き
で
あ
っ
て
、
当
該
被
ば
く
に
係
る
実
効
線
量

効
線
量
が
放
射
線
業
務
従
事
者
に
あ
っ
て
は
五
ミ
リ
シ
ー
ベ

が
放
射
線
業
務
従
事
者
に
あ
っ
て
は
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、

ル
ト
、
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
〇
・
五

放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
〇
・
五
ミ
リ
シ
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ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
と

ー
ベ
ル
ト
を
超
え
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
。

き
。

十
二

放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
第
七
十
四
条
第
一
項
第

十
二

放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
第
二
十
八
条
第
一
項
第

一
号
の
線
量
限
度
を
超
え
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
被

一
号
の
線
量
限
度
を
超
え
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
被

ば
く
が
あ
っ
た
と
き
。

ば
く
が
あ
っ
た
と
き
。

十
三

挿
入
若
し
く
は
引
抜
き
の
操
作
を
現
に
行
っ
て
い
な
い

十
三

挿
入
若
し
く
は
引
抜
き
の
操
作
を
現
に
行
っ
て
い
な
い

制
御
棒
が
当
初
の
管
理
位
置
（
保
安
規
定
に
基
づ
い
て
発
電

制
御
棒
が
当
初
の
管
理
位
置
（
保
安
規
定
に
基
づ
い
て
原
子

用
原
子
炉
設
置
者
が
定
め
た
制
御
棒
の
操
作
に
係
る
文
書
に

炉
設
置
者
が
定
め
た
制
御
棒
の
操
作
に
係
る
文
書
に
お
い
て

お
い
て
、
制
御
棒
を
管
理
す
る
た
め
に
一
定
の
間
隔
に
基
づ

、
制
御
棒
を
管
理
す
る
た
め
に
一
定
の
間
隔
に
基
づ
い
て
設

い
て
設
定
し
、
表
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
制
御
棒
の
位

定
し
、
表
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
制
御
棒
の
位
置
を
い

置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
他
の
管
理
位
置
に
移
動
し

う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
他
の
管
理
位
置
に
移
動
し
、
若
し

、
若
し
く
は
当
該
他
の
管
理
位
置
を
通
過
し
て
動
作
し
た
と

く
は
当
該
他
の
管
理
位
置
を
通
過
し
て
動
作
し
た
と
き
又
は

き
又
は
全
挿
入
位
置
（
管
理
位
置
の
う
ち
制
御
棒
が
最
大
限

全
挿
入
位
置
（
管
理
位
置
の
う
ち
制
御
棒
が
最
大
限
に
挿
入

に
挿
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
管
理
位
置
を
い
う
。
以
下
同
じ

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
管
理
位
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

。
）
に
あ
る
制
御
棒
で
あ
っ
て
挿
入
若
し
く
は
引
抜
き
の
操

あ
る
制
御
棒
で
あ
っ
て
挿
入
若
し
く
は
引
抜
き
の
操
作
を
現

作
を
現
に
行
っ
て
い
な
い
も
の
が
全
挿
入
位
置
を
超
え
て
更

に
行
っ
て
い
な
い
も
の
が
全
挿
入
位
置
を
超
え
て
更
に
挿
入

に
挿
入
さ
れ
る
方
向
に
動
作
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
燃
料
が

さ
れ
る
方
向
に
動
作
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
燃
料
が
炉
心
に

炉
心
に
装
荷
さ
れ
て
い
な
い
と
き
を
除
く
。

装
荷
さ
れ
て
い
な
い
と
き
を
除
く
。

十
四

前
各
号
の
ほ
か
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
し
人
の
障

十
四

前
各
号
の
ほ
か
、
原
子
炉
施
設
に
関
し
人
の
障
害
（
放

害
（
放
射
線
障
害
以
外
の
障
害
で
あ
っ
て
入
院
治
療
を
必
要

射
線
障
害
以
外
の
障
害
で
あ
っ
て
入
院
治
療
を
必
要
と
し
な

と
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お

い
も
の
を
除
く
。
）
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が

そ
れ
が
あ
る
と
き
。

あ
る
と
き
。

（
危
険
時
の
措
置
）

（
危
険
時
の
措
置
）

第
百
三
十
条

法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
発
電
用

第
四
十
四
条

法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
炉
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原
子
炉
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
応
急
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ

設
置
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
応
急
の
措
置
を
採
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
起
こ
り
、
又
は
発
電
用
原

一

原
子
炉
施
設
に
火
災
が
起
こ
り
、
又
は
原
子
炉
施
設
に
延

子
炉
施
設
に
延
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
消
火
又

焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止

は
延
焼
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
直
ち
に
そ
の
旨
を
消
防

に
努
め
る
と
と
も
に
直
ち
に
そ
の
旨
を
消
防
吏
員
に
通
報
す

吏
員
に
通
報
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

放
射
線
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合

三

放
射
線
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
内
部
に
い
る
者
及
び
付
近
に

に
は
、
原
子
炉
施
設
の
内
部
に
い
る
者
及
び
付
近
に
い
る
者

い
る
者
に
避
難
す
る
よ
う
警
告
す
る
こ
と
。

に
避
難
す
る
よ
う
警
告
す
る
こ
と
。

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
削
る
）

第
四
十
五
条

削
除

（
削
る
）

第
四
十
六
条

削
除

（
削
る
）

第
四
十
七
条

削
除

（
報
告
の
徴
収
）

（
報
告
の
徴
収
）

第
百
三
十
一
条

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
工
場
又
は
事
業
所

第
四
十
八
条

原
子
炉
設
置
者
は
、
原
子
炉
を
設
置
し
た
工
場
又

ご
と
に
様
式
第
二
に
よ
る
報
告
書
を
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の

は
事
業
所
ご
と
に
、
様
式
第
二
に
よ
る
報
告
書
を
、
放
射
線
業

一
年
間
の
線
量
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
毎
年
四
月
一
日
か
ら

務
従
事
者
の
一
年
間
の
線
量
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
毎
年
四

そ
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
他

月
一
日
か
ら
そ
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い

の
も
の
に
あ
っ
て
は
毎
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の

て
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
毎
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
三

期
間
及
び
十
月
一
日
か
ら
そ
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

十
日
ま
で
の
期
間
及
び
十
月
一
日
か
ら
そ
の
翌
年
の
三
月
三
十

期
間
に
つ
い
て
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
の
経
過
後
一
月

一
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
の

以
内
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
過
後
一
月
以
内
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
届
出
書
等
の
提
出
部
数
）

（
届
出
書
類
の
提
出
部
数
）

第
百
三
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
三
項
若
し
く
は
第

第
四
十
九
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は

三
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
書
類
の

届
出
書
の
提
出
部
数
は
正
本
一
通
と
す
る
。

提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
副
本
各
一
通
と
す
る
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
百
三
十
三
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
六
項
に
お
い

第
五
十
条

法
第
三
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
七
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、

二
条
第
七
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
も

様
式
第
三
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に

の
と
し
、
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
七
項
の
身
分
を
示
す
証

第
十
二
条
の
二
第
七
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
三

明
書
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
六
十
八
条
第
六

の
二
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
六
十
八
条
第
六
項
の
身
分
を
示

項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
も
の
と
す
る

す
証
明
書
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

。

（
人
の
出
入
り
等
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
区
域
）

（
削
る
）

第
五
十
一
条

令
別
表
第
二
の
五
の
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規

則
で
定
め
る
区
域
は
、
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
管

理
区
域
と
す
る
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

（
削
る
）

第
五
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し

た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
及
び
様
式
第
五
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
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デ
ィ
ス
ク
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

一

第
四
十
条
第
二
項
の
書
類

二

第
四
十
二
条
第
二
項
の
書
類

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

第
百
三
十
四
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い

（
新
設
）

て
は
、
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
り
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

デ
ィ
ス
ク
及
び
様
式
第
六
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
票

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
運
転
計

様
式
第
七

画第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
報
告
書

様
式
第
八

２

次
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
に
記
載

す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

デ
ィ
ス
ク
及
び
様
式
第
六
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
提
出
票

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
六
十
条
第
一
項
の
申
請
書
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲

げ
る
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
同
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項
第
三
号
に
掲
げ
る
説
明
書

二

第
九
十
条
第
二
項
の
届
出
書

三

第
九
十
一
条
第
一
項
の
申
請
書

四

第
九
十
三
条
第
二
項
の
届
出
書

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
百
三
十
五
条

（
略
）

第
五
十
三
条

（
略
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
記
録
方
式
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
記
録
方
式
）

第
百
三
十
六
条

第
百
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

第
五
十
四
条

第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け

ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば

れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

第
百
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ

２

第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の

の
記
録
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
二
〇
一
及
び
Ｘ
〇
二
〇
八
に

記
録
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
二
〇
一
及
び
Ｘ
〇
二
〇
八
に
規

規
定
す
る
図
形
文
字
並
び
に
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
二
一
一
に
規

定
す
る
図
形
文
字
並
び
に
日
本
工
業
規
格
Ｘ
〇
二
一
一
に
規
定

定
す
る
制
御
文
字
の
う
ち
「
復
帰
」
及
び
「
改
行
」
を
用
い
て

す
る
制
御
文
字
の
う
ち
「
復
帰
」
及
び
「
改
行
」
を
用
い
て
し

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
百
三
十
七
条

第
百
三
十
四
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に

第
五
十
五
条

第
五
十
二
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、

は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
一
又
は
Ｘ
六
二
二
三
に
規
定
す

日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
一
又
は
Ｘ
六
二
二
三
に
規
定
す
る
ラ

る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は

ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付

り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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別
表
第
一
（
第
八
条
、
第
十
一
条
関
係
）

（
新
設
）

工
事
の
種
類

認
可
を
要
す
る
も
の

事

前

届

出

を

要

す

る

も
の

一

設

置

の

発

電

用

原

子

炉

の

設

工
事

置

二

変

更

の

工
事

発

電

発

電

用

原

子

炉

の

基

（一）
用

原

子

数
の
増
加
の
工
事

炉

の

基

数

の

増

加

発

電

（二）
用

原

子

炉

の

基

数

の

増

加

の

工

事

以

外

の

変

更

の

工

事
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で

あ

っ

て

、

次

の

発

電

用

原

子

炉

施

設

に

係

る

も
の

１

原

１

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

１

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

子

炉

却

型

発

電

用

原

子

却

型

発

電

用

原

子

本
体

炉

施

設

に

係

る

も

炉

施

設

に

係

る

も

の

の

改

造

で

あ

っ

の

の

修

理

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

て

、

次

に

掲

げ

る

も
の

も
の

炉

型

式

、

定

原

子

炉

容

器

(1)

(1)

格

熱

出

力

、

過

本

体

（

監

視

試

剰

反

応

度

又

は

験

片

を

除

く

。

反

応

度

係

数

の

）

、

原

子

炉

容

変

更

を

伴

う

も

器

付

属

構

造

物

の

又

は

原

子

炉

容

炉

心

に

係

る

器

内

部

構

造

物

(2)
も
の

に

係

る

も

の

の

反
射
材

取
替
え

(3)

原

子

炉

容

器

炉

心

（

炉

心

(4)

(2)

本

体

（

監

視

試

支

持

構

造

物

に

験

片

を

除

く

。

限

る

。

）

、

反
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）

射

材

、

原

子

炉

原

子

炉

容

器

容

器

本

体

（

監

(5)
支

持

構

造

物

に

視

試

験

片

を

除

係
る
も
の

く

。

）

、

原

子

原

子

炉

容

器

炉

容

器

支

持

構

(6)
付

属

構

造

物

に

造

物

、

原

子

炉

係
る
も
の

容

器

付

属

構

造

原

子

炉

容

器

物

又

は

原

子

炉

(7)
内

部

構

造

物

に

容

器

内

部

構

造

係
る
も
の

物

に

係

る

も

の

原

子

炉

本

体

の

性

能

又

は

強

(8)
の

基

本

設

計

方

度

に

影

響

を

及

針

、

適

用

基

準

ぼ
す
も
の

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を

伴

う

も
の

２

核

１

改

造

で

あ

っ

て

１

改

造

（

中

欄

に

燃

料

、

次

に

掲

げ

る

も

掲

げ

る

も

の

を

除
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物

質

の

く

。

）

で

あ

っ

て

の

取

燃

料

取

扱

設

、

燃

料

取

扱

設

備

(1)

扱

施

備

（

使

用

済

燃

（

ポ

ン

プ

、

ブ

ロ

設

及

料

を

取

扱

う

も

ワ

及

び

主

要

弁

を

び

貯

の

に

限

る

。

）

除

く

。

）

、

新

燃

蔵

施

に
係
る
も
の

料

貯

蔵

設

備

、

使

設

新

燃

料

貯

蔵

用

済

燃

料

貯

蔵

槽

(2)
設

備

（

新

燃

料

冷

却

浄

化

設

備

（

貯

蔵

ラ

ッ

ク

に

重

水

減

速

沸

騰

軽

限

る

。

）

に

係

水

冷

却

型

原

子

炉

る
も
の

施

設

に

あ

っ

て

は

使

用

済

燃

料

プ

ー

ル

水

冷

却

浄

(3)
貯

蔵

設

備

（

使

化

系

設

備

）

（

ポ

用

済

燃

料

貯

蔵

ン

プ

を

除

く

。

）

槽

（

水

中

ラ

ッ

、

使

用

済

燃

料

貯

ク

及

び

使

用

済

蔵

設

備

（

重

水

減

燃

料

の

密

封

性

速

沸

騰

軽

水

冷

却

を

監

視

す

る

設

型

原

子

炉

施

設

に

備

を

除

く

。

重

あ

っ

て

は

使

用

済

水

減

速

沸

騰

軽

燃

料

貯

蔵

プ

ー

ル

水

冷

却

型

原

子

）

、

炉

外

燃

料

貯

炉

施

設

に

あ

っ

蔵

設

備

（

炉

外

燃

て

は

使

用

済

燃

料

貯

蔵

槽

補

助

ナ

料

貯

蔵

プ

ー

ル

ト

リ

ウ

ム

設

備

、

）

、

使

用

済

燃

炉

外

燃

料

貯

蔵

槽
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料

運

搬

用

容

器

ア

ル

ゴ

ン

ガ

ス

設

ピ

ッ

ト

、

使

用

備

又

は

ラ

イ

ニ

ン

済

燃

料

貯

蔵

ラ

グ

設

備

に

限

る

。

ッ

ク

又

は

使

用

）
に
係
る
も
の

済

燃

料

貯

蔵

用

２

修

理

で

あ

っ

て

容

器

に

限

る

。

、

燃

料

取

扱

設

備

）
に
係
る
も
の

（

使

用

済

燃

料

を

使

用

済

燃

料

取

扱

う

も

の

に

限

(4)
貯

蔵

槽

冷

却

浄

る

。

）

、

新

燃

料

化

設

備

（

重

水

貯

蔵

設

備

（

新

燃

減

速

沸

騰

軽

水

料

貯

蔵

ラ

ッ

ク

に

型

原

子

炉

施

設

限

る

。

）

、

使

用

に

あ

っ

て

は

プ

済

燃

料

貯

蔵

設

備

ー

ル

水

冷

却

浄

（

使

用

済

燃

料

貯

化

系

設

備

）

に

蔵

槽

（

重

水

減

速

係
る
も
の

沸

騰

軽

水

冷

却

型

炉

外

燃

料

貯

原

子

炉

施

設

に

あ

(5)
蔵

設

備

（

炉

外

っ

て

は

使

用

済

燃

燃

料

貯

蔵

槽

、

料

貯

蔵

プ

ー

ル

）

炉

外

燃

料

貯

蔵

、

使

用

済

燃

料

運

槽

冷

却

設

備

又

搬

用

容

器

ピ

ッ

ト

は

炉

外

燃

料

貯

、

使

用

済

燃

料

貯

蔵

槽

補

助

ナ

ト

蔵

ラ

ッ

ク

又

は

使

リ

ウ

ム

設

備

（

用

済

燃

料

貯

蔵

用

一

次

系

に

係

る

容

器

に

限

る

。

）
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も

の

に

限

る

。

又

は

炉

外

燃

料

貯

）

に

限

る

。

）

蔵

設

備

（

炉

外

燃

に
係
る
も
の

料

貯

蔵

槽

、

炉

外

核

燃

料

物

質

燃

料

貯

蔵

槽

冷

却

(6)
の

取

扱

施

設

及

設

備

又

は

炉

外

燃

び

貯

蔵

施

設

の

料

貯

蔵

槽

補

助

ナ

基

本

設

計

方

針

ト

リ

ウ

ム

設

備

（

、

適

用

基

準

又

一

次

系

に

係

る

も

は

適

用

規

格

の

の

に

限

る

。

）

に

変

更

を

伴

う

も

限

る

。

）

に

係

る

の

も

の

の

性

能

又

は

強

度

に

影

響

を

及

ぼ
す
も
の

３

原

１

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

１

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

子

炉

却

型

発

電

用

原

子

却

型

発

電

用

原

子

冷

却

炉

施

設

に

係

る

も

炉

施

設

に

係

る

も

系

統

の

の

改

造

（

蒸

気

の

の

改

造

（

蒸

気

施
設

タ

ー

ビ

ン

に

係

る

タ

ー

ビ

ン

に

係

る

も

の

を

除

く

。

）

も

の

を

除

く

。

）

で

あ

っ

て

、

次

に

（

中

欄

に

掲

げ

る

掲
げ
る
も
の

も

の

を

除

く

。

）

一

次

冷

却

材

で

あ

っ

て

、

二

次

(1)
の

種

類

又

は

酸

ア

ル

ゴ

ン

ガ

ス

系

素

濃

度

の

変

更

設

備

、

メ

ン

テ

ナ
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を
伴
う
も
の

ン

ス

冷

却

系

設

備

原

子

炉

容

器

又

は

原

子

炉

補

機

(2)
本

体

の

入

口

又

冷

却

設

備

（

ポ

ン

は

出

口

の

一

次

プ

及

び

主

要

弁

を

冷

却

材

の

圧

力

除

く

。

）

に

係

る

、

温

度

又

は

流

も
の

量

の

変

更

を

伴

２

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

う
も
の

却

型

発

電

用

原

子

一

次

主

冷

却

炉

施

設

（

蒸

気

タ

(3)
系

中

間

熱

交

換

ー

ビ

ン

に

係

る

も

器

一

次

側

の

一

の

を

除

く

。

）

に

次

冷

却

材

の

温

係

る

も

の

の

修

理

度

又

は

流

量

の

で

あ

っ

て

、

次

に

変

更

を

伴

う

も

掲
げ
る
も
の

の

一

次

冷

却

材

(1)

一

次

冷

却

材

の

循

環

設

備

、

(4)
の

循

環

設

備

に

一

次

ナ

ト

リ

ウ

係
る
も
の

ム

補

助

設

備

（

二

次

冷

却

材

原

子

炉

冷

却

材

(5)
の

種

類

又

は

酸

バ

ウ

ン

ダ

リ

又

素

濃

度

の

変

更

は

原

子

炉

カ

バ

を
伴
う
も
の

ー

ガ

ス

等

バ

ウ

一

次

主

冷

却

ン

ダ

リ

に

係

る

(6)
系

中

間

熱

交

換

も

の

に

限

る

。

器

二

次

側

の

二

）

、

一

次

ア

ル
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次

冷

却

材

の

温

ゴ

ン

ガ

ス

系

設

度

又

は

流

量

の

備

（

原

子

炉

冷

変

更

を

伴

う

も

却

材

バ

ウ

ン

ダ

の

リ

又

は

原

子

炉

蒸

気

発

生

器

カ

バ

ー

ガ

ス

バ

(7)
ナ

ト

リ

ウ

ム

側

ウ

ン

ダ

リ

に

係

の

二

次

冷

却

材

る

も

の

に

限

る

の

温

度

又

は

流

。

）

又

は

メ

ン

量

の

変

更

を

伴

テ

ナ

ン

ス

冷

却

う
も
の

系

設

備

（

原

子

二

次

冷

却

材

炉

冷

却

材

バ

ウ

(8)
の

循

環

設

備

に

ン

ダ

リ

に

係

る

係
る
も
の

も

の

に

限

る

。

補

助

冷

却

設

）

に

係

る

も

の

(9)
備
に
係
る
も
の

の
取
替
え

一

次

ナ

ト

リ

一

次

冷

却

材

(10)

(2)

ウ

ム

補

助

設

備

の

循

環

設

備

、

に
係
る
も
の

二

次

冷

却

材

の

二

次

ナ

ト

リ

循

環

設

備

、

補

(11)
ウ

ム

補

助

設

備

助

冷

却

設

備

、

に
係
る
も
の

一

次

ナ

ト

リ

ウ

一

次

ア

ル

ゴ

ム

補

助

設

備

、

(12)
ン

ガ

ス

系

設

備

二

次

ナ

ト

リ

ウ

に
係
る
も
の

ム

補

助

設

備

、

メ

ン

テ

ナ

ン

一

次

ア

ル

ゴ

ン

(13)
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ス

冷

却

系

設

備

ガ

ス

系

設

備

、

（

一

次

冷

却

系

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

に

係

る

も

の

に

冷

却

系

設

備

（

限

る

。

）

に

係

一

次

冷

却

系

に

る
も
の

係

る

も

の

に

限

ラ

イ

ニ

ン

グ

る

。

）

、

ラ

イ

(14)
設
備

ニ

ン

グ

設

備

、

原

子

炉

補

機

原

子

炉

補

機

冷

(15)
冷

却

設

備

（

非

却

設

備

（

非

常

常

用

の

も

の

に

用

の

も

の

に

限

限

る

。

）

に

係

る

。

）

又

は

機

る
も
の

器

冷

却

系

設

備

機

器

冷

却

系

（

非

常

用

の

も

(16)
設

備

（

非

常

用

の

に

限

る

。

）

の

も

の

に

限

る

の

性

能

又

は

強

。

）

に

係

る

も

度

に

影

響

を

及

の

ぼ
す
も
の

原

子

炉

冷

却

３

重

水

減

速

沸

騰

(17)
系

統

施

設

の

基

軽

水

冷

却

型

原

子

本

設

計

方

針

、

炉

施

設

に

係

る

も

適

用

基

準

又

は

の

の

改

造

（

中

欄

適

用

規

格

の

変

に

掲

げ

る

も

の

を

更
を
伴
う
も
の

除

く

。

）

で

あ

っ

２

重

水

減

速

沸

騰

て

、

原

子

炉

補

機

軽

水

冷

却

型

原

子

冷

却

系

設

備

又

は
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炉

施

設

に

係

る

も

海

水

系

設

備

に

係

の

の

改

造

（

蒸

気

る
も
の

タ

ー

ビ

ン

を

除

く

４

重

水

減

速

沸

騰

。

）

で

あ

っ

て

、

軽

水

冷

却

型

原

子

次
に
掲
げ
る
も
の

炉

施

設

に

係

る

も

余

熱

除

去

系

の

の

修

理

で

あ

っ

(1)
設

備

に

係

る

も

て

、

余

熱

除

去

系

の

設

備

、

原

子

炉

補

原

子

炉

補

機

機

冷

却

系

設

備

（

(2)
冷

却

系

設

備

（

非

常

用

の

も

の

に

非

常

用

の

も

の

限

る

。

）

又

は

海

に
限
る
。
）

水

系

設

備

（

非

常

海

水

系

設

備

用

の

も

の

に

限

る

(3)
（

非

常

用

の

も

。

）

に

係

る

も

の

の

に

限

る

。

）

の

性

能

又

は

強

度

に
係
る
も
の

に

影

響

を

及

ぼ

す

原

子

炉

冷

却

も
の

(4)
系

統

施

設

の

基

５

蒸

気

タ

ー

ビ

ン

本

設

計

方

針

、

の
設
置

適

用

基

準

又

は

６

蒸

気

タ

ー

ビ

ン

適

用

規

格

の

変

の

改

造

で

あ

っ

て

更
を
伴
う
も
の

、

次

に

掲

げ

る

も

の

主

蒸

気

止

め

(1)
弁

の

入

口

の

圧
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力

又

は

温

度

の

変

更

を

伴

う

も

の

回

転

速

度

の

(2)
変

更

又

は

五

パ

ー

セ

ン

ト

以

上

の

定

格

出

力

の

変

更

を

伴

う

も

の

車

室

、

円

板

(3)
又

は

車

軸

の

強

度

の

変

更

を

伴

う
も
の

調

速

装

置

又

(4)
は

非

常

調

速

装

置

の

種

類

の

変

更
を
伴
う
も
の

７

蒸

気

タ

ー

ビ

ン

の
取
替
え

８

蒸

気

タ

ー

ビ

ン

の

修

理

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

も

の

車

室

、

円

板

(1)
又

は

車

軸

の

強



⑯-208

度

に

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

（

溶

接

補

修

を

除

く

。
）

４

計

１

発

電

用

原

子

炉

１

発

電

用

原

子

炉

測

制

施

設

に

係

る

も

の

施

設

に

係

る

も

の

御

系

の

改

造

（

発

電

用

の

改

造

（

発

電

用

統

施

原

子

炉

の

運

転

を

原

子

炉

の

運

転

を

設

管

理

す

る

た

め

の

管

理

す

る

た

め

の

制

御

装

置

に

係

る

制

御

装

置

に

係

る

も

の

を

除

く

。

）

も

の

を

除

く

。

）

で

あ

っ

て

、

次

に

（

中

欄

に

掲

げ

る

掲
げ
る
も
の

も

の

を

除

く

。

）

制

御

用

空

気

で

あ

っ

て

、

制

御

(1)
設

備

（

非

常

用

用

空

気

設

備

に

係

の

も

の

に

限

る

る
も
の

。

）

に

係

る

も

２

発

電

用

原

子

炉

の

施

設

に

係

る

も

の

２

発

電

用

原

子

炉

の

修

理

で

あ

っ

て

の

運

転

を

管

理

す

、

制

御

用

空

気

設

る

た

め

の

制

御

装

備

（

非

常

用

の

も

置

の

改

造

で

あ

っ

の

に

限

る

。

）

に

て

、

次

に

掲

げ

る

係

る

も

の

の

性

能

も
の

又

は

強

度

に

影

響
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制

御

方

式

の

を
及
ぼ
す
も
の

(1)
変

更

を

伴

う

も

３

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

の

却

型

発

電

用

原

子

中

央

制

御

室

炉

施

設

に

係

る

も

(2)
機

能

の

変

更

を

の

の

改

造

（

中

欄

伴
う
も
の

に

掲

げ

る

も

の

を

中

央

制

御

室

除

く

。

）

で

あ

っ

(3)
外

原

子

炉

停

止

て

、

次

に

掲

げ

る

機

能

の

変

更

を

も
の

伴
う
も
の

制

御

方

式

又

(1)

緊

急

時

制

御

は

制

御

方

法

の

(4)
室

機

能

の

変

更

変

更

を

伴

う

も

を
伴
う
も
の

の

３

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

計

測

装

置

に

(2)

却

型

発

電

用

原

子

係
る
も
の

炉

施

設

に

係

る

も

ナ

ト

リ

ウ

ム

(3)

の

の

改

造

で

あ

っ

漏

え

い

検

出

装

て

、

次

に

掲

げ

る

置
に
係
る
も
の

も
の

４

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

制

御

方

式

（

却

型

発

電

用

原

子

(1)
非

常

用

の

も

の

炉

施

設

に

係

る

も

に

限

る

。

）

又

の

の

修

理

で

あ

っ

は

制

御

方

法

（

て

、

次

に

掲

げ

る

非

常

用

の

も

の

も
の

に

限

る

。

）

の

制

御

棒

駆

動

(1)
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変

更

を

伴

う

も

装

置

（

原

子

炉

の

カ

バ

ー

ガ

ス

バ

制

御

材

に

係

ウ

ン

ダ

リ

に

係

(2)
る
も
の

る

案

内

管

に

限

制

御

棒

駆

動

る

。

）

の

取

替

(3)
装
置

え

計

測

装

置

（

制

御

材

、

制

(4)

(2)

非

常

用

の

も

の

御

棒

駆

動

装

置

に

限

る

。

）

に

又

は

制

御

用

空

係
る
も
の

気

設

備

（

非

常

ナ

ト

リ

ウ

ム

用

の

も

の

に

限

(5)
漏

え

い

検

出

装

る

。

）

に

係

る

置

（

非

常

用

の

も

の

の

性

能

又

も

の

に

限

る

。

は

強

度

に

影

響

）

を
及
ぼ
す
も
の

破

損

燃

料

検

(6)
出
装
置

原

子

炉

非

常

(7)
停

止

信

号

の

変

更
を
伴
う
も
の

工

学

的

安

全

(8)
施

設

及

び

そ

れ

以

外

の

重

大

な

事

故

時

に

自

動

的

に

作

動

さ

せ
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る

設

備

の

作

動

信

号

の

変

更

を

伴
う
も
の

４

計

測

制

御

系

統

施

設

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変
更
を
伴
う
も
の

５

放

改

造

で

あ

っ

て

、

次

１

改

造

（

中

欄

に

射

性

に
掲
げ
る
も
の

掲

げ

る

も

の

を

除

廃

棄

気

体

、

液

体

く

。

）

で

あ

っ

て

(1)

物

の

又

は

固

体

廃

棄

、

気

体

、

液

体

若

廃

棄

物

処

理

設

備

（

し

く

は

固

体

廃

棄

施
設

気

体

廃

棄

物

処

物

貯

蔵

設

備

（

ポ

理

に

係

る

容

器

ン

プ

を

除

く

。

）

又

は

原

子

炉

格

、

気

体

、

液

体

若

納

容

器

バ

ウ

ン

し

く

は

固

体

廃

棄

ダ

リ

に

係

る

も

物

処

理

設

備

（

ポ

の

に

限

る

。

）

ン

プ

、

圧

縮

機

、

若

し

く

は

排

気

送

風

機

、

排

風

機

筒
に
係
る
も
の

及

び

ブ

ロ

ワ

を

除

放

射

性

廃

棄

く

。

）

、

堰

そ

の

(2)
物

の

廃

棄

施

設

他

の

設

備

又

は

原

の

基

本

設

計

方

子

炉

格

納

容

器

本
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針

、

適

用

基

準

体

外

の

廃

棄

物

貯

又

は

適

用

規

格

蔵

設

備

若

し

く

は

の

変

更

を

伴

う

廃

棄

物

処

理

設

備

も
の

か

ら

の

流

体

状

の

放

射

性

廃

棄

物

の

漏

え

い

の

検

出

装

置

若

し

く

は

自

動

警

報

装

置

に

係

る

も
の

２

修

理

で

あ

っ

て

、

気

体

、

液

体

若

し

く

は

固

体

廃

棄

物

処

理

設

備

（

気

体

廃

棄

物

処

理

に

係

る

容

器

又

は

原

子

炉

格

納

容

器

バ

ウ

ン

ダ

リ

に

係

る

も

の

に

限

る

。

）

又

は

排

気

筒

に

係

る

も

の

の

性

能

又

は

強

度

に

影

響

を

及
ぼ
す
も
の

６

放

１

改

造

で

あ

っ

て

１

改

造

（

中

欄

に

射

線

、

次

に

掲

げ

る

も

掲

げ

る

も

の

を

除
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管

理

の

く

。

）

で

あ

っ

て

施
設

プ

ロ

セ

ス

モ

、

プ

ロ

セ

ス

モ

ニ

(1)
ニ

タ

リ

ン

グ

設

タ

リ

ン

グ

設

備

、

備

（

非

常

用

の

エ

リ

ア

モ

ニ

タ

リ

も

の

に

限

る

。

ン

グ

設

備

、

固

定

）
に
係
る
も
の

式

周

辺

モ

ニ

タ

リ

エ

リ

ア

モ

ニ

ン

グ

設

備

又

は

移

(2)
タ

リ

ン

グ

設

備

動

式

周

辺

モ

ニ

タ

（

非

常

用

の

も

リ

ン

グ

設

備

に

係

の

に

限

る

。

）

る
も
の

に
係
る
も
の

２

修

理

で

あ

っ

て

換

気

設

備

（

、

換

気

設

備

（

非

(3)
非

常

用

の

も

の

常

用

の

も

の

に

限

に

限

る

。

）

に

る

。

）

に

係

る

も

係
る
も
の

の

の

性

能

又

は

強

２

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

度

に

影

響

を

及

ぼ

却

型

発

電

用

原

子

す
も
の

炉

施

設

に

係

る

も

３

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

の

の

改

造

で

あ

っ

却

型

発

電

用

原

子

て

、

次

に

掲

げ

る

炉

施

設

に

係

る

も

も
の

の

の

改

造

で

あ

っ

生

体

遮

蔽

装

て

、

生

体

遮

蔽

装

(1)
置

（

中

央

制

御

置
に
係
る
も
の

室

遮

蔽

又

は

外

４

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

部

遮

蔽

又

は

中

却

型

発

電

用

原

子
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央

制

御

室

外

の

炉

施

設

に

係

る

も

原

子

炉

停

止

機

の

の

修

理

で

あ

っ

能

を

有

す

る

場

て

、

生

体

遮

蔽

装

所

、

緊

急

時

制

置

（

中

央

制

御

室

御

室

及

び

緊

急

遮

蔽

、

外

部

遮

蔽

時

対

策

所

に

お

又

は

中

央

制

御

室

い

て

従

事

者

等

外

の

原

子

炉

停

止

の

放

射

線

防

護

機

能

を

有

す

る

場

を

目

的

と

し

て

所

、

緊

急

時

制

御

設

置

す

る

も

の

室

及

び

緊

急

時

対

に

限

る

。

）

に

策

所

に

お

い

て

従

係
る
も
の

事

者

等

の

放

射

線

３

放

射

線

管

理

施

防

護

を

目

的

と

し

設

の

基

本

設

計

方

て

設

置

す

る

も

の

針

、

適

用

基

準

又

に

限

る

。

）

に

係

は

適

用

規

格

の

変

る

も

の

の

性

能

又

更
を
伴
う
も
の

は

強

度

に

影

響

を

及
ぼ
す
も
の

７

原

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

却

型

１

ナ

ト

リ

ウ

ム

冷

子

炉

発
電
用
原
子
炉
施
設

却

型

発

電

用

原

子

格

納

に

係

る

も

の

の

改

造

炉

施

設

に

係

る

も

施
設

で
あ
っ
て
、
次
に
掲

の

の

修

理

で

あ

っ

げ
る
も
の

て

、

原

子

炉

格

納

原

子

炉

格

納

容

器

、

二

次

格

納

(1)
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容

器

に

係

る

も

施

設

、

圧

力

低

減

の

設

備

そ

の

他

の

安

二

次

格

納

施

全

設

備

に

係

る

真

(2)
設
に
係
る
も
の

空

逃

が

し

装

置

又

圧

力

低

減

設

は

ラ

イ

ニ

ン

グ

設

(3)
備

そ

の

他

の

安

備

に

係

る

も

の

の

全

設

備

に

係

る

性

能

又

は

強

度

に

真

空

逃

が

し

装

影

響

を

及

ぼ

す

も

置

の

ラ

イ

ニ

ン

グ

(4)
設
備原

子

炉

格

納

(5)
施

設

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を

伴
う
も
の

８

そ

の

他

発

電

用

原

子

炉

の

附

属

施
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設

改

造

で

あ

っ

て

、

次

１

改

造

（

中

欄

に

(1)
非

に
掲
げ
る
も
の

掲

げ

る

も

の

を

除

常

常

用

電

源

設

く

。

）

で

あ

っ

て

(1)

用

備

と

の

切

換

方

、

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

電

法

の

変

更

を

伴

、

内

燃

機

関

又

は

源

う
も
の

燃

料

設

備

に

係

る

設

ガ

ス

タ

ー

ビ

も
の

(2)

備

ン

（

ガ

ス

タ

ー

２

修

理

で

あ

っ

て

ビ

ン

に

附

属

す

、

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

る

空

気

圧

縮

機

（

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

及

び

ガ

ス

圧

縮

に

附

属

す

る

空

気

機

（

空

気

だ

め

圧

縮

機

及

び

ガ

ス

及

び

ガ

ス

だ

め

圧

縮

機

（

空

気

だ

の

安

全

弁

又

は

め

若

し

く

は

ガ

ス

冷

却

塔

若

し

く

だ

め

の

安

全

弁

又

は

冷

却

池

に

限

は

冷

却

塔

若

し

く

る

。

）

を

除

く

は

冷

却

池

に

限

る

。

）

に

係

る

も

。

）

を

除

く

。

）

の

、

内

燃

機

関

（

機

内

燃

機

関

（

関

若

し

く

は

過

給

(3)
機

関

若

し

く

は

機

、

調

速

装

置

若

過

給

機

、

調

速

し

く

は

非

常

調

速

装

置

若

し

く

は

装

置

、

内

燃

機

関

非

常

調

速

装

置

に

附

属

す

る

冷

却
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、

内

燃

機

関

に

水

設

備

、

内

燃

機

附

属

す

る

冷

却

関

に

附

属

す

る

空

水

設

備

、

内

燃

気

圧

縮

設

備

（

空

機

関

に

附

属

す

気

だ

め

に

限

る

。

る

空

気

圧

縮

設

）

又

は

燃

料

デ

イ

備

（

空

気

だ

め

タ

ン

ク

若

し

く

は

又

は

圧

縮

機

に

サ

ー

ビ

ス

タ

ン

ク

限

る

。

）

又

は

に

限

る

。

）

、

ガ

燃

料

デ

イ

タ

ン

ス

タ

ー

ビ

ン

及

び

ク

若

し

く

は

サ

内

燃

機

関

以

外

を

ー

ビ

ス

タ

ン

ク

用

い

た

発

電

装

置

に

限

る

。

）

に

、

燃

料

設

備

（

貯

係
る
も
の

蔵

槽

又

は

容

器

に

ガ

ス

タ

ー

ビ

限

る

。

）

、

発

電

(4)
ン

及

び

内

燃

機

機

（

発

電

装

置

又

関

以

外

を

用

い

は

励

磁

装

置

に

限

た

発

電

装

置

に

る

。

）

、

冷

却

設

係
る
も
の

備

又

は

そ

の

他

の

燃

料

設

備

（

電

源

装

置

（

非

常

(5)
貯

蔵

槽

又

は

容

用

の

も

の

に

限

る

器

に

限

る

。

）

。

）

に

係

る

も

の

に
係
る
も
の

の

性

能

又

は

強

度

発

電

機

（

発

に

影

響

を

及

ぼ

す

(6)
電

機

又

は

励

磁

も
の

装

置

に

限

る

。
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）
に
係
る
も
の

冷

却

設

備

に

(7)
係
る
も
の

そ

の

他

の

電

(8)
源

装

置

（

非

常

用

の

も

の

に

限

る

。

）

に

係

る

も
の非

常

用

電

源

(9)
設

備

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を

伴
う
も
の

１

発
電
機
の
設
置

１

電

圧

十

七

万

ボ

(2)
常

２

発

電

機

の

改

造

ル

ト

以

上

で

あ

っ

用

で

あ

っ

て

、

次

に

て

、

容

量

十

万

キ

電

掲
げ
る
も
の

ロ

ボ

ル

ト

ア

ン

ペ

源

二

十

パ

ー

セ

ア

以

上

の

変

圧

器

(1)

設

ン

ト

以

上

の

電

の

設

置

（

中

欄

に

備

圧

又

は

容

量

の

掲

げ

る

も

の

を

除

変

更

を

伴

う

も

く
。
）

の

２

電

圧

十

七

万

ボ

周

波

数

の

変

ル

ト

以

上

で

あ

っ

(2)
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更
を
伴
う
も
の

て

、

容

量

十

万

キ

３

電

圧

三

十

万

ボ

ロ

ボ

ル

ト

ア

ン

ペ

ル

ト

以

上

か

つ

容

ア

以

上

の

変

圧

器

量

十

万

キ

ロ

ボ

ル

の

改

造

で

あ

っ

て

ト

ア

ン

ペ

ア

以

上

、

次

に

掲

げ

る

も

の
変
圧
器
の
設
置

の

（

中

欄

に

掲

げ

４

電

圧

三

十

万

ボ

る

も

の

を

除

く

。

ル

ト

以

上

か

つ

容

）

量

十

万

キ

ロ

ボ

ル

二

十

パ

ー

セ

(1)

ト

ア

ン

ペ

ア

以

上

ン

ト

以

上

の

電

の

変

圧

器

の

改

造

圧

又

は

容

量

の

の

う

ち

、

次

に

掲

変

更

を

伴

う

も

げ
る
も
の

の

二

十

パ

ー

セ

電

圧

調

整

装

(1)

(2)

ン

ト

以

上

の

電

置

を

付

加

す

る

圧

又

は

容

量

の

も
の

変

更

を

伴

う

も

電

圧

十

七

万

(3)

の

ボ

ル

ト

以

上

で

電

圧

調

整

装

あ

っ

て

、

容

量

(2)
置

を

付

加

す

る

十

万

キ

ロ

ボ

ル

も
の

ト

ア

ン

ペ

ア

以

５

送

電

線

引

出

口

上

の

変

圧

器

の

の

遮

断

器

（

需

要

取
替
え

設

備

（

電

気

事

業

４

送

電

線

引

出

口

法

施

行

令

（

昭

和

の

遮

断

器

（

需

要
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四

十

年

政

令

第

二

設

備

と

電

気

的

に

百

六

号

）

第

九

条

接

続

す

る

た

め

の

の

表

第

六

号

に

規

も

の

を

除

く

。

）

定

す

る

需

要

設

備

で

あ

っ

て

、

電

圧

を

い

う

。

以

下

同

十

七

万

ボ

ル

ト

以

じ

。

）

と

電

気

的

上

の

も

の

の

設

置

に

接

続

す

る

た

め

（

中

欄

に

掲

げ

る

の

も

の

を

除

く

。

も

の

及

び

ガ

ス

遮

）

で

あ

っ

て

、

電

断

器

又

は

ガ

ス

遮

圧

三

十

万

ボ

ル

ト

断

器

以

外

の

遮

断

以

上

の

も

の

の

設

器

に

替

え

、

ガ

ス

置

（

ガ

ス

遮

断

器

遮

断

器

を

設

置

す

又

は

ガ

ス

遮

断

器

る

場

合

を

除

く

。

以

外

の

遮

断

器

に

）

替

え

、

ガ

ス

遮

断

５

送

電

線

引

出

口

器

を

設

置

す

る

場

の

遮

断

器

（

需

要

合
を
除
く
。
）

設

備

と

電

気

的

に

６

送

電

線

引

出

口

接

続

す

る

た

め

の

の

遮

断

器

（

需

要

も

の

を

除

く

。

）

設

備

と

電

気

的

に

で

あ

っ

て

、

電

圧

接

続

す

る

た

め

の

十

七

万

ボ

ル

ト

以

も

の

を

除

く

。

）

上

の

も

の

の

改

造

で

あ

っ

て

、

電

圧

の

う

ち

、

二

十

パ

三

十

万

ボ

ル

ト

以

ー

セ

ン

ト

（

ガ

ス

上

の

も

の

の

改

造

遮

断

器

及

び

真

空
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の

う

ち

、

二

十

パ

遮

断

器

に

あ

っ

て

ー

セ

ン

ト

（

ガ

ス

は

、

三

十

パ

ー

セ

遮

断

器

及

び

真

空

ン

ト

）

以

上

の

遮

遮

断

器

に

あ

っ

て

断

電

流

の

変

更

を

は

、

三

十

パ

ー

セ

伴

う

も

の

（

中

欄

ン

ト

）

以

上

の

遮

に

掲

げ

る

も

の

を

断

電

流

の

変

更

を

除
く
。
）

伴
う
も
の

６

他

の

者

が

設

置

７

遮

断

器

で

あ

っ

す

る

電

気

工

作

物

て

、

周

波

数

低

下

（

電

気

事

業

法

第

に

よ

る

事

故

の

拡

二

条

第

一

項

第

十

大

を

防

止

す

る

た

六

号

に

規

定

す

る

め

に

設

置

す

る

も

電

気

工

作

物

を

い

の

の

う

ち

電

気

事

う

。

）

（

需

要

設

業

（

電

気

事

業

法

備

を

除

く

。

）

と

第

二

条

第

一

項

第

電

気

的

に

接

続

す

九

号

に

規

定

す

る

る

た

め

の

遮

断

器

電

気

事

業

を

い

う

で

あ

っ

て

、

電

圧

。

）

の

用

に

供

す

十

七

万

ボ

ル

ト

以

る

電

圧

三

十

万

ボ

上

の

も

の

の

取

替

ル

ト

以

上

の

も

の

え

の
設
置

８

改

造

で

あ

っ

て

、

常

用

電

源

設

備

の

基

本

設

計

方

針



⑯-222

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を
伴
う
も
の

１

設
置

(3)
補

２

改

造

で

あ

っ

て

助

、

次

に

掲

げ

る

も

ボ

の

イ

最

高

使

用

圧

(1)

ラ

力

又

は

最

高

使

ー

用

温

度

の

変

更

を
伴
う
も
の

再

熱

器

の

最

(2)
高

使

用

圧

力

又

は

最

高

使

用

温

度

の

変

更

を

伴

う
も
の

安

全

弁

の

能

(3)
力

の

変

更

を

伴

う
も
の

燃

料

の

種

類

(4)
（

原

油

又

は

原

油

以

外

の

石

油

（

液

化

石

油

ガ

ス

を

除

く

。

）
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の

別

）

の

変

更

を
伴
う
も
の

補

助

ボ

イ

ラ

(5)
ー

に

係

る

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を
伴
う
も
の

３

取
替
え

４

修

理

で

あ

っ

て

、

安

全

弁

の

取

替

え
を
伴
う
も
の

５

燃

料

運

搬

設

備

又

は

燃

料

貯

蔵

設

備
の
設
置

改

造

で

あ

っ

て

、

次

修

理

で

あ

っ

て

、

火

(4)
火

に
掲
げ
る
も
の

災

区

域

構

造

物

若

し

災

火

災

区

域

構

く

は

火

災

区

画

構

造

(1)

防

造

物

又

は

火

災

物

又

は

消

火

設

備

に

護

区

画

構

造

物

に

係

る

も

の

の

性

能

又

設

係
る
も
の

は

強

度

に

影

響

を

及

備

消

火

設

備

に

ぼ
す
も
の

(2)
係
る
も
の

火

災

防

護

設

(3)
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備

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を

伴

う
も
の

改

造

で

あ

っ

て

、

次

修

理

で

あ

っ

て

、

外

(5)
浸

に
掲
げ
る
も
の

郭

浸

水

防

護

設

備

又

水

外

郭

浸

水

防

は

内

郭

浸

水

防

護

設

(1)

防

護

設

備

に

係

る

備

（

防

水

区

画

構

造

護

も
の

物

及

び

区

画

排

水

設

施

内

郭

浸

水

防

備

に

限

る

。

）

に

係

(2)

設

護

設

備

（

防

水

る

も

の

の

性

能

又

は

区

画

構

造

物

及

強

度

に

影

響

を

及

ぼ

び

区

画

排

水

設

す
も
の

備

に

限

る

。

）

に
係
る
も
の

浸

水

防

護

施

(3)
設

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を

伴

う
も
の

改

造

で

あ

っ

て

、

次

修

理

で

あ

っ

て

、

燃

(6)
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補

に
掲
げ
る
も
の

料

貯

蔵

設

備

に

係

る

機

燃

料

貯

蔵

設

も

の

の

性

能

又

は

強

(1)

駆

備
に
係
る
も
の

度

に

影

響

を

及

ぼ

す

動

補

機

駆

動

用

も
の

(2)

用

燃

料

設

備

（

非

燃

常

用

電

源

設

備

料

及

び

補

助

ボ

イ

設

ラ

ー

に

係

る

も

備

の

を

除

く

。

）

（

に

係

る

基

本

設

非

計

方

針

、

適

用

常

基

準

又

は

適

用

用

規

格

の

変

更

を

電

伴
う
も
の

源設備及び補助ボイラー
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に係るものを除く。）

改
造

修

理

で

あ

っ

て

、

非

(7)
非

常

用

取

水

設

備

に

係

常

る

も

の

の

性

能

又

は

用

強

度

に

影

響

を

及

ぼ

取

す
も
の

水設備

改
造

修

理

で

あ

っ

て

、

敷

(8)
敷

地

内

土

木

構

造

物

に

地

係

る

も

の

の

性

能

又

内

は

強

度

に

影

響

を

及

土

ぼ
す
も
の

木構
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造物

改

造

で

あ

っ

て

、

次

(9)
緊

に
掲
げ
る
も
の

急

緊

急

時

対

策

(1)

時

所

機

能

の

変

更

対

を
伴
う
も
の

策

緊

急

時

対

策

(2)

所

所

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

又

は

適

用

規

格

の

変

更

を

伴

う
も
の

別
表
第
二
（
第
九
条
、
第
十
二
条
、
第
十
八
条
関
係
）

（
新
設
）

発

電

用

原

記
載
す
べ
き
事
項

添
付
書
類
（
認

子

炉

施

設

一

般

記

設
備
別
記
載
事

可
の
申
請
又
は

の
種
類

載
事
項

項
（
認
可
の
申

届
出
に
係
る
工
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請
又
は
届
出
に

事
の
内
容
に
関

係
る
工
事
の
内

係
あ
る
も
の
に

容
に
関
係
あ
る

限
る
。
）

も
の
に
限
る
。

）

１

発

送
電
関
係
一
覧

電

用

図

原

子

急
傾
斜
地
崩
壊

炉

を

危
険
区
域
内
に

設

置

お
い
て
行
う
制

す

る

限
工
事
に
係
る

工

場

場
合
は
、
当
該

又

は

区
域
内
の
急
傾

事

業

斜
地
（
急
傾
斜

所

の

地
の
崩
壊
に
よ

名

称

る
災
害
の
防
止

及

び

に
関
す
る
法
律

所

在

第
二
条
第
一
項

地

（

に
規
定
す
る
も

都

道

の
を
い
う
。
以

府

県

下
同
じ
。
）
の

郡

市

崩
壊
の
防
止
措

区

町

置
に
関
す
る
説

村

字

明
書

を

記

工
場
又
は
事
業
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載

す

所
の
概
要
を
明

る

こ

示
し
た
地
形
図

と

。

主
要
設
備
の
配

）

置
の
状
況
を
明

２

発

示
し
た
平
面
図

電

用

及
び
断
面
図

原

子

単
線
結
線
図
（

炉

施

接
地
線
（
計
器

設

の

用
変
成
器
を
除

出

力

く
。
）
に
つ
い

及

び

て
は
電
線
の
種

周

波

類
、
太
さ
及
び

数

（

接
地
の
種
類
も

発

電

併
せ
て
記
載
す

用

原

る
こ
と
。
）

子

炉

新
技
術
の
内
容

別

に

を
十
分
に
説
明

記

載

し
た
書
類

す

る

発
電
用
原
子
炉

こ

と

施
設
の
熱
精
算

。
）

図熱
出
力
計
算
書

発
電
用
原
子
炉

の
設
置
の
許
可

と
の
整
合
性
に
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関
す
る
説
明
書

排
気
中
及
び
排

水
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
に

関
す
る
説
明
書

人
が
常
時
勤
務

し
、
又
は
頻
繁

に
出
入
す
る
敷

地
内
の
場
所
に

お
け
る
線
量
に

関
す
る
説
明
書

耐
震
設
計
上
重

要
な
設
備
を
設

置
す
る
施
設
に

関
す
る
説
明
書

（
自
然
現
象
へ

の
配
慮
に
関
す

る
説
明
を
含
む

。
）

放
射
性
物
質
に

よ
り
汚
染
す
る

お
そ
れ
が
あ
る

管
理
区
域
（
第

二
条
第
二
項
第

四
号
に
規
定
す
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る
管
理
区
域
の

う
ち
、
そ
の
場

所
に
お
け
る
外

部
放
射
線
に
係

る
線
量
の
み
が

同
号
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す

る
線
量
を
超
え

る
お
そ
れ
が
あ

る
場
所
を
除
い

た
場
所
を
い
う

。
）
並
び
に
そ

の
地
下
に
施
設

す
る
排
水
路
並

び
に
当
該
排
水

路
に
施
設
す
る

排
水
監
視
設
備

及
び
放
射
性
物

質
を
含
む
排
水

を
安
全
に
処
理

す
る
設
備
の
配

置
の
概
要
を
明

示
し
た
図
面

取
水
口
及
び
放

水
口
に
関
す
る
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説
明
書

設
備
別
記
載
事

項
の
う
ち
、
容

量
又
は
注
入
速

度
、
最
高
使
用

圧
力
、
最
高
使

用
温
度
、
再
結

合
効
率
、
加
熱

面
積
、
伝
熱
面

積
、
揚
程
又
は

吐
出
圧
力
、
原

動
機
の
出
力
、

外
径
、
閉
止
時

間
、
漏
え
い
率

、
制
限
流
量
、

落
下
速
度
、
駆

動
速
度
及
び
挿

入
時
間
、
効
率

、
吹
出
圧
力
、

慣
性
定
数
、
回

転
速
度
半
減
時

間
、
慣
性
モ
ー

メ
ン
ト
、
設
定

破
裂
圧
力
並
び

に
設
計
温
度
の
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設
定
根
拠
に
関

す
る
説
明
書

環
境
測
定
装
置

（
放
射
線
管
理

用
計
測
装
置
に

係
る
も
の
を
除

く
。
）
の
構
造

図
及
び
取
付
箇

所
を
明
示
し
た

図
面

炉
心
支
持
構
造

物
の
応
力
腐
食

割
れ
対
策
に
関

す
る
説
明
書

安
全
設
備
（
研

開
炉
技
術
基
準

規
則
第
二
条
第

二
項
第
九
号
に

規
定
す
る
安
全

設
備
を
い
う
。

）
及
び
重
大
事

故
等
対
処
設
備

（
研
開
炉
設
置

許
可
基
準
規
則

第
二
条
第
二
項
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第
十
四
号
に
規

定
す
る
重
大
事

故
等
対
処
設
備

を
い
う
。
）
が

使
用
さ
れ
る
条

件
の
下
に
お
け

る
健
全
性
に
関

す
る
説
明
書

発
電
用
原
子
炉

施
設
の
火
災
防

護
に
関
す
る
説

明
書

発
電
用
原
子
炉

施
設
の
溢
水
防

護
に
関
す
る
説

明
書

発
電
用
原
子
炉

施
設
の
蒸
気
タ

ー
ビ
ン
、
ポ
ン

プ
等
の
損
壊
に

伴
う
飛
散
物
に

よ
る
損
傷
防
護

に
関
す
る
説
明

書通
信
連
絡
設
備
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に
関
す
る
説
明

書
及
び
取
付
箇

所
を
明
示
し
た

図
面

安
全
避
難
通
路

に
関
す
る
説
明

書
及
び
安
全
避

難
通
路
を
明
示

し
た
図
面

非
常
用
照
明
に

関
す
る
説
明
書

及
び
取
付
箇
所

を
明
示
し
た
図

面ナ
ト
リ
ウ
ム
漏

え
い
に
よ
る
物

理
的
又
は
化
学

的
影
響
を
抑
制

す
る
措
置
に
関

す
る
説
明
書

建
物
内
に
敷
設

す
る
ラ
イ
ニ
ン

グ
設
備
の
敷
設

範
囲
及
び
圧
力

開
放
ダ
ン
パ
の
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配
置
を
明
示
し

た
図
面

設
計
及
び
工
事

に
係
る
品
質
管

理
の
方
法
等
に

関
す
る
説
明
書

１

原

子

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷

耐
震
性
に
関
す

炉
本
体

却
型
発
電
用
原

る
説
明
書

子
炉
施
設
に
係

強
度
に
関
す
る

る
も
の
に
あ
っ

説
明
書

て
は
、
次
の
事

構
造
図

項

原
子
炉
本
体
の

１

炉
型
式
、

基
礎
に
関
す
る

定
格
熱
出
力

説
明
書
及
び
そ

、
過
剰
反
応

の
基
礎
の
状
況

度
及
び
反
応

を
明
示
し
た
図

度
係
数
（
ド

面

ッ
プ
ラ
係
数

監
視
試
験
片
の

、
燃
料
温
度

取
付
箇
所
を
明

係
数
、
構
造

示
し
た
図
面

材
温
度
係
数

原
子
炉
容
器
の

、
冷
却
材
温

脆
性
破
壊
防
止

度
係
数
、
炉

に
関
す
る
説
明

心
支
持
板
温

書
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度
係
数
及
び

出
力
係
数
）

２

炉
心
に
係

る
次
の
事
項

炉
心
形

(1)
状
、
燃
料

集
合
体
数

（
燃
料
の

種
類
ご
と

に
記
載
す

る
こ
と
。

）
、
炉
心

燃
料
領
域

高
さ
、
炉

心
燃
料
領

域
等
価
直

径
、
軸
方

向
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
厚

さ
及
び
半

径
方
向
ブ

ラ
ン
ケ
ッ

ト
等
価
厚

さ

燃
料
材

(2)
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の
種
類
、

燃
料
の
濃

縮
度
又
は

富
化
度
（

初
装
荷
及

び
取
替
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）
、
燃

料
集
合
体

最
高
燃
焼

度
（
初
装

荷
及
び
取

替
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

及
び
核
燃

料
物
質
の

最
大
装
荷

量
（
初
装

荷
及
び
取

替
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

核
的
・

(3)
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熱
的
制
限

値
（
反
応

度
停
止
余

裕
、
制
御

棒
の
う
ち

調
整
棒
に

よ
る
最
大

反
応
度
添

加
率
、
出

力
係
数
、

燃
料
材
の

最
高
温
度

及
び
炉
心

燃
料
集
合

体
の
被
覆

管
最
高
温

度
（
肉
厚

中
心
）
）

炉
心
支

(4)
持
構
造
物

に
係
る
次

の
事
項

イ

炉
心

槽
の
名

称
、
種
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類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

ロ

上
部

炉
心
支

持
板
の

名
称
、

種
類
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数
ハ

支
持

柱
の
名
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称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

ニ

下
部

炉
心
支

持
板
の

名
称
、

種
類
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数
ホ

炉
内
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構
造
支

持
構
造

物
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

ヘ

据
付

ボ
ル
ト

の
名
称

、
種
類

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び
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個
数

ト

上
部

炉
心
支

持
枠
の

名
称
、

種
類
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数
チ

下
部

炉
心
支

持
枠
の

名
称
、

種
類
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主
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要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数
リ

連
結

管
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

ヌ

連
結

柱
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要
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寸
法
、

材
料
及

び
個
数

３

反
射
材
の

名
称
、
種
類

、
主
要
寸
法

、
材
料
及
び

個
数

４

原
子
炉
容

器
に
係
る
次

の
事
項原

子
炉

(1)
容
器
本
体

の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
監

視
試
験
片

の
種
類
、

初
装
荷
個
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数
及
び
取

付
箇
所

原
子
炉

(2)
容
器
支
持

構
造
物
に

係
る
次
の

事
項

イ

支
持

構
造
物

の
名
称

、
種
類

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数
ロ

基
礎

ボ
ル
ト

の
名
称

、
種
類

、
最
高

使
用
温

度
、
主
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要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数原
子
炉

(3)
容
器
付
属

構
造
物
に

係
る
次
の

事
項

イ

遮
蔽

プ
ラ
グ

の
名
称

、
種
類

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び

個
数

ロ

炉
心

上
部
機

構
上
板
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の
名
称

、
種
類

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び

個
数

ハ

炉
心

上
部
機

構
制
御

棒
上
部

案
内
管

の
名
称

、
種
類

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材
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料
及
び

個
数

原
子
炉

(4)
容
器
内
部

構
造
物
に

係
る
上
部

支
持
板
の

名
称
、
種

類
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

５

原
子
炉
本

体
の
基
本
設

計
方
針
、
適

用
基
準
及
び

適
用
規
格

６

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施
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に
係
る
組

織
保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

２

核

燃

１

燃
料
取
扱

核
燃
料
物
質
の

料

物

質

設
備
に
係
る

取
扱
施
設
及
び

の

取

扱

次
の
事
項

貯
蔵
施
設
に
係

施

設

及

新
燃
料

る
機
器
の
配
置

(1)

び

貯

蔵

又
は
使
用

を
明
示
し
た
図

施
設

済
燃
料
を

面
及
び
系
統
図

取
扱
う
機

耐
震
性
に
関
す

器
の
名
称

る
説
明
書
（
支

、
種
類
、

持
構
造
物
を
含

容
量
、
主

め
て
記
載
す
る

要
寸
法
、

こ
と
。
）

材
料
、
個

強
度
に
関
す
る

数
及
び
取

説
明
書
（
支
持

付
箇
所

構
造
物
を
含
め
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新
燃
料

て
記
載
す
る
こ

(2)
又
は
使
用

と
。
）

済
燃
料
を

構
造
図

取
扱
う
機

使
用
済
燃
料
貯

器
に
附
属

蔵
槽
の
温
度
、

す
る
機
器

水
位
及
び
漏
え

イ

熱
交

い
を
監
視
す
る

換
器
の

装
置
の
構
成
に

名
称
、

関
す
る
説
明
書

種
類
、

、
検
出
器
の
取

容
量
、

付
箇
所
を
明
示

最
高
使

し
た
図
面
並
び

用
圧
力

に
計
測
範
囲
及

（
管
側

び
警
報
動
作
範

及
び
胴

囲
に
関
す
る
説

側
の
別

明
書

に
記
載

使
用
済
燃
料
貯

す
る
こ

蔵
用
容
器
の
密

と
。
）

封
性
を
監
視
す

、
最
高

る
装
置
の
構
成

使
用
温

に
関
す
る
説
明

度
（
管

書
、
検
出
器
の

側
及
び

取
付
箇
所
を
明

胴
側
の

示
し
た
図
面
並

別
に
記

び
に
計
測
範
囲
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載
す
る

及
び
警
報
動
作

こ
と
。

範
囲
に
関
す
る

）
、
伝

説
明
書

熱
面
積

燃
料
取
扱
設
備

、
主
要

、
新
燃
料
貯
蔵

寸
法
、

設
備
、
使
用
済

材
料
及

燃
料
貯
蔵
設
備

び
個
数

及
び
炉
外
燃
料

ロ

ポ
ン

貯
蔵
設
備
の
核

プ
の
名

燃
料
物
質
が
臨

称
、
種

界
に
達
し
な
い

類
、
容

こ
と
に
関
す
る

量
、
揚

説
明
書

程
又
は

新
燃
料
又
は
使

吐
出
圧

用
済
燃
料
を
取

力
、
最

扱
う
機
器
の
燃

高
使
用

料
集
合
体
の
落

圧
力
、

下
防
止
に
関
す

最
高
使

る
説
明
書

用
温
度

燃
料
貯
蔵
用
容

、
主
要

器
、
使
用
済
燃

寸
法
、

料
貯
蔵
槽
、
使

材
料
及

用
済
燃
料
運
搬

び
個
数

容
器
及
び
炉
外

並
び
に

燃
料
貯
蔵
設
備
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原
動
機

の
冷
却
能
力
に

の
種
類

関
す
る
説
明
書

、
出
力

使
用
済
燃
料
貯

及
び
個

蔵
槽
の
水
深
及

数

び
炉
外
燃
料
貯

ハ

容
器

蔵
設
備
の
遮
蔽

の
名
称

プ
ラ
グ
の
遮
蔽

、
種
類

能
力
に
関
す
る

、
容
量

説
明
書

、
最
高

使
用
済
燃
料
運

使
用
圧

搬
用
容
器
の
放

力
、
最

射
線
遮
蔽
材
及

高
使
用

び
使
用
済
燃
料

温
度
、

貯
蔵
用
容
器
の

主
要
寸

放
射
線
遮
蔽
材

法
、
材

の
放
射
線
の
遮

料
及
び

蔽
及
び
熱
除
去

個
数

に
つ
い
て
の
計

ニ

ブ
ロ

算
書

ワ
の
名

設
計
及
び
工
事

称
、
種

に
係
る
品
質
管

類
、
容

理
の
方
法
等
に

量
、
主

関
す
る
説
明
書

要
寸
法

及
び
個
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数
並
び

に
原
動

機
の
種

類
、
出

力
及
び

個
数

ホ

ろ
過

装
置
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数
ヘ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用
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圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
ト

主
配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

及
び
材

料使
用
済

(3)
燃
料
運
搬

用
容
器
の
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名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数
並
び

に
放
射
線

遮
蔽
材
の

種
類
、
主

要
寸
法
、

冷
却
方
法

及
び
材
料

２

新
燃
料
貯

蔵
設
備
に
係

る
次
の
事
項

新
燃
料

(1)
貯
蔵
庫
（

仮
貯
蔵
庫

を
含
む
。

）
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
主
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要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数新

燃
料

(2)
貯
蔵
ラ
ッ

ク
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数

３

使
用
済
燃

料
貯
蔵
設
備

に
係
る
次
の

事
項

使
用
済

(1)
燃
料
貯
蔵

槽
（
重
水

減
速
沸
騰

軽
水
冷
却

型
原
子
炉

施
設
に
あ

っ
て
は
使

用
済
燃
料

貯
蔵
プ
ー
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ル
）
の
名

称
、
種
類

、
容
量
、

主
要
寸
法

、
材
料
及

び
個
数

使
用
済

(2)
燃
料
運
搬

用
容
器
ピ

ッ
ト
の
名

称
、
種
類

、
容
量
、

主
要
寸
法

、
材
料
及

び
個
数

使
用
済

(3)
燃
料
貯
蔵

ラ
ッ
ク
の

名
称
、
種

類
、
容
量

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

使
用
済

(4)
燃
料
貯
蔵
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用
容
器
の

名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数
並
び

に
放
射
線

遮
蔽
材
の

種
類
、
主

要
寸
法
、

冷
却
方
法

及
び
材
料

使
用
済

(5)
燃
料
貯
蔵

槽
の
温
度

、
水
位
及

び
漏
え
い

を
監
視
す

る
装
置
の

名
称
、
種

類
、
計
測
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範
囲
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）使

用
済

(6)
燃
料
貯
蔵

用
容
器
の

密
封
性
を

監
視
す
る

装
置
の
名

称
、
種
類

、
計
測
範

囲
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

４

使
用
済
燃
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料
貯
蔵
槽
冷

却
浄
化
設
備

（
重
水
減
速

沸
騰
軽
水
冷

却
型
原
子
炉

施
設
に
あ
っ

て
は
プ
ー
ル

水
冷
却
浄
化

系
設
備
）
に

係
る
次
の
事

項

熱
交
換

(1)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、

最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に
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記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

ポ
ン
プ

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
個
数
及
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び
取
付
箇

所
並
び
に

原
動
機
の

種
類
、
出

力
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

容
器
の

(3)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の
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別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）貯

蔵
槽

(4)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ろ
過
装

(5)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
個
数
及

び
取
付
箇

所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る
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こ
と
。
）

主
要
弁

(6)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

主
配
管

(7)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及
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び
材
料
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

し
、
可
搬

型
の
場
合

は
、
取
付

箇
所
を
付

記
す
る
こ

と
。
）

５

炉
外
燃
料

貯
蔵
設
備
に

係
る
次
の
事

項

炉
外
燃

(1)
料
貯
蔵
槽

に
係
る
次

の
事
項

イ

容
器

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使
用
圧

力
、
最
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高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び

個
数

ロ

遮
蔽

プ
ラ
グ

の
名
称

、
種
類

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び

個
数

ハ

貯
蔵

ラ
ッ
ク

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高
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使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び

個
数

炉
外
燃

(2)
料
貯
蔵
槽

冷
却
設
備

に
係
る
次

の
事
項

イ

熱
交

換
器
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

（
管
側

及
び
胴

側
の
別

に
記
載

す
る
こ
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と
。
）

、
最
高

使
用
温

度
（
管

側
及
び

胴
側
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
、
伝

熱
面
積

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

ロ

ポ
ン

プ
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
揚

程
又
は

吐
出
圧

力
、
最

高
使
用

圧
力
、
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最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
並

び
に
原

動
機
の

種
類
、

出
力
及

び
個
数

ハ

容
器

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び

個
数

ニ

送
風

機
の
名
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称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
ホ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使
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用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ヘ

主
配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

、
材
料
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及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）炉
外
燃

(3)
料
貯
蔵
槽

補
助
ナ
ト

リ
ウ
ム
設

備
に
係
る

次
の
事
項

イ

熱
交

換
器
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

（
管
側

及
び
胴

側
の
別
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に
記
載

す
る
こ

と
。
）

、
最
高

使
用
温

度
（
管

側
及
び

胴
側
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
、
伝

熱
面
積

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

ロ

ポ
ン

プ
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
揚

程
又
は

吐
出
圧

力
、
最
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高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

及
び
個

数
ハ

容
器

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材
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料
及
び

個
数

ニ

ろ
過

装
置
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

及
び
個

数
ホ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要
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寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
ヘ

主
配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

及
び
材

料炉
外
燃

(4)
料
貯
蔵
槽

ア
ル
ゴ
ン

ガ
ス
設
備

に
係
る
次

の
事
項

イ

容
器
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の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
及
び

個
数

ロ

ろ
過

装
置
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

及
び
個
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数
ハ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
ニ

主
配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径
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、
厚
さ

及
び
材

料ナ
ト
リ

(5)
ウ
ム
機
器

を
内
包
す

る
区
域
の

換
気
設
備

（
放
射
線

管
理
設
備

に
属
す
る

換
気
設
備

を
除
く
。

）
に
係
る

次
の
事
項

イ

送
風

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

及
び
個

数
並
び

に
原
動

機
の
種
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類
、
出

力
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ロ

排
風

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

及
び
個

数
並
び

に
原
動

機
の
種

類
、
出

力
、
個

数
及
び

取
付
箇
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所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ラ
イ
ニ

(6)
ン
グ
設
備

の
名
称
、

種
類
、
設

計
温
度
、

主
要
寸
法

及
び
材
料

６

核
燃
料
物

質
の
取
扱
施

設
及
び
貯
蔵

施
設
の
基
本

設
計
方
針
、

適
用
基
準
及

び
適
用
規
格

７

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関



⑯-283

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織
保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

３

原

子

原
子
炉
冷
却
系

原
子
炉
冷
却
系

炉

冷

却

統
施
設
に
係
る

統
施
設
に
係
る

系

統

施

も
の
（
蒸
気
タ

機
器
の
配
置
を

設

ー
ビ
ン
に
係
る

明
示
し
た
図
面

も
の
を
除
く
。

及
び
系
統
図

）
に
あ
っ
て
は

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

、
次
の
事
項

の
給
水
処
理
系

１

一
次
冷
却

統
図
耐
震
性
に

材
の
種
類
及

関
す
る
説
明
書

び
酸
素
濃
度

（
支
持
構
造
物
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２

原
子
炉
容

を
含
め
て
記
載

器
本
体
の
入

す
る
こ
と
。
）

口
及
び
出
口

強
度
に
関
す
る

の
一
次
冷
却

説
明
書
（
支
持

材
の
圧
力
、

構
造
物
を
含
め

温
度
及
び
流

て
記
載
す
る
こ

量

と
。
）

３

一
次
主
冷

構
造
図

却
系
中
間
熱

原
子
炉
格
納
容

交
換
器
一
次

器
内
の
原
子
炉

側
の
一
次
冷

冷
却
材
又
は
一

却
材
の
温
度

次
冷
却
材
の
漏

及
び
流
量

え
い
を
監
視
す

４

一
次
冷
却

る
装
置
の
構
成

材
の
循
環
設

に
関
す
る
説
明

備
に
係
る
次

書
、
検
出
器
の

の
事
項

取
付
箇
所
を
明

一
次
冷

示
し
た
図
面
並

(1)
却
系
の
系

び
に
計
測
範
囲

統
数

及
び
警
報
動
作

熱
交
換

範
囲
に
関
す
る

(2)
器
の
名
称

説
明
書

、
種
類
、

蒸
気
発
生
器
、

容
量
、
最

一
次
主
冷
却
系

高
使
用
圧

中
間
熱
交
換
器
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力
（
管
側

及
び
蒸
気
タ
ー

及
び
胴
側

ビ
ン
の
基
礎
に

の
別
に
記

関
す
る
説
明
書

載
す
る
こ

及
び
そ
の
基
礎

と
。
）
、

の
状
況
を
明
示

最
高
使
用

し
た
図
面

温
度
（
管

流
体
振
動
又
は

側
及
び
胴

温
度
変
動
に
よ

側
の
別
に

る
損
傷
の
防
止

記
載
す
る

に
関
す
る
説
明

こ
と
。
）

書

、
伝
熱
面

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

積
、
主
要

の
制
御
方
法
に

寸
法
、
材

関
す
る
説
明
書

料
及
び
個

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

数

の
振
動
管
理
に

ポ
ン
プ

関
す
る
説
明
書

(3)
の
名
称
、

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

種
類
、
容

の
冷
却
水
の
種

量
、
揚
程

類
及
び
冷
却
水

又
は
吐
出

と
し
て
海
水
を

圧
力
、
最

使
用
し
な
い
場

高
使
用
圧

合
は
、
可
能
取

力
、
最
高

水
量
を
記
載
し

使
用
温
度

た
書
類
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、
主
要
寸

安
全
弁
及
び
逃

法
、
材
料

が
し
弁
の
吹
出

及
び
個
数

量
計
算
書
（
バ

並
び
に
原

ネ
式
の
も
の
に

動
機
の
名

限
る
。
）

称
、
種
類

緊
急
ド
レ
ン
に

、
出
力
、

関
す
る
説
明
書

個
数
及
び

設
計
及
び
工
事

取
付
箇
所

に
係
る
品
質
管

（
常
設
及

理
の
方
法
等
に

び
可
搬
型

関
す
る
説
明
書

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）

容
器
の

(4)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数主

要
弁

(5)



⑯-287

の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(6)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

５

二
次
冷
却

材
の
種
類
及

び
酸
素
濃
度

６

一
次
主
冷

却
系
中
間
熱

交
換
器
二
次
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側
の
二
次
冷

却
材
の
温
度

及
び
流
量

７

蒸
気
発
生

器
ナ
ト
リ
ウ

ム
側
の
二
次

冷
却
材
の
温

度
及
び
流
量

８

二
次
冷
却

材
の
循
環
設

備
に
係
る
次

の
事
項二

次
冷

(1)
却
系
の
系

統
数熱

交
換

(2)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、
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最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ポ
ン
プ

(3)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
名
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称
、
種
類

、
出
力
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

（
常
設
及

び
可
搬
型

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）

容
器
の

(4)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数主

要
弁

(5)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度
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、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(6)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

圧
力
開

(7)
放
板
の
名

称
、
種
類

、
型
式
、

設
定
破
裂

圧
力
、
個

数
及
び
取

付
箇
所

緊
急
ド

(8)
レ
ン
に
使

用
す
る
主



⑯-292

要
弁
に
設

置
す
る
予

熱
設
備
の

名
称
、
種

類
及
び
最

低
予
熱
温

度

９

補
助
冷
却

設
備
に
係
る

次
の
事
項

熱
交
換

(1)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、

最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に

記
載
す
る
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こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

送
風
機

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
及
び

個
数
並
び

に
原
動
機

の
種
類
、

出
力
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）主

要
弁

(3)
の
名
称
、

種
類
、
最



⑯-294

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(4)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

冷
却
塔

(5)
又
は
冷
却

池
の
種
類

、
容
量
、

入
口
及
び

出
口
の
冷

却
水
標
準

温
度
、
設
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計
外
気
温

度
、
主
要

寸
法
、
個

数
並
び
に

取
付
箇
所

（
常
設
及

び
可
搬
型

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）

一
次
ナ
ト

10
リ
ウ
ム
補
助

設
備
に
係
る

次
の
事
項

熱
交
換

(1)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、

最
高
使
用
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温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ポ
ン
プ

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種

類
、
出
力
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及
び
個
数

容
器
の

(3)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数ろ

過
装

(4)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

主
要
弁

(5)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧
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力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(6)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

二
次
ナ
ト

11
リ
ウ
ム
補
助

設
備
に
係
る

次
の
事
項

ポ
ン
プ

(1)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出
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圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種

類
、
出
力

及
び
個
数

容
器
の

(2)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数ろ

過
装

(3)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最
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高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

主
要
弁

(4)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(5)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及
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び
材
料

一
次
ア
ル

12
ゴ
ン
ガ
ス
系

設
備
に
係
る

次
の
事
項

圧
縮
機

(1)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
吐
出

圧
力
、
主

要
寸
法
及

び
個
数
並

び
に
原
動

機
の
種
類

、
出
力
及

び
個
数

容
器
の

(2)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び
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個
数ろ

過
装

(3)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

主
要
弁

(4)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(5)
の
名
称
、
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最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

二
次
ア
ル

13
ゴ
ン
ガ
ス
系

設
備
に
係
る

次
の
事
項

圧
縮
機

(1)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
吐
出

圧
力
、
主

要
寸
法
及

び
個
数
並

び
に
原
動

機
の
種
類

、
出
力
及

び
個
数

容
器
の

(2)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使
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用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数ろ

過
装

(3)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

主
要
弁

(4)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方
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法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(5)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

メ
ン
テ
ナ

14
ン
ス
冷
却
系

設
備
に
係
る

次
の
事
項

熱
交
換

(1)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、
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最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ポ
ン
プ

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種



⑯-307

類
、
出
力

及
び
個
数

容
器
の

(3)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数ろ

過
装

(4)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

送
風
機

(5)
の
名
称
、

種
類
、
容
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量
、
主
要

寸
法
及
び

個
数
並
び

に
原
動
機

の
種
類
、

出
力
及
び

個
数主

要
弁

(6)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(7)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径
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、
厚
さ
及

び
材
料

ナ
ト
リ
ウ

15
ム
機
器
を
内

包
す
る
区
域

の
換
気
設
備

（
放
射
線
管

理
設
備
に
属

す
る
換
気
設

備
を
除
く
。

）
に
係
る
次

の
事
項送

風
機

(1)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
並

び
に
原
動

機
の
種
類

、
出
力
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

（
常
設
及
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び
可
搬
型

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）

排
風
機

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
並

び
に
原
動

機
の
種
類

、
出
力
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

（
常
設
及

び
可
搬
型

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）

ラ
イ
ニ
ン

16
グ
設
備
の
名

称
、
種
類
、

設
計
温
度
、
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主
要
寸
法
及

び
材
料

原
子
炉
補

17
機
冷
却
設
備

（
重
水
減
速

沸
騰
軽
水
冷

却
型
原
子
炉

施
設
に
あ
っ

て
は
原
子
炉

補
機
冷
却
系

設
備
）
に
係

る
次
の
事
項

熱
交
換

(1)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、

最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴
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側
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ポ
ン
プ

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種

類
、
出
力

、
個
数
及

び
取
付
箇
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所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

容
器
の

(3)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数ろ

過
装

(4)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数
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主
要
弁

(5)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(6)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

機
器
冷
却

18
系
設
備
に
係

る
次
の
事
項

熱
交
換

(1)
器
の
名
称
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、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、

最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ポ
ン
プ

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最
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高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種

類
、
出
力

、
個
数
及

び
取
付
箇

所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

容
器
の

(3)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び
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個
数送

風
機

(4)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
及
び

個
数
並
び

に
原
動
機

の
種
類
、

出
力
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）主

要
弁

(5)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料
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、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(6)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

原
子
炉
冷

19
却
系
統
設
備

（
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
に
係
る

も
の
を
除
く

。
）
の
基
本

設
計
方
針
、

適
用
基
準
及

び
適
用
規
格

設
計
及
び

20
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関
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す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織
保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

重
水
減
速
沸
騰

軽
水
冷
却
型
原

子
炉
施
設
に
係

る
も
の
（
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に
係

る
も
の
を
除
く

。
）
に
あ
っ
て

は
、
次
の
事
項

１

余
熱
除
去

系
設
備
に
係



⑯-320

る
次
の
事
項

熱
交
換

(1)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、

最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ポ
ン
プ

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容
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量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種

類
、
出
力

及
び
個
数

ろ
過
装

(3)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

主
要
弁

(4)
の
名
称
、
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種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(5)
（
使
用
済

燃
料
貯
蔵

槽
の
補
給

及
び
冷
却

に
用
い
る

も
の
を
含

む
。
）
の

名
称
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
外
径
、

厚
さ
及
び

材
料



⑯-323

２

海
水
系
設

備
に
係
る
次

の
事
項ポ

ン
プ

(1)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種

類
、
出
力

及
び
個
数

ろ
過
装

(2)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高
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使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

主
要
弁

(3)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(4)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

３

設
計
及
び
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工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織
保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
次

の
事
項

１

蒸
気
タ
ー

ビ
ン
本
体
に

係
る
次
の
事
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項

種
類
、

(1)
定
格
出
力

、
気
筒
数

、
主
蒸
気

止
め
弁
の

入
口
の
圧

力
及
び
温

度
、
再
熱

蒸
気
止
め

弁
の
入
口

の
圧
力
及

び
温
度
、

抽
気
圧
力

、
抽
気
量

、
排
気
圧

力
、
回
転

速
度
並
び

に
被
動
機

一
体
の
危

険
速
度

車
室
、

(2)
円
板
、
隔

板
、
噴
口

、
翼
、
車



⑯-327

軸
の
主
要

寸
法
及
び

材
料
並
び

に
管
の
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
外
径
、

厚
さ
及
び

材
料調

速
装

(3)
置
及
び
非

常
調
速
装

置
の
種
類

並
び
に
調

速
装
置
で

制
御
さ
れ

る
主
要
弁

の
種
類
、

駆
動
方
法

及
び
個
数

復
水
器

(4)
に
係
る
次

の
事
項

イ

種
類
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、
冷
却

水
温
度

、
冷
気

面
積
及

び
材
料

ロ

空
気

抽
出
器

、
復
水

ポ
ン
プ

及
び
冷

却
水
ポ

ン
プ
の

種
類
、

容
量
及

び
個
数

２

蒸
気
タ
ー

ビ
ン
の
附
属

設
備
に
係
る

次
の
事
項

冷
却
塔

(1)
又
は
冷
却

池
の
種
類

、
容
量
、

入
口
及
び

出
口
の
冷
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却
水
標
準

温
度
、
設

計
外
気
温

度
、
主
要

寸
法
並
び

に
個
数

熱
交
換

(2)
器
（
湿
分

分
離
器
を

含
む
。
）

に
係
る
次

の
事
項

イ

種
類

、
容
量

又
は
発

生
蒸
気

量
、
入

口
及
び

出
口
の

温
度
、

最
高
使

用
圧
力

（
一
次

側
及
び

二
次
側



⑯-330

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）
、

最
高
使

用
温
度

（
一
次

側
及
び

二
次
側

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）
、

主
要
寸

法
、
材

料
並
び

に
個
数

ロ

蒸
気

を
発
生

す
る
熱

交
換
器

の
安
全

弁
の
種

類
、
吹

出
圧
力
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、
吹
出

量
、
個

数
及
び

取
付
箇

所給
水
ポ

(3)
ン
プ
の
種

類
、
原
動

機
の
種
類

、
出
力
及

び
取
付
箇

所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
貯
水
設

備
の
種
類

、
容
量
及

び
個
数
並

び
に
給
水

処
理
設
備

の
種
類
、

容
量
及
び

個
数
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管
等
に

(4)
係
る
次
の

事
項

イ

主
配

管
の
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

、
材
料

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
し
、

可
搬
型

の
場
合

は
取
付

箇
所
を

付
記
す

る
こ
と
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。
）

ロ

蒸
気

だ
め
、

ド
レ
ン

タ
ン
ク

の
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
及
び

材
料

ハ

安
全

弁
及
び

逃
が
し

弁
の
種

類
、
吹

出
圧
力

、
吹
出

量
、
個

数
及
び

取
付
箇

所

３

蒸
気
タ
ー



⑯-334

ビ
ン
の
基
本

設
計
方
針
、

適
用
基
準
及

び
適
用
規
格

設
計
及
び

４
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織
保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

４

計

測

発
電
用
原
子
炉

計
測
制
御
系
統

制

御

系

の
運
転
を
管
理

施
設
に
係
る
機
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統
施
設

す
る
た
め
の
制

器
（
計
測
装
置

御
装
置
に
係
る

を
除
く
。
）
の

も
の
に
あ
っ
て

配
置
を
明
示
し

は
、
次
の
事
項

た
図
面
及
び
系

１

制
御
用
空

統
図

気
設
備
に
係

制
御
能
力
に
つ

る
次
の
事
項

い
て
の
計
算
書

圧
縮
機

（
最
大
反
応
度

(1)
の
名
称
、

価
値
、
反
応
度

種
類
、
容

制
御
能
力
、
停

量
、
吐
出

止
余
裕
、
負
の

圧
力
、
主

反
応
度
添
加
率

要
寸
法
、

、
ほ
う
酸
及
び

個
数
及
び

ほ
う
酸
水
の
貯

取
付
箇
所

蔵
量
並
び
に
ほ

並
び
に
原

う
素
濃
度
の
根

動
機
の
種

拠
に
関
す
る
説

類
、
出
力

明
を
併
記
す
る

、
個
数
及

こ
と
。
）

び
取
付
箇

耐
震
性
に
関
す

所
（
常
設

る
説
明
書
（
支

及
び
可
搬

持
構
造
物
を
含

型
の
別
に

め
て
記
載
す
る

記
載
す
る

こ
と
。
）

こ
と
。
）

強
度
に
関
す
る
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容
器
の

説
明
書
（
支
持

(2)
名
称
、
種

構
造
物
を
含
め

類
、
容
量

て
記
載
す
る
こ

、
最
高
使

と
。
）

用
圧
力
、

構
造
図

最
高
使
用

計
測
装
置
の
構

温
度
、
主

成
に
関
す
る
説

要
寸
法
、

明
書
、
計
測
制

材
料
、
個

御
系
統
図
及
び

数
及
び
取

検
出
器
の
取
付

付
箇
所
（

箇
所
を
明
示
し

常
設
及
び

た
図
面
並
び
に

可
搬
型
の

計
測
範
囲
及
び

別
に
記
載

警
報
動
作
範
囲

す
る
こ
と

に
関
す
る
説
明

。
）

書

安
全
弁

原
子
炉
非
常
停

(3)
の
名
称
、

止
信
号
の
作
動

種
類
、
吹

回
路
の
説
明
図

出
圧
力
、

及
び
設
定
値
の

吹
出
量
、

根
拠
に
関
す
る

主
要
寸
法

説
明
書

、
材
料
、

工
学
的
安
全
施

個
数
及
び

設
等
の
起
動
（

取
付
箇
所

作
動
）
信
号
の
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（
常
設
及

起
動
（
作
動
）

び
可
搬
型

回
路
の
説
明
図

の
別
に
記

及
び
設
定
値
の

載
す
る
こ

根
拠
に
関
す
る

と
。
）

説
明
書

主
要
弁

デ
ジ
タ
ル
制
御

(4)
の
名
称
、

方
式
を
使
用
す

種
類
、
最

る
安
全
保
護
系

高
使
用
圧

等
の
適
用
に
関

力
、
最
高

す
る
説
明
書

使
用
温
度

発
電
用
原
子
炉

、
主
要
寸

の
運
転
を
管
理

法
、
材
料

す
る
た
め
の
制

、
駆
動
方

御
装
置
に
係
る

法
、
個
数

制
御
方
法
に
関

及
び
取
付

す
る
説
明
書

箇
所
（
常

中
央
制
御
室
の

設
及
び
可

機
能
に
関
す
る

搬
型
の
別

説
明
書
、
中
央

に
記
載
す

制
御
室
外
の
原

る
こ
と
。

子
炉
停
止
機
能

）

及
び
監
視
機
能

主
配
管

並
び
に
緊
急
時

(5)
の
名
称
、

制
御
室
の
機
能

最
高
使
圧

に
関
す
る
説
明
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力
、
最
高

書

使
用
温
度

安
全
弁
の
吹
出

、
外
径
、

量
計
算
書
（
バ

厚
さ
及
び

ネ
式
の
も
の
に

材
料
（
常

限
る
。
）

設
及
び
可

設
計
及
び
工
事

搬
型
の
別

に
係
る
品
質
管

に
記
載
し

理
の
方
法
等
に

、
可
搬
型

関
す
る
説
明
書

の
場
合
は

、
取
付
箇

所
を
付
記

す
る
こ
と

。
）

２

計
測
制
御

系
統
施
設
（

発
電
用
原
子

炉
の
運
転
を

管
理
す
る
た

め
の
制
御
装

置
を
除
く
。

）
の
基
本
設

計
方
針
、
適

用
基
準
及
び

適
用
規
格
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３

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
及
び
そ

の
検
査
の
た

め
の
組
織
に

関
す
る
次
の

事
項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷

却
型
発
電
用
原

子
炉
施
設
に
係

る
も
の
（
発
電
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用
原
子
炉
の
運

転
を
管
理
す
る

た
め
の
制
御
装

置
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
に

あ
っ
て
は
、
次

の
事
項

１

制
御
方
式

及
び
制
御
方

法

発
電
用

(1)
原
子
炉
の

制
御
方
式

原
子
炉
の

反
応
度
の

制
御
方
式

並
び
に
安

全
保
護
系

及
び
そ
れ

以
外
の
重

大
な
事
故

時
に
係
る

原
子
炉
を

安
全
停
止

す
る
た
め
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の
回
路
（

以
下
「
安

全
保
護
系

等
」
と
い

う
。
）

発
電
用

(2)
原
子
炉
の

制
御
方
法

制
御
棒
の

位
置
の
制

御
方
法
、

一
次
冷
却

材
温
度
の

制
御
方
法

、
一
次
及

び
二
次
冷

却
材
流
量

の
制
御
方

法
並
び
に

安
全
保
護

系
等
の
制

御
方
法

２

制
御
材
に

係
る
次
の
事

項
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制
御
棒

(1)
の
名
称
、

種
類
、
組

成
、
反
応

度
制
御
能

力
、
停
止

余
裕
、
主

要
寸
法
及

び
個
数

固
定
吸

(2)
収
体
の
名

称
、
種
類

、
組
成
、

反
応
度
制

御
能
力
、

主
要
寸
法

及
び
個
数

３

制
御
棒
駆

動
装
置
の
名

称
、
種
類
、

最
高
使
用
圧

力
、
最
高
使

用
温
度
、
主

要
寸
法
、
材

料
、
駆
動
方
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法
、
個
数
、

取
付
箇
所
、

駆
動
速
度
、

駆
動
距
離
及

び
挿
入
時
間

並
び
に
原
動

機
の
種
類
、

出
力
及
び
個

数
４

計
測
装
置

に
係
る
次
の

事
項
（
警
報

装
置
を
有
す

る
場
合
は
、

そ
の
動
作
範

囲
を
付
記
す

る
こ
と
。
）

線
源
領

(1)
域
計
測
装

置
、
広
域

計
測
装
置

及
び
出
力

領
域
計
測

装
置
の
名

称
、
検
出
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器
の
種
類

、
計
測
範

囲
、
個
数

並
び
に
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）一

次
冷

(2)
却
材
の
循

環
設
備
に

設
置
す
る

一
次
冷
却

材
の
圧
力

、
温
度
又

は
流
量
を

計
測
す
る

装
置
の
名

称
、
検
出

器
の
種
類

、
計
測
範

囲
、
個
数

及
び
取
付
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箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

原
子
炉

(3)
容
器
本
体

内
の
液
位

を
計
測
す

る
装
置
の

名
称
、
検

出
器
の
種

類
、
計
測

範
囲
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）一

次
冷

(4)
却
材
の
酸

素
濃
度
を
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計
測
す
る

装
置
の
名

称
、
検
出

器
の
種
類

、
計
測
範

囲
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

原
子
炉

(5)
格
納
容
器

本
体
内
の

圧
力
、
温

度
又
は
窒

素
雰
囲
気

区
域
酸
素

濃
度
を
計

測
す
る
装

置
の
名
称

、
検
出
器

の
種
類
、
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計
測
範
囲

、
個
数
及

び
取
付
箇

所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

二
次
冷

(6)
却
材
の
循

環
設
備
に

設
置
す
る

二
次
冷
却

材
の
温
度

又
は
流
量

を
計
測
す

る
装
置
の

名
称
、
検

出
器
の
種

類
、
計
測

範
囲
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の
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別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）一

次
冷

(7)
却
材
又
は

二
次
冷
却

材
の
カ
バ

ー
ガ
ス
設

備
に
設
置

す
る
カ
バ

ー
ガ
ス
の

圧
力
を
計

測
す
る
装

置
の
名
称

、
検
出
器

の
種
類
、

計
測
範
囲

、
個
数
及

び
取
付
箇

所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

メ
ン
テ

(8)
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ナ
ン
ス
冷

却
系
設
備

に
設
置
す

る
冷
却
材

の
温
度
を

計
測
す
る

装
置
の
名

称
、
検
出

器
の
種
類

、
計
測
範

囲
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

制
御
棒

(9)
の
位
置
を

計
測
す
る

装
置
の
名

称
、
検
出

器
の
種
類

、
計
測
範
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囲
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

原
子
炉

(10)
建
屋
内
の

水
素
ガ
ス

濃
度
を
計

測
す
る
装

置
の
名
称

、
検
出
器

の
種
類
、

計
測
範
囲

、
個
数
及

び
取
付
箇

所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

５

ナ
ト
リ
ウ
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ム
漏
え
い
検

出
装
置
の
名

称
、
検
出
器

の
種
類
、
計

測
範
囲
及
び

個
数
（
警
報

装
置
を
有
す

る
場
合
は
、

そ
の
動
作
範

囲
を
付
記
す

る
こ
と
。
）

及
び
取
付
箇

所
（
常
設
及

び
可
搬
型
の

別
に
記
載
す

る
こ
と
。
）

６

破
損
燃
料

検
出
設
備
に

係
る
次
の
事

項
（
警
報
装

置
を
有
す
る

場
合
は
、
そ

の
動
作
範
囲

を
付
記
す
る

こ
と
。
）
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破
損
燃

(1)
料
検
出
装

置
の
名
称

、
検
出
器

の
種
類
、

計
測
範
囲

及
び
個
数

容
器
の

(2)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数ろ

過
装

(3)
置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸
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法
、
材
料

及
び
個
数

７

原
子
炉
非

常
停
止
信
号

の
種
類
、
検

出
器
の
種
類

及
び
個
数
、

原
子
炉
非
常

停
止
に
要
す

る
信
号
の
個

数
、
設
定
値

及
び
原
子
炉

非
常
停
止
信

号
を
発
信
さ

せ
な
い
条
件

８

工
学
的
安

全
施
設
及
び

そ
れ
以
外
の

重
大
な
事
故

時
に
自
動
的

に
作
動
さ
せ

る
設
備
（
以

下
「
工
学
的

安
全
施
設
等

」
と
い
う
。
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）
の
起
動
信

号
の
種
類
、

検
出
器
の
種

類
、
個
数
及

び
工
学
的
安

全
施
設
等
の

意
作
動
に
要

す
る
信
号
の

個
数
及
び
設

定
値
並
び
に

工
学
的
安
全

施
設
等
の
作

動
信
号
を
発

信
さ
せ
な
い

条
件

９

計
測
制
御

系
統
施
設
（

発
電
用
原
子

炉
の
運
転
を

管
理
す
る
た

め
の
制
御
装

置
を
除
く
。

）
の
基
本
設

計
方
針
、
適

用
基
準
及
び
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適
用
規
格

設
計
及
び

10
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織
保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

発
電
用
原
子
炉

の
運
転
を
管
理

す
る
た
め
の
制

御
装
置
に
係
る

も
の
に
あ
っ
て
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は
、
次
の
事
項

１

制
御
方
式

２

中
央
制
御

室
機
能
及
び

中
央
制
御
室

外
原
子
炉
停

止
機
能

３

緊
急
時
制

御
室
操
作
機

能

５

放

射

１

気
体
、
液

放
射
性
廃
棄
物

性

廃

棄

体
又
は
固
体

の
廃
棄
施
設
に

物

の

廃

廃
棄
物
貯
蔵

係
る
機
器
（
流

棄
施
設

設
備
に
係
る

体
状
の
放
射
性

次
の
事
項

廃
棄
物
の
漏
え

ポ
ン
プ

い
の
検
出
装
置

(1)
の
名
称
、

及
び
自
動
警
報

種
類
、
容

装
置
並
び
に
排

量
、
揚
程

気
筒
を
除
く
。

又
は
吐
出

）
の
配
置
を
明

圧
力
、
最

示
し
た
図
面
及

高
使
用
圧

び
系
統
図

力
、
最
高

排
気
筒
の
設
置

使
用
温
度

場
所
を
明
示
し

、
主
要
寸

た
図
面
耐
震
性
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法
、
材
料

に
関
す
る
説
明

及
び
個
数

書
（
支
持
構
造

並
び
に
原

物
を
含
め
て
記

動
機
の
種

載
す
る
こ
と
。

類
、
出
力

）

及
び
個
数

強
度
に
関
す
る

容
器
の

説
明
書
（
支
持

(2)
名
称
、
種

構
造
物
を
含
め

類
、
容
量

て
記
載
す
る
こ

、
最
高
使

と
。
）

用
圧
力
、

構
造
図

最
高
使
用

排
気
筒
の
基
礎

温
度
、
主

に
関
す
る
説
明

要
寸
法
、

書
及
び
そ
の
基

材
料
及
び

礎
の
状
況
を
明

個
数
並
び

示
し
た
図
面
（

に
漏
え
い

自
立
型
の
も
の

防
止
の
た

に
限
る
。
）

め
の
制
御

流
体
状
の
放
射

方
法

性
廃
棄
物
の
漏

貯
蔵
槽

え
い
の
拡
大
防

(3)
の
名
称
、

止
能
力
及
び
施

種
類
、
容

設
外
へ
の
漏
え

量
、
主
要

い
防
止
能
力
に

寸
法
、
材

つ
い
て
の
計
算



⑯-358

料
及
び
個

書

数
並
び
に

固
体
廃
棄
物
処

漏
え
い
防

理
設
備
に
お
け

止
の
た
め

る
放
射
性
物
質

の
制
御
方

の
散
逸
防
止
に

法

関
す
る
説
明
書

ろ
過
装

放
射
性
廃
棄
物

(4)
置
の
名
称

運
搬
用
容
器
の

、
種
類
、

放
射
線
遮
蔽
材

容
量
、
最

の
放
射
線
の
遮

高
使
用
圧

蔽
及
び
熱
除
去

力
、
最
高

に
つ
い
て
の
計

使
用
温
度

算
書

、
主
要
寸

流
体
状
の
放
射

法
、
材
料

性
廃
棄
物
の
漏

及
び
個
数

え
い
の
検
出
装

主
配
管

置
及
び
自
動
警

(5)
の
名
称
、

報
装
置
の
構
成

最
高
使
用

に
関
す
る
説
明

圧
力
、
最

書
、
検
出
器
の

高
使
用
温

取
付
箇
所
を
明

度
、
外
径

示
し
た
図
面
並

、
厚
さ
及

び
に
計
測
範
囲

び
材
料

及
び
警
報
動
作

廃
棄
物

範
囲
に
関
す
る

(6)
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貯
蔵
庫
の

説
明
書

名
称
、
種

設
計
及
び
工
事

類
、
容
量

に
係
る
品
質
管

、
主
要
寸

理
の
方
法
等
に

法
及
び
材

関
す
る
説
明
書

料

２

気
体
、
液

体
又
は
固
体

廃
棄
物
処
理

設
備
に
係
る

次
の
事
項
（

機
器
が
あ
る

処
理
能
力
を

発
揮
す
る
こ

と
を
目
的
と

し
て
一
体
と

な
っ
た
装
置

を
構
成
す
る

場
合
は
、
そ

の
装
置
の
名

称
、
種
類
、

処
理
能
力
及

び
個
数
を
付

記
す
る
こ
と

。
）



⑯-360

熱
交
換

(1)
器
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
（
管
側

及
び
胴
側

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
、

最
高
使
用

温
度
（
管

側
及
び
胴

側
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

、
伝
熱
面

積
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数

ポ
ン
プ

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程
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又
は
吐
出

圧
力
（
真

空
ポ
ン
プ

に
あ
っ
て

は
到
達
真

空
度
）
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数
並
び
に

原
動
機
の

種
類
、
出

力
及
び
個

数

圧
縮
機

(3)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
吐
出

圧
力
、
主

要
寸
法
及

び
個
数
並

び
に
原
動
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機
の
種
類

、
出
力
及

び
個
数

容
器
の

(4)
名
称
、
種

類
、
容
量

、
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数
並
び

に
漏
え
い

防
止
の
た

め
の
制
御

方
法流

体
状

(5)
の
放
射
性

廃
棄
物
の

運
搬
用
容

器
（
放
射

性
物
質
の

濃
度
が
三

十
七
ミ
リ



⑯-363

ベ
ク
レ
ル

毎
立
方
セ

ン
チ
メ
ー

ト
ル
（
流

体
が
液
体

の
場
合
に

あ
っ
て
は

、
三
十
七

キ
ロ
ベ
ク

レ
ル
毎
立

方
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

）
以
上
の

流
体
状
の

放
射
性
廃

棄
物
を
内

包
す
る
も

の
に
限
る

。
）
の
名

称
、
種
類

、
容
量
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
主
要
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寸
法
、
材

料
及
び
個

数
並
び
に

放
射
線
遮

蔽
材
の
種

類
、
冷
却

方
法
、
主

要
寸
法
及

び
材
料

固
体
状

(6)
の
放
射
性

廃
棄
物
（

原
子
炉
冷

却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ

リ
内
に
施

設
さ
れ
た

も
の
か
ら

発
生
す
る

高
放
射
化

さ
れ
た
主

要
な
廃
棄

物
に
限
る

。
）
の
運

搬
用
容
器
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の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
温

度
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数
並
び
に

放
射
線
遮

蔽
材
の
種

類
、
冷
却

方
法
、
主

要
寸
法
及

び
材
料

貯
蔵
槽

(7)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数
並
び
に

漏
え
い
防

止
の
た
め

の
制
御
方

法

ろ
過
装

(8)
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置
の
名
称

、
種
類
、

容
量
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

主
要
弁

(9)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所主

配
管

(10)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最
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高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料

送
風
機

(11)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
及
び

個
数
並
び

に
原
動
機

の
種
類
、

出
力
及
び

個
数排

風
機

(12)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
及
び

個
数
並
び

に
原
動
機

の
種
類
、

出
力
及
び

個
数ブ

ロ
ワ

(13)
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の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
及
び

個
数
並
び

に
原
動
機

の
種
類
、

出
力
及
び

個
数減

容
・

(14)
固
化
設
備

に
係
る
焼

却
装
置
、

溶
融
装
置

、
圧
縮
装

置
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト

固
化
装
置

、
セ
メ
ン

ト
固
化
装

置
、
ガ
ラ

ス
固
化
装

置
又
は
プ

ラ
ス
チ
ッ

ク
固
化
装
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置
に
係
る

主
要
機
器

の
う
ち
(1)

か
ら

ま
(13)

で
に
掲
げ

る
も
の
以

外
の
主
要

機
器
の
名

称
、
種
類

、
容
量
又

は
処
理
能

力
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個

数
並
び
に

原
動
機
の

種
類
、
出

力
及
び
個

数

排
気
口

(15)
の
名
称
、

種
類
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数
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排
気
筒

(16)
の
名
称
、

種
類
、
主

要
寸
法
、

材
料
及
び

個
数
（
内

筒
及
び
外

筒
の
別
に

記
載
す
る

こ
と
。
）

３

堰
そ
の
他

の
設
備
に
係

る
次
の
事
項

原
子
炉

(1)
格
納
容
器

本
体
外
に

設
置
さ
れ

る
流
体
状

の
放
射
性

廃
棄
物
（

気
体
状
の

も
の
を
除

く
。
以
下

同
じ
。
）

を
内
包
す
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る
容
器
（

放
射
性
物

質
の
濃
度

が
三
十
七

キ
ロ
ベ
ク

レ
ル
毎
立

方
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

以
上
の
流

体
状
の
放

射
性
廃
棄

物
を
内
包

す
る
も
の

に
限
る
。

）
か
ら
の

流
体
状
の

放
射
性
廃

棄
物
の
漏

え
い
の
拡

大
を
防
止

す
る
た
め

に
施
設
す

る
堰
の
名

称
、
主
要

寸
法
、
材
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料
及
び
取

付
箇
所
並

び
に
床
面

及
び
壁
面

の
塗
装
の

範
囲
及
び

材
料原

子
炉

(2)
格
納
容
器

本
体
外
に

設
置
さ
れ

る
流
体
状

の
放
射
性

廃
棄
物
を

内
包
す
る

容
器
か
ら

の
流
体
状

の
放
射
性

廃
棄
物
の

施
設
外
へ

の
漏
え
い

を
防
止
す

る
た
め
に

施
設
す
る

堰
（
放
射
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性
廃
棄
物

運
搬
用
容

器
に
あ
っ

て
は
、
流

体
状
の
放

射
性
廃
棄

物
の
施
設

外
へ
の
漏

え
い
を
防

止
す
る
た

め
に
施
設

す
る
設
備

）
の
名
称

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
取
付

箇
所
並
び

に
床
面
及

び
壁
面
の

塗
装
の
範

囲
及
び
材

料

４

原
子
炉
格

納
容
器
本
体

外
の
廃
棄
物
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貯
蔵
設
備
又

は
廃
棄
物
処

理
設
備
か
ら

の
流
体
状
の

放
射
性
廃
棄

物
の
漏
え
い

の
検
出
装
置

又
は
自
動
警

報
装
置
の
名

称
、
種
類
、

計
測
範
囲
、

取
付
箇
所
及

び
個
数

５

放
射
性
廃

棄
物
の
廃
棄

施
設
の
基
本

設
計
方
針
、

適
用
基
準
及

び
適
用
規
格

６

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項
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品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

６

放

射

１

放
射
線
管

放
射
線
管
理
施

線

管

理

施

理
用
計
測
装

設
に
係
る
機
器

設

置
に
係
る
次

（
放
射
線
管
理

の
事
項
（
警

用
計
測
装
置
を

報
装
置
を
有

除
く
。
）
の
配

す
る
場
合
は

置
を
明
示
し
た

、
そ
の
動
作

図
面
及
び
系
統

範
囲
を
付
記

図

す
る
こ
と
。

放
射
線
管
理
用

）

計
測
装
置
の
構

プ
ロ
セ

成
に
関
す
る
説

(1)
ス
モ
ニ
タ

明
書
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リ
ン
グ
設

放
射
線
管
理
用

備
に
係
る

計
測
装
置
の
系

次
の
事
項

統
図
及
び
検
出

イ

放
射

器
の
取
付
箇
所

性
物
質

を
明
示
し
た
図

に
よ
り

面
並
び
に
計
測

汚
染
す

範
囲
及
び
警
報

る
お
そ

動
作
範
囲
に
関

れ
が
あ

す
る
説
明
書

る
管
理

管
理
区
域
の
出

区
域
か

入
管
理
設
備
及

ら
環
境

び
環
境
試
料
分

に
放
出

析
装
置
に
関
す

す
る
排

る
説
明
書

水
中
又

耐
震
性
に
関
す

は
排
気

る
説
明
書
（
支

中
の
放

持
構
造
物
を
含

射
性
物

め
て
記
載
す
る

質
濃
度

こ
と
。
）

を
計
測

強
度
に
関
す
る

す
る
装

説
明
書
（
支
持

置
の
名

構
造
物
を
含
め

称
、
検

て
記
載
す
る
こ

出
器
の

と
。
）

種
類
、

構
造
図
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計
測
範

生
体
遮
蔽
装
置

囲
、
取

の
放
射
線
の
遮

付
箇
所

蔽
及
び
熱
除
去

（
常
設

に
つ
い
て
の
計

及
び
可

算
書

搬
型
の

中
央
制
御
室
及

別
を
記

び
緊
急
時
制
御

載
し
、

室
の
居
住
性
に

監
視
・

関
す
る
説
明
書

記
録
の

設
計
及
び
工
事

場
所
を

に
係
る
品
質
管

付
記
す

理
の
方
法
等
に

る
こ
と

関
す
る
説
明
書

。
）
及

び
個
数

エ
リ
ア

(2)
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
設
備

に
係
る
次

の
事
項

イ

中
央

制
御
室

の
線
量

当
量
率

を
計
測
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す
る
装

置
の
名

称
、
検

出
器
の

種
類
、

計
測
範

囲
、
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
を
記

載
し
、

監
視
・

記
録
の

場
所
を

付
記
す

る
こ
と

。
）
及

び
個
数

ロ

緊
急

時
制
御

室
の
線

量
当
量

率
を
計
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測
す
る

装
置
の

名
称
、

検
出
器

の
種
類

、
計
測

範
囲
、

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
を

記
載
し

、
監
視

・
記
録

の
場
所

を
付
記

す
る
こ

と
。
）

及
び
個

数
ハ

緊
急

時
対
策

所
の
線

量
当
量
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率
を
計

測
す
る

装
置
の

名
称
、

検
出
器

の
種
類

、
計
測

範
囲
、

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
を

記
載
し

、
監
視

・
記
録

の
場
所

を
付
記

す
る
こ

と
。
）

及
び
個

数
ニ

原
子

炉
格
納

容
器
本
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体
内
の

線
量
当

量
率
を

計
測
す

る
装
置

の
名
称

、
検
出

器
の
種

類
、
計

測
範
囲

、
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

を
記
載

し
、
監

視
・
記

録
の
場

所
を
付

記
す
る

こ
と
。

）
及
び

個
数

ホ

使
用
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済
燃
料

貯
蔵
槽

エ
リ
ア

（
重
水

減
速
沸

騰
軽
水

冷
却
型

原
子
炉

施
設
に

あ
っ
て

は
、
使

用
済
燃

料
貯
蔵

プ
ー
ル

エ
リ
ア

）
の
線

量
当
量

率
を
計

測
す
る

装
置
の

名
称
、

検
出
器

の
種
類

、
計
測

範
囲
、
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取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
を

記
載
し

、
監
視

・
記
録

の
場
所

を
付
記

す
る
こ

と
。
）

及
び
個

数
へ

放
射

性
物
質

に
よ
り

汚
染
す

る
お
そ

れ
が
あ

る
管
理

区
域
内

の
人
の

放
射
線

防
護
を
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目
的
と

し
て
線

量
当
量

率
を
計

測
す
る

装
置
の

名
称
、

検
出
器

の
種
類

、
計
測

範
囲
、

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
を

記
載
し

、
監
視

・
記
録

の
場
所

を
付
記

す
る
こ

と
。
）

及
び
個

数
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固
定
式

(3)
周
辺
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

設
備
の
名

称
、
検
出

器
の
種
類

、
計
測
範

囲
、
取
付

箇
所
（
監

視
・
記
録

の
場
所
を

付
記
す
る

こ
と
。
）

及
び
個
数

移
動
式

(4)
周
辺
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

設
備
の
名

称
、
検
出

器
の
種
類

、
計
測
範

囲
、
個
数

及
び
取
付

箇
所

２

換
気
設
備
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（
中
央
制
御

室
、
緊
急
時

制
御
室
及
び

緊
急
時
対
策

所
に
設
置
す

る
も
の
（
非

常
用
の
も
の

に
限
る
。
）

並
び
に
放
射

性
物
質
に
よ

り
汚
染
さ
れ

た
空
気
に
よ

る
放
射
線
障

害
を
防
止
す

る
目
的
で
給

気
又
は
排
気

設
備
と
し
て

設
置
す
る
も

の
並
び
に
原

子
炉
格
納
施

設
換
気
空
調

設
備
及
び
窒

素
雰
囲
気
調

節
設
備
と
し

て
設
置
す
る
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も
の
。
一
時

的
に
設
置
す

る
可
搬
型
の

も
の
を
除
く

。
）
に
係
る

次
の
事
項

主
要
弁

(1)
の
名
称
、

種
類
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸

法
、
材
料

、
駆
動
方

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

主
配
管

(2)
の
名
称
、
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最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

し
、
可
搬

型
の
場
合

は
、
取
付

箇
所
を
付

記
す
る
こ

と
。
）

送
風
機

(3)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
並

び
に
原
動

機
の
種
類

、
出
力
、
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個
数
及
び

取
付
箇
所

（
常
設
及

び
可
搬
型

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）

排
風
機

(4)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
並

び
に
原
動

機
の
種
類

、
出
力
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

（
常
設
及

び
可
搬
型

の
別
に
記

載
す
る
こ

と
。
）
並

び
に
設
計
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上
の
空
気

の
流
入
率

フ
ィ
ル

(5)
タ
ー
（
公

衆
の
放
射

線
障
害
の

防
止
及
び

中
央
制
御

室
の
従
事

者
等
の
放

射
線
防
護

を
目
的
と

し
て
設
置

す
る
も
の

に
限
る
。

）
の
名
称

、
種
類
、

効
率
、
主

要
寸
法
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

（
常
設
及

び
可
搬
型

の
別
に
記

載
す
る
こ
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と
。
）

３

放
射
線
管

理
施
設
の
基

本
設
計
方
針

、
適
用
基
準

及
び
適
用
規

格
４

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善
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ナ
ト
リ
ウ
ム
冷

却
型
発
電
用
原

子
炉
施
設
に
係

る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
次
の
事

項１

放
射
線
管

理
用
計
測
装

置
に
係
る
次

の
事
項
（
警

報
装
置
を
有

す
る
場
合
は

、
そ
の
動
作

範
囲
を
付
記

す
る
こ
と
。

）

プ
ロ
セ

(1)
ス
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
設

備
に
係
る

次
の
事
項

イ

原
子

炉
格
納

容
器
本
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体
内
の

放
射
性

物
質
濃

度
を
計

測
す
る

装
置
の

名
称
、

検
出
器

の
種
類

、
計
測

範
囲
、

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
を

記
載
し

、
監
視

・
記
録

の
場
所

を
付
記

す
る
こ

と
。
）

及
び
個

数



⑯-394

ロ

二
次

主
冷
却

材
中
の

放
射
性

物
質
濃

度
を
計

測
す
る

装
置
の

名
称
、

検
出
器

の
種
類

、
計
測

範
囲
、

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
を

記
載
し

、
監
視

・
記
録

の
場
所

を
付
記

す
る
こ

と
。
）
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及
び
個

数
ハ

一
次

ア
ル
ゴ

ン
ガ
ス

設
備
設

置
室
内

の
放
射

性
物
質

濃
度
を

計
測
す

る
装
置

の
名
称

、
検
出

器
の
種

類
、
計

測
範
囲

、
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

を
記
載

し
、
監

視
・
記
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録
の
場

所
を
付

記
す
る

こ
と
。

）
及
び

個
数

ニ

燃
料

出
入
機

冷
却
ガ

ス
中
の

放
射
性

物
質
濃

度
を
計

測
す
る

装
置
の

名
称
、

検
出
器

の
種
類

、
計
測

範
囲
、

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
を



⑯-397

記
載
し

、
監
視

・
記
録

の
場
所

を
付
記

す
る
こ

と
。
）

及
び
個

数

２

生
体
遮
蔽

装
置
（
原
子

炉
本
体
遮
蔽

、
一
次
主
冷

却
系
遮
蔽
、

補
助
遮
蔽
、

中
央
制
御
室

遮
蔽
、
及
び

外
部
遮
蔽
並

び
に
中
央
制

御
室
外
の
原

子
炉
停
止
機

能
を
有
す
る

場
所
、
緊
急

時
制
御
室
及

び
緊
急
時
対



⑯-398

策
所
に
お
い

て
従
事
者
等

の
放
射
線
防

護
を
目
的
と

し
て
設
置
す

る
も
の
に
限

る
。
使
用
済

燃
料
運
搬
用

容
器
の
放
射

線
遮
蔽
材
、

使
用
済
燃
料

貯
蔵
用
容
器

の
放
射
線
遮

蔽
材
、
放
射

性
廃
棄
物
運

搬
用
容
器
の

放
射
線
遮
蔽

材
及
び
一
時

的
に
設
置
す

る
も
の
を
除

く
。
）
の
名

称
、
種
類
、

主
要
寸
法
、

冷
却
方
法
及

び
材
料



⑯-399

３

放
射
線
管

理
施
設
の
基

本
設
計
方
針

、
適
用
基
準

及
び
適
用
規

格
設
計
及
び

４
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善



⑯-400

７

原

子

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷

原
子
炉
格
納
施

炉

格

納

却
型
発
電
用
原

設
に
係
る
機
器

施
設

子
炉
施
設
に
係

の
配
置
を
明
示

る
も
の
に
あ
っ

し
た
図
面
及
び

て
は
、
次
の
事

系
統
図

項

耐
震
性
に
関
す

１

原
子
炉
格

る
説
明
書
（
支

納
容
器
に
係

持
構
造
物
を
含

る
次
の
事
項

め
て
記
載
す
る

原
子
炉

こ
と
。
）

(1)
格
納
容
器

強
度
に
関
す
る

本
体
の
名

説
明
書
（
支
持

称
、
種
類

構
造
物
を
含
め

、
最
高
使

て
記
載
す
る
こ

用
圧
力
、

と
。
）

最
高
使
用

構
造
図

温
度
、
設

原
子
炉
格
納
施

計
漏
え
い

設
の
設
計
条
件

率
、
主
要

に
関
す
る
説
明

寸
法
、
材

書
（
原
子
炉
格

料
及
び
個

納
容
器
本
体
の

数

脆
性
破
壊
防
止

機
器
搬

に
関
す
る
説
明

(2)
出
入
口
の

を
併
せ
て
記
載

名
称
、
最

す
る
こ
と
。
）



⑯-401

高
使
用
圧

原
子
炉
格
納
施

力
、
最
高

設
の
水
素
濃
度

使
用
温
度

低
減
性
能
に
関

、
主
要
寸

す
る
説
明
書

法
、
材
料

原
子
炉
格
納
施

及
び
個
数

設
の
基
礎
に
関

エ
ア
ロ

す
る
説
明
書
及

(3)
ッ
ク
の
名

び
そ
の
基
礎
の

称
、
最
高

状
況
を
明
示
し

使
用
圧
力

た
図
面

、
最
高
使

圧
力
低
減
設
備

用
温
度
、

の
ポ
ン
プ
の
有

主
要
寸
法

効
吸
込
水
頭
に

、
材
料
及

関
す
る
説
明
書

び
個
数

安
全
弁
及
び
逃

原
子
炉

が
し
弁
の
吹
出

(4)
格
納
容
器

量
計
算
書
（
バ

配
管
貫
通

ネ
式
の
も
の
に

部
、
電
気

限
る
。
）

配
線
貫
通

設
計
及
び
工
事

部
及
び
格

に
係
る
品
質
管

納
容
器
貫

理
の
方
法
等
に

通
部
ス
リ

関
す
る
説
明
書

ー
ブ
の
名

称
又
は
貫



⑯-402

通
部
番
号

、
種
類
、

個
数
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
構
成
（

貫
通
部
ス

リ
ー
ブ
を

除
く
。
）

、
主
要
寸

法
及
び
材

料

２

二
次
格
納

施
設
に
係
る

次
の
事
項

外
周
コ

(1)
ン
ク
リ
ー

ト
壁
の
名

称
、
種
類

、
主
要
寸

法
及
び
材

料

ア
ニ
ュ

(2)
ラ
ス
シ
ー



⑯-403

ル
の
名
称

、
種
類
、

設
計
圧
力

、
設
計
温

度
及
び
材

料

３

圧
力
低
減

設
備
そ
の
他

の
安
全
設
備

に
係
る
次
の

事
項

真
空
逃

(1)
が
し
装
置

の
名
称
、

種
類
、
主

要
寸
法
、

材
料
、
駆

動
方
法
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

放
射
性

(2)
物
質
及
び

可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制

御
設
備
並



⑯-404

び
に
格
納

容
器
再
循

環
設
備
に

係
る
次
の

事
項

イ

冷
却

塔
又
は

冷
却
池

の
種
類

、
容
量

、
入
口

及
び
出

口
の
冷

却
水
標

準
温
度

、
設
計

外
気
温

度
、
主

要
寸
法

、
個
数

並
び
に

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型



⑯-405

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ロ

熱
交

換
器
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

（
管
側

及
び
胴

側
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

、
最
高

使
用
温

度
（
管

側
及
び

胴
側
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。



⑯-406

）
、
伝

熱
面
積

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ハ

ポ
ン

プ
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
揚

程
又
は

吐
出
圧

力
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使



⑯-407

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
並

び
に
原

動
機
の

種
類
、

出
力
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ニ

圧
縮

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
吐



⑯-408

出
圧
力

、
主
要

寸
法
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
並

び
に
原

動
機
の

種
類
、

出
力
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ホ

加
熱

器
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
最

高
使
用



⑯-409

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

へ

容
器

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸



⑯-410

法
、
材

料
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ト

蒸
発

器
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付



⑯-411

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

チ

加

温

器
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別



⑯-412

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

リ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）



⑯-413

ヌ

主

配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

及
び
材

料
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
し

、
可
搬

型
の
場

合
は
、

取
付
箇

所
を
付

記
す
る

こ
と
。

）
ル

再
結

合
装
置



⑯-414

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

再
結
合

効
率
、

主
要
寸

法
、
材

料
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
並
び

に
電
熱

器
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び



⑯-415

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ヲ

ブ
ロ

ワ
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記



⑯-416

載
す
る

こ
と
。

）
ワ

送
風

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。



⑯-417

）
カ

排
風

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
ヨ

フ
ィ



⑯-418

ル
タ
ー

（
公
衆

の
放
射

線
障
害

の
防
止

を
目
的

と
し
て

設
置
す

る
も
の

に
限
る

。
）
の

名
称
、

種
類
、

効
率
、

主
要
寸

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）



⑯-419

圧
力
逃

(3)
が
し
装
置

に
係
る
次

の
事
項

イ

容
器

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使

用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）



⑯-420

ロ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ハ

圧
力

開
放
板

の
設
定



⑯-421

破
裂
圧

力
、
主

要
寸
法

、
材
料

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

ニ

主
配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

及
び
材

料
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
し

、
可
搬

型
の
場

合
は
、



⑯-422

取
付
箇

所
を
付

記
す
る

こ
と
。

）
ホ

排
風

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記



⑯-423

載
す
る

こ
と
。

）
ヘ

フ
ィ

ル
タ
ー

（
公
衆

の
放
射

線
障
害

の
防
止

を
目
的

と
し
て

設
置
す

る
も
の

に
限
る

。
）
の

名
称
、

種
類
、

効
率
、

主
要
寸

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型



⑯-424

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

４

ラ
イ
ニ
ン

グ
設
備
の
名

称
、
種
類
、

設
計
温
度
、

主
要
寸
法
及

び
材
料

５

原
子
炉
格

納
施
設
の
基

本
設
計
方
針

、
適
用
基
準

及
び
適
用
規

格
設
計
及
び

６
工
事
に
係
る

品
質

管
理
の
方
法

等
に
関
す
る

次
の

事
項

品
質
保

(1)
証
の
実
施



⑯-425

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

８

そ

の

他

発

電

用

原

子

炉

の

附

属
施
設

非

１

常
用
電
源

非
常
用
電
源
設

(1)
常

用

設
備
と
の
切

備
に
係
る
機
器

電

源

換
方
法

の
配
置
を
明
示

設
備

２

非
常
用
発

し
た
図
面
及
び

電
装
置
に
係

系
統
図

る
次
の
事
項

非
常
用
発
電
装

ガ
ス
タ

置
の
出
力
の
決

(1)



⑯-426

ー
ビ
ン
に

定
に
関
す
る
説

係
る
次
の

明
書

事
項

燃
料
系
統
図

イ

ガ
ス

耐
震
性
に
関
す

タ
ー
ビ

る
説
明
書

ン
の
種

強
度
に
関
す
る

類
、
出

説
明
書

力
、
入

構
造
図

口
及
び

安
全
弁
の
吹
出

出
口
の

量
計
算
書
（
バ

圧
力
及

ネ
式
の
も
の
に

び
温
度

限
る
。
）

、
設
計

設
計
及
び
工
事

外
気
温

に
係
る
品
質
管

度
、
回

理
の
方
法
等
に

転
速
度

関
す
る
説
明
書

、
被
動

機
一
体

の
危
険

速
度
、

排
出
ガ

ス
量
、

個
数
並

び
に
取

付
箇
所



⑯-427

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
ロ

主
要

な
管
の

主
要
寸

法
及
び

材
料
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

し
、
可

搬
型
の

場
合
は

、
取
付

箇
所
を

付
記
す

る
こ
と

。
）

ハ

調
速



⑯-428

装
置
及

び
非
常

調
速
装

置
の
種

類
ニ

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
に
附

属
す
る

熱
交
換

器
の
種

類
、
入

口
及
び

出
口
の

温
度
、

最
高
使

用
圧
力

（
一
次

側
及
び

二
次
側

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）
、

最
高
使



⑯-429

用
温
度

（
一
次

側
及
び

二
次
側

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）
、

主
要
寸

法
、
材

料
並
び

に
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
ホ

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
に
附

属
す
る



⑯-430

空
気
圧

縮
機
及

び
ガ
ス

圧
縮
機

に
係
る

次
の
事

項１

空

気

だ

め

及

び

ガ

ス

だ

め

の

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧

力

、

主

要

寸

法

、

材

料

、

個

数

及



⑯-431

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

２

空

気

だ

め

及

び

ガ

ス

だ

め

の

安

全

弁

の

種

類

、

吹

出

圧

力

、

吹

出



⑯-432

量

、

個

数

及

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）
３

空

気

圧

縮

機

及

び

ガ

ス

圧

縮

機

の

種

類

、

容

量

、



⑯-433

吐

出

圧

力

、

個

数

及

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

４

冷

却

塔

又

は

冷

却

池

の

種

類

、

容

量

、

個

数



⑯-434

及

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

ヘ

空
気

冷
却
器

に
係
る

次
の
事

項１

種

類

、

入

口

及

び

出

口

の

温

度

、



⑯-435

個

数

並

び

に

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

２

中

間

冷

却

器

の

最

高

使

用

圧

力

、

主

要

寸

法

及

び

材
料



⑯-436

ト

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
に
附

属
す
る

管
に
係

る
次
の

事
項

１

主

要

な

管

の

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

外

径

、

厚

さ

及

び

材

料

（

常

設

及

び

可

搬



⑯-437

型

の

別

に

記

載

し

、

可

搬

型

の

場

合

は

、

取

付

箇

所

を

付

記

す

る

こ

と

。

）
２

安

全

弁

及

び

逃

が

し

弁

の

種

類

、

吹

出

圧

力

、

吹



⑯-438

出

量

、

個

数

及

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

内
燃
機

(2)
関
に
係
る

次
の
事
項

イ

機
関

の
名
称

、
種
類

、
出
力

、
回
転

速
度
、

燃
料
の



⑯-439

種
類
及

び
使
用

量
、
個

数
並
び

に
取
付

箇
所
並

び
に
過

給
機
の

種
類
、

出
口
の

圧
力
、

回
転
速

度
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ロ

調
速

装
置
及

び
非
常



⑯-440

調
速
装

置
の
名

称
及
び

種
類

ハ

内
燃

機
関
に

附
属
す

る
冷
却

水
設
備

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
ニ

内
燃

機
関
に

附
属
す



⑯-441

る
空
気

圧
縮
設

備
に
係

る
次
の

事
項

１

空

気

だ

め

の

名

称

、

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

主

要

寸

法

、

材

料

、

個

数

及



⑯-442

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

２

空

気

だ

め

の

安

全

弁

の

名

称

、

種

類

、

吹

出

圧

力

、

吹

出

量

、

主



⑯-443

要

寸

法

、

材

料

、

個

数

及

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

３

圧

縮

機

の

名

称

、

種

類

、

容

量

、

吐

出



⑯-444

圧

力

、

主

要

寸

法

、

個

数

及

び

取

付

箇

所

並

び

に

原

動

機

の

種

類

、

出

力

、

個

数

及

び

取

付

箇

所

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載



⑯-445

す

る

こ

と

。
）

ホ

燃
料

デ
イ
タ

ン
ク
又

は
サ
ー

ビ
ス
タ

ン
ク
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の



⑯-446

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）ガ
ス
タ

(3)
ー
ビ
ン
及

び
内
燃
機

関
以
外
を

用
い
た
発

電
装
置
の

名
称
、
電

圧
、
電
流

、
主
要
寸

法
及
び
取

付
箇
所
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）燃

料
設

(4)
備
に
係
る

次
の
事
項

イ

ポ
ン

プ
の
名



⑯-447

称
、
種

類
、
容

量
、
揚

程
又
は

吐
出
圧

力
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
並

び
に
原

動
機
の

種
類
、

出
力
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬



⑯-448

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ロ

容
器

の
名
称

、
種
類

、
容
量

、
最
高

使
用
圧

力
、
最

高
使
用

温
度
、

主
要
寸

法
、
材

料
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）



⑯-449

ハ

貯
蔵

槽
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
及

び
個
数

ニ

主
配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

及
び
材

料
（
常

設
及
び



⑯-450

可
搬
型

の
別
に

記
載
し

、
可
搬

型
の
場

合
は
、

取
付
箇

所
を
付

記
す
る

こ
と
。

）発
電
機

(5)
に
係
る
次

の
事
項

イ

発
電

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法

、
力
率

、
電
圧

、
相
、

周
波
数

、
回
転



⑯-451

速
度
、

結
線
法

、
冷
却

方
法
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ロ

励
磁

装
置
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載



⑯-452

す
る
こ

と
。
）

ハ

保
護

継
電
装

置
の
名

称
及
び

種
類

ニ

原
動

機
と
の

連
結
方

法冷
却
設

(6)
備
に
係
る

次
の
事
項

イ

熱
交

換
器
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

（
管
側

及
び
胴

側
の
別

に
記
載



⑯-453

す
る
こ

と
。
）

、
最
高

使
用
温

度
（
管

側
及
び

胴
側
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
、
伝

熱
面
積

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ロ

ポ
ン



⑯-454

プ
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
揚

程
又
は

吐
出
圧

力
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
並

び
に
原

動
機
の

種
類
、

出
力
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（

常
設
及



⑯-455

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ハ

ろ
過

装
置
の

名
称
、

種
類
、

容
量
、

最
高
使

用
圧
力

、
最
高

使
用
温

度
、
主

要
寸
法

、
材
料

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る



⑯-456

こ
と
。

）
ニ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ホ

主
配



⑯-457

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

及
び
材

料
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
し

、
可
搬

型
の
場

合
は
、

取
付
箇

所
を
付

記
す
る

こ
と
。

）
ヘ

冷
却

塔
又
は

冷
却
池



⑯-458

の
種
類

、
容
量

、
入
口

及
び
出

口
の
冷

却
水
標

準
温
度

、
設
計

外
気
温

度
、
主

要
寸
法

、
個
数

並
び
に

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
す

る
こ
と

。
）

ト

送
風

機
の
名

称
、
種

類
、
容



⑯-459

量
、
主

要
寸
法

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）
チ

排
風

機
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
主

要
寸
法



⑯-460

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

並
び
に

原
動
機

の
種
類

、
出
力

、
個
数

及
び
取

付
箇
所

（
常
設

及
び
可

搬
型
の

別
に
記

載
す
る

こ
と
。

）

３

そ
の
他
の

電
源
装
置
（

非
常
用
の
も

の
に
限
る
。

）
に
係
る
次

の
事
項無

停
電

(1)
電
源
装
置



⑯-461

の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
電
圧

、
周
波
数

、
主
要
寸

法
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

電
力
貯

(2)
蔵
装
置
の

名
称
、
種

類
、
容
量

、
電
圧
、

主
要
寸
法

、
個
数
及

び
取
付
箇

所
（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に

記
載
す
る



⑯-462

こ
と
。
）

４

非
常
用
電

源
設
備
の
基

本
設
計
方
針

、
適
用
基
準

及
び
適
用
規

格
設
計
及
び

５
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善



⑯-463

常

１

発
電
機
に

常
用
電
源
設
備

(2)
用

電

係
る
次
の
事

に
係
る
機
器
の

源

設

項

配
置
を
明
示
し

備

発
電
機

た
図
面

(1)
の
種
類
、

耐
震
性
に
関
す

容
量
、
力

る
説
明
書
（
支

率
、
電
圧

持
構
造
物
を
含

、
相
、
周

め
て
記
載
す
る

波
数
、
回

こ
と
。
）

転
速
度
、

常
用
電
源
設
備

結
線
法
及

の
健
全
性
に
関

び
冷
却
法

す
る
説
明
書

並
び
に
発

電
磁
誘
導
電
圧

電
電
動
機

計
算
書
（
電
圧

の
場
合
は

十
七
万
ボ
ル
ト

、
出
力

以
上
の
電
力
系

励
磁
装

統
に
係
る
中
性

(2)
置
の
種
類

点
接
地
装
置
の

、
容
量
、

工
事
を
含
む
場

回
転
速
度

合
に
限
る
。
）

、
駆
動
方

短
絡
強
度
計
算

法
及
び
個

書

数
（
常
用

三
相
短
絡
容
量

及
び
予
備

計
算
書



⑯-464

の
別
に
記

設
計
及
び
工
事

載
す
る
こ

に
係
る
品
質
管

と
。
）

理
の
方
法
等
に

保
護
継

関
す
る
説
明
書

(3)
電
装
置
の

種
類原

動
機

(4)
と
の
連
結

方
法

２

変
圧
器
に

係
る
次
の
事

項

変
圧
器

(1)
の
種
類
、

容
量
、
電

圧
（
一
次

、
二
次
及

び
三
次
の

別
に
記
載

し
、
電
圧

調
整
装
置

を
有
す
る

も
の
の
場

合
は
、
電

圧
調
整
範



⑯-465

囲
及
び
タ

ッ
プ
数
を

付
記
す
る

こ
と
。
）

、
相
、
周

波
数
、
結

線
法
、
冷

却
法
、
個

数
及
び
取

付
箇
所
並

び
に
電
気

事
業
の
用

に
供
す
る

も
の
に
あ

っ
て
は
、

常
用
及
び

予
備
の
別

保
護
継

(2)
電
装
置
の

種
類

３

遮
断
器
に

係
る
次
の
事

項

遮
断
器

(1)
の
種
類
、
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電
圧
、
電

流
、
遮
断

電
流
、
遮

断
時
間
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

保
護
継

(2)
電
装
置
の

種
類

４

常
用
電
源

設
備
の
基
本

設
計
方
針
、

適
用
基
準
及

び
適
用
規
格

設
計
及
び

５
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
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動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

補

１

補
助
ボ
イ

補
助
ボ
イ
ラ
ー

(3)
助

ボ

ラ
ー
の
種
類

に
附
属
す
る
主

イ

ラ

、
最
大
蒸
発

配
管
の
配
置
の

ー

量
、
最
高
使

概
要
を
明
示
し

用
圧
力
、
最

た
図
面
及
び
系

高
使
用
温
度

統
図

、
伝
熱
面
積

水
循
環
系
統
図

、
排
出
ガ
ス

補
助
ボ
イ
ラ
ー

量
及
び
個
数

に
属
す
る
燃
料

２

再
熱
器
の

系
統
図

通
過
蒸
気
量

強
度
に
関
す
る

、
最
高
使
用

説
明
書

圧
力
、
最
高

構
造
図

使
用
温
度
及

補
助
ボ
イ
ラ
ー

び
伝
熱
面
積

の
基
礎
に
関
す

３

節
炭
器
の

る
説
明
書

伝
熱
面
積

制
御
方
法
に
関
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４

胴
、
管
寄

す
る
説
明
書

せ
及
び
管
の

安
全
弁
の
吹
出

主
要
寸
法
及

量
計
算
書
（
バ

び
材
料

ネ
式
の
も
の
に

５

安
全
弁
の

限
る
。
）

種
類
、
吹
出

設
計
及
び
工
事

圧
力
、
吹
出

に
係
る
品
質
管

量
、
個
数
及

理
の
方
法
等
に

び
取
付
箇
所

関
す
る
説
明
書

６

ボ
イ
ラ
ー

に
附
属
す
る

給
水
設
備
に

係
る
次
の
事

項

給
水
ポ

(1)
ン
プ
の
種

類
、
個
数

並
び
に
原

動
機
の
種

類
及
び
出

力

貯
水
設

(2)
備
の
種
類

、
容
量
及

び
個
数
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７

ボ
イ
ラ
ー

に
附
属
す
る

熱
交
換
器
に

係
る
次
の
事

項

種
類
、

(1)
発
生
蒸
気

量
、
入
口

及
び
出
口

の
温
度
、

最
高
使
用

圧
力
（
一

次
側
及
び

二
次
側
の

別
に
記
載

す
る
こ
と

。
）
、
最

高
使
用
温

度
（
一
次

側
及
び
二

次
側
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）
、
主
要

寸
法
、
材
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料
並
び
に

個
数蒸

気
を

(2)
発
生
す
る

熱
交
換
器

の
安
全
弁

の
種
類
、

吹
出
圧
力

、
吹
出
量

、
個
数
及

び
取
付
箇

所

８

ボ
イ
ラ
ー

に
附
属
す
る

通
風
設
備
の

通
風
機
の
種

類
及
び
個
数

９

ボ
イ
ラ
ー

に
附
属
す
る

空
気
圧
縮
設

備
及
び
ガ
ス

圧
縮
設
備
に

係
る
次
の
事

項

空
気
だ

(1)
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め
及
び
ガ

ス
だ
め
の

種
類
、
容

量
、
最
高

使
用
圧
力

、
主
要
寸

法
、
材
料

及
び
個
数

空
気
だ

(2)
め
及
び
ガ

ス
だ
め
の

安
全
弁
の

種
類
、
吹

出
圧
力
、

吹
出
量
、

個
数
及
び

取
付
箇
所

空
気
圧

(3)
縮
機
及
び

ガ
ス
圧
縮

機
の
種
類

、
容
量
、

吐
出
圧
力

及
び
個
数

ボ
イ
ラ
ー

10



⑯-472

に
附
属
す
る

管
等
に
係
る

次
の
事
項

主
配
管

(1)
の
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
外

径
、
厚
さ

及
び
材
料

蒸
気
だ

(2)
め
、
減
圧

装
置
及
び

減
温
装
置

の
最
高
使

用
圧
力
、

最
高
使
用

温
度
、
主

要
寸
法
及

び
材
料

安
全
弁

(3)
及
び
逃
が

し
弁
の
種

類
、
吹
出

圧
力
、
吹
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出
量
、
個

数
及
び
取

付
箇
所

油
燃
焼
用

11
機
器
に
係
る

次
の
事
項

原
油
用

(1)
又
は
原
油

以
外
の
石

油
（
液
化

石
油
ガ
ス

を
除
く
。

）
用
の
別

輸
送
装

(2)
置
及
び
バ

ー
ナ
ー
の

種
類
、
容

量
及
び
個

数
並
び
に

原
油
及
び

原
油
以
外

の
石
油
（

液
化
石
油

ガ
ス
を
除

く
。
）
の
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発
熱
量

熱
交
換

(3)
器
の
種
類

及
び
個
数

そ
の
他
の

12
燃
料
の
燃
焼

用
機
器
に
係

る
輸
送
装
置

及
び
燃
焼
器

の
種
類
、
容

量
及
び
個
数

並
び
に
そ
の

他
燃
料
の
発

熱
量燃

料
運
搬

13
設
備
に
係
る

油
の
輸
送
管

で
あ
っ
て
、

外
径
三
百
ミ

リ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の

の
最
高
使
用

圧
力
、
最
高

使
用
温
度
、

外
径
、
厚
さ
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及
び
材
料

燃
料
貯
蔵

14
設
備
に
係
る

油
タ
ン
ク
の

種
類
、
容
量

及
び
個
数

ボ
イ
ラ
ー

15
の
基
本
設
計

方
針
、
適
用

基
準
及
び
適

用
規
格

設
計
及
び

16
工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施
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保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

火

１

火
災
区
域

火
災
区
域
構
造

(4)
災

防

構
造
物
及
び

物
及
び
火
災
防

護

設

火
災
区
画
構

護
設
備
に
係
る

備

造
物
の
名
称

機
器
の
配
置
を

、
種
類
、
主

明
示
し
た
図
面

要
寸
法
及
び

及
び
系
統
図

材
料

設
計
及
び
工
事

２

消
火
設
備

に
係
る
品
質
管

に
係
る
次
の

理
の
方
法
等
に

事
項

関
す
る
説
明
書

ポ
ン
プ

(1)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
揚
程

又
は
吐
出

圧
力
、
最

高
使
用
圧

力
、
最
高

使
用
温
度

、
主
要
寸
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法
、
材
料

、
個
数
及

び
取
付
箇

所
並
び
に

原
動
機
の

種
類
、
出

力
、
個
数

及
び
取
付

箇
所
（
常

設
及
び
可

搬
型
の
別

に
記
載
す

る
こ
と
。

）

主
配
管

(2)
の
名
称
、

最
高
使
用

圧
力
、
最

高
使
用
温

度
、
外
径

、
厚
さ
及

び
材
料
（

常
設
及
び

可
搬
型
の

別
に
記
載
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し
、
可
搬

型
の
場
合

は
、
取
付

箇
所
を
付

記
す
る
こ

と
。
）

３

火
災
防
護

設
備
の
基
本

設
計
方
針
、

適
用
基
準
及

び
適
用
規
格

４

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施
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保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

浸

１

外
郭
浸
水

浸
水
防
護
施
設

(5)
水

防

防
護
設
備
の

に
係
る
機
器
の

護

施

名
称
、
種
類

配
置
を
明
示
し

設

、
主
要
寸
法

た
図
面
及
び
系

及
び
材
料

統
図

２

内
郭
浸
水

耐
震
性
に
関
す

防
護
設
備
に

る
説
明
書

係
る
次
の
事

強
度
に
関
す
る

項

説
明
書

防
水
区

構
造
図

(1)
画
構
造
物

設
計
及
び
工
事

の
名
称
、

に
係
る
品
質
管

種
類
、
主

理
の
方
法
等
に

要
寸
法
、

関
す
る
説
明
書

材
料
及
び

取
付
箇
所

区
画
排

(2)
水
設
備
に

係
る
次
の

事
項
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イ

ポ
ン

プ
の
名

称
、
種

類
、
容

量
、
揚

程
又
は

吐
出
圧

力
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
並

び
に
原

動
機
の

種
類
、

出
力
、

個
数
及

び
取
付

箇
所
（
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常
設
及

び
可
搬

型
の
別

に
記
載

す
る
こ

と
。
）

ロ

主
要

弁
の
名

称
、
種

類
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
主
要

寸
法
、

材
料
、

駆
動
方

法
、
個

数
及
び

取
付
箇

所
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に
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記
載
す

る
こ
と

。
）

ハ

主
配

管
の
名

称
、
最

高
使
用

圧
力
、

最
高
使

用
温
度

、
外
径

、
厚
さ

及
び
材

料
（
常

設
及
び

可
搬
型

の
別
に

記
載
し

、
可
搬

型
の
場

合
は
、

取
付
箇

所
を
付

記
す
る

こ
と
。
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）

３

浸
水
防
護

施
設
の
基
本

設
計
方
針
、

適
用
基
準
及

び
適
用
規
格

４

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善
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補

１

燃
料
貯
蔵

補
機
駆
動
用
燃

(6)
機

駆

設
備
に
係
る

料
設
備
に
係
る

動

用

次
の
事
項

機
器
の
配
置
を

燃

料

容
器
の

明
示
し
た
図
面

(1)

設

備

名
称
、
種

及
び
系
統
図

（

非

類
、
容
量

耐
震
性
に
関
す

常

用

、
最
高
使

る
説
明
書

電

源

用
圧
力
、

強
度
に
関
す
る

設

備

最
高
使
用

説
明
書

及

び

温
度
、
主

構
造
図

補

助

要
寸
法
、

設
計
及
び
工
事

ボ

イ

材
料
、
個

に
係
る
品
質
管

ラ

ー

数
及
び
取

理
の
方
法
等
に

に

係

付
箇
所
（

関
す
る
説
明
書

る

も

常
設
及
び

の

を

可
搬
型
の

除

く

別
に
記
載

。
）

す
る
こ
と

。
）貯

蔵
槽

(2)
の
名
称
、

種
類
、
容

量
、
主
要

寸
法
、
材

料
及
び
個
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数

２

補
機
駆
動

用
燃
料
設
備

（
非
常
用
電

源
設
備
及
び

補
助
ボ
イ
ラ

ー
に
係
る
も

の
を
除
く
。

）
の
基
本
設

計
方
針
、
適

用
基
準
及
び

適
用
規
格

３

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
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動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

非

１

取
水
設
備

非
常
用
取
水
設

(7)
常

用

（
非
常
用
の

備
の
配
置
を
明

取

水

冷
却
用
海
水

示
し
た
図
面

設
備

を
確
保
す
る

耐
震
性
に
関
す

構
築
物
に
限

る
説
明
書

る
。
）
の
名

構
造
図

称
、
種
類
、

設
計
及
び
工
事

容
量
、
主
要

に
係
る
品
質
管

寸
法
、
材
料

理
の
方
法
等
に

及
び
個
数

関
す
る
説
明
書

２

非
常
用
取

水
設
備
の
基

本
設
計
方
針

、
適
用
基
準

及
び
適
用
規

格
３

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の
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方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
動
の
改
善

敷

１

敷
地
内
土

斜
面
安
定
性
に

(8)
地

内

木
構
造
物
（

関
す
る
説
明
書

土

木

地
震
に
よ
る

（
地
震
に
よ
る

構

造

斜
面
の
崩
壊

斜
面
の
崩
壊
の

物

の
防
止
措
置

防
止
措
置
を
実

を
実
施
す
る

施
す
る
場
合
の

た
め
の
も
の

も
の
に
限
る
。

に
限
る
。
）

）

の
名
称
、
種

設
計
及
び
工
事
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類
、
設
置
場

に
係
る
品
質
管

所
及
び
個
数

理
の
方
法
等
に

２

敷
地
内
土

関
す
る
説
明
書

木
構
造
物
の

基
本
設
計
方

針
、
適
用
基

準
及
び
適
用

規
格

３

設
計
及
び

工
事
に
係
る

品
質
管
理
の

方
法
等
に
関

す
る
次
の
事

項

品
質
保

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価

保
安
活

(5)
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動
の
改
善

緊

１

緊
急
時
対

緊
急
時
対
策
所

(9)
急

時

策
所
機
能

の
設
置
場
所
を

対

策

２

緊
急
時
対

明
示
し
た
図
面

所

策
所
の
基
本

及
び
機
能
に
関

設
計
方
針
、

す
る
説
明
書

適
用
基
準
及

耐
震
性
に
関
す

び
適
用
規
格

る
説
明
書

３

設
計
及
び

緊
急
時
対
策
所

工
事
に
係
る

の
居
住
性
に
関

品
質
管
理
の

す
る
説
明
書

方
法
等
に
関

設
計
及
び
工
事

す
る
次
の
事

に
係
る
品
質
管

項

理
の
方
法
等
に

品
質
保

関
す
る
説
明
書

(1)
証
の
実
施

に
係
る
組

織

保
安
活

(2)
動
の
計
画

保
安
活

(3)
動
の
実
施

保
安
活

(4)
動
の
評
価
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保
安
活

(5)
動
の
改
善

別
表
三
（
第
百
二
条
、
第
百
三
条
関
係
）

（
新
設
）

型

式

設

計

特

記

載

事

項

（

型

式

指

添

付

書

類

（

型

式

指

定

機

器

の

種

定

の

申

請

に

係

る

型

定

の

申

請

に

係

る

型

類

式

設

計

特

定

機

器

の

式

設

計

特

定

機

器

の

設

計

に

関

係

あ

る

も

設

計

に

関

係

あ

る

も

の
に
限
る
。
）

の
に
限
る
。
）

再
結
合
装
置

１

再

結

合

装

置

の

型

式

証

明

と

の

整

合

種

類

、

容

量

、

最

性
に
関
す
る
説
明
書

高

使

用

圧

力

、

最

耐

震

性

に

関

す

る

説

高

使

用

温

度

、

再

明
書

結

合

効

率

、

主

要

強

度

に

関

す

る

説

明

寸

法

、

材

料

及

び

書

個

数

並

び

に

電

熱

構
造
図

器

の

名

称

、

種

類

容

量

、

最

高

使

用

圧

、

容

量

及

び

個

数

力

、

最

高

使

用

温

度

（

常

設

及

び

可

搬

、

再

結

合

効

率

の

設
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型

の

別

に

記

載

す

定

根

拠

に

関

す

る

説

る
こ
と
。
）

明
書

２

再

結

合

装

置

の

水

素

濃

度

低

減

性

能

基

本

設

計

方

針

、

に
関
す
る
説
明
書

適

用

基

準

及

び

適

再

結

合

装

置

が

使

用

用
規
格

さ

れ

る

条

件

の

下

に

お

け

る

健

全

性

に

関

す
る
説
明
書

第

百

一

条

の

購

入

契

約

を

締

結

し

て

い

る

者

に

あ

っ

て

は

、

当

該
契
約
書
の
写
し

申

請

に

係

る

型

式

設

計

特

定

機

器

の

特

定

機

器

型

式

証

明

通

知

書

又

は

特

定

機

器

型

式

証

明

変

更

承

認

通

知
書
の
写
し

圧

力

逃

が

し

１

容

器

の

名

称

、

型

式

証

明

と

の

整

合

装
置

種

類

、

容

量

、

最

性
に
関
す
る
説
明
書

高

使

用

圧

力

、

最

圧

力

逃

が

し

装

置

に

高

使

用

温

度

、

主

係

る

配

置

を

明

示

し

要

寸

法

、

材

料

及

た
図
面
及
び
系
統
図

び

個

数

（

常

設

及

耐

震

性

に

関

す

る

説

び

可

搬

型

の

別

に

明
書
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記

載

す

る

こ

と

。

強

度

に

関

す

る

説

明

）

書

２

主

要

弁

の

名

称

構
造
図

、

種

類

、

最

高

使

容

量

、

最

高

使

用

圧

用

圧

力

、

最

高

使

力

、

最

高

使

用

温

度

用

温

度

、

主

要

寸

、

外

径

、

設

定

破

裂

法

、

材

料

、

駆

動

圧

力

、

原

動

機

の

出

方

法

、

個

数

及

び

力

及

び

効

率

の

設

定

取

付

箇

所

（

常

設

根

拠

に

関

す

る

説

明

及

び

可

搬

型

の

別

書

に

記

載

す

る

こ

と

圧

力

逃

が

し

装

置

が

。
）

使

用

さ

れ

る

条

件

の

３

圧

力

開

放

板

の

下

に

お

け

る

健

全

性

設

定

破

裂

圧

力

、

に
関
す
る
説
明
書

主

要

寸

法

、

材

料

第

百

一

条

の

購

入

契

及
び
個
数

約

を

締

結

し

て

い

る

４

主

配

管

の

名

称

者

に

あ

っ

て

は

、

当

、

最

高

使

用

圧

力

該
契
約
書
の
写
し

、

最

高

使

用

温

度

申

請

に

係

る

型

式

設

、

外

径

、

厚

さ

及

計

特

定

機

器

の

特

定

び

材

料

（

常

設

及

機

器

型

式

証

明

通

知

び

可

搬

型

の

別

に

書

又

は

特

定

機

器

型

記

載

す

る

こ

と

。

式

証

明

変

更

承

認

通

）

知
書
の
写
し

５

排

風

機

の

名

称
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、

種

類

、

容

量

、

主

要

寸

法

及

び

個

数

並

び

に

原

動

機

の

種

類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）
６

フ

ィ

ル

タ

ー

（

公

衆

の

放

射

線

障

害

の

防

止

を

目

的

と

し

て

設

置

す

る

も

の

に

限

る

。

）

の

種

類

、

効

率

、

主

要

寸

法

、

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

７

圧

力

逃

が

し

装

置

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

及

び
適
用
規
格

ガ

ス

タ

ー

ビ

１

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

型

式

証

明

と

の

整

合

ン

を

原

動

力

に
係
る
次
の
事
項

性
に
関
す
る
説
明
書

と

す

る

発

電

ガ

ス

タ

ー

ビ

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

を

原

(1)
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設
備

ン

の

種

類

、

出

動

力

と

す

る

発

電

設

力

、

入

口

及

び

備

に

係

る

機

器

の

配

出

口

の

圧

力

及

置

を

明

示

し

た

図

面

び

温

度

、

設

計

及
び
系
統
図

外

気

温

度

、

回

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

を

原

転

速

度

、

被

動

動

力

と

す

る

発

電

装

機

一

体

の

危

険

置

の

出

力

の

決

定

に

速

度

、

排

出

ガ

関
す
る
説
明
書

ス

量

並

び

に

個

耐

震

性

に

関

す

る

説

数

（

常

設

及

び

明
書

可

搬

型

の

別

に

強

度

に

関

す

る

説

明

記

載

す

る

こ

と

書

。
）

構
造
図

主

要

な

管

の

容

量

、

最

高

使

用

圧

(2)
主

要

寸

法

及

び

力

、

最

高

使

用

温

度

材

料

（

常

設

及

、

揚

程

又

は

吐

出

圧

び

可

搬

型

の

別

力

、

吹

出

圧

力

及

び

に

記

載

す

る

こ

外

径

、

伝

熱

面

積

並

と
。
）

び

に

原

動

機

の

出

力

調

速

装

置

及

の

設

定

根

拠

に

関

す

(3)
び

非

常

調

速

装

る
説
明
書

置
の
種
類

安

全

弁

の

吹

出

量

計

ガ

ス

タ

ー

ビ

算

書

（

バ

ネ

式

の

も

(4)
ン

に

附

属

す

る

の
に
限
る
。
）

熱

交

換

器

の

種

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

を

原
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類

、

入

口

及

び

動

力

と

す

る

発

電

設

出

口

の

温

度

、

備

が

使

用

さ

れ

る

条

最

高

使

用

圧

力

件

の

下

に

お

け

る

健

（

一

次

側

及

び

全

性

に

関

す

る

説

明

二

次

側

の

別

に

書

記

載

す

る

こ

と

品

質

保

証

に

関

す

る

。

）

、

最

高

使

説
明
書

用

温

度

（

一

次

第

百

一

条

の

購

入

契

側

及

び

二

次

側

約

を

締

結

し

て

い

る

の

別

に

記

載

す

者

に

あ

っ

て

は

、

当

る

こ

と

。

）

、

該
契
約
書
の
写
し

主

要

寸

法

、

材

申

請

に

係

る

型

式

設

料

並

び

に

個

数

計

特

定

機

器

の

特

定

（

常

設

及

び

可

機

器

型

式

証

明

通

知

搬

型

の

別

に

記

書

又

は

特

定

機

器

型

載

す

る

こ

と

。

式

証

明

変

更

承

認

通

）

知
書
の
写
し

ガ

ス

タ

ー

ビ

(5)
ン

に

附

属

す

る

空

気

圧

縮

機

及

び

ガ

ス

圧

縮

機

に

係

る

次

の

事

項イ

空

気

だ

め

及

び

ガ

ス

だ
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め

の

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧

力

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

ロ

空

気

だ

め

及

び

ガ

ス

だ

め

の

安

全

弁

の

種

類

、

吹

出

圧

力

、

吹

出

量

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

ハ

空

気

圧

縮

機

及

び

ガ

ス

圧

縮

機

の

種

類

、

容

量

、

吐

出

圧

力

及

び

個

数

（

常
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設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

ニ

空

気

圧

縮

機

に

附

属

す

る

冷

却

塔

の

種

類

、

容

量

、

吐

出

圧

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と
。
）

空

気

冷

却

器

(6)
に

係

る

次

の

事

項イ

種

類

、

入

口

及

び

出

口

の

温

度

並

び

に

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）
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ロ

中

間

冷

却

器

の

最

高

使

用

圧

力

、

主

要

寸

法

及

び

材
料

ガ

ス

タ

ー

ビ

(7)
ン

に

附

属

す

る

管

に

係

る

次

の

事
項

イ

主

要

な

管

の

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

外

径

、

厚

さ

及

び

材

料

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と
。
）

ロ

安

全

弁

及

び

逃

が

し

弁

の

種

類

、

吹

出

圧

力

、

吹

出

量

及

び

個

数

（

常

設

及
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び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
）

２

発

電

機

に

係

る

次
の
事
項発

電

機

の

(1)
名

称

、

種

類

、

容

量

、

主

要

寸

法

、

力

率

、

電

圧

、

相

、

周

波

数

、

回

転

速

度

、

結

線

法

、

冷

却

方

法

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）励

磁

装

置

(2)
の

名

称

、

種

類

、

容

量

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記
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載

す

る

こ

と

。
）保

護

継

電

(3)
装

置

の

名

称

及
び
種
類

原

動

機

と

(4)
の
連
結
方
法

３

冷

却

設

備

に

係

る
次
の
事
項

熱

交

換

器

(1)
の

名

称

、

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧

力

（

管

側

及

び

胴

側

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

、

最

高

使

用

温

度

（

管

側

及

び

胴

側

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

、

伝

熱

面

積

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個
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数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

ポ

ン

プ

の

(2)
名

称

、

種

類

、

容

量

、

揚

程

又

は

吐

出

圧

力

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

、

原

動

機

の

種

類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

ろ

過

装

置

(3)
の

名

称

、

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧
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力

、

最

高

使

用

温

度

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ
と
。
）

主

要

弁

の

(4)
名

称

、

種

類

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

主

要

寸

法

、

材

料

、

駆

動

方

法

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

主

配

管

の

(5)
名

称

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

外

径

、
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厚

さ

及

び

材

料

冷

却

塔

の

(6)
種

類

、

容

量

、

入

口

及

び

出

口

の

冷

却

水

標

準

温

度

、

設

計

外

気

温

度

、

主

要

寸

法

並

び

に

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

送

風

機

の

(7)
名

称

、

種

類

、

容

量

、

主

要

寸

法

及

び

個

数

並

び

に

原

動

機

の

種

類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記
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載

す

る

こ

と

。
）排

風

機

の

(8)
名

称

、

種

類

、

容

量

、

主

要

寸

法

及

び

個

数

並

び

に

原

動

機

の

種

類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

４

ガ

ス

タ

ー

ビ

ン

を

原

動

力

と

す

る

発

電

設

備

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

及

び

適

用

規

格

内

燃

機

関

を

１

内

燃

機

関

に

係

型

式

証

明

を

受

け

た

原

動

力

と

す

る
次
の
事
項

設

計

と

の

整

合

性

に

る
発
電
設
備

機

関

の

名

称

関
す
る
説
明
書

(1)
、

種

類

、

出

力

内

燃

機

関

を

原

動

力

及

び

回

転

速

度

と

す

る

発

電

設

備

に
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、

燃

料

の

種

類

係

る

機

器

の

配

置

を

、

使

用

量

及

び

明

示

し

た

図

面

及

び

個

数

並

び

に

過

系
統
図

給

機

の

種

類

、

内

燃

機

関

を

原

動

力

出

口

の

圧

力

、

と

す

る

発

電

装

置

の

回

転

速

度

及

び

出

力

の

決

定

に

関

す

個

数

（

常

設

及

る
説
明
書

び

可

搬

型

の

別

耐

震

性

に

関

す

る

説

に

記

載

す

る

こ

明
書

と
。
）

強

度

に

関

す

る

説

明

調

速

装

置

及

書

(2)
び

非

常

調

速

装

構
造
図

置

の

名

称

及

び

容

量

、

最

高

使

用

圧

種
類

力

、

最

高

使

用

温

度

内

燃

機

関

に

、

揚

程

又

は

吐

出

圧

(3)
附

属

す

る

冷

却

力

、

吹

出

圧

力

及

び

水

設

備

の

名

称

外

径

、

伝

熱

面

積

並

、

種

類

、

容

量

び

に

原

動

機

の

出

力

及

び

個

数

（

常

の

設

定

根

拠

に

関

す

設

及

び

可

搬

型

る
説
明
書

の

別

に

記

載

す

安

全

弁

の

吹

出

量

計

る
こ
と
。
）

算

書

（

バ

ネ

式

の

も

内

燃

機

関

に

の
に
限
る
。
）

(4)
附

属

す

る

空

気

内

燃

機

関

を

原

動

力

圧

縮

設

備

に

係

と

す

る

発

電

設

備

が



⑯-506

る
次
の
事
項

使

用

さ

れ

る

条

件

の

イ

空

気

だ

め

下

に

お

け

る

健

全

性

の

名

称

、

種

に
関
す
る
説
明
書

類

、

容

量

、

第

百

一

条

の

購

入

契

最

高

使

用

圧

約

を

締

結

し

て

い

る

力

、

最

高

使

者

に

あ

っ

て

は

、

当

用

温

度

、

主

該
契
約
書
の
写
し

要

寸

法

、

材

申

請

に

係

る

型

式

設

料

及

び

個

数

計

特

定

機

器

の

特

定

（

常

設

及

び

機

器

型

式

証

明

通

知

可

搬

型

の

別

書

又

は

特

定

機

器

型

に

記

載

す

る

式

証

明

変

更

承

認

通

こ
と
。
）

知
書
の
写
し

ロ

空

気

だ

め

の

安

全

弁

の

名

称

、

種

類

、

吹

出

圧

力

、

吹

出

量

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

ハ

圧

縮

機

の
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名

称

、

種

類

、

容

量

、

吐

出

圧

力

、

主

要

寸

法

及

び

個

数

並

び

に

原

動

機

の

種

類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。
）

燃

料

デ

イ

タ

(5)
ン

ク

又

は

サ

ー

ビ

ス

タ

ン

ク

の

名

称

、

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

２

発

電

機

に

係

る
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次
の
事
項

発

電

機

の

名

(1)
称

、

種

類

、

容

量

、

主

要

寸

法

、

力

率

、

電

圧

、

相

、

周

波

数

、

回

転

速

度

、

結

線

法

、

冷

却

方

法

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

励

磁

装

置

の

(2)
名

称

、

種

類

、

容

量

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

保

護

継

電

装

(3)
置

の

名

称

及

び

種
類原

動

機

と

の

(4)
連
結
方
法
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３

冷

却

設

備

に

係

る
次
の
事
項

熱

交

換

器

の

(1)
名

称

、

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧

力

（

管

側

及

び

胴

側

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

、

最

高

使

用

温

度

（

管

側

及

び

胴

側

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

伝

熱

面

積

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と
。
）

ポ

ン

プ

の

名

(2)
称

、

種

類

、

容

量

、

揚

程

又

は

吐

出

圧

力

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度
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、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

並

び

に

原

動

機

の

種

類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

ろ

過

装

置

の

(3)
名

称

、

種

類

、

容

量

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

主

要

寸

法

、

材

料

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る
こ
と
。
）

主

要

弁

の

名

(4)
称

、

種

類

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

主

要

寸

法

、

材

料

、

駆

動

方

法

及

び

個

数

（
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常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す
る
こ
と
。
）

主

配

管

の

名

(5)
称

、

最

高

使

用

圧

力

、

最

高

使

用

温

度

、

外

径

、

厚

さ

及

び

材

料

冷

却

塔

の

種

(6)
類

、

容

量

、

入

口

及

び

出

口

の

冷

却

水

標

準

温

度

、

設

計

外

気

温

度

、

主

要

寸

法

並

び

に

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と

。

）

送

風

機

の

名

(7)
称

、

種

類

、

容

量

、

主

要

寸

法

及

び

個

数

並

び

に

原

動

機

の

種
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類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と
。
）

排

風

機

の

名

(8)
称

、

種

類

、

容

量

、

主

要

寸

法

及

び

個

数

並

び

に

原

動

機

の

種

類

、

出

力

及

び

個

数

（

常

設

及

び

可

搬

型

の

別

に

記

載

す

る

こ

と
。
）

４

内

燃

機

関

を

原

動

機

と

す

る

発

電

設

備

の

基

本

設

計

方

針

、

適

用

基

準

及
び
適
用
規
格

無

停

電

電

源

１

無

停

電

電

源

装

型

式

証

明

を

受

け

た

装
置

置

の

種

類

、

容

量

設

計

と

の

整

合

性

に

、

電

圧

、

周

波

数

関
す
る
説
明
書

、

主

要

寸

法

及

び

耐

震

性

に

関

す

る

説
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個

数

（

常

設

及

び

明
書

可

搬

型

の

別

に

記

強

度

に

関

す

る

説

明

載
す
る
こ
と
。
）

書

２

無

停

電

電

源

装

構
造
図

置

の

基

本

設

計

方

容

量

の

設

定

根

拠

に

針

、

適

用

基

準

及

関
す
る
説
明
書

び
適
用
規
格

無

停

電

電

源

装

置

が

使

用

さ

れ

る

条

件

の

下

に

お

け

る

健

全

性

に
関
す
る
説
明
書

第

百

一

条

の

購

入

契

約

を

締

結

し

て

い

る

者

に

あ

っ

て

は

、

、

当
該
契
約
書
の
写
し

申

請

に

係

る

型

式

設

計

特

定

機

器

の

特

定

機

器

型

式

証

明

通

知

書

又

は

特

定

機

器

型

式

証

明

変

更

承

認

通

知
書
の
写
し

電

力

貯

蔵

装

１

電

力

貯

蔵

装

置

型

式

証

明

を

受

け

た

置

の

種

類

、

容

量

、

設

計

と

の

整

合

性

に

電

圧

、

主

要

寸

法

関
す
る
説
明
書

及

び

個

数

（

常

設

耐

震

性

に

関

す

る

説
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及

び

可

搬

型

の

別

明
書

に

記

載

す

る

こ

と

強

度

に

関

す

る

説

明

。
）

書

２

電

力

貯

蔵

装

置

構
造
図

の

基

本

設

計

方

針

容

量

の

設

定

根

拠

に

、

適

用

基

準

及

び

関
す
る
説
明
書

適
用
規
格

電

力

貯

蔵

装

置

が

使

用

さ

れ

る

条

件

の

下

に

お

け

る

健

全

性

に

関
す
る
説
明
書

第

百

一

条

の

購

入

契

約

を

締

結

し

て

い

る

者

に

あ

っ

て

は

、

当

該
契
約
書
の
写
し

申

請

に

係

る

型

式

設

計

特

定

機

器

の

特

定

機

器

型

式

証

明

通

知

書

又

は

特

定

機

器

型

式

証

明

変

更

承

認

通

知
書
の
写
し

様
式
第
一
（
第
５
９
条
関
係
）

様
式
第
一
（
第
２
２
条
関
係
）
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様
式
第
１

（第
５
９
条
関
係

）

様
式
第
１

（第
２
２
条
関
係

）

運
転

計
画

運
転

計
画

年
月

日
年

月
日

原
子
力
規
制
委
員
会

殿
原
子
力
規
制
委
員
会

殿

住
所

住
所

氏
名

（法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）

印
氏
名

（法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）

印

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
４
３
条
の
３
の
１
７

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
３
０
条
及
び
研
究
開

及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置

、運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
５
９
条
第
１
項

（

発
段
階
に
あ
る
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
の
設
置

、運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
２
２
条
第

第
２
項

、第
３
項

）の
規
定
に
よ
り

、次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す

。

１
項

（第
２
項

、第
３
項

）の
規
定
に
よ
り

、次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す

。

（略

）

（略

）

様
式
第
二
（
第
１
３
１
条
関
係
）

様
式
第
二
（
第
４
８
条
関
係
）
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様
式
第
２

（第
１
３
１
条
関
係

）

様
式
第
２

（第
４
８
条
関
係

）

年
度

期
放
射
線
管
理
等
報
告
書

年
度

期
放
射
線
管
理
等
報
告
書

年
月

日
年

月
日

原
子
力
規
制
委
員
会

殿
原
子
力
規
制
委
員
会

殿

住
所

住
所

氏
名

（法
人
に
あ
っ
て
は

、そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）

印
氏
名

（法
人
に
あ
っ
て
は

、そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）

印

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
６
７
条
第
１
項
及
び

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
６
７
条
第
１
項
及
び

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置

、運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
１
３
１
条
第
１
項
の
規

研
究
開
発
段
階
に
あ
る
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
の
設
置

、運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
４

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す

。

８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す

。

（略

）

（略

）

様
式
第
三
（
第
１
３
３
条
関
係
）

様
式
第
三
（
第
５
０
条
関
係
）

様
式
第
３

（第
１
３
３
条
関
係

）

様
式
第
３

（第
５
０
条
関
係

）

（表
面

）

（表
面

）
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第
号

第
号

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
４
３
条
の
３
の
２
４

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
３
７
条
第
６
項
に

第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
２
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
２
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る

身
分

証
明

書
身

分
証

明
書

（略

）

（略

）

備
考
こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は

、日
本
工
業
規
格
Ａ
６
と
す
る
こ
と

。

備
考
こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は

、日
本
工
業
規
格
Ａ
６
と
す
る
こ
と

。

（裏
面

）

（裏
面

）

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（抄
）

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（抄

）

第
１
２
条

（略

）

第
１
２
条

（略

）

２

～５

（略

）

２

～５

（略

）

６
前
項
の
検
査
に
当
た
つ
て
は

、原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
そ
の
職
員
は

、次
に

６
前
項
の
検
査
に
当
た
つ
て
は

、原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
そ
の
職
員
は

、次
に

掲
げ
る
事
項
で
あ
つ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

掲
げ
る
事
項
で
あ
つ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
。

一
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
へ
の
立
入
り

一
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
へ
の
立
入
り

二
帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
の
検
査

二
帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
の
検
査

三
関
係
者
に
対
す
る
質
問

三
関
係
者
に
対
す
る
質
問



⑯-518

四
核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
必
要
な
試
料
の
提
出

（試
験
の
た
め
必
要
な

四
核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
必
要
な
試
料
の
提
出

（試
験
の
た
め
必
要
な

最
小
限
度
の
量
に
限
る

。

）を
さ
せ
る
こ
と

。

最
小
限
度
の
量
に
限
る

。

）を
さ
せ
る
こ
と

。

７
前
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は

、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を

７
前
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は

、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を

携
帯
し

、か
つ

、関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は

、こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

携
帯
し

、か
つ

、関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は

、こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
。

８
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は

８
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は

な
ら
な
い

。

な
ら
な
い

。

第
４
３
条
の
３
の
２
４

（略
）

第
３
７
条

（略

）

２

～４

（略

）

２

～４

（略

）

５
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は

、原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、前
５

原
子
炉
設
置
者
は

、主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、前
項
の
規
定
の
遵
守
の
状

項
の
規
定
の
遵
守
の
状
況

（溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
に
係
る
体
制
そ
の
他
原
子
力
規
制

況
に
つ
い
て

、原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期
に
行
う
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
及
び
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施
に
係
る
体
制
そ
の
他
原
子
力

。

規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項
を
除
く

。

）に
つ
い
て

、原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
期

に
行
う
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

６
第
１
２
条
第
６
項
か
ら
第
８
項
ま
で
の
規
定
は

、前
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る

６
第
１
２
条
第
６
項
か
ら
第
８
項
ま
で
の
規
定
は

、前
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る

。こ
の
場
合
に
お
い
て

、同
条
第
６
項
中

「前
項

」と
あ
る
の
は

、

「第
４
３
条
の
３

。こ
の
場
合
に
お
い
て

、同
条
第
６
項
中

「前
項

」と
あ
る
の
は

「第
３
７
条
第
５
項

の
２
４
第
５
項

」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。

」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。

第
７
８
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０

第
７
８
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し

、又
は
こ
れ
を
併
科
す
る

。

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し

、又
は
こ
れ
を
併
科
す
る

。

四
第
１
２
条
第
６
項

（第
２
２
条
第
６
項

、第
３
７
条
第
６
項

、第
４
３
条
の
３
の
２

四
第
１
２
条
第
６
項

（第
２
２
条
第
６
項

、第
３
７
条
第
６
項

、第
４
３
条
の
２
０
第

４
第
６
項

、第
４
３
条
の
２
０
第
６
項

、第
５
０
条
第
６
項

、第
５
１
条
の
１
８
第
６

６
項

、第
５
０
条
第
６
項

、第
５
１
条
の
１
８
第
６
項

、第
５
６
条
の
３
第
６
項
又
は

項

、第
５
６
条
の
３
第
６
項
又
は
第
６
４
条
の
３
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
６
４
条
の
３
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入

含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入
り

、検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み

、妨
げ

、

り

、検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に

若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し

対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

た
者
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四
の
二

第
１
２
条
の
２
第
１
項

、第
２
２
条
の
６
第
１
項

、第
４
３
条
の
２
第
１
項

、

四
の
二

第
１
２
条
の
２
第
１
項

、第
２
２
条
の
６
第
１
項

、第
４
３
条
の
２
第
１
項

、

第
４
３
条
の
３
の
２
７
第
１
項

、第
４
３
条
の
２
５
第
１
項

、第
５
０
条
の
３
第
１
項

第
４
３
条
の
２
５
第
１
項

、第
５
０
条
の
３
第
１
項

、第
５
１
条
の
２
３
第
１
項
又
は

、第
５
１
条
の
２
３
第
１
項
又
は
第
５
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
５
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

四
の
三

第
１
２
条
の
２
第
３
項

（第
２
２
条
の
６
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
第
２
項

、

四
の
三

第
１
２
条
の
２
第
３
項

（第
２
２
条
の
６
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
第
２
項

、

第
４
３
条
の
３
の
２
７
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
５
第
２
項

、第
５
０
条
の
３
第
２
項

第
４
３
条
の
２
５
第
２
項

、第
５
０
条
の
３
第
２
項

、第
５
１
条
の
２
３
第
２
項
及
び

、第
５
１
条
の
２
３
第
２
項
及
び
第
５
７
条
の
２
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
５
７
条
の
２
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
命
令

含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

に
違
反
し
た
者

四
の
四

第
１
２
条
の
２
第
６
項

（第
２
２
条
の
６
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
第
２
項

、

四
の
四

第
１
２
条
の
２
第
６
項

（第
２
２
条
の
６
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
第
２
項

、

第
４
３
条
の
３
の
２
７
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
５
第
２
項

、第
５
０
条
の
３
第
２
項

第
４
３
条
の
２
５
第
２
項

、第
５
０
条
の
３
第
２
項

、第
５
１
条
の
２
３
第
２
項
及
び

、第
５
１
条
の
２
３
第
２
項
及
び
第
５
７
条
の
２
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
５
７
条
の
２
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入

含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入
り

、検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み

、妨
げ

、

り

、検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に

若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し

対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

た
者

様
式
第
四
（
第
１
３
３
条
関
係
）

様
式
第
三
の
二
（
第
５
０
条
関
係
）

様
式
第
４

（第
１
３
３
条
関
係

）

様
式
第
３
の
２

（第
５
０
条
関
係

）

（表
面

）

（表
面

）

第
号

第
号



⑯-520

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
４
３
条
の
３
の
２
７

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
４
３
条
の
２
第
２

第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
２
条
の
２
第
７
項
の
規
定
に
よ
る

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
２
条
の
２
第
７
項
の
規
定
に
よ
る

身
分

証
明

書
身

分
証

明
書

（略

）

（略

）

備
考
こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は

、日
本
工
業
規
格
Ａ
６
と
す
る
こ
と

。

備
考
こ
の
用
紙
の
大
き
さ
は

、日
本
工
業
規
格
Ａ
６
と
す
る
こ
と

。

（裏
面

）

（裏
面

）

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（抄

）

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（抄

）

第
１
２
条
の
２

（略

）

第
１
２
条
の
２

（略

）

２

～５

（略

）

２

～５

（略

）

６
前
項
の
検
査
に
当
た
つ
て
は

、原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
そ
の
職
員
は

、次
に

６
前
項
の
検
査
に
当
た
つ
て
は

、原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
そ
の
職
員
は

、次
に

掲
げ
る
事
項
で
あ
つ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

掲
げ
る
事
項
で
あ
つ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

。
。

一
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
へ
の
立
入
り

一
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
へ
の
立
入
り

二
帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
の
検
査

二
帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
の
検
査

三
関
係
者
に
対
す
る
質
問

三
関
係
者
に
対
す
る
質
問

四
特
定
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
必
要
な
試
料
の
提
出

（試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度

四
特
定
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
必
要
な
試
料
の
提
出

（試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度

の
量
に
限
る

。

）を
さ
せ
る
こ
と

。

の
量
に
限
る

。

）を
さ
せ
る
こ
と

。

７
前
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は

、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を

７
前
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は

、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を

携
帯
し

、か
つ

、関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は

、こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

携
帯
し

、か
つ

、関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は

、こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
。
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８
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は

８
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は

な
ら
な
い

。

な
ら
な
い

。

第
４
３
条
の
３
の
２
７

（略

）

第
４
３
条
の
２

（略

）

２
第
１
２
条
の
２
第
２
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
核
物
質
防
護
規
定
に
つ
い

２
第
１
２
条
の
２
第
２
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
核
物
質
防
護
規
定
に
つ
い

て

、同
条
第
６
項
か
ら
第
８
項
ま
で
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
５
項

て

、同
条
第
６
項
か
ら
第
８
項
ま
で
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
５
項

の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る

。こ
の
場
合
に
お
い
て

、同
条
第
２
項
中

「前
項

」と
あ

の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る

。こ
の
場
合
に
お
い
て

、同
条
第
２
項
中

「前
項

」と
あ

る
の
は

「第
４
３
条
の
３
の
２
７
第
１
項

」と

、同
条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定

る
の
は

「第
４
３
条
の
２
第
１
項

」と

、同
条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
中

「製

中

「製
錬
事
業
者

」と
あ
る
の
は

「発
電
用
原
子
炉
設
置
者

」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

錬
事
業
者

」と
あ
る
の
は

「原
子
炉
設
置
者

」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。

る

。

第
７
８
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０

第
７
８
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し

、又
は
こ
れ
を
併
科
す
る

。

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し

、又
は
こ
れ
を
併
科
す
る

。

四
の
四

第
１
２
条
の
２
第
６
項

（第
２
２
条
の
６
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
第
２
項

、

四
の
四

第
１
２
条
の
２
第
６
項

（第
２
２
条
の
６
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
第
２
項

、

第
４
３
条
の
３
の
２
７
第
２
項

、第
４
３
条
の
２
５
第
２
項

、第
５
０
条
の
３
第
２
項

第
４
３
条
の
２
５
第
２
項

、第
５
０
条
の
３
第
２
項

、第
５
１
条
の
２
３
第
２
項
及
び

、第
５
１
条
の
２
３
第
２
項
及
び
第
５
７
条
の
２
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

第
５
７
条
の
２
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入

含
む

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入
り

、検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み

、妨
げ

、

り

、検
査
若
し
く
は
試
料
の
提
出
を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に

若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し

対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

た
者

様
式
第
五
（
第
１
３
３
条
関
係
）

様
式
第
四
（
第
５
０
条
関
係
）

様
式
第
５

（第
１
３
３
条
関
係

）

様
式
第
４

（第
５
０
条
関
係

）
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（表
面

）

（略

）

（表
面

）

（略

）

（裏
面

）

（裏
面

）

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（抄

）

核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（抄

）

第
６
８
条

原
子
力
規
制
委
員
会

、国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は

、こ
の

第
６
８
条

原
子
力
規
制
委
員
会

、文
部
科
学
大
臣

、国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
公
安

法
律

（原
子
力
規
制
委
員
会
又
は
国
土
交
通
大
臣
に
あ
つ
て
は
第
６
４
条
第
３
項
各
号
に

委
員
会
は

、こ
の
法
律

（原
子
力
規
制
委
員
会
又
は
国
土
交
通
大
臣
に
あ
つ
て
は
第
６
４

掲
げ
る
原
子
力
事
業
者
等
の
区
分

（同
項
各
号
の
当
該
区
分
に
か
か
わ
ら
ず

、核
原
料
物

条
第
３
項
各
号
に
掲
げ
る
原
子
力
事
業
者
等
の
区
分

（同
項
各
号
の
当
該
区
分
に
か
か
わ

質
使
用
者

、国
際
規
制
物
資
使
用
者

、第
６
１
条
の
３
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

ら
ず

、核
原
料
物
質
使
用
者
に
つ
い
て
は
原
子
力
規
制
委
員
会

、国
際
規
制
物
資
使
用
者

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
者

、同
条
第
５
項

、第
６
項

、第
８
項
及
び

、第
６
１
条
の
３
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規

第
９
項
に
規
定
す
る
者
並
び
に
国
際
特
定
活
動
実
施
者
に
つ
い
て
は
原
子
力
規
制
委
員
会

定
す
る
者

、同
条
第
５
項

、第
６
項

、第
８
項
及
び
第
９
項
に
規
定
す
る
者
並
び
に
国
際

と
す
る

。

）に
応
じ
こ
の
法
律
の
規
定

、都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
あ
つ
て
は
第
５
９

特
定
活
動
実
施
者
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
大
臣
と
す
る

。

）に
応
じ
こ
の
法
律
の
規
定

条
第
６
項
の
規
定

）の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、そ
の
職
員

（都
道
府
県
公
安
委

、都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
あ
つ
て
は
第
５
９
条
第
６
項
の
規
定

）の
施
行
に
必
要
な
限

員
会
に
あ
つ
て
は

、警
察
職
員

）に

、原
子
力
事
業
者
等

（核
原
料
物
質
使
用
者

、国
際

度
に
お
い
て

、そ
の
職
員

（都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
あ
つ
て
は

、警
察
職
員

）に

、原

規
制
物
資
使
用
者

、第
６
１
条
の
３
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け

子
力
事
業
者
等

（核
原
料
物
質
使
用
者

、国
際
規
制
物
資
使
用
者

、第
６
１
条
の
３
第
１

る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
者

、同
条
第
５
項

、第
６
項

、第
８
項
及
び
第
９
項
に
規
定
す

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
者

、同
条
第
５

る
者
並
び
に
国
際
特
定
活
動
実
施
者
を
含
む

。

）の
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業

項

、第
６
項

、第
８
項
及
び
第
９
項
に
規
定
す
る
者
並
び
に
国
際
特
定
活
動
実
施
者
を
含

所
に
立
ち
入
り

、帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ

、関
係
者
に
質
問
さ
せ

む

。

）の
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り

、帳
簿

、書
類
そ
の
他
必

、又
は
試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
量
に
限
り

、核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
そ
の

要
な
物
件
を
検
査
さ
せ

、関
係
者
に
質
問
さ
せ

、又
は
試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の

他
の
必
要
な
試
料
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

。

量
に
限
り

、核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
必
要
な
試
料
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る

。

２
原
子
力
規
制
委
員
会
は

、こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、そ
の
職
員
に

２
原
子
力
規
制
委
員
会
は

、こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、そ
の
職
員
に

、第
１
６
条
の
４
第
１
項

、第
２
８
条
の
２
第
１
項

、第
４
３
条
の
３
の
１
３
第
１
項

、
、第

１
６
条
の
４
第
１
項

、第
２
８
条
の
２
第
１
項

、第
４
３
条
の
１
０
第
１
項

、第
４

第
４
３
条
の
１
０
第
１
項

、第
４
６
条
の
２
第
１
項

、第
５
１
条
の
９
第
１
項
若
し
く
は

６
条
の
２
第
１
項

、第
５
１
条
の
９
第
１
項
若
し
く
は
第
５
５
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
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第
５
５
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
施
設
の
溶
接
を
す
る
者
の
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く

る
施
設
の
溶
接
を
す
る
者
の
事
務
所
又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り

、帳
簿

、

は
事
業
所
に
立
ち
入
り

、帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ

、又
は
関
係
者

書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ

、又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

。
。

３
原
子
力
規
制
委
員
会
は

、第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
ほ
か

、第
４
３
条
の
３

３
原
子
力
規
制
委
員
会
は

、第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
ほ
か

、第
６
２
条
第
１

の
９
第
１
項

、第
４
３
条
の
３
の
１
０
第
１
項

、第
４
３
条
の
３
の
１
１
第
１
項

、第
４

項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、そ
の
職
員
に

、船
舶
に
立
ち
入
り

、帳
簿

３
条
の
３
の
１
２
第
１
項

、第
４
３
条
の
３
の
１
３
第
１
項

、第
４
３
条
の
３
の
１
５
第

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ

、関
係
者
に
質
問
さ
せ

、又
は
試
験
の
た
め
必

１
項

、第
４
３
条
の
３
の
１
６
第
１
項

、第
４
３
条
の
３
の
２
４
第
５
項
及
び
第
４
３
条

要
な
最
小
限
度
の
量
に
限
り

、核
原
料
物
質

、核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
必
要
な
試
料
を
収

の
３
の
３
０
第
１
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、そ
の
職
員
に

、原
子
力

去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

。

施
設

（製
錬
施
設
及
び
使
用
施
設
等
を
除
く

。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）の
設
計

若
し
く
は
工
事
又
は
原
子
力
施
設
の
設
備
の
製
造
を
行
う
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
事
務
所

又
は
工
場
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り

、帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ

せ

、又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

。

４

～５

（略

）

４

（略

）

６
原
子
力
規
制
委
員
会
又
は
国
土
交
通
大
臣
は

、第
６
５
条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
検
査

５
原
子
力
規
制
委
員
会
又
は
国
土
交
通
大
臣
は

、第
６
５
条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
検
査

等
事
務
の
区
分
に
応
じ

、こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、そ
の
職
員
に

、

等
事
務
の
区
分
に
応
じ

、こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、そ
の
職
員
に

、

機
構
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
立
ち
入
り

、帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ

機
構
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
立
ち
入
り

、帳
簿

、書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ

せ

、又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

。

せ

、又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

。

７
前
各
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は

、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯

６
前
各
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は

、そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯

し

、か
つ

、関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は

、こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

し

、か
つ

、関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は

、こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

８

～１
２

（略

）

７

～１
０

（略

）

１
２

第
１
項
か
ら
第
６
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ

１
１

第
１
項
か
ら
第
５
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
は

、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ

た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い

。

た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い

。

第
７
８
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０

第
７
８
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し

、又
は
こ
れ
を
併
科
す
る

。

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し

、又
は
こ
れ
を
併
科
す
る

。

三
十

第
６
８
条
第
１
項

（核
原
料
物
質
使
用
者

、国
際
規
制
物
資
使
用
者

、第
６
１
条

三
十

第
６
８
条
第
１
項

（核
原
料
物
質
使
用
者

、国
際
規
制
物
資
使
用
者

、第
６
１
条
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の
３
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
者

の
３
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
者

、同
条
第
５
項

、第
６
項

、第
８
項
及
び
第
９
項
に
規
定
す
る
者
並
び
に
国
際
特
定
活

、同
条
第
５
項

、第
６
項

、第
８
項
及
び
第
９
項
に
規
定
す
る
者
並
び
に
国
際
特
定
活

動
実
施
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入
り

、検
査
若
し
く
は
収
去

動
実
施
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）の
規
定
に
よ
る
立
入
り

、検
査
若
し
く
は
収
去

を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は

を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く
は
忌
避
し

、又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は

虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

第
８
０
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

第
８
０
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

、１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る

。

る

。

十
一

第
６
８
条
第
１
項

（核
原
料
物
質
使
用
者

、国
際
規
制
物
資
使
用
者

、第
６
１
条

十
一

第
６
８
条
第
１
項

（核
原
料
物
質
使
用
者

、国
際
規
制
物
資
使
用
者

、第
６
１
条

の
３
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
者

の
３
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
規
定
す
る
者

、同
条
第
５
項

、第
６
項

、第
８
項
及
び
第
９
項
に
規
定
す
る
者
並
び
に
国
際
特
定
活

、同
条
第
５
項

、第
６
項

、第
８
項
及
び
第
９
項
に
規
定
す
る
者
並
び
に
国
際
特
定
活

動
実
施
者
に
係
る
部
分
に
限
る

。

）

、第
２
項
か
ら
第
５
項
ま
で
又
は
第
１
３
項
の

動
実
施
者
に
係
る
部
分
に
限
る

。

）

、第
２
項
か
ら
第
４
項
ま
で
又
は
第
１
２
項
の

規
定
に
よ
る
立
入
り

、検
査
若
し
く
は
収
去
を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く
は
忌
避
し

、又
規
定
に
よ
る
立
入
り

、検
査
若
し
く
は
収
去
を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く
は
忌
避
し

、又

は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

第
８
０
条
の
４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
違
反
が
あ
つ
た
場
合
に
は

、そ
の
違
反

第
８
０
条
の
４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
違
反
が
あ
つ
た
場
合
に
は

、そ
の
違
反

行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は
職
員
は

、５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

。

行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は
職
員
は

、５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

。

二
第
６
８
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く

二
第
６
８
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み

、妨
げ

、若
し
く

は
忌
避
し

、又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き

は
忌
避
し

、又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き

。
。

第
８
１
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
そ
の
他
の
従
業
者
が

、そ
の

第
８
１
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
そ
の
他
の
従
業
者
が

、そ
の

法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は

、

法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は

、

行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か

、そ
の
法
人
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を

、そ
の
人

行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か

、そ
の
法
人
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を

、そ
の
人

に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る

。

に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る

。

二
第
７
８
条
第
１
号

、第
２
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を

二
第
７
８
条
第
１
号

、第
２
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を

除
く

。

）

、第
３
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

除
く

。

）

、第
３
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
４
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第

）

、第
４
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
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６
号

、第
７
号

、第
８
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
６
号

、第
７
号

、第
８
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
に
係
る
部
分
を
除
く
。

）

、第
８

８
号
の
２

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
１

号
の
２

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
１
０

０
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
１
１
号

、第
１
２
号

号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
１
１
号

、第
１
２
号

（

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
１
３
号
の
３
か
ら
第
１
３

試
験
研
究
炉
等
設
置
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
１
４
号

、第
１
５
号

、第
１

号
の
７
ま
で

、第
１
４
号

、第
１
５
号

、第
１
７
号

、第
１
８
号

、第
２
０
号

、第
２

７
号

、第
１
８
号

、第
２
０
号

、第
２
１
号

、第
２
６
号
の
２

（試
験
研
究
炉
等
設
置

１
号

、第
２
６
号
の
２

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
２
７
号
の
２
か
ら
第
２
７
号
の
４
ま

。

）

、第
２
７
号
の
２
か
ら
第
２
７
号
の
４
ま
で

、第
２
８
号

（試
験
研
究
炉
等
設

で

、第
２
８
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、

置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
２
９
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者

第
２
９
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）又
は
第

及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）又
は
第
３
０
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及

３
０
号

（試
験
研
究
炉
等
設
置
者
及
び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

１
億
円

び
使
用
者
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）
１
億
円
以
下
の
罰
金
刑

以
下
の
罰
金
刑

三
第
７
７
条

（第
１
号
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
部
分
を
除
く

。
）

、第
７
８
条

（前
三

第
７
７
条

（第
１
号
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
７
８
条

（前

号
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
７
９
条
又
は
第
８
０
条

各
本
条

号
に
掲
げ
る
規
定
に
係
る
部
分
を
除
く

。

）

、第
７
９
条
又
は
第
８
０
条

各
本
条

の
罰
金
刑

の
罰
金
刑

様
式
第
六
（
第
１
３
４
条
関
係
）

様
式
第
五
（
第
５
２
条
関
係
）

様
式
第
６

（第
１
３
４
条
関
係

）
（略

）

様
式
第
５

（第
５
２
条
関
係

）

（略

）

様
式
第
七
（
第
１
３
４
条
関
係
）

（
新
設
）
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様
式
第
八
（
第
１
３
４
条
関
係
）

（
新
設
）
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